
平 成 ２２ 年 度 

 

 

 

 

 

 

業 務 年 報 
 

 

平 成２３年 ３ 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取県農林総合研究所 

園 芸 試 験 場 
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夏期の高温・干ばつ 

 本年度は厳しい干ばつとなり、６月中旬以降の平均気温も平年値を大きく上回り、これまでにな

い高温・干ばつの夏となった。‘二十世紀’は人工受粉期の天候不順により着果数が少なく、その

上、盛夏期の高温・干ばつにより、果実肥大が抑制されたため、生産量が大きく落ち込み、前年比

６０％となったが、数量減に加え、干ばつにより糖度の高い果実が多かったことから、販売面では

過去最高の単価となった。また、県下一元選果を始めて３年目の新品種‘なつひめ’と‘新甘泉’

は出荷量も増加し、品質も安定していたことから、市場評価は年々高まってきている。 

 大玉スイカは春先の交配時期は生育不良等が心配されたが、販売期間の気温が高く、干ばつ気味

に推移したため、順調な販売結果となり、販売金額も前年を上回わった。 

  ラッキョウは春先の低温等の影響で出荷量がやや減少したが、販売価格はまずまずの成績であっ

た。 

 ナガイモの新品種‘ねばりっ娘’の栽培面積は年々増加し、ナガイモの全栽培面積の半分を占め

るまでなってきた。 

 

大晦日からの大雪 

  鳥取地方は大晦日から記録的な大雪に見舞われ、県内の交通は大混乱に陥った。一時は何千台も

の車が国道に閉じこめられ、全国的にも大きなニュースとなったが、この大雪は園芸作物にも大き

な影響を与えた。花き、野菜ハウスの倒壊、出荷を控えたブロッコリー、白ネギへの被害、ナシ棚

の倒壊、ナシ樹の損傷等農業関係で約１７億円の被害が発生した。 

 

特筆すべき成果と課題の取り組み 

 新しい技術第４８集の中において「参考となる情報・成果」として１４課題、品種情報を提供す

る「新しい品種・種畜」として４課題を公表した。この中にも紹介したが、花きの省エネ栽培法と

して「トルコギキョウにおける EOD の昇温、光照射処理」の顕著な省エネ効果が認められており、

今後はストック等、本県特産花きへの応用を進め、効果の確認を行う予定である。 

 

終わりに 

  本年度も終わりに近づいた３月１１日に起こった東日本大震災により、すべてのものが一変し

た。新年度の農業生産、販売にもどのような影響があるのか全く予想のつかない状況ではあるが、

我々、研究機関は地道に着実に研究を継続していく所存である。 

  

                                 平成２３年３月３１日 

                                             農林総合研究所園芸試験場 

                                             場長  村田 謙司  
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Ⅰ 試 験 研 究 課 題 一 覧 

研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

《果 樹 関 係》 
   

 

 

1．系統適応性検定試験 

（１）ナシ系統適応性検定試験 

（２）ウメ系統適応性検定試験 

（３）カキ第７回系統適応性検定試験 

（４）ブドウ第 13回系統適応性試験 

２．病害虫発生予察調査事業 

（１）果樹主要病害虫の発生予察調査 

３．カキ‘西条’の生理障害を防止する系統選抜と栽培技術

の開発 

（１）高果実品質、軟化抑制・防止系統の選抜 

ア 系統による生理落果、樹上軟化の発生程度の調査 

イ 各系統の果実品質と日持ち性の調査 

（２）個包装脱渋による長期貯蔵技術の管理条件について 

ア 系統による貯蔵性の調査 

４．新農薬適用試験 

（１）散布薬液による王秋ナシ果実の果面障害の再現試験 

（２）ナシ赤星病に対する DMI 剤の防除効果（ポット試験） 

（３）微生物農薬等のナシ病害に対する防除効果の確認 

 ア 微生物農薬等のナシ黒斑病に対する防除効果の確認  

 イ 微生物農薬等のナシ黒星病に対する防除効果の確認 

 ウ 微生物農薬等のナシうどんこ病に対する防除効果の

確認 

（４）ナシのナシヒメシンクイに対する防除薬剤及び体系の

検討 

（５）カメムシ類の防除対策 

（６）合成ピレスロイド系殺虫剤散布によるハダニ類密度へ

の影響 

（７）果樹における現地対応とその記録（害虫関係） 

 ア モモ園におけるカタツムリ類被害の記録とその対応 

 イ ナシにおけるイラガ類の対応とキクイムシ類の記録 

（８）果樹主要病害虫に対する新農薬の実用化試験 

（９）傾斜地におけるスピードスプレーヤ散布の農薬付着状

況 

（10）植物生育調節剤関係試験 

 ア ‘ゴールド二十世紀’における鮮度保持剤の利用に関

する試験 

５．ナシのジョイント整枝による省力栽培技術の確立 

（１）‘おさゴールド’に適したジョイント整枝方法の 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

確立 

 ア 整枝方法の比較 

（２）鳥取県育成新品種のジョイント適性把握と栽培技術の

確立 

ア 育苗方法に関する試験 

イ 育苗年数に関する試験 

（３）なつひめ、新甘泉におけるジョイント省力栽培技 

術の確立 

ア ‘新甘泉’のジョイント栽培適性の検討 

６．生産振興推進事業 

（１） 栄養診断 

 ア 初期生育診断（ナシ） 

 イ 葉および土壌中の無機分析（ナシ） 

（２）作況調査 

ア 果実に関する調査 

７．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成 

（１）ナシ新品種、新系統の評価試験 

（２）‘花御所’の優良系統の収集と選抜 

８．「なつひめ」等青ナシオリジナル品種の栽培技術の確立 

（１）青ナシ果実の果面障害の発生原因の解明 

ア りんぽう脱落期の薬剤散布による果面障害果の再現

試験 

（２）青ナシ新品種の生育特性解明 

ア ‘夏さやか’の早期摘果の効果 

イ ‘夏さやか’の整枝法に関する試験 

ウ ‘夏さやか’の長果枝と短果枝の果実品質の比較 

エ ‘夏さやか’の CX-10 による開花時期の前進化 

オ ‘なつひめ’の着果番果試験 

カ ‘なつひめ’の着果密度と着果部位別果実の検討 

キ  ‘なつひめ’‘新甘泉’の非破壊糖度センサーを用い

た糖度推移の検討 

 ク 新品種の収穫期別の果実品質推移 

 ケ 糖及び有機酸の定量分析法の改良 

 コ  果実中の糖および有機酸組成の推移 

 サ 春先の幼果の赤みが果皮に及ぼす影響 

（２）本県育成品種の早期多収、省力整枝法の確立 

ア ‘なつひめ’‘涼月’の整枝法の検討 

イ ‘なつひめ’‘涼月’の着果位置別の果実品質の検討 

ウ ‘なつひめ’の主枝・亜主枝先端の切返し方法の検討 

（３）新品種の高品質果実の安定生産技術の確立 

ア ‘なつひめ’の摘心処理による生産安定技術の確立 

 イ 青ナシ新品種の袋掛けに関する試験 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 ウ ニホンナシの果梗伸長に関する試験 

 エ  開花前後の低温が受粉に及ぼす影響 

 オ  夏肥の施用が果実品質に及ぼす影響 

（４）省力軽労で取り組みやすい土壌管理法の検討 

ア  施肥量の違いが樹体生長と果実品質に及ぼす影響 

イ  元肥および夏肥の必要性の検討 

ウ 土壌改良面積の検討 

エ 大麦による土壌改良効果の検討 

オ 夜温の高低が果実糖度に及ぼす影響 

（５）消費者の求める美味しいナシ作りに向けた技術確      

立 

ア ‘おさゴールド’の摘花程度と果実品質の関係解        

明 

イ ‘おさゴールド’の交配方法の検討 

ウ 着果不良樹における新梢管理方法の検討 

エ トレンチャーを利用した土壌条件改善方法の検討 

オ 天候不順な状況における交配時期の検討 

カ 天候不順な状況における交配方法の検討 

キ 水田転換果樹園における高品質青ナシ栽培技術の確

立 

ク  大袋の尻たたきの有無が落果に及ぼす影響 

９．「新甘泉」等赤ナシ新品種の省力安定栽培技術確立 

（１）赤ナシ新品種栽培の技術確立によるマニュアル化 

ア ‘新甘泉’に適した着果密度と着果部位の検討 

イ ‘新甘泉’の花芽維持に関する検討 

ウ ‘新甘泉’の花芽確保に関する検討 

エ ‘新甘泉’‘秋甘泉’の着果位置の検討 

オ ブリックスキャンの熟度値の活用 

カ ‘早優利’のジベレリン処理時期による果実品質向上 

キ ‘早優利’の植調剤による果実品質向上 

ク ‘王秋’の適正着果量の検討 

（２）無交配・無袋による省力栽培体系の実証 

ア ‘新甘泉’の自然受粉による省力化 

（３）‘王秋’のコルク状障害発生低減技術の確立 

ア 春期の土壌乾燥がコルク状障害の発生に及ぼす影響 

イ 多施肥がコルク状障害発生に及ぼす影響 

ウ 生育期の高温がコルク状障害発生に及ぼす影響 

エ 加里多施用がコルク状障害発生に及ぼす影響 

（４）輸出用穂木の安定生産技術の確立 

ア ‘新興’に対するバウンティフロアブル散布が新梢発

生に及ぼす影響 

イ 摘心が‘新興’新梢の花芽着生に及ぼす影響 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

ウ 穂木取り専用‘新興’の整枝法検討  

エ 結縛処理が‘新興’新梢の花芽着生に及ぼす影響 

10．有機・特別栽培拡大に必須の病害虫防除技術確立 

（１）微生物農薬を活用した化学合成殺菌剤使用回数削減体

系の検討 

 ア 微生物農薬を用いた防除体系下での黒星病及びうど

んこ病の発生状況（栽培ほ場） 

イ 微生物農薬を用いた防除体系下での黒星病及びうど

んこ病の発生状況（強せん定樹） 

ウ 微生物農薬を用いた防除体系下における赤ナシ主要

病害の発生状況（栽培ほ場） 

（２）果樹に発生するマイナー害虫等の発生動向把握と対策 

ア 殺虫剤削減ナシ園における害虫相の変化とその把握 

 （ア）殺虫剤削減ほ場の防除実績及び数種害虫のフェロモ

ントラップ調査結果 

 （イ）殺虫剤削減ほ場で問題となる害虫種の抽出 

 イ マシン油乳剤を用いた休眠期の防除対策 

 ウ ダニ類の防除対策 

（ア）新甘泉等ナシ新品種におけるニセナシサビダニの発

生状況の把握と防除体系の確立 

（イ）クワオオハダニ越冬卵に対する殺ダニ剤の効果 

（ウ）ハダニ類の生育期における防除体系の検討 

エ チョウ目害虫の防除対策 

（ア）ナシホソガの防除対策（現地） 

（イ）ナシホソガに対する薬剤の効果 

オ カメムシ目害虫の防除対策 

（ア）果樹カメムシ類の発生予察 

（イ）合成性フェロモン剤を利用したコナカイガラムシ類

の発生消長把握 

（ウ）カキに発生するコナカイガラムシの防除対策 

（エ）ナシグンバイに対する薬剤の効果 

カ 有袋栽培における各種病害虫の防除対策（予備試験） 

11．他産地に打ち勝つブドウ生産に向けた高度栽培法の確立 

（１）‘ピオーネ’の着色優良系統への早期改植技術の確立 

ア 自家製苗木育成技術の確立 

イ ‘ピオーネ’種なし栽培の技術確立 

（２）青ブドウブランド化に向けた高品質果実生産技術の確

立 

 ア ‘ハニービーナス’の種なし化栽培の技術確立 

 イ ‘シャインマスカット’種なし栽培の技術確立 

（ア）ジベレリンとフルメット混用液１回処理と２回処理

の比較  
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

（イ）袋種類が果皮の汚れに与える影響(果実品質) 

（ウ）袋種類が果皮の汚れに与える影響（温湿度変化） 

12．消費者・生産者が求めるカキの革新的新栽培法の確立 

（１）水田転換園での生産安定と果実品質向上技術の確立 

ア ‘西条’の樹上軟化落果の実態調査   

（２）果実の収穫方法および収穫後の保管時間が脱渋後の日

持ちに及ぼす影響について 

ア コンテナカバー及び有孔ポリエチレン袋の処理効果

確認について 

イ アンポ用‘西条’の生産を目的とした省力・低コスト

栽培試験 

（３）省力軽労働で取り組みやすい栽培技術の確立 

ア 低コスト施肥の検討 

（４）新品種の高品質栽培技術の確立 

ア ‘花御所’の平棚栽培における収量確保（ヘタスキ軽

減）検討 

（５）新品種のポット栽培による早期成園化と高品質多収穫

技術の確立 

ア 簡易な着果目安の作成（葉果比当たりの着果量の検

討） 

 

《野菜・花き・特産関係 》 

13．病害虫発生予察調査事業 

（１）主要野菜・花きの病害虫発生状況調査 

（２）病害虫発生状況と防除対策の情報提供 

（３）病害虫の診断依頼 

14．系統適応性検定試験 

（１）平成 22 年度メロン安濃交 12号の系統適応性検定試験 

（２）平成 23 年度イチゴ‘久留米 62号’の系統適応性検定

試験 

（３）平成 22年度ネギ安濃交１号の系統適応性検定試験 

15．新農薬適用試験 

（１）10月収穫作型におけるブロッコリー黒腐病に対する薬

剤防除体系の検討 

（２）ブロッコリー菌核病に対する薬剤防除効果の検討 

（３）スイートコーン栽培における主要害虫防除 

 ア カルタップ（パダン）粒剤４によるアワノメイガ防除 

（４）ホウレンソウケナガコナダニ防除における各薬剤およ

び展着剤の防除効果 

（５）野菜関係除草剤 

（６）平成 22 年度春夏作野菜・花き関係除草剤・生育調節

48 

49 
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52 

 

 

 

 

 

 

53 

 

 

 

県単 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国補 

 

 

 

国補 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H20～24 

 

H21～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S40～ 

 

 

 

S36～ 

 

 

 

 

H10～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂丘農研セ 

 

河原試験地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境研究室 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

弓浜分場 

環境研究室 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

剤試験 

ア 花き関係生育調節剤試験 

16．スイカ、ホウレンソウ輪作体系におけるカラシナ、ブロ

ッコリー等収穫残さの鋤き込みによる土壌病害虫防除の

実証 

（１）最適処理条件の検討 

（２）土壌病害に起因するスイカ急性萎凋症に対する防除効

果 

（３）ホウレンソウ萎凋病に対する防除効果 

17．有機・特別栽培拡大に必須の病害虫防除技術確立 

（１）低濃度エタノールによる新しい土壌くん蒸技術の開発 

ア 土壌病害に起因するスイカ急性萎凋症に対する防除

効果 

 イ ホウレンソウ萎凋病に対する防除効果 

（２）ラッキョウ、ニンニク等ネギ属栄養繁殖性作物におけ

るウイルス病防除対策の確立 

ア ラッキョウ病原ウイルスの感染状況調査 

 イ ラッキョウえそ条斑病の収量に及ぼす影響 

（３）種球温湯処理によるラッキョウ病害の防除技術確立 

ア ラッキョウ種球の温湯処理における水稲温湯消毒機

の利用 

 イ 水稲温湯消毒機を利用した種球の温湯浸漬処理によ

る赤枯病の防除効果（現地試験） 

 ウ 水稲温湯消毒機を利用した種球の温湯浸漬処理によ

る赤枯病の防除効果 

 エ ウイルス病の発病抑制効果 

 オ ラッキョウ乾燥機を利用した種球の乾熱処理による

赤枯病の防除効果 

（４）ブロッコリー花蕾腐敗病の防除技術の検討 

（５）ブロッコリー根こぶ病耐病性品種の初夏どりにおける

特性検討 

（６）ブロッコリー根こぶ病耐病性品種の秋冬どりにおける

特性検討 

（７）抵抗性誘導作用を有する資材のブロッコリー黒腐病に

対する発病抑制効果 

（８）イチゴ栽培における天敵を利用したハダニ類防除（現

地試験） 

（９）ブロッコリー害虫における農薬の削減 

ア BT 剤及び気門封鎖剤による主要害虫の防除効果 

イ 不織布を利用した物理的防除法の検討 

ウ 防虫ネットを利用した物理的防除法の検討 

エ 緑色 LED を利用したアブラナ科野菜の害虫防除（予備
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59 

 

 

受託 

 

受託 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H10～ 

 

H22～ 

 

 

 

 

 

 

H21～24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 

花き研究室 

 

環境研究室 

 

 

 

 

 

 

環境研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

試験） 

（10）ホウレンソウの難防除害虫対策 

 ア 魚粕施用によるホウレンソウケナガコナダニの被害

抑制の検討 

イ 太陽熱消毒によるホウレンソウケナガコナダニの防

除 

（11）スイートコーン栽培における主要害虫防除 

 ア セルトレイ苗利用がネキリムシ類被害に及ぼす影響 

（12）黄色 LED 利用によるミニトマトのチョウ目害虫の防除 

（13）青色 LED のカンザワハダニに対する効果 

（14）青色 LED のうどんこ病に対する効果 

18．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成 

（１）スイカ新品種の育成と実用化 

 ア 耐病性優良台木の育成と実用化 

 （ア）選抜系統の実用性検定 

  ａ 実用性検定 

  ｂ どんなもん台の作型適応性検定試験 

 （イ）選抜系統の再選抜による耐病性形質の固定 

 （ウ）選抜系統の黒点根腐病耐性検定 

（２）イチゴ新品種の育成と実用化 

ア 人工交配による交雑実生の育成 

イ 出蕾期による交雑実生の１次選抜 

ウ 特性検定による交雑実生の２次選抜 

エ 特性検定による交雑実生の３次選抜 

オ 特性検定による交雑実生の４次選抜 

カ 特性検定による交雑実生の高次選抜 

19．気温上昇対策と施肥削減による黒ボク畑特産野菜の生産

安定技術の確立 

（１）気温上昇に対応した野菜生産技術の確立 

ア 施設野菜の高温期安定生産技術の確立 

 （ア）ハウス被覆の散水処理による夏期昇温抑制 

ａ 散水時間の検討 

  ｂ 被覆資材の検討 

ｃ ミニトマト栽培への影響 

  ｄ 効果的な昇温抑制資材の検討 

  ｅ 散水チューブ付き遮光ネットの実用性検討 

（イ）高温期のホウレンソウかん水基準の検討 

（ウ）耐暑性品種の検索 

ａ ホウレンソウ（６月は種） 

ｂ ホウレンソウ（８月は種） 

ｃ ホウレンソウ（２作目における施肥の有無の影響） 

ｄ ミニトマト 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21～24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 ｅ 中玉トマト 

 イ ブロッコリーの周年栽培体系の確立 

 （ア）作型別適品種の検討 

  ａ ８月穫り品種の検討 

 ｂ 年内定植翌年４月穫り品種の検討 

ｃ 秋冬穫り作型での花芽分化・発育調査 

  （ａ）時期別の花芽分化・発育調査 

  （ｂ）葉数と花芽分化 

  （ｃ）花蕾発育調査 

  （ｄ）気温と収穫日との関係 

 （イ）土壌水分および過酸化カルシウム施用が小花黄化発

生に与える影響 

（２）黒ボク畑特産野菜の施肥削減技術の確立 

ア 新しい施肥設計支援技術の確立 

（ア）可給態窒素を指標とした施肥指針の検討 

  ａ 現地ブロッコリー圃場の土壌養分実態調査 

イ コスト低減施肥体系の確立 

 （ア）スイカ－ブロッコリー体系における、堆肥利用によ

るリン酸、加里施用 の削減（１年目） 

  ａ スイカ                                                                

    ｂ ブロッコリー                                                           

 ウ 作付け体系別土壌管理技術の確立 

 （ア）スイカ－ストック体系における土壌還元消毒導入に

よる土壌管理 

ａ スイカ後作の土壌還元消毒による土壌化学性の変

化  

（イ）スイカ－ホウレンソウ体系                                               

20．スイカの生育障害克服等による高位生産技術の確立 

（１）生産安定技術の確立 

ア 急性萎凋症総合対策技術確立 

（ア）マルチ資材の違いがスイカ黒点根腐病の発病に及ぼ

す影響 

（イ）急性萎凋症に強いユウガオ台木の検索 

イ 着果安定技術の確立 

 （ア）貯蔵花粉の検討 

（イ）花粉専用品種の検討 

（ウ）花粉発芽率と気温との関係 

 ウ 空洞果発生軽減技術の確立 

エ ハウススイカのかん水基準の検討 

 オ 裂果の要因解明 

カ 出荷予測の精度向上 

 （ア）スイカ果実の肥大推移（予備調査） 

 （イ）スイカ果実の収穫果重予測（予備調査） 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22～21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H16～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境研究室 

 

野菜研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 キ 抑制小玉スイカの裂皮対策試験 

（２）次世代型省力栽培技術確立 

ア トンネル低コスト栽培の実証 

（ア）被覆資材および定植時期と温度の関係  

（イ）被覆資材および定植時期と生育の関係 

イ トンネル省力栽培確立 

（ア）整枝方法の検討 

 ａ ５本整枝３果穫り 

  ｂ ３本整枝２果穫り 

（イ）２番果収穫の検討 

（ウ）換気省力化の検討 

21．イチゴの品質安定技術の確立 

（１）次世代品種の検索と特性解明 

 ア 品種比較 

 イ 摘果による果実品種改善効果の検討 

（２）‘章姫’の食味安定と日持ち性の改善 

ア カルシウムおよびケイ酸施用による果実硬度の改善

（ポット試験） 

イ カルシウム施用量の増加による果実硬度の改善  

ウ マルチの種類およびﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｳﾑ塩処理による品

質改善   

エ 株間、着果数および春季新葉摘除による品質改善 

オ 定植前のマルチングによる影響 

（３）‘章姫’に対する遠赤色光処理の反応確認（予備試験） 

22．消費者ニーズに応えるブロッコリーの高品質栽培技術の

確立 

（１）２～３月どりの有望品種の検索 

（２）施肥適正化技術の確立 

 ア ブロッコリー収穫残渣の連続鋤込みによる土壌化学

性の変化 

23．弓浜砂丘地野菜の栽培技術の改善と特産品開発 

（１）ニンジンの高品質・安定多収栽培技術の確立 

 ア 春まきニンジンの安定生産技術の確立 

（ア）播種日がニンジンの生育、収量および抽苔に及ぼす

影響 

（イ）べたがけ被覆除去日が生育および収量に及ぼす影響 

 （ウ）高品質、多収品種の検索 

 イ 夏まきニンジンの安定生産技術の確立 

（ア）高品質、多収品種の検索（９月上旬播種） 

（イ）生理障害発生要因の解明 

  ａ 施肥がケロイド症の発生に及ぼす影響 

  ｂ 異なる水分管理がケロイド症の発生に及ぼす影

74 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H16～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H19～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H19～21 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

 

 

 

 

 

弓浜分場 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

響 

（２）サツマイモの高品質・生産安定技術の確立と品種適応

性 

ア 良食味品種‘クイックスイート’の早掘り適性 

イ 良食味品種‘クイックスイート’の普通堀り適性 

（３）４月どりブロッコリーの作型開発 

ア 露地栽培における有望品種、播種時期の選定 

イ ハウス栽培における有望品種の検索 

24．地球温暖化に対応した白ネギ安定生産技術の確立 

（１）夏越し栽培技術の確立 

 ア 盛夏期の灌水技術の確立 

 （ア）異なる灌水管理が土壌水分量および地温に及ぼす影

響 

（イ）異なる灌水管理がネギの生育に及ぼす影響 

（ウ）灌水下の異なる施肥窒素量がネギの生育に及ぼす影

響 

（エ）平坦地黒ボク畑における灌水効果 

イ 10 月どり連作圃場における耐夏越し性品種の検索 

ウ 換金作物との輪作によるネギ連作障害の軽減 

エ 亜リン酸資材の施用が夏越しネギの生育および収量

に及ぼす影響 

（２）周年出荷体系の強化 

ア 春どりネギの安定生産技術の確立 

（ア）栽植密度がネギの肥大に及ぼす影響 

（イ）播種・移植日が抽苔ならびに生育、収量に及ぼす影

響 

イ ５月どり一本ネギの作型開発 

ウ 無被覆栽培による６月どり作型の省力化 

エ 作型別適品種の選定 

（ア）１～２月どり 

（イ）６月どり 

（ウ）７月上旬どり 

（エ）７月どり 

（オ）８～９月どり 

（カ）10月どり 

（キ）12月どり 

オ 現地適応性品種選定試験 

（ア）関金地区 

（イ）大山地区 

（ウ）中山地区 

（エ）名和地区 

カ 酸素供給剤による湿害軽減 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓浜分場 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓浜分場 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 

弓浜分場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野菜研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

（３）ネギアザミウマ防除体系の確立 

ア 即効性剤と遅効性剤の混用散布における防除効果 

イ 新規薬剤の防除効果 

ウ 異なる展着剤が防除効果に及ぼす影響 

（４）低コスト施肥技術の確立 

 ア ５月どり坊主不知ネギにおける施肥削減 

イ 秋冬ネギ低コスト施肥技術の確立 

25．新しい販売チャンネルに対応した白ネギ栽培体系の確立 

（１）特別栽培白ネギの栽培技術の確立 

 ア 鶏糞を用いた化学合成窒素の削減 

26．湖山池塩分導入に係る野菜への影響に関する試験 

（１）畑作物における許容塩化物イオン濃度の検討 

ア ジャガイモ 

イ 春蒔きニンジン 

ウ カボチャ 

エ スイカ 

オ カンショ 

カ サトイモ 

キ ホウレンソウ 

ク ハクサイ 

（２）塩化物を施用した砂畑土壌の塩化物イオン濃度の推移 

ア 作物の作付け前と収穫後の０ppm区及び800ppmの塩化

物イオン濃度の推移 

イ カンショ及びハクサイの作付け前の深さ別土壌塩化

物イオン濃度 

27．特産砂丘ナガイモ産地存亡に係る生産安定技術の確立  

（１）新品種‘ねばりっ娘’の種芋増殖法の開発 

ア 種芋要請の施肥法 

（２）新品種‘ねばりっ娘’の好適栽培法の確立 

ア 基肥および芽出し肥の検討 

イ 種芋の大きさ 

ウ 栽培特性調査 

エ つるの切り取り時期 

（３） 障害芋発生要因について 

 ア 黒陥没障害発生時期  

イ 黒陥没障害発生要因  

（ア）灌水条件による被害程度の解析 

（イ）土壌改良資材の検討 

（ウ）有機質資材の検討 

（４） 環境負荷低減技術の確立 

 ア 環境負荷の少ない施肥の検討  

イ 低コスト施肥の検討 

90 

 

91 
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県単 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

H20～22 

 

 

H20～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓浜分場 

 

 

 

 

 

 

弓浜分場 

 

 

砂丘農研セ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂丘農研セ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境研究室 

砂丘農研セ 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

（５） 加工用に適した栽培法の確立 

 ア カマボコ用ナガイモ（西園ほ場） 

イ カマボコ用ナガイモ（現地ほ場） 

（６）ネコブセンチュウ類防除の検討 

ア ‘ねばりっ娘’における定植時薬剤処理によるネコブ

センチュウ類防除の検討 

イ ‘ねばりっ娘’とネマキングの混植栽培による防除の

可能性（予備試験） 

28．人と農にやさしい低コスト型ラッキョウ生産技術の確立  

（１）有機栽培の可能性の検討 

ア 施肥等の検討 

（２） 生産コスト低減栽培技術の確立 

ア 施肥削減によるコスト低減 

（ア）基肥窒素(東部) 

（イ）基肥窒素(中部） 

イ 労力節減によるコスト低減 

（ア）肥効調節型肥料の開発 

ウ 乾腐病耐病性系統の選抜と栽培法の確立 

 （ア）現地優良系統の選抜（東部） 

（３）収量安定栽培技術の確立 

ア 種球育成技術の確立 

（ア）窒素＋石灰肥料の施用効果 

イ 砂丘地環境保全技術の確立 

（ア）環境負荷の少ない施肥の検討 

29．中山間地基幹品目及び土地利用型野菜の栽培法確立 

（１）基幹品目の栽培安定化技術の確立 

ア 夏秋トマトの高品質多収栽培技術確立 

 （ア）品種特性比較 

（イ）りんか 409 の台木比較試験 

（ウ）中位段安定生産技術の確立 

 ａ 深層施肥及び給液方法の検討 

 ｂ 追肥増量による草勢維持の検討 

 ｃ 主枝更新技術の検討 

 ｄ 裂果軽減対策の検討（予備） 

（エ）低段密植栽培による９月出荷技術の検討 

 ａ ハウス栽培 

 ｂ 露地簡易トンネル栽培 

（オ）未開花成苗定植による安定栽培技術の検討 

イ 夏ネギ前進化と低コスト安定多収技術の確立 

（ア）セル成型トレイ直置き育苗による夏ネギ前進化技術

の普及に向けた確認試験 

 ａ 直置する苗床の施肥量の検討 
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99 
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101 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18～22 

 

 

 

 

 

 

 

H21～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂丘農研セ 

 

 

環境研究室 

 

 

 

 

砂丘農研セ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日南試験地 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 ｂ 定植前の苗剥ぎ取り時期の検討 

（イ）作型別適品種選定 

 ａ 盆前出荷作型 

 ｂ 夏どり作型 

（ウ）局所施肥技術による施肥削減及びコスト削減 

（エ）連作障害対策技術の実証 

ａ 土壌消毒の時期及び被覆資材の効果（夏どり） 

 ｂ 土壌消毒の時期及び被覆資材の効果（秋冬どり） 

（オ）チェーンポット穿孔処理がネギの生育に及ぼす影響 

（カ）亜りん酸資材の施用がネギの生育に及ぼす影響（予

備試験） 

イ 夏秋ピーマンの安定多収技術の確立 

（ア）新品種の特性比較 

（イ）局所施肥技術による省力施肥基準の検討 

（ウ）初期生育促進技術の検討 

（エ）高食味ピーマンの栽培条件の検索 

（２）土地利用型野菜の作型開発 

ア ブロッコリーの安定栽培技術の確立 

（ア）初夏どりの安定栽培技術の確立 

ａ ６月どり作型の適品種及びは種期の検討 

 ｂ 直置育苗による収穫期の早期化栽培技術の検討 

 ｃ 不織布のべたがけによる収穫期の早期化栽培技術

の検討 

 ｄ 長期育苗による収穫期遅延効果の検討 

（イ）高温期定植作型における安定生産技術の確立 

ａ 長期育苗が収穫期及び花蕾品質に及ぼす影響 

 ｂ 苗の耐干性向上に向けた育苗技術の検討（予備試 

験） 

イ 冬春キャベツの安定栽培技術の確立 

（ア）降霜期結球キャベツの安定栽培技術の確立 

30．EOD 反応を活用した花き類の鳥取型栽培技術の確立 

（１）トルコギキョウ（年末・早春出荷）、ストック、シン

テッポウユリ（秋冬出荷）の EOD 光照射による開花制御

技術の確立 

  ア ストックにおける EOD 光照射および遮光の効果 

 （ア）EOD-FR 光照射が‘ホワイトアイアン’の開花期と切

り花品質に及ぼす影響 

（イ）白熱灯を用いた FR 光照射とプロヘキサジオンカル

シウム塩散布が‘ホワイトアイアン’の開花期と切り

花品質に及ぼす影響 

（ウ）超早播き（７月播種）における EOD 光照射が‘ホワ

イトアイアン’の開花期および切り花品質に及ぼす影

105 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H19～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日南試験地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

響 

（エ）開花抑制効果の高い遮光資材の種類と遮光期間の検

討 

（オ）光質制御資材による中山間地９月～10月どりストッ

クの茎伸長効果（被覆方法の検討） 

（カ）光質制御資材による中山間地９月～10月どりストッ

クの茎伸長効果（は種期前進化の検討；予備試験） 

（キ）スイカ、ストック輪作体系における土壌還元消毒 

に用いる有機物施用と施肥削減がストックの採花日

と切り花品質に及ぼす影響 

イ シンテッポウユリ（秋冬出荷）の年内出荷率の向上に

効果的な光照射条件の検討 

31．未利用農地等を有効利用する花き類（露地）栽培技術の

開発 

（１）露地での高品質栽培法の確立 

ア シンテッポウユリ（季咲き）の効率的施肥体系の確立

膨潤 

（ア）硫安追肥の検討 

（イ）生育中期における追肥減量の検討 

（ウ） 硫安追肥および生育中期追肥削減の検討（予備試

験） 

（エ）ロング肥料施用の検討 

（２）省力定植・出荷分散法の確立 

ア シンテッポウユリ（季咲き）の省力定植法の確立 

（ア）穴あきチェーンポットの検討 

（イ）定植機械化の検討 

（ウ) 機械定植における育苗土の検討 

イ シンテッポウユリ（季咲き）の品種・定植期の組み合

わせによる計画出荷法の確立 

（ア）抽台日別花芽分化および採花期調査（予備試験） 

（イ) 品種比較試験 

（ウ) 露地抑制作型の検討 

（エ) 定植後のべたがけの利用が生育開花に及ぼす影響 

（オ）蕾の冷蔵貯蔵による出荷期調節技術の確立 

32．気象変動に左右されない花き類の開花制御・高品質化技

術の開発  

（１）シンテッポウユリ（秋冬出荷）のブラスチング、花首

徒長対策の検討 

ア シンテッポウユリ（秋冬出荷）の抽台促進技術の確立 

（ア) 抽台日別花芽分化期および採花期、切り花品質調査 

（イ) 育苗後期の低温遭遇期間の検討 

（ウ) 中山間地での育苗の検討 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

H19～22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21～25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H21～24 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 

 

 

日南試験地 

 

 

 

花き研究室 

 

 

 

 

花き研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

（エ) 定植前の苗冷蔵による抽台率向上の検討 

（オ) 育苗後期の寒冷紗被覆期間の検討 

（カ）穴あきチェーンポットの検討 

（キ) 抑制作型に適する品種の検討 

イ 抑制シンテッポウユリのブラスチング・花首徒長対策

の検討 

（ア) 赤色光照射による花首徒長対策の検討 

（イ) 光照射によるブラスチング発生対策の検討 

（２）トルコギキョウ抑制作型における草丈伸長技術の確立 

ア CO2 施用とＲ光照射による育苗法の検討 

イ CO2施用･Ｒ光照射育苗と定植後のＲ･FR光照射が採花

に及ぼす影響  

33．鳥取芝の利用促進事業（鳥取発グリーンニューディール

関連） 

（１）‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン 419’の生育比較 

  ア シバ刈り回数と刈り込み量および刈り取り残渣の部

位別割合 

イ ‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン 419’の粗植区

における植被率と緑被率の推移 

ウ ‘グリーンバードＪ’の植栽方法による植被率と緑被

率の推移 

エ 踏圧による緑被率、乾物重への影響 

オ 遮光による緑被率、乾物重への影響 

カ シバ試験圃場におけるほふく茎残渣の時期別発根（活

着）位置 

キ ‘ティフトン 419’の単位面積当たりの花穂発生数と

発芽試験 

ク 除草剤グリホサートイソプロピルアミン塩散布によ

る植被率と緑被率の推移 

ケ 除草剤グリホサートカリウム塩散布による植被率と

緑被率の推移 

コ 除草剤フルアジホップＰ散布による植被率と緑被率

の推移 

34．全日本野菜・花卉品種審査会（ブロッコリー、パンジー・

ビオラ）受託事業 

（１）第 56 回全日本花卉品種審査会パンジー・ビオラ（秋

出しポット栽培） 

35．花ふれ愛事業 

（１）ミニフラワーガーデン設置事業 

ア 県中部施設への花壇苗配布 
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県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受託 

 

 

 

県単 

 

 

 

 

H21～24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22～23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花き研究室 

 

 

 

花き研究室 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

《 生物工学関係 》 

36．バイテクによるナシ新品種シリーズの育成 

（１）高品質黒斑病抵抗性自家和合性ニホンナシの育成 

ア 極早生ナシ品種育成のための交雑種作出 

 イ 交雑種の幼木選抜 

 ウ 果実特性による交雑実生からの一次選抜 

（ア）果樹 10号圃場 

 （イ）大谷圃場 

 エ 果実特性による交雑実生選抜系統からの二次選抜 

（ア)果樹 10 号圃場 

 （イ）大谷圃場 

 オ 特性検定による交雑実生選抜系統からの三次選抜（果

樹 10号圃場） 

 カ 特性検定による交雑実生選抜系統からの四次選抜（果

樹 10号圃場） 

（２）ナシ倍数体品種の育成 

ア 倍数体培養植物の試験管内形成 

 イ ナシ倍数体系統の自家和合性調査 

 ウ ナシ倍数体系統の果実特性評価 

 エ 倍数体台木系統からの白紋羽病菌耐病性系統の選抜 

 オ 倍数体台木系統の挿し木苗養成 

（３）白紋羽病耐病性ナシ優良台木の選抜・育成 

ア 交配による交雑種の作出 

 イ 交雑実生から耐病性台木の選抜（二次選抜） 

 ウ 選抜系統台木の現地実用性検定試験 

 エ 微生物資材による白紋羽病防除効果 

（ア）植物内生菌 

（イ）廃菌床抽出液 

 オ 選抜系統の挿し木大量増殖法の確立 

 カ 接ぎ木苗における穂木及び台木品種の違いが根に及

ぼす影響 

37．バイテクによるナガイモ及びラッキョウ新品種の育成 

（１）ナガイモ新品種の育成 

ア ヤマノイモ属植物間の人工交配 

 イ ヤマノイモ属雑種の養成および１次選抜 

 ウ ヤマノイモ属雑種の２次選抜 

エ ヤマノイモ属雑種選抜系統‘1U-61’の特性評価（選

抜４年目） 

（ア）収量性調査 

 （イ）適正な種芋重の検討 

 （ウ）小切片増殖法の検討 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 （エ）現地適応性試験 

（２）ラッキョウ新品種の育成 

 ア 乾腐病耐病性品種の育成 

（ア）子房培養による交雑種の育成 

 （イ）乾腐病耐病性中玉系統の選抜 

 （ウ）中部砂丘地に適した乾腐病耐病性新品種の選抜 

   ａ．乾腐病耐病性系統の収量性調査 

   ｂ．早期定植が乾腐病耐病性系統の分球数、規格別り

ん茎割合に及ぼす影響 

   ｃ．乾腐病耐病性系統の中部砂丘地実用性検定試験 

 （エ）玉ラッキョウ六倍体の作出 

 イ 赤いラッキョウの育成 

（ア）交雑実生からの優良系統選抜 

 （イ）優良系統の紅化処理技術の確立（予備試験） 

 ウ ラッキョウの機能性成分の分析 

（ア）ラッキョウの機能性含硫成分の簡易定量法の開発 

 （イ）ラッキョウ交雑種の機能性成分の定量分析 

 エ ラッキョウの品種識別技術の開発 

（ア）フローサイトメーターによるラッキョウの倍数性分

析 

 （イ）ネギ属由来ＳＳＲマーカーによる分析 

 （ウ）タバコ葉緑体ＳＳＲを利用したラッキョウの品種識

別 

38．バイテクによる花きニューアイテムの開発 

（１）リンドウ新品種の開発 

ア 人工交配による盆咲き～彼岸咲き品種の開発 

（ア）交配系統の開花特性調査（定植２年目以上） 

（イ）平成 21年度交配の結果と育苗経過について 

（ウ）平成 21 年度産交配系統の開花特性調査（定植１年

目） 

（エ）平成 22年度交配結果 

（２）花の日持ちの良いリンドウ三倍体の開発 

ア 四倍体系統の順化及び養成 

 イ 四倍体と二倍体の交雑種子の獲得 

 ウ 四倍体と二倍体との交雑種子の発芽能力検定 

（３）ユリ新品種の開発 

ア 抑制栽培適応性品種の育成 

（４）小球開花性ユリ新品種の開発 

ア 種間雑種の作出  

 イ 種間雑種の順化 

 ウ 種間雑種の一次選抜 

 エ 種間雑種の二次選抜 
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研 究 課 題 名 
掲  載

ページ 

予算

区分 
研究期間 分 類 

 オ 二次選抜系統の栽培試験 

（５）サルトリイバラ優良系統大量増殖法の開発 

ア 優良系統培養増殖法の確立 

（ア）サンプリング時期の検討 

 （イ）増殖培養条件の検討 

ａ  優良系統の増殖培養条件の検討 

  ｂ  系統別増殖培養条件の検討 

 （ウ）発根培養条件の検討 

ａ 供試材料及び NAA 添加濃度条件の検討 

  ｂ オーキシンの種類の検討 

  ｃ  優良系統の発根培養 

 （エ）接木による優良系統の増殖の検討 

 

《農林水産試験場臨時的調査研究事業》 

39．サツマイモに対する海藻類の施用効果 
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Ⅱ 試 験 研 究 成 果 

《 果 樹 関 係 》 

１．系統適応性検定試験 

（１）ナシ系統適応性検定試験 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたナシ新系統について地域適応性を検討する。 

① 供試系統‘筑波 54 号’､‘筑波 55 号’､‘筑波 56

号’､‘筑波57号’､‘筑波58号’の５系統について、

ナシ系統適応性検定調査基準に基づき調査した。 

② ‘筑波54号’は７月下旬収穫の赤ナシで果重238ｇ、

糖度11.2％、果汁が多く食味は良好であった。 

③ ‘筑波 55 号’は８月上～下旬収穫の赤ナシで果重

434ｇ、糖度11.8％、果実に条溝が見られた。 

④ ‘筑波56号’は９月上旬収穫の赤ナシで果重414ｇ、

糖度13.2％、高糖度であるが食味に特徴がなかった。 

⑤ ‘筑波 57 号’は９月中～下旬収穫の赤ナシで果重

358ｇ、糖度 13.4％、同じ収穫時期の‘あきづき’以上

の食味であれば有望である。 

⑥ ‘筑波58号’は10月上旬収穫の青ナシで果重473

ｇ、糖度15.5％、果面にサビが発生しやすいため、青ナ

シであるが‘二十世紀’のような果面にはならなかった。 

⑦ 以上の結果、‘筑波54号’を有望、その他の系統は

調査継続とした。 

〈本試験成績登載印刷物：５〉 

（２）ウメ系統適応性検定試験 

担当者：高濱俊一・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたウメ新系統について地域適応性を検討する。 

① 供試系統‘筑波11号’、‘筑波12号’、‘筑波13号’、

‘筑波14号’、‘筑波15号’について、ウメ系統適応性

検定調査基準(調査方法Ⅰ)に基づき調査を行った。 

② いずれの系統も花粉量は多であった。開花時期は花

数が少ないので正確にはわからないが晩ではなかった。 

③ 以上の結果、各系統は正常に生育していると考えら

れた。本年は着果数が少ないため果実調査は行わなかっ

たが、次年度以降は、果実調査を行っていく。 

〈本試験成績登載印刷物：５〉 

（３）カキ第７回系統適応性検定試験 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所

で育成されたカキ系統について地域適応性を検定する。 

① 平成20年春から‘安芸津22号’から‘安芸津25

号’までの甘カキ４系統を試験系統とするカキ第７回系

統適応性検定試験を開始した。 

② ‘安芸津23号’以外は着花が見られたが、台木が衰

弱したため生理落果し、収穫できた果実は、‘安芸津 22

号’が9果、‘安芸津24号’が1果、‘安芸津25号’が

21果であった。 

③ ‘安芸津22号’は、平均果重181g、平均糖度17．

4%で、収穫盛期は10月18日頃である。小玉であるが、

果面はきれいである。果肉は褐斑が多めであるが、食味

は良い。 

④ ‘安芸津24号’は、平均果重178g、平均糖度17.6%

で、収穫盛期は11月1日頃である。  

⑤ ‘安芸津25号’は、平均果重193g、平均糖度15.5%

である。 

⑥ 第22回系適試験成績検討会で継続検討となった。 

〈本試験成績登載印刷物：５〉 

（４）ブドウ第13回系統適応性試験 

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

独立行政法人農業・食品産業技術研究機構果樹研究所 

で育成されたブドウ系統について地域適応性を検定す

る。 

① 供試系統は‘安芸津29号’、‘安芸津30号’、‘福

岡15号’の３系統。 

② 本年度は、植え付けのみ。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

２．病害虫発生予察調査事業 

（１）果樹主要病害虫の発生予察調査 

担当者：中田健・三木祥平・小谷和朗・椿越夫・田中

篤 

 協力分担：病害虫防除所 

 ナシ、カキ、ブドウなど果樹病害虫の発生状況を調査

し、発生予察情報を提供する。 

① ナシの病害では、黒星病は６月24日に病害虫発生予

察注意報第２号を発表し、防除の徹底を呼びかけた。そ

の他、黒斑病及びうどんこ病などの病害は、「平年並」以

下の発生であった。 

虫害では、カメムシ類は６月24日に病害虫発生予察注

意報第３号、８月５日に病害虫発生予察警報第１号を発

表し防除の徹底を呼びかけた。ハダニ類、果実吸蛾類及

びシンクイムシ類の発生が平年よりやや多かった。 

② カキの病害は、炭疽病が平年よりやや多い発生であ



 - 20 - 

った。虫害では、カメムシ類、フタモンマダラメイガ、

ヒメコスカシバ、フジコナカイガラムシ及びカキサビダ

ニなどの発生が多かった。 

③ ブドウの病害では、べと病、うどんこ病の発生がや

や多くなった。虫害は、全般的に「平年並」以下の発生

であった。 

④ これらの内容と防除対策については、病害虫防除所

から発生予察情報を４～９月まで合計８回発表した。ま

た、発生予察指導情報は４月から翌年の３月まで合計44

回発表した。 

〈本試験成績登載印刷物：23〉 

３．カキ‘西条’の生理障害を防止する系統選抜と栽培

技術の開発 

（１）高果実品質、軟化抑制・防止系統の選抜 

ア 系統による生理落果、樹上軟化の発生程度の調査 

担当者：小谷和朗 

 協力分担：島根県農業技術センター、鳥取大学、島根

大学 

早生西条の樹上軟化や発芽不良の発生程度が系統で異

なることがわかってきた。有望系統の接ぎ木更新により、

軟化軽減が可能か検討する。また、湛水処理を行うこと

で、樹上軟化の発生程度に変化があるかどうか確認する。 

① 場内（佐貫地内）の水田ほ場の№２系４樹と現地園

(八日市地内、系統不明)の３樹に、下記の系統を接ぎ木

した樹を使用した。 

 場内：No.2系、No.0系、T-A系、T-C系、T-E系、遠

藤系、山坂系、古藤系、B わい性系、小山早生系、森 B

系 

 現地園：No.2系、No.0系、T-A系、T-C系、T-E系、

遠藤系、山坂系、小山早生系、森B系 

② 場内では、霜害のため着果量が減少した。現地園で

は、1樹が収穫前に枯死した。 

③ 前期の生理落果は、場内では、古藤系、T-E系、No.0

系、森B系が少なく、現地園では、森B系、小山早生系

が少なかった。森B系以外は、現地園の生理落果率が高

かった。 

④ 場内での樹上軟化落果は、9 月以降はBわい性系の

落果がわずかに見られたのみで、他の系統は見られなか

った。 

⑤ 現地園での樹上軟化落果率は、No.0系、No.2系、T-C

系、森B系、遠藤系が少なかった。 

⑥ 以上の結果、場内では、樹上軟化落果がほとんど見

られず、霜害による着果量の減少が原因ではないかと推

察された。現地園では、全体的に昨年より樹上軟化落果

が少なかったが、その中でもNo.0系、No.2系、T-C系、

森B系、遠藤系が少なかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 各系統の果実品質と日持ち性の調査 

担当者：小谷和朗 

協力分担：島根県農業技術センター、鳥取大学、島根

大学 

 早生西条の樹上軟化や発芽不良の発生程度が系統で異

なることがわかってきた。系統ごとの果実品質や脱渋後

の日持ち性が異なるか検討する。 

① 場内（佐貫地内）の水田ほ場の№2 系４樹と八日市

地内の現地園(八日市地内、系統不明)の３樹に、下記の

系統を接ぎ木した樹を使用した。 

 場内：No.2系、No.0系、T-A系、T-C系、T-E系、遠

藤系、山坂系、古藤系、B わい性系、小山早生系、森 B

系 

 現地園：No.2系、No.0系、T-A系、T-C系、T-E系、

遠藤系、山坂系、小山早生系、森B系 

② 現地園は10月14日に一斉収穫し、場内は21日、29 

日に適熟果を収穫し、脱渋後の日持ち性を比較した。 

③ 10 月 14 日収穫の果実（現地園）は、遠藤系、T-C

系、No.2系の日持ち性が高かった。 

④ 10月21日収穫の果実（場内）は、Bわい性系、古藤

系、遠藤系、T-C系の日持ち性が高かった。 

⑤ 10月29日収穫の果実（場内）は、No.2系、T-C系、

T-A系の日持ち性が高かった。 

⑥ 以上の結果、3回の調査から判断すると遠藤系、No.2

系、T-C系の日持ち性が高いと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）個包装脱渋による長期貯蔵技術の管理条件につい

て 

ア 系統による貯蔵性の調査 

担当者：小谷和朗 

協力分担：島根県農業技術センター、鳥取大学、島根

大学 

‘西条’の系統により個包装による貯蔵性に違いがあ 

るかどうか検討する 

① 八日市地内の現地園(系統不明)の３樹に、下記の系

統を接ぎ木した樹を使用した。 

 No.2 系、No.0系、T-A系、T-C系、T-E系、遠藤系、

山坂系、小山早生系、森B系 

② 着果量が多かったNo.2系と遠藤系を比較した。 

③ 両系統とも個包装し、ドライアイス30g/5kgを入れ

て脱渋し、61日後に開封した。 

④ 収穫時の果色の数値は、No.2系の方が低かった。 

⑤ 開封時の軟化率に差は見られなかったが、1 日目の
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No.2系の軟化が少なかった。 

⑥ 以上の結果、収穫時の果色は、No.2系の方が青かっ

たが、開封時の軟化率に差はみられず、その後の日持ち

性は、遠藤系よりNo.2系の日持ち性が高いと思われた。

他の系統についても調査を行う。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

４．新農薬適用試験 

（１）散布薬液による王秋ナシ果実の果面障害の再現試 

  験 

 担当者：三木祥平・中田健・田中篤 

 協力分担：東伯普及所 

 袋掛け後に散布される各種薬液が王秋ナシ果実の果面

障害に及ぼす影響を明らかにする。 

① ７月９日に大袋を被袋し、７月30日にハンドスプレ

ーで薬液を袋の留め口付近に向けて十分量（35ml/果）散

布した。大袋を掛けるとき、留め口のしめ方を強くする

もの（以下、袋口強）及び弱くしめるもの（果梗１本分

の空間を残すもの、以下、袋口弱）に分けて試験を行っ

た。薬剤処理は、ナリアWDG、アミスター10フロアブル、

ナリアWDG＋カネマイトフロアブル、アミスター10フロ

アブル＋カネマイトフロアブルの４通りを供試した。対

照区として水処理区及び無処理区を設けた。 

② 袋口弱の水処理区及び無処理区（有袋）では、各区

１果ずつ液体が流れたような薄い果面障害の形成がみら

れた。 

③ 袋口強の場合、いずれの処理区においても果面障害

の形成は認められなかった。 

④ 袋口弱の場合は、ナリアWDGの単用散布区、ナリア

WDG＋カネマイトフロアブルの混用散布区において液体

の流れたような薄い果面障害の形成が認められた。 

⑤ 以上の結果、本果面障害の発生要因として供試薬剤

の影響は少ないものと推察された。また、その発生要因

として果実袋の留め口のしめ方の強弱による影響が考え

られた。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

（２）ナシ赤星病菌に対するDMI剤の防除効果（ポット

試験） 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：鳥取普及所 

 本県防除暦では、赤星病対策としてDMI 剤（EBI 剤）

を使用しているが、防除効果の低下を心配する声がある。

そこで、数種DMI剤のナシ赤星病に対する防除効果を確

認する。 

① ‘二十世紀’の強せん定樹（ポット10年生以上）を

供試樹とし、周囲に伝染源となる冬胞子堆の付いたビャ

クシン（鳥取市福部町で採取）をバケツに入れて設置し

た。供試したDMI剤は、アンビルフロアブル、オンリー

ワンフロアブル、スコア顆粒水和剤、マネージDF、バイ

コラール水和剤の計５種類の薬剤である。処理は、４月

５日、13日、19日の計３回、バッテリー式肩掛け式噴霧

器を用いて薬液を十分量（500ml/ポット）噴霧した。 

② 福部町から採取したビャクシンの冬胞子堆成熟度が

100％となったのは４月６日であった。 

③ 薬剤の最終散布から28日後（５月17日）時点での

無処理区におけるナシ赤星病の発病葉率は93.8％、発病

度は68.2％と甚発生条件下の試験となった。 

④ 各薬剤の防除効果は、オンリーワンフロアブル

2,000倍（防除価99.9）、スコア顆粒水和剤4,000倍（防

除価99.1）、アンビルフロアブル2,000倍（防除価98.5）、

オンリーワンフロアブル4,000 倍（防除価97.2）、マネ

ージ DF 8,000 倍（防除価 82.1）、バイコラール水和剤

3,000倍（防除価87.5）の順に高かった。 

⑤ 以上の結果、福部町に由来する赤星病菌に薬剤感受

性の低下は認められなかった。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

（３）微生物農薬等のナシ病害に対する防除効果の確認 

 ア 微生物農薬等のナシ黒斑病に対する防除効果の

確認 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬及び化学農薬のナシ黒斑病に対する防除効

果を確認し、今後の防除対策の基礎資料とする。 

① 供試品種は‘二十世紀’38年生強せん定樹を用いた。

供試薬剤の散布は、５月14日、５月28日、６月７日、

６月19日、６月27日（約10日間隔）に動力噴霧器を用

いて薬剤を十分量（10ℓ/樹）散布した。 

② 薬剤の最終散布から10日後（７月７日）の無処理区

におけるナシ黒斑病の平均発病葉率は76.8％、平均発病

度は29.5となり甚発生条件下での試験となった。 

③ 各薬剤の防除効果は、ダイパワー水和剤1,000倍（防

除価90.2）、ベルクートフロアブル1,500倍（防除価84.4）、

キノンドー水和剤80 1,200 倍（防除価83.1）オンリー

ワンフロアブル2,000 倍（防除価59.3）、ストロビード

ライフロアブル3,000 倍（防除価56.9）、ボトキラー水

和剤1,000倍（防除価20.0）、エコショット2,000倍（防

除価-30.2）の順に高かった。 

④ 以上の結果、黒斑病の防除薬剤としてエコショット、

ボトキラー水和剤の効果は低く、実用性は低いと判断さ

れた。 

〈本試験成績搭載印刷物：13〉 
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 イ 微生物農薬等のナシ黒星病に対する防除効果の

確認 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬及び化学農薬のナシ黒星病に対する防除効

果を確認し、今後の防除対策の基礎資料とする。 

① 供試品種は‘幸水’15年生強せん定樹を用いた。供

試薬剤の散布は、４月19日、30日、５月17日、６月１

日、６月11日（約15日間隔）に動力噴霧器を用いて薬

剤を十分量（10ℓ/樹）散布した。 

② 薬剤の最終散布から16日後（６月27日）の無処理

区におけるナシ黒星病の平均発病葉率は38.2％、平均発

病度は12.4となり中発生条件下での試験となった。 

③ 各薬剤の防除効果は、スコア顆粒水和剤4,000倍（防

除価80.6）、アンビルフロアブル2,000倍（防除価79.0）、

オンリーワンフロアブル4,000倍（防除価76.6）ベルク

ートフロアブル1,500 倍（防除価74.2）、エコショット

2,000倍（防除価66.1）、ボトキラー水和剤1,000倍（防

除価44.4）の順に高かった。 

④ 以上の結果、黒星病の防除薬剤としてエコショット

及びボトキラー水和剤の効果は化学合成農薬と比べてや

や劣るが、化学合成農薬の併用による実用性はあると判

断された。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

 ウ 微生物農薬等のナシうどんこ病に対する防除効

果の確認 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬及び化学農薬のナシうどんこ病に対する防

除効果を確認し、今後の防除対策の基礎資料とする。 

① 供試品種は‘幸水’15年生強せん定樹を用いた。供

試薬剤の散布は、７月26日、８月６日、８月20日、９

月３日、９月27日（約15日間隔）に動力噴霧器を用い

て薬剤を十分量（10ℓ/樹）散布した。 

② 薬剤の最終散布から30日後（10月27日）の無処理

区におけるナシ黒星病の平均発病葉率は18.5％、平均発

病度は4.4となり少発生条件下での試験となった。 

③ 各薬剤の防除効果は、ストロビードライフロアブル

3,000倍（防除価95.5）、インダーフロアブル5,000倍（防

除価93.2）、ベルクートフロアブル1,500倍（防除価88.6）

オンリーワンフロアブル2,000 倍（防除価81.8）、ボト

キラー水和剤1,000倍（防除価59.1）、エコショット2,000

倍（防除価3.7）の順に高かった。 

④ 以上の結果、うどんこ病の防除薬剤としてボトキラ

ー水和剤は化学合成農薬の併用により実用性があり、ま

た、エコショットの実用性は低いとそれぞれ判断された。 

〈本試験成績搭載印刷物：13〉 

（４）ナシのナシヒメシンクイに対する防除薬剤及び体

系の検討 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：なし  

 平成17年度、ナシヒメシンクイの被害が有袋栽培のナ

シ園で発生し大きな問題となった。ここでは、本種に対

する薬剤の効果を確認し、防除対策の参考とする。 

① シンクイムシ類の被害は、ほとんどがナシヒメシン

クイ幼虫によるものであった。 

② 無処理区の被害果率は25.0％で、少発条件下での検

討となった。 

③ 防除体系は、慣行体系（７月下旬：スミチオン乳剤

1,500倍液、８月中旬：オリオン水和剤40の1,000倍液）、

体系Ⅰ（７月下旬：スミチオン乳剤1,500倍液、８月中

旬：テルスターフロアブル3,000倍液）を検討した結果、

体系Ⅰが慣行体系に優ると考えられた。 

④ 防除薬剤を検討した試験区では、アグロスリン水和

剤2,000倍液、テルスターフロアブル3,000倍液の効果

が高く、次いでディアナWDG5,000倍液であった。これら

よりやや劣る効果を示したのが、フェニックス顆粒水和

剤4,000倍液及びサムコルフロアブル10の5,000倍液、

オリオン水和剤40の1,000倍液であった。 

⑤ 以上の結果、ナシヒメシンクイに対する防除薬剤に

関する知見を集積した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）カメムシ類の防除対策 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：なし 

果樹カメムシ類は数年毎に多発生となり、その発生生

態からも果樹の難防除害虫の一つとされている。 

ここでは、果樹カメムシ類の防除対策を目的に数種薬

剤の効果を検討する。。 

① 飼育系統のチャバネアオカメムシを試験に供試した。

② アグロスリン水和剤2,000倍液、テルスターフロア

ブル3,000倍液、スミチオン水和剤40の効果を確認した

結果、アグロスリン水和剤とテルスターフロアブルの効

果は高く、スミチオン水和剤40の1,000倍液の効果はや

や劣った。 

③ 以上の結果、カメムシ類に対する防除薬剤に関する

知見を集積した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（６）合成ピレスロイド系殺虫剤散布によるハダニ類

密度への影響 
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担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：なし 

本県では、ハダニ類やコナカイガラムシ類のリサージ

ェンス現象を引き起こす最大の要因として、合成ピレス

ロイド系殺虫剤散布が懸念されている。ここでは、合成

ピレスロイド剤散布がハダニ類密度に与える影響を調査

し、防除対策の資料とする。 

① 試験区はⅠ区：アグロスリン水和剤2,000倍液の１

回散布、Ⅱ区：アグロスリン水和剤2,000倍液の２回散

布、Ⅲ区：アグロスリン水和剤2,000倍液の３回散布、

Ⅳ区：スターマイトフロアブル2,000倍液の１回散布、

Ⅴ区：スターマイトフロアブル2,000倍液及びアグロス

リン水和剤2,000倍液の混用液１回散布、Ⅵ区：ダイア

ジノン水和剤34の1,000倍液の３回散布、Ⅶ区：テルス

ターフロアブル3,000倍液の１回散布、Ⅷ区：カスケー

ド乳剤2,000倍液の１回散布、対照区（無散布）とし、

ハダニ類及び天敵類の密度推移を調査した。 

② 殺ダニ活性を持つ薬剤を散布したⅣ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ及

びⅧ区では対照区と比較してハダニ類及び天敵類の密度

が低い傾向であった。 

③ アグロスリン水和剤及びダイアジノン水和剤を散布

したⅠ、Ⅱ、Ⅲ及びⅥ区では、対照区と比較してハダニ

類の発生密度は高く、天敵類の発生密度は低い傾向であ

った。アグロスリン水和剤は散布回数が増加するにつれ

て、ハダニアザミウマに対する影響は高くなるものと考

えられた。 

④ 以上の結果、アグロスリン水和剤、ダイアジノン水

和剤の散布は、ハダニ類及び天敵類の密度に影響を与え

たが、著しいリサージェンス現象は確認されなかった。

また、連続散布することで、天敵類に対する散布薬剤の

影響は高まる可能性があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（７）果樹における現地対応とその記録（害虫関係） 

 ア モモ園におけるカタツムリ類被害の記録とその

対応 

担当者：中田健・中嶋晃（鳥取普及）・田中篤 

 協力分担：米子普及所 

 平成22年度、現地から相談があった主要なものについ

て、種名の同定などその対応を記録し、今後の防除対策

の基礎資料とする。ここでは、現地から持ち込み・相談

のあったモモのカタツムリ類の概要について記録する。 

① モモ園で採取されたカタツムリ類について画像診断

（岡山大学 福田宏 准教授）により、コハクオナジマイ

マイ（Bradybaena pellucida）と判明した。 

② モモ園では多数の本種が観察された（３年生モモ樹

の樹上に100～200個体程度を観察）。 

③ 除袋前の果実袋には本種による多数の食害みられ、

袋上からの食害により果実表面も同時に食害されている

様子が観察された。また、モモ園途中にある家庭菜園な

どにも本種の発生が確認できた。 

④ 本種に対するナメルト粒剤の効果は高いと考えられ

た。また、多数の個体が樹上及び樹下を往き来している

ものと推察された。 

⑤ 以上の結果、県東部モモ園で発生していたカタツム

リ類はコハクオナジマイマイであることが判明した。し

かし、モモ園での被害発生、増殖要因や侵入経路等は明

らかではない。また、本種の防除対策として、ナメクジ

類やマイマイ類の駆除剤として一般的に使用されるメタ

アルデヒド剤の効果は期待できるものと考えられたが、

効果的な処理方法については、詳細な検討が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ ナシにおけるイラガ類の対応とキクイムシ類の

記録 

担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：（株)サンアグリ、鳥取普及所、倉吉普及所 

 ここでは、現地から相談のあったイラガ類に対する薬

剤の効果、ナシのキクイムシ類について記録する。 

① ヒロヘリアオイラガ中老齢幼虫に対し、アグロスリ

ン水和剤2,000倍液、スミチオン乳剤1,500倍液、サイ

アノックス水和剤1,500倍液、エルサン水和剤1,000倍

液、ダイアジノン水和剤 34 の 1,000 倍液の効果を確認

した。 

② その結果、アグロスリ水和剤の効果が高く、その他

の供試薬剤は齢期が進んだ幼虫は生存する傾向で、処理

７日後の補正死亡率が６～８割程度であった。 

③ 現地、ナシ樹から採取したキクイムシ類は、（独）森

林総合研究所 後藤秀章氏によりヨシブエナガキクイム

シ（Platypus calamus）と判明した。 

④ 本種のナシでの被害記録は少なく、岐阜県で報告が

一例ある（渡辺，2008）。ナシにおける被害拡大の可能

性等について、不明な点が多いことから、今後、現地で

の様子を継続して観察する必要があると考えられた。 

⑤ 以上の結果、イラガ類幼虫に対する薬剤の効果、現

地で発生したキクイムシ類の種名が明らかとなった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 

（８）果樹主要病害虫に対する新農薬の実用化試験 

担当者：中田健・三木祥平・田中篤 

 協力分担：なし 

 ナシ、カキ、ブドウなどの果樹病害虫に対する防除効
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果及び散布時の薬害などを調査して実用性を判定する。 

① 殺菌剤では、ナシの黒斑病及びうどんこ病の防除薬

剤について実用性を評価した。 

② 殺虫剤では、ナシのアブラムシ類、カイガラムシ類

及びハダニ類、ブドウのハダニ類の防除薬剤について実

用性を評価した。 

〈本試験成績登載印刷物：13〉 

（９）傾斜地におけるスピードスプレーヤ散布の農薬付

着状況 

担当者：田中篤・中田健 

協力分担：倉吉普及所、技術普及室 

 傾斜地において省力化の観点から、園内道を整備し、

スピードスプレーヤ（以下SS）を導入する事例がみられ

ている。しかし、傾斜地においてSS散布による薬剤の付

着状況を調査した事例が少ない等、有効性が十分に確認

されていないことから、導入は一部にとどまっている。

そこで、傾斜地におけるSS散布の付着状況を調査し、普

及指導の資料とする。 

① 東伯郡湯梨浜町の傾斜地用 SS を導入している現地

２ほ場において、6月17日に感水紙を設置し、SS散布と

手散布での付着状況を比較した。 

② 散布時の風は弱く、散布に影響は無かった。 

③ 聞き取り調査によると、慣行の散布量はいずれのほ

場もSS散布が手散布に比べ散布量が少なかった。 

④ SSのａ当たりの散布時間は手散布に比べ、ほ場1で

26.1％、ほ場２で35.3％と短縮され省力的であった。 

⑤ 薬剤の付着程度は、ほ場1、ほ場2ともに葉表はSS

が手散布に比べやや劣る傾向がみられたが、葉裏ではほ

場１、ほ場2ともにSSと手散布で大差なく、手散布と比

べほぼ同程度の付着量が確保されていたと判断された。 

⑥ 以上の結果から、傾斜地におけるSS散布は手散布と

ほぼ同程度の付着が確保され、散布時間が短縮されるこ

とから省力的な散布方法であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（10）植物生育調節剤関係試験 

ア ‘ゴールド二十世紀’における鮮度保持剤の利用

に関する試験 

担当者：伊藤直子・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：三井物産（株）  

鮮度保持剤１-MCPの剤型として、新たにくん蒸成型剤

AF-３が開発された。この剤の、二十世紀系統の日持ち性

向上に対する効果を検討する。                       

① ９月７日に収穫後、果色2.5および３に統一し、鳥

取県二十世紀５kg 出荷用段ボール箱に梱包した。AF-３

処理区は当日中に3.5ｍ3のパレットテント内において１

-MCP濃度1000ppb条件下で16時間くん蒸処理を行った。

対照区は無処理とした。収穫日から収穫後28日まで果色、

硬度、糖度、pH を調査した。果色の調査は48 果を継続

して用い、硬度、糖度、pH は収穫日には10 果を、それ

以降は８果ずつ測定した。 

② 果色2.5区では、収穫後14日から28日にかけて処

理区の果色が対照区に比べて低かった。果色３区では処

理区と対照区の差は見られなかった。 

③ 硬度、糖度、pH は、果色2.5 区、果色３区ともに、

処理区と対照区の差は見られなかった。 

④ 以上の結果、AF-３処理は果色2.5で収穫した‘ゴー

ルド二十世紀’の果色保持の面で有効であると考えられ

た。 

〈本試験成績登録印刷物：18〉 

５．ナシのジョイント整枝による省力栽培技術の確立 

（１）‘おさゴールド’に適したジョイント整枝方法の 

確立 

ア 整枝方法の比較 

担当者：伊藤直子・角脇利彦・高濱俊一 

協力分担：神奈川県農業技術センター                        

 神奈川県が開発した「樹体ジョイント仕立て」につい

て、本県の基幹品種である短果枝利用型の‘二十世紀’

系統への適応性を検討する。 

① 平成19年２月に‘おさゴールド’１年生苗を植栽し

た。仕立ては、主枝１本の主幹・先端ジョイント区、主

枝２本の先端・先端ジョイント区、ジョイントしない２

本主枝区および３本主枝区を設けた。主幹・先端ジョイ

ント区は樹間を 2.5ｍと 5.0ｍの２通りとし、主幹高を

100cm と 180cm の２通りとした。先端・先端ジョイント

区は樹間を5.0ｍと7.5ｍの２通りとし、主幹高は100cm

とした。２本主枝は樹間を 7.5ｍとし、主幹高を 100cm

とした。３本主枝は樹間を 5.0ｍとし、これを慣行区と

した。 

② ３年間の育苗後、平成22年４月にジョイントした。

主枝１本・樹間2.5ｍ・主幹高100cm と、主枝２本・樹

間5.0ｍ・主幹高100cm では、主幹延長部が十分に伸長

しており、ジョイントできた。他の処理区で主幹延長部

の生育が不足している部分には、穂木、メデールテープ

で被覆した穂木、苗木の３通りの方法でブリッジ接ぎ木

を行った。 

③ ９月21 日に果実調査を行った。12 月６日および８

日に樹体生育調査を行った。また、４年枝および５年枝

の長さから、育苗１～２年目の生育を試算した。 

④ ブリッジ方法のうち、苗木ブリッジからの新梢発生

が旺盛であった。穂木ブリッジからは、メデールテープ
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処理の有無にかかわらず、新梢発生はほとんどなかった。 

⑤ 樹冠面積占有率、果実収量ともに、ジョイント区で

は主枝１本・樹間2.5ｍ・主幹高100cm の区が最も大き

かった。 

⑥ 育苗１年間でジョイントする場合の樹間は、主枝１

本では１ｍ以下、主枝２本でも約１ｍであった。育苗２

年間でジョイントする場合は、主枝１本で主幹高 100cm

の場合は樹間1.8ｍ、主幹高180cmの場合は樹間1.4ｍ、

主枝２本で主幹高100cmの場合は3.5ｍ必要であった。 

⑦ 以上の結果、処理区の中では、主枝１本・樹間 2.5

ｍ・主幹高100cm区が樹冠拡大が早く、初年度収量も多

かった。また、ジョイントまでの育苗期間を２年にする

ためには、主幹・先端ジョイント・主幹高100cmの場合

は樹間1.8ｍ、主幹高180cmの場合は樹間1.4ｍ、先端・

先端ジョイント・主幹高100cm の場合は樹間3.5ｍを目

安に植栽するのがよいと考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

（２）鳥取県育成新品種のジョイント適性把握と栽培技

術の確立 

ア 育苗方法に関する試験 

担当者：高濱俊一・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：神奈川県農業技術センター 

ジョイント整枝の方法として、直植えとポット育苗し

た苗木について検討する。 

① 供試品種は‘夏さやか’、‘なつひめ’、‘涼月’、‘新

甘泉’、‘秋甘泉’とした。直植え区は平成21年１月に樹

間２ｍに苗９本を植え付けた。ポット区は平成21年１月

に不織布ポット（直径35cm）に植え付け育苗し、平成21

年10月に苗長により樹間を1.0、1.5、2.0ｍに移植した。

両区とも平成22年４月にジョイントした。直植え区で苗

が短く届かないところはあらかじめ３℃に貯蔵しておい

た穂木（以下ブリッジと記す）を用いてジョイントした。 

② 平成23年１月に各区の新梢発生本数、新梢長を調査

した。 

③ いずれの品種も主幹延長部の新梢発生本数は区によ

る差がないが、新梢長は直植え区が長かった。 

④ いずれの品種もブリッジ部からは新梢の発生がほと

んど無く、発生した新梢の長さも短かった。 

⑤ 以上の結果、苗を直植えしてブリッジを用いてジョ

イントすると１年目はブリッジ部分から新梢の発生が無

く、結果枝の確保が1年以上遅れる。ポット育苗すれば

ブリッジ部が無いので結果枝数の確保は早いが、苗木の

本数は多く必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 育苗年数に関する試験 

担当者：高濱俊一・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：神奈川県農業技術センター 

 直植えして１年目にジョイントする方法と1年延長し

て２年育苗してジョイントする方法について検討する。 

① 供試品種は‘夏さやか’、‘なつひめ’、‘涼月’、‘新

甘泉’、‘秋甘泉’各９本とした。１年苗区は平成21年１

月に樹間２ｍに直植えし、平成22年４月にジョイントし

た。苗が短く届かないところはブリッジを用いた。２年

苗区は平成22年10月まで育苗しナシ棚まで倒した。 

② 主幹部と主枝部の長さを調査した。また、２年苗区

の倒した際に苗が折れた割合についても調査した。 

③ ２年苗区はいずれの品種も主枝部分はジョイント可

能な長さである240cm以上に伸びた。 

④ いずれの品種も主幹部は１年苗区に比べ２年苗区は

10cm程度長くなり、垂直部は短く湾曲部が長くなった。 

⑤ ２年苗区を倒した時‘なつひめ’、‘涼月’は折れに

くく、‘夏さやか’、‘秋甘泉’‘新甘泉’は折れやすかっ

た。 

⑥ 以上の結果、２年苗を用いるとジョイントが可能な

長さの苗が確保できる。しかし、苗が太くなると折れや

すくなるので、先端以外の新梢は切除する管理が必要と

なると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）なつひめ、新甘泉におけるジョイント省力栽培技 

術の確立 

ア ‘新甘泉’のジョイント栽培適性の検討 

担当者：伊藤直子・角脇利彦・高濱俊一 

協力分担：神奈川県農業技術センター 

神奈川県が開発した「樹体ジョイント仕立て」につい

て、‘新甘泉’における生産性および適応性を検討する。 

① 平成21年４月に２年生‘新甘泉’を植栽と同時にジ

ョイントし、同年に主枝上から伸長した１年枝を側枝と

した。平成22年は１年生側枝のえき花芽に着果させた。

９月２日に果実品質調査を行った。 

② 果重は成木のものと比べてやや小ぶりであるものの、

糖度は高かった。条溝果が20％弱見られたが、全てえき

花芽に着果させたためと考えられる。 

③ 以上の結果、ジョイント２年目で‘新甘泉’の着果

を開始し、十分に出荷可能な果実が収穫できた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

６．生産振興推進事業 

（１） 栄養診断 

 ア 初期生育診断（ナシ） 

担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：ＪＡ全農とっとり 
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 初期生育は、春先の天候に大きく影響される。そこで

県内の栄養診断園の生育状況を巡回調査し、以後の栽培

管理の参考とする。 

① 県内の‘二十世紀’８園、‘ゴールド二十世紀’10

園および園芸試験場を調査園とし、５月20日に葉色、発

育枝展葉数、発育枝副葉数、短果枝からの吹き出しを調

査した。 

② 葉色は‘二十世紀’では平年並、‘ゴールド二十世紀’

ではやや平年値を下回った。 

③ 展葉数は、両品種とも12～13枚程度で、平年よりも

２枚程度少なかった。 

④ 副葉数は両品種とも平年の半数程度の 0.6～0.7 枚

程度であった。 

⑤ 短果枝からの吹き出しは、平年よりも‘二十世紀’

で４％、‘ゴールド二十世紀’で５％程度高くなった。 

⑥ この他、本年は交配時期の低温により交配不良園が

散見され、アラレによる葉の破れ、果実の傷、霜による

アザが見られた。 

⑦ 以上の結果、過去の気象データと初期生育の関係か

ら本年は４月中下旬の気温が低く、降水量が４月中旬以

外は平年を下回ったため、展葉数、副葉数が少なかった

ものと考えられた。また、交配不良により着果量が少な

くなったことが、短果枝の吹き出しの増加に影響したも

のと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 葉および土壌中の無機分析（ナシ） 

担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：ＪＡ全農とっとり 

 ナシの生育状況を把握し，適正な施肥基準を設定する

ために栄養診断園を設置し、葉および土壌の無機分析を

行なう。 

① ‘ゴールド二十世紀’10園を調査園として、６月お

よび８月に葉を、９月に土壌を採取し N、P、K、Ca、Mg

の５要素について分析を行なった。 

② 葉分析では、大きな変動はなく、概ね適正な範囲内

であった。 

③ 土壌分析では、リン酸の蓄積が見られる園が多く、

377mg/100gに達する園もあった。また、加里飽和度が高

く石灰飽和度が低い傾向があった。 

④ 葉と土壌間においてカルシウムとマグネシウムは正

の相関が見られたが、リンは土壌中の含量に関わらず葉

中の含有率は0.10～0.15％であった。窒素とカリウムは

相関がなかった。 

⑤ 以上の結果、葉中無機成分は大きな変動はなく、概

ね適正範囲内であった。土壌分析からは半数以上の園で

リン酸、加里の蓄積がみられたことから、リン酸、加里

肥料の施用は控える必要がある一方で、石灰は土壌中に

少ない園が多いため、積極的に石灰資材の投入する必要

があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）作況調査 

ア 果実に関する調査 

担当者：伊藤直子・井戸亮史・杉嶋至・高濱俊一・ 

角脇利彦・小谷和朗・椿越夫 

協力分担：ＪＡ全農とっとり、生産振興課 

 本年度果樹の作柄状況を把握する。 

① 各調査樹について、ナシは50果、カキは30果、ブ

ドウは15 房にラベルをつけ、10 日ごとに肥大の追跡調

査を行った。また、肥大調査に用いた果実について果実

調査を行った。調査対象は、‘二十世紀’（露地38年生）、

‘ゴールド二十世紀’（露地23年生、GA処理）、‘ゴール

ド二十世紀（露地23年生）、‘ゴールド二十世紀’（無加

温ハウス38年生、高接ぎ22年目）、‘おさゴールド’（露

地 18 年生）、‘幸水’（露地 38 年生）、‘豊水’（露地 38

年生）、‘あきづき’（露地14年生）、‘王秋’（露地11年

生）、‘なつひめ’（露地11年生）、‘新甘泉’（露地11年

生）、‘富有’（露地57年生）、‘西条’№２系統（露地24

年生）、‘巨峰’（無加温ハウス８年生）、‘ピオーネ’（無

加温ハウス７年生）の計15品種とした。 

② ‘二十世紀’の満開日は平年より５日早かった。果

実肥大は概ね平年並みで、収穫果実は２Ｌ中心の３Ｌ寄

りであった。ユズ肌症が多発し、調査果実の９割を占め

た。 

③ ‘ゴールド二十世紀’の果実肥大は概ね平年並みで

あった。収穫果実は３Ｌ中心で、高糖度であった。 

④ ‘幸水’は概ね平年並みの肥大であった。収穫果実

は３Ｌ中心で、高糖度であった。 

⑤ ‘豊水’は平年に比べて６月下旬から７月中旬の肥

大量がやや小さかったが、収穫果実は４Ｌ中心と十分な

玉太りであった。糖度も高かった。 

⑥ 以上の結果、‘豊水’までの品種は概ね平年並みの果

実肥大であったが、‘あきづき’以降の晩生品種は小玉傾

向であり、特に６月から８月の果実肥大量が少ない傾向

があった。糖度は全体的に高く、７～８月の好天の影響

であると考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

７．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成 

（１）ナシ新品種、新系統の評価試験 

担当者：高濱俊一・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：なし 
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ナシ新品種、新系統について鳥取県における適応性を

調査する。 

① 供試系統および品種は園芸試験場（‘96（Ｏ×幸菊）

03’、‘96（Ｏ×幸菊）06’、‘Ｏ×新雪21’、‘晩三吉×Ｏ

14’、‘秋麗×OG（Ｂ－28）’、‘おさゴールド’、‘鳥幸’、

‘寿新水’、‘夏さやか’、‘なつひめ’、‘夏そよか’、‘え

みり’、‘涼月’、‘新甘泉’、‘秋甘泉’）、独立行政法人農

業・食品産業技術研究機構果樹研究所育成（‘なつしずく’、

‘あきづき’、‘かおり梨’、‘幸水’、‘豊水’、‘王秋’、‘秀

玉’、‘八里’、‘筑水’、‘北新’）、鳥取大学（‘THD-7’、‘早

優利’、‘瑞鳥’、‘優秋’、‘秋栄’、‘真寿’、‘瑞秋’）、そ

の他（‘神奈川11-9-5’、‘神奈川4-5-4’、‘静喜水’、‘新

興’、‘新高’、‘彩玉’、‘歓月’、‘にっこり’、‘八達’、‘愛

甘水’、‘愛宕’、‘南水’‘陽水’について調査した。 

② 調査は系統適応性検定試験（Ⅰ及びⅡ）に基づき調

査した。 

③ ‘96（Ｏ×幸菊）03’は８月中～下旬収穫の赤ナシ、

果重285ｇ、糖度12.7％、肉梗と条溝が多かった。 

④ ‘96（Ｏ×幸菊）06’は８月下～９月上旬収穫の青

ナシ、果重316ｇ、糖度10.9％、糖度が低くミツ症も見

られた。 

⑤ ‘Ｏ×新雪21’は11月上～下旬収穫の赤ナシ、果

重731ｇ、糖度13.3％であった。 

⑥ ‘晩三吉×Ｏ14’は 10 月中～下旬収穫の赤ナシ、

果重599ｇ、糖度12.0％、晩生のナシとしては糖度が低

い、また、ミツ症も見られた。 

⑦ 以上の結果、‘96（Ｏ×幸菊）06’及び‘晩三吉×

Ｏ14’は糖度が低いため調査を打ち切る。その他の系統

は継続調査とする。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）‘花御所’の優良系統の収集と選抜 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

 雄花着生の少ない‘花御所’の優良系統を選抜する。 

① 現地で有望と報告された‘花御所’６系統（A～F）

を３樹に高接ぎを行っている。幼木は、各系統２樹を育

成している。 

② 一部の結果枝に霜害がみられ、また、Ａ系統を接ぎ

木した亜主枝が枯死した。 

③ A系統、B系統、E系統、F系統が雄花の着生が少な

かった。 

④ 各系統の果実の外観や品質に差は認められなかった。 

⑤ 前年はF系統の雄花の着生が全くみられなかったが、

今年度は、わずかであるが着生がみられた。 

⑥ A、E、F 系統が雄花の着生が少なかったことから、

３系統が有望と思われた。 

⑦ 以上の結果、調査年数が少ないため継続調査を行う。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

８．「なつひめ」等青ナシオリジナル品種の栽培技術の

確立 

（１）青ナシ果実の果面障害の発生原因の解明 

ア りんぽう脱落期の薬剤散布による果面障害果の

再現試験 

担当者：三木祥平・中田健・田中篤 

協力分担： なし 

 りんぽう脱落期に散布する薬剤の種類および散布回数

の違いが果面障害果発生に及ぼす影響を明らかにする。                       

① 処理薬剤は、デランフロアブル1,000倍液及びベル

クートフロアブル1,500倍液とし、対照区として水処理

区を設けた。散布日は、３月30日及び４月２日の両日散

布する区と、いずれかの日に散布する区を設けた。摘果

は、５月13日に行い、小袋掛けは５月17、19日、大袋

掛けは６月30日に行った。試験ほ場内の病害虫防除は、

スピードスプレーヤを用いて慣行防除を行った。 

② 薬剤散布前後の気象条件は、３月 30 日は平均気温

7.7℃、平均湿度51.3％、4月２日は平均気温7.7℃、平

均湿度64.9％であった。 

③ ５月13日（幼果期）及び９月10日（収穫果実）の

調査では、平成20年度に確認された果面障害に類似した

症状は確認されなかった。 

④ 以上の結果、りんぽう脱落期にデランフロアブル及

びベルクートフロアブルを散布することにより、平成20

年に発生した果面障害を再現することはできなかった。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

（２）青ナシ新品種の生育特性解明 

ア ‘夏さやか’の早期摘果の効果 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘夏さやか’は果重が 300ｇ以上になるが、他の新品

種に比べれば小さい。そのため、早い時期に着果量を制

限する荒摘果を行い、果実肥大促進の効果があるか検討

する。 

① ‘夏さやか’７年生６樹を５月12日に主枝単位で１

果そう１果に荒摘果し、６月１日に１ｍあたり６果に仕

上げ摘果した荒摘果区と荒摘果を行わないで仕上げ摘果

のみを実施した対照区を設けた。８月１、５、９、12日

に果色３以上になった果実の果重、果色、熟度(三井金属

鉱業株式会社製 品名ブリックスキャン 型式

QSCOPE-FL)、条溝果、傾き果を調査した。 

② 両区には果重、糖度、条溝果、傾き果に差はなかっ



 - 28 - 

た。果色、熟度は荒摘果区の方が高かった。 

③ 以上の結果、荒摘果の有無による果実肥大の促進効

果は認められなかった。そのため、‘夏さやか’は人工受

粉をしっかり行い結実数を多く確保し、形状がはっきり

してから摘果するのがよいと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘夏さやか’の整枝法に関する試験 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘夏さやか’は短果枝の維持が困難である。そのため、

長果枝を利用しなければならない。せん定方法を変えて

栽培し効果的なせん定方法を確立する。 

① 長果枝せん定区は永久樹６樹間伐樹４樹、長果枝＋

短果枝せん定区は永久樹２樹間伐樹４樹、短果枝せん定

区は永久樹３樹間伐樹５樹とした。各区は平成19年秋か

らせん定を変えて設置した。整枝方法は永久樹を４本主

枝、間伐樹を多主枝とした。７年生、小袋１回掛け栽培、

摘心は６月上旬から７月上旬まで実施した。 

② ８月９日に果実調査及び収量調査を行った。 

③ 各区間で果数、果重、収量に差がなかった。 

④ 以上の結果、本年はせん定方法の違いによる収量の

違いは見られなかった。短果枝の枝齢が若いため着果量

に差がつかなかったと考えられる。次年度以降も引き続

き調査を続ける。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ‘夏さやか’の長果枝と短果枝の果実品質の比較 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘夏さやか’の短果枝と長果枝の果実の生育特性を調

査し、栽培方法の確立に役立てる。 

① ‘夏さやか’７年生３樹の短果枝と長果枝各60果に

ついて調査を行った。５月12日に１果そうあたりの結実

数を調査した。５月14日から10日毎に果実横、縦径を

測定し、８月12日に果実調査を行った。 

② １果そうあたりの結実数は短果枝 2.5、長果枝 1.6

果で短果枝が１果程度多かった。 

③ 短果枝、長果枝ともに果実横径は満開後 45 日から

85日頃に急激に増えた。 

④ 短果枝は長果枝よりも果重が 30ｇ以上大きかった。

縦横比、果色、糖度、芯室あたりの種子数は差がなかっ

た。条溝果、傾き果の発生割合は長果枝が大きかった。

⑤ 短果枝、長果枝ともに裂果は７月上旬から見られ始

めた。軸折れは７月上～中旬に多く見られた。落果は８

月に入ってから多発した。 

⑥ 以上の結果、‘夏さやか’の長果枝は短果枝よりも1

果そうあたりの結実数が少なくなるので、人工受粉をし

っかり行い結実数を確保する必要があると考えられる。

果実肥大は短果枝が長果枝よりも果実肥大後半の肥大量

が大きくなった。長果枝は短果枝に比べ果重が小さく条

溝果、傾き果の割合が大きくなるので、幼果の形状をよ

く見て摘果する必要があると考えられた。収穫量の低下

原因として軸折れと後期落果が大きいので、結果枝をし

っかりと棚に取り付けること、収穫時期が遅れないこと

が大切であると考えられた。 

         〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ ‘夏さやか’のCX-10による開花時期の前進化 

担当者：伊藤直子・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

‘夏さやか’は‘二十世紀’と比較して開花が５日程

度遅れることが報告されている。そこで、発芽促進剤

CX-10を利用し、開花期の前進効果を検討する。                       

① ‘夏さやか’８年生を供試し、１月下旬処理区と２

月下旬処理区を設け、それぞれ３樹について処理区と無

処理区を主枝単位に分けた。１月下旬処理区は１月 18

日に、２月下旬処理区は２月24日にCX-10の10倍液を

１樹あたり２Ｌ散布した。３月８日からえき花芽の発育

程度を調査した。８月９日に果実調査を行った。 

② CX-10処理時点での7.2℃以下積算低温時間は、１月

下旬処理区で908時間、２月下旬処理区で1538時間であ

った。 

③ 全体の50％以上の花芽で３・４番花が開花するステ

ージとなったのは、１月下旬処理区では処理区で４月18

日、対照区で４月20日であった。２月下旬処理区では処

理区・対照区ともに4月20日であった。 

④ CX-10 処理による収穫時期および果実品質への影響

は認められなかった。 

⑤ 以上の結果、１月下旬のCX-10処理は‘夏さやか’

の開花時期を２日程度前進させる効果があると考えられ

た。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

オ ‘なつひめ’の着果番果試験 

担当者：伊藤直子・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘なつひめ’は６～８番果を使うと果梗長が長く果実

品質も３～５番果と大差ない。そこで、６～８番果を狙

った人工受粉が結実および果実品質に及ぼす影響を検討

する。 

① ‘なつひめ’８年生と‘おさゴールド’18年生を供

試した。‘なつひめ’は３～５番果区と６～８番果区を主

枝単位で分け、６～８番果区は４月６日からネットで被
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覆した。４月13日にまず３～５番果に人工受粉した後、

ネットを除去し、６～８番果区に人工受粉を行った。こ

の時点での開花ステージは、両区ともに８番果まで満開

の状態であった。５月６日に結実調査を行った。摘果時

にはそれぞれ該当の番果を残した。‘おさゴールド’は３

～５番果を残した。５月14日に‘なつひめ’‘おさゴー

ルド’の果梗長を調査した。９月７日に‘なつひめ’の

果実調査を行った。 

② ３～５番果区と６～８番果区ともに、１果そうあた

りの結実番果は３～５番果と６～８番果がそれぞれ１果

強であり、結実数も2.7果と同程度であった。 

③ ５月14日時点での‘なつひめ’の果梗長は、６～８

番果が３～５番果より長かった。 

④ 着果番果による果実品質への影響は見られなかった。 

⑤ 以上の結果、‘なつひめ’は８番果まで満開時に人工

受粉した場合、狙った番果と結実番果には差が見られな

かった。６～８番果は３～５番果より果梗長が長く、３

～８番果の果実品質は大差ないため、６～８番果を積極

的に残して問題ないと考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

カ ‘なつひめ’の着果密度と着果部位別果実の検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘なつひめ’の特性に応じた着果基準について検討す 

る。また、長果枝利用型の栽培も可能か検討する。 

① ‘なつひめ’８年生樹を供試し、５月13日に、１ｍ

当たり12 果、10 果、８果の３処理区を設定し、各区４

樹に反復した。また、短果枝に着果させる区(短果枝区)

と長果枝に着果させる区(長果枝区)も設定した。８月４

日に葉枚数、９月７日に果実品質を調査した。 

② 果重については、短果枝区、長果枝区の両区とも、

８果/ｍ区が大きく、次いで10果/ｍ区、12果/ｍ区の順

となった。糖度については、長果枝区は短果枝区と比較

し有意に高かった。変形果率は、長果枝区が高い傾向が

認められた。 

③ 以上の結果、新品種‘なつひめ’の着果密度につい 

ては、３Ｌ中心(335ｇ～386ｇ)で生産する場合、８～10 

果/ｍ適当であると考えられた。また、長果枝（えき花芽） 

利用については、問題ないと思われるが、次年度も調査 

を行い検討していきたい。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

キ  ‘なつひめ’‘新甘泉’の非破壊糖度センサーを 

用いた糖度推移の検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

生育中の‘なつひめ’、‘新甘泉’の果実糖度を非破壊

糖度センサーで追跡調査し、糖度推移について検討する。 

① ‘新甘泉’（８年生）、‘幸水’（８年生）、‘なつひめ’

（８年生）、‘おさゴールド’（９年生）を供試し、収穫時

期の約１か月前の８月９日から９月22日まで、携帯型非

破壊糖度センサー（クボタ：K-BA100）を用いて４日間隔

で測定した。 

② ‘新甘泉’は、８月９日から糖度が高く、８月13 

日に13％を上回り、９月10日に15％以上となった。‘な 

つひめ’は、８月29日に12％に達し、９月14日には、 

13％以上となった。 

③ ８月９日の糖度と収穫期の糖度の相関をみると、全 

ての品種で相関が見られ、特に新甘泉、幸水で高い相関 

がみられた。 

④ 以上の結果、今年は、全ての品種とも高糖度で推移

し、特に新品種‘新甘泉’については、この傾向が顕著

であった。また、全品種において、８月９日の糖度と収

穫期の糖度に相関関係があることから、８月上旬時点で

の糖度が収穫期の糖度に高く影響していると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ク 新品種の収穫期別の果実品質推移 

担当者：高濱俊一・井戸亮史・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：なし 

品種の収穫適期は果色によって判断されるが、鳥取県

育成新品種はまだ収穫適期の果色が明確になっていない。

各新品種を定期的に調査して収穫適期を明確にする。 

① ‘夏さやか’７年生２樹、‘なつしずく’７年生３樹、

‘涼月’８年生３樹、‘なつひめ’８年生３樹、‘新甘泉’

８年生３樹、ジベレリン処理‘おさゴールド’９年生３

樹(以下GAゴールドと記す)、‘おさゴールド’９年生３

樹、‘幸水’９年生３樹を各30果ずつ４日ごとに糖度(デ

ジタル糖度計)、果実硬度(マグネステーラー)、果色(農

水省カラーチャート)、デンプン反応（ヨード・カリ液：

ヨウ素0.2％＋ヨウ化カリウム２％）、ミツ症発生率、食

味を調査した。 

② 調査日は‘夏さやか’（７月24日～８月13日、7回）、

‘なつしずく’（８月１～25日、7回）、‘涼月’（８月17

～９月10日、7回）‘なつひめ’（８月17～９月26日、

11回）、‘新甘泉’（８月17～９月22日、10回）、GA‘ゴ

ールド’（８月21～９月22日、９回）、‘おさゴールド’ 

（８月21～９月30日、11回）、‘幸水’（８月13～29日、

５回）に行った。 

③ 適熟果実の基準として果重は300ｇ以上、糖度は‘お

さゴールド’、‘涼月’10.5％以上、‘夏さやか’、‘なつし

ずく’、‘なつひめ’11．5％以上、‘幸水’12.0％以上、
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‘新甘泉’13．5％以上、果実硬度は全品種3.5以上、ミ

ツ症発生率は全品種10％以下、食味は全品種良好である

こととした。 

④ 収穫始めは‘夏さやか’、‘なつしずく’、‘なつひめ’

は果色3.0以上、熟度は45以上であった。‘涼月’は果

色2.0以上、熟度35以上であった。‘新甘泉’は果色2.5

以上、熟度30以上であった。 

⑤ 収穫始めのデンプン反応は‘なつひめ’は3.0以下、

‘涼月’は2.5以下、‘新甘泉’は2.0以下、‘夏さやか’、

‘なつしずく’は1.0以下であった。 

⑥ 各品種の収穫摘期は‘夏さやか’は８月５～13 日、

‘なつしずく’は８月17～25日、‘なつひめ’は８月29

日～９月10日、‘涼月’は８月21～25日、‘新甘泉’は

８月29日～９月６日、‘GAゴールド’は８月29日～９

月６日、‘おさゴールド’は９月２～14日、‘幸水’は８

月17日～21日であった。 

⑦ 以上の結果、‘夏さやか’、‘なつしずく’、‘なつひめ’

は‘二十世紀’の収穫始めの基準である果色2.5よりも

果色の進んだ3.0以降が収穫始めとなる。また、‘涼月’

は９月になるとミツ症が多発するため、果色2.0以上に

なれば収穫始めとするのがよいと考えられる。‘新甘泉’

の収穫始めは果色2.5以上であった。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ケ 糖及び有機酸の定量分析法の改良 

担当者：森本隆義・前田英博 

 協力分担：なし 

 ナシを旬の時期に出荷する取り組みが行われており、

Brix 糖度以外にナシの成熟度を推定する指標が必要と

されている。高速液体クロマトグラフ(HPLC)によるナシ

の糖及び有機酸の定量を行っているが、前年度開発した

方法ではアノマー分離やショ糖の分解等がみられ、分析

精度が低い。ここでは、これらの問題点を解決する分析

法への改良を試みる。 

① 前年度開発した手法から、カラムを Hi-Plex Ca4.0

×250mm(アジレント社製)およびカラム温度を変更し、

システムには日立高速液体クロマトグラフ LaChrom 

Eliteを用いて分析を行い、検討した。 

② ブドウ糖においてカラム温度 45℃で検討した結果、

前年度まで使用したCarbomix Caカラムでは、ピークが

アノマー分離して定量が困難であったのに対し、Hi-Plex 

Caカラムでは１つのシャープなピークとなり、高精度な

定量が可能となった。 

③ 同様にショ糖においてカラム温度 65℃で検討した

結果、Carbomix Ca カラムでは、加水分解が起こりピー

クがアノマー分離して定量が困難であったのに対し、

Hi-Plex Caカラムではショ糖は加水分解されず１つのシ

ャープなピークとなり、高精度な定量が可能となった。 

④ また、カラムオーブンを1台追加し、有機酸分析用

カラムを45℃とすると、ショ糖の分解を防ぎ果糖の定量

が正確になったことで、リンゴ酸の定量が正確に算出可

能となった。他の有機酸の定量についてはこの条件で問

題なく定量可能であった。このカラム温度変更に伴い、

何れの酸の溶出時間(RT)も改良後は遅くずれた。 

⑤ 以上の結果、Hi-plex Caカラムは幅広い温度域でア

ノマー分離やショ糖の加水分解を生じないため、高精度

に糖の分析が可能となった。また、カラムオーブンを 1

台追加し、有機酸分析用カラムを45℃とすることで、果

糖の定量が正確となり、これに伴いリンゴ酸の正確な含

量も算出可能となった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

コ  果実中の糖および有機酸組成の推移 

 担当者：井戸亮史・森本隆義・高濱俊一・杉嶋至・角

脇利彦 

 協力分担：なし  

 果実中に含まれる糖、有機酸の組成や濃度によって「適

熟果」を客観的に判断できる指標つくりの基礎資料とす

る。 

①  ‘なつひめ’、‘新甘泉’、‘幸水’８年生樹、‘おさ

ゴールド’（ジベレリン処理樹およびジベレリン無処理

樹）９年生樹を供試した。８月13日から９月30日まで

４日ごとに果実を採取、搾汁しHPLCで糖（ショ糖、ブド

ウ糖、果糖、ソルビトール）およびアミノ酸（リンゴ酸、

クエン酸）を測定した。 

② ショ糖濃度は全ての品種で収穫期にかけて高くな

った。一方、ブドウ糖、果糖、ソルビトール濃度は、全

ての品種で調査期間中はほぼ横ばいだった。 

③ リンゴ酸濃度は全ての品種で収穫期に急激に減少

した。一方、クエン酸濃度は全ての品種で調査期間中ほ

ぼ横ばいであった。 

④ 「適熟果実基準」と照らし合わせると収穫適期は

‘なつひめ’、‘新甘泉’では、ショ糖濃度がそれぞれ５％、

６％以上になる、８月29日からであった。また、‘おさ

ゴールド’においても５～６％以上になるジベレリン処

理樹では８月29日から、ジベレリン無処理樹では９月２

日からであった。 

⑤ 収穫適期になると、全ての品種でリンゴ酸濃度は

底を打ち3000ppm程度で横ばいであった。  

⑥ 以上の結果、果実内の糖および有機酸濃度の推移

を調査したところ、収穫期にかけて変動があるのは、シ

ョ糖およびリンゴ酸であった。「適熟果実基準」と照らし
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合わせた結果、収穫適期はショ糖は５～６％以上、リン

ゴ酸が3000ppm程度の頃であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

サ 春先の幼果の赤みが果皮に及ぼす影響 

担当者：伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：なし 

 本年、４月下旬から県内各地で幼果の赤みが目立った。

この症状が青ナシ品種の果皮に及ぼす影響を検討する。 

① ４月26日から、‘二十世紀’（GA処理）、‘涼月’、‘夏

さやか’について、幼果の赤みを観察した。それぞれの

適期に収穫し、果皮への影響を調査した。 

② ３品種ともに、幼果の赤みは調査後１週間程度で消

えた。 

③ ‘二十世紀’、‘涼月’は幼果時、収穫時ともにアザ

は見られなかった。 

④ ‘夏さやか’は幼果時に赤みが消えた後、一部にア

ザ果が見られた。このアザは収穫時まで残った。 

⑤ 以上の結果、‘二十世紀’、‘涼月’の幼果の赤みは果

実品質への影響はないと考えられた。‘夏さやか’の一部

にあったアザは霜害と見られ、他の２品種に比べて霜害

に弱いと考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

（２）本県育成品種の早期多収、省力整枝法の確立 

ア ‘なつひめ’‘涼月’の整枝法の検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘なつひめ’及び‘涼月’の早期多収、省力栽培に適

した整枝法について検討する。 

① ‘なつひめ’、‘涼月’の８年生樹を供試した。各品

種を３本主枝側枝型、３本主枝カズラ枝型、４本主枝側

枝型、４本主枝カズラ枝型、多主枝に整枝した。果実品

質の調査は、‘なつひめ’を９月７日に‘涼月’を９月３

日に行った。 

② 樹冠面積については、両品種とも、多主枝型が広く、 

次いで４本主枝型、３本主枝型の順となった。 

③ 果実品質については、両品種とも多主枝型の果重、 

糖度が低い傾向が見られた。 

④ 収量の年次推移は、３本主枝型が大幅に増加したが、 

４本主枝型、多主枝型の伸びは少なかった。今年の収量 

は、全ての整枝型で50㎏前後となった。 

⑤ 以上の結果、４本主枝型、多主枝型は、生育初期の

７年までは、結果枝を多く確保し、収量の増加が認めら

れたが、８年目になり３本主枝型も結果枝が確保され、

収量の差が少なくなったと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘なつひめ’‘涼月’の着果位置別の果実品質の

検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘なつひめ’及び‘涼月’の着果位置別の果実品質を

調査・検討する。 

① ‘なつひめ’、‘涼月’の４本主枝型の８年生樹各２

樹を供試し、‘なつひめ’は９月７日に‘涼月’は９月３

日に果実品質を調査した。 

② ‘なつひめ’‘涼月’とも大玉であったが、側枝の元 

部側に２Ｌ以下の果実が若干見られた。‘なつひめ’の糖 

度については、樹冠元部で低糖度果が多く、先端部に高 

糖度果が分布している傾向が見られた。果色、等級、ミ 

ツ症果発生については、一定の傾向がみられなかった。 

③ 以上の結果、着果位置別果実品質については、若干

の傾向が見られた品質もあったが、一定の傾向が見られ

なかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ‘なつひめ’の主枝・亜主枝先端の切返し方法の 

検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘なつひめ’は新梢にえき花芽が着き易く、せん定時

に花芽で切り返すこととなる。一方、二十世紀系統にお

いて、開花期の摘らい作業の省力のために、せん定時に

花芽を除去し副芽を利用する方法が行われている。そこ

で、‘なつひめ’においてもこの方法が利用可能であるか

検討する。 

① ‘なつひめ’８年生樹の主枝・亜主枝の先端部を供

試し、せん定時に花芽を除芽する区（花芽除芽区）、開花

前に摘雷する区(花芽摘蕾区)、基部の葉芽を利用する区

（基部葉芽区）を設定した。 

② ３月12日にせん定前後の枝長を測定し、６月４日、 

11月２日に新梢長を測定した。新梢の伸長は、６月まで 

は、花芽摘雷区が良く伸びていたが、落葉期には、花芽 

除芽区がやや劣ったが、基部葉芽区、花芽摘雷区では同 

程度であった。 

③ せん定後の枝長と新梢長を足した場合、花芽摘雷区、 

花芽除芽区が同じ120㎝程度の長さであったが、基部葉 

芽区では、80㎝程度の長さとなった。 

④ 以上の結果、花芽除芽区は花芽摘雷区と同程度の新 

梢伸長を示したので、せん定時の切り返し方法としては、 

‘なつひめ’においても、二十世紀系統と同様に、せん 

定時に花芽を除芽し副芽を利用する方法で問題はないと 

考えられた。 
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）新品種の高品質果実の安定生産技術の確立 

ア ‘なつひめ’の摘心処理による生産安定技術の確

立 

 担当者：角脇利彦・杉嶋至・伊藤直子 

 協力分担：なし 

 新梢発生時に摘心処理することで、‘なつひめ’の花

芽の安定確保及び剪定の省力化の可能性を検討する。 

① ‘なつひめ’８年生樹を供試し、摘心区は短果枝か

ら発生した新梢を約 10 日ごと(5/24,6/4,6/14,6/24)に

果そう葉を残し摘心処理した。摘心後に再度発生した新

梢も同様に摘心を繰り返した。誘引区は６月 24 日から

26 日に新梢誘引を行い、９月７日に、各樹30果につい

て果実品質調査を行った。 

② 摘心処理により、果重に差は認められなかったが、

果色はやや青く糖度は高くなる傾向であった。摘心処理

区は果そう葉の葉枚数が多く、逆に新梢の葉枚数は少な

い傾向であった。 

③ 摘心の時期は、５月下旬頃からが適当と考えられた

が、摘心開始時期及び短果枝の着生位置で花芽着生率に

大きな差は認められず、７～８割の果台で花芽が着生し

た。 

④ 平成 21 年度分の剪定量は、摘心区で１樹あたり約

２kg少なかった。 

⑤ 以上の結果、摘心区では果そう葉が多くなり、果実

の糖度も高くなる傾向であった。本年は７～８割の花芽

が着生し多くの果台で短果枝の維持が可能であった。摘

心区では剪定量も少なく、効率的な枝管理が可能と考え

られた 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 青ナシ新品種の袋掛けに関する試験 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：全農とっとり果実袋工場 

‘夏さやか’、‘なつひめ’は‘ゴールド二十世紀’に

比べ果面の仕上がりがよいため袋掛けの省力化できる可

能性が高い。小袋１回掛け及び大袋1回掛け栽培で袋の

種類を変えて果実品質に及ぼす影響を調査する。 

① 供試品種は‘なつひめ’８年生５樹（防蛾灯）、‘夏

さやか’８年生８樹（網掛け）‘おさゴールド’18 年生

１樹（防蛾灯）を用いた。 

② 小袋掛け試験は白（H01-Ｓ）、オレンジ（CO1-Ｓ）、

赤（R01-Ｌ）の小袋を６月１日に掛けた区と無袋の４区

とした。大袋掛け試験は赤（赤色一重、果実袋工場の試

験袋）、黄（褐色一重KG-37）を６月１日に掛けた区、SG

（SG7）、慣行（2回掛けH01-SとSG7）を６月25日に掛

けた区の４区とした。各試験区は側枝単位で処理した。

果実調査は‘夏さやか’は８月５及び９日、‘なつひめ’

は８月 31 日及び９月７日、‘おさゴールド’は９月 21

日に行った。 

③ いずれの品種も各小袋及び各大袋の種類の違いによ

る果実品質の差はなかった。 

④ いずれの品種も小袋掛け区は大袋掛け区よりも糖度

が高かった。しかし、各小袋掛け区と無袋区、各大袋掛

け区と慣行区には糖度の差がなかった。 

⑤ ‘夏さやか’の小袋掛け区は無袋区に比べアザが小

さかった。大袋掛け区は慣行区と差がなかった。 

⑥ ‘なつひめ’の小袋掛け区は無袋区に比べ熟度、ア

ザ、果点が小さかった。大袋掛け区はアザが慣行区に比

べ大きかった。 

⑦ ‘おさゴールド’の小袋掛け区は無袋区に比べアザ、

果点の密度が小さかった。大袋掛け区は慣行区と差がな

かった。 

⑧ 以上の結果、今回供試した小袋、大袋は種類による

果実品質には差がないと考えられた。‘夏さやか’、‘なつ

ひめ’は小袋１回掛けと無袋に糖度の差がないので、果

面をきれいに仕上げるために小袋を１回掛けるのがよい

と考えられた。大袋１回掛けは‘夏さやか’は果面の仕

上がりが良好なので効果が高いと考えられた。‘なつひ

め’は果実の果梗が短く大袋の掛けにくい品種であるた

め、大袋１回掛けをする場合には赤色一重がよいと考え

られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ニホンナシの果梗伸長に関する試験 

担当者：杉嶋至・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：なし  

‘なつひめ’は果梗の短いことが栽培上の問題点の１

つである。過去２年間の試験では、開花前のジベレリン

100ppm処理により‘なつひめ’の果梗を伸長させる効果

が認められた。本年度は、低濃度で高い効果を得る方法

について検討するとともに、‘なつひめ’と同様、果梗が

短い‘あきづき’に対するジベレリン処理の効果も検討

する。 

① ‘なつひめ’（平成18年高接ぎ、中間台16年生ゴー

ルド二十世紀）‘あきづき’(14 年生)樹を供試した。満

開１週間前（４月５日）と開花前（４月８日）にジベレ

リン（ジベレリン水溶剤：GA33.1％,明治製菓）を処理し

た。処理区としては、GA10ppm 区、GA10ppm+ジャスモン

酸区、GA100ppm区、ジャスモン酸区、対照区は無処理と

した。５月10日に各果そうの結実数を調査し、５月13

日に、果梗長と横径を調査した。８月26日に‘なつひめ’
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９月21日に‘あきづき’の果実品質を調査した。  

② ジベレリン処理により幼果の果梗長は長くなり、安

定した効果が得られたのは開花前 GA100ppm 区であった。 

③ 結実数、果実品質の差は認められなかった。 

④ 以上の結果、開花前のGA100ppm処理が、‘なつひめ’

‘あきづき’の果梗を伸長させる効果があると考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ  開花前後の低温が受粉に及ぼす影響 

 担当者：井戸亮史・杉嶋至・角脇利彦 

 協力分担：なし 

開花期は夜から早朝にかけて気温が氷点下まで下が

ることがある。このことが結実にどのような影響を及ぼ

すのか調査する。 

① ‘ゴールド二十世紀’ 21 年生樹を供試し、４月５

日（蕾期）、４月13日（満開期）、４月21日（落花期）

の３つの異なる生育ステージに、各６側枝ずつ発砲スチ

ロール製の箱で側枝を囲い、この箱の中にドライアイス

を入れて冷却した。 

② 箱内の温度は処理後２時間程度で－２～－３℃まで

低下し、その後開封するまでの６時間以上氷点下で推移

した。 

③ ４月５日処理では、処理部分、無処理部分とも結実

数は１短果枝当たり４果程度で処理による大きな差が無

かった。一方、４月13および21日処理では、結実数が

処理部分で同0.6果程度となった。 

④ アザ果の発生は、処理日、処理の有無に影響がなか

った。 

⑤ 以上の結果、蕾期に氷点下に遭遇しても、結実に影

響はないが、開花後は低温に弱く結実数が大幅に減少し

た。これは低温による雌しべの黒変、壊死が大きな原因

と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ  夏肥の施用が果実品質に及ぼす影響 

 担当者：井戸亮史・角脇利彦 

 協力分担：なし 

９月に収穫を迎える‘二十世紀’では果実肥大を狙っ

て６月上旬に夏肥を施用する。しかしこの時期の肥料は

果実肥大に多少効果がある一方で、収穫まで肥効が続く

と糖度低下につながるとの指摘もある。‘二十世紀’より

も早生の‘なつひめ’および‘涼月’に対する夏肥の影

響について検討する。 

① ‘なつひめ’および‘涼月’８年生樹を供試し、夏

肥なし区と夏肥区を設けた。夏肥なし区は２月中旬、３

月下旬、９月上旬の３回の施肥体系で年間窒素量は４㎏

/10a とした。夏肥区はこれに加えて６月上旬に同６kg

追肥し、年間窒素量は同10㎏とした。 

② 両品種とも果重、糖度、果色、硬度、変形果率は、

処理間で差がなかった。 

③ ‘涼月’においてアザ果率は夏肥区で高くなる傾向

が見られた。 

④ 以上の結果、夏肥施用が果実肥大や糖度へ及ぼす影

響は明らかではなかった。一方で‘涼月’では夏肥施用

でアザ果の発生が多くなる傾向があった。処理開始後２

年目の収穫調査結果のため継続調査が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）省力軽労で取り組みやすい土壌管理法の検討 

ア  施肥量の違いが樹体生長と果実品質に及ぼす影

響 

 担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

 協力分担：なし 

ナシ樹の幼木期からの適正な樹体生育、高品質な果実

生産に必要な施肥量を明らかにするための基礎資料を得

る。 

① ‘おさゴールド’ 10 年生樹を供試し、慣行区の年

間窒素量を10㎏/10a（樹齢と同量の窒素量）とし、この

他に無施肥区（同０kg）、半量区（同５kg）、２倍区（同

20kg）を設定した。平成16年より処理を開始、今年度で

７年目となった。 

② 前年までの結果では、施肥量が多くなるほど果重が

大きくなるが、果色は青味が残る傾向があった。本年も

同様の傾向が見られた。 

③ 糖度、変形、アザ果率は処理間で大きな差がなかっ

た。 

④ 葉分析の結果から施肥量とカリウム含有率の間には

正の相関が見られた。一方で、窒素やその他の元素に相

関はなかった。 

⑤ 土壌分析の結果から施肥量が多いと窒素、リン酸、

加里の増加、蓄積が見られた。一方で、石灰および苦土

の溶脱が促進され、これに伴いpHの低下も見られた。 

⑥ 樹体生育については、前年までの傾向と同様、２倍

区で側枝の短果枝数の減少が早い傾向があった。 

⑦ 以上の結果、施肥量が多いほど果実が大きくなる一

方で、青味が残る傾向が見られた。また、２倍区では、

土壌中に窒素、リン酸、加里含量が増加する一方で、石

灰、苦土の溶脱が見られた。樹勢についても２倍区では

やや強くなる傾向から短果枝の維持がやや困難であった。

このことから施肥量は慣行（10kg/10a）程度が適当であ

ると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
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イ  元肥および夏肥の必要性の検討 

 担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

 協力分担：なし 

   11 月末の元肥と６月上旬の夏肥が慣例的に行なわれ

ている。しかし、元肥はナシ樹の養分吸収が少ない冬期

に施用される上、徐々に無機化が進み地下へ流亡して無

駄になっている。夏肥を施用する６月は地温が上昇し、

地力窒素の無機化が進み、ナシ樹へ供給されると考えら

れる。そこで、元肥および夏肥が必要なのか検討する。 

① 元肥、夏肥ともに施用する慣行区、夏肥を施用しな

い元肥有・夏肥無区、元肥を施用しない元肥無・夏肥有

区、元肥、夏肥ともに施用しない元肥無・夏肥無区の４

処理区を設定した。平成 18 年より処理を開始し、今年

度で処理後４年目となった。 

② 前年までの結果では、果重、果色、糖度、変形、ア

ザ果率、樹体生育は処理間で大きな差がなかった。本年

も同様の結果であった。 

③ 施肥処理が葉および土壌分析の結果に及ぼす影響

については判然としなかった。 

④ 以上の結果、元肥および夏肥の施用の有無が果実品

質、樹体生育、葉および土壌の化学性へ及ぼす影響は見

られなかった。このことから慣例的に行っている元肥お

よび夏肥の施用については再検討が必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 土壌改良面積の検討 

 担当者：井戸亮史・杉嶋至・角脇利彦 

 協力分担：なし 

   土壌改良が重要との認識は高いが、広い果樹園を管理

するのは重労働のため生産現場では敬遠されがちであ

る。そこで、できるだけ土壌管理面積を小さくし、かつ

果実品質、樹勢を維持できるような最小面積を検討する。 

① 園芸試験場ではこれまでに主幹周りの一部（樹冠面

積の８％：４㎡/樹）を集中的に管理しても果実品質、

樹体生育は慣行栽培と同等であるとの結果を得ている。 

② 2007年に‘おさゴールド’１年生苗木を植栽し、2008

年から土壌改良試験を開始した。樹冠面積の８％区を基

準に、さらに管理面積を小さくした５％区、３％区およ

び無処理区（０％）を設けた。 

③ 本年で４年生樹となり初結実した。本格的な調査は

次年度以降となる。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 大麦による土壌改良効果の検討 

 担当者：井戸亮史・角脇利彦 

 協力分担：なし 

土壌改良は必須の作業であるが、重労働であることや

高齢化に伴い、土壌改良を行なわない果樹園が増えてい

る。麦の根は細くて長く、根量が多く、土壌中を深く入

り込んで行くことが知られている。そこで、果樹園に麦

を播き、その根による土壌物理性改善効果を検討する。

本年は播種量と播種方法について検討する。 

① ２条大麦‘アサカゴールド’を供試した。四つ目鍬

で軽く耕起後、播種（12㎏/10a）したものを、耕起・慣

行区とし、播種量を２倍にしたものを耕起・２倍区、耕

起せずに播種したものを不耕起・慣行区、不耕起・２倍

区とした。 

② 地上部の生育量（草丈、乾物重）は耕起区で多くな

ったが、播種量には関係がなかった。 

③ 株数は耕起区で多く、播種量が多いほど多くなった。 

④ 以上の結果、耕起区で生育が良かった。不耕起区で

は発芽不良や苗転びが見られ、これらが生育に影響した

と考えられた。耕起すれば地上部の生育は播種量で大き

な差がないことから、播種量は慣行量で十分と考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 夜温の高低が果実糖度に及ぼす影響 

 担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

 協力分担：なし 

あらゆる作物で夜温度低いほど、①呼吸量が抑えられ

糖の消費が少なくなること②光合成産物の転流が促進さ

れることで品質が向上するとされている。そこで、夕方

に水を噴霧して気温を下げることで糖度向上につながる

か検討する。 

① ‘ゴールド二十世紀’22年生樹を供試し、水噴霧処

理は８月20日から９月８日（収穫前日）までの17日間

おこなった。午後５時半～６時頃に１回、動力噴霧器を

用いて葉から滴り落ちるくらい水を噴霧した。処理をお

こなうと棚下の気温は一気に４～５℃程度低下したが、

すぐに２℃程度上昇し、その後一時間程度かけて無処理

区と同等の温度となった。 

② 糖度は同一樹内では処理部分の方がやや高くなる傾

向がみられた。 

③ 果重、果色、熟度は処理による影響がみられなかっ

た。 

④ 以上の結果、水噴霧により気温を低下させる効果が

認められ、糖度がやや高くなる傾向がみられた。しかし、

１回噴霧では気温低下効果は長続きしないため、さらに

噴霧回数や時間帯を検討することで、糖度上昇効果が期

待できると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）消費者の求める美味しいナシ作りに向けた技術確            
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  立 

ア ‘おさゴールド’の摘花程度と果実品質の関係解             

    明 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

摘らいまたは摘花処理による果実肥大促進効果はこれ

までに報告されているが、交配条件によりその処理程度

に差がある。そこで、あらゆる条件に適した摘花程度に

ついて検討する。また、結実率の低い園（年）がみられ

るので、その対策についても検討する。 

① ‘おさゴールド’11年生樹を供試した。満開２日後

の４月15日に摘花処理を行い、残す花数により２花区、

４花区、６花区とし、対照区は無処理(平均８花)とした。

また、同一樹内に人工受粉を行う区、カラ筆受粉を行う

区、自然受粉の区、を設けた。以上の処理を９樹に反復

した。５月６日に各区の１果そうごとの結実数を調査し、

20日に摘果を行った。９月16日に果実品質を調査した。 

② 結実率は人工受粉を行った区が70～80％以上、カラ

筆受粉区と自然受粉区が50％前後であった。 

③ 果重、糖度、果色は、花数による差はなかった。花 

数を制限しすぎると、変形果率の増加が認められた.。 

④ 以上の結果、今年のような交配条件が悪く結実率の 

低い年でも、人工受粉により結実率の向上が認められ、 

変形果率の低下に結びつくと考えられた。また、花数を 

制限しすぎると、変形果率の増加が認められたので、摘 

花の程度は、６花程度が妥当と考えられた。交配条件に 

より結実率に差ができることから、自家和合性品種‘お 

さゴールド’は、交配の良し悪しを判断して、摘花程度 

を変えて対応することが望ましいと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘おさゴールド’の交配方法の検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

自家結実性品種である‘おさゴールド’においても、 

交配時期の気象・栽培条件などの影響により結実の悪い

年（園）がみられ、結実安定に向ける対策が望まれる。

そこで、安定的に結実数が確保できる対策を検討する。 

① おさゴールド’10年生樹を供試した。人工受粉を行

う区(人工受粉区)、カラ筆またはサクランボ用ブラシで

受粉した区（カラ筆区、ブラシ区）、満開日4/13にスピ

ード・スプレーヤで送風する区(満開ＳＳ区)、満開後

4/18にＳＳで送風する区(満開後ＳＳ区)、自然受粉の区

(無受粉区)を設け、各区６樹に反復した。５月７日に１

果そうごとの結実数を調査し、20日に摘果を行った。９

月15日に果実品質を調査した。 

② 1果そう当たりの結実数は、人工受粉区が最も高か

った。果重は、人工受粉区、満開後ＳＳ区で有意に増加

が認められ、無受粉区では、小玉となった。変形果率は、

ブラシ区が最も高く、人工受粉区が低い傾向であった。  

③ 以上の結果、自家和合性品種‘おさゴールド’にお

いて、今年のような交配条件が悪い年でも人工受粉を行

なうと結実が安定し、果実品質の向上に結びつくと考え

られた。また、無受粉と比較し、満開直後にＳＳで送風

することにより果実品質が向上すると考えられた。一方、

カラ筆、ブラシを使用した交配方法については、交配条

件が悪い年には、効果が少ないと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 着果不良樹における新梢管理方法の検討 

担当者：杉嶋至・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

平成22年はナシの交配時期に低温となり、二十世紀系

統を中心に結実不良園が見られた。これらの着果数が激

減したナシ樹では、短果枝から新梢が乱立し、翌年の花

芽確保が困難となる恐れがある。そこで、次年度以降の

着果数確保につなげる新梢管理の方法について検討する。 

① ‘ゴールド二十世紀’22年生樹を用い、交配不良に

よる着果が激減した樹と通常着果であった樹を各２樹供

試し、以下の新梢処理を行った。同一樹内に７月に短果

枝から発生した新梢をせん除する区(夏季せん除区)、６

月から７月まで短果枝から発生した新梢を摘心する区( 

摘心区)、７月に新梢を誘引する区(誘引区)、新梢処理を

行わない区(無処理区)を設定した。７月28日に葉枚数、

６月23日、11月４日に短果枝の果台基部の太さを測定、

９月13日に果実調査、11月４日に花芽数、新梢長を測定

した。 

② 果重は、誘引区が大きくなり、次いで、摘心区、無 

処理区となり、夏季せん除区が最も小さい傾向であった。 

変形果率は、夏季せん除区が高く、誘引区が低い傾向で 

あった。 

③ 短果枝果台の肥大は、摘心処理により抑制された。 

花芽着生率は、夏季せん除区、摘心区が高いことが認め 

られた。特に、着果不良区の未着果部において、この傾 

向は顕著であった。 

④ 以上の結果、着果不良樹に対する新梢管理として、 

摘心処理は、果実品質が高く保たれ、花芽の維持率も高 

く、果台の太りも抑えられ、長く果台が維持できる可能 

性が高いと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ トレンチャーを利用した土壌条件改善方法の検   

討 
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担当者：杉嶋至・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

トレンチャーを利用した、半明きょ法により果樹園の

土壌環境を改善し‘ゴールド二十世紀’等の青ナシの高

品質化を実現する。本試験では、水抜き処理を行わない

処理方法について効果を検討する。 

① 平成20年11月に、トレンチャーで幅10cm、深さ1.5m

の溝を掘り、もみ殻で埋め戻す半明きょ処理を行った。

処理区として、ナシ樹の周囲を処理する区（周囲区）、二

方のみを処理する区（二方区）、処理を行わない慣行区の

３区を設定し、各区３樹に処理を行った。７月１日から

９月30日まで土壌水分(地下30㎝)の測定を行った。９

月16日に各樹約40果収穫し、果実品質を調査した。 

② 土壌水分について、慣行区は７月梅雨末期の降雨時 

は低めに推移し、８月の高温乾燥期は逆に高めに推移し 

ており、急激な変移が認められた。 

③ 果実品質については、平成21年のような冷夏長雨年 

では、半明きょ処理により、排水条件が改善され、果重 

の増加が認められたが、平成22年のような高温乾燥年で 

は、処理による差が認められなかった。 

④ 処理の樹体への影響として、新梢本数、幹周肥大量 

は、周囲区が増加した。 

⑤ 以上の結果、半明きょ処理は、夏場の降雨が多い年

には、排水条件が改善され果実品質の向上に結びつくと

考えられるが、降雨が少ない年には、効果が少ないと考

えられた。一方、半明きょ処理により、幹周肥大量、新

梢本数が増加したことから樹体生育は旺盛になると考え

られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 天候不順な状況における交配時期の検討 

 担当者：角脇利彦・杉嶋至・高濱俊一 

 協力分担：なし 

 平成22年は開花時期に降雨・低温が続き実止まりが悪

いことが予想されたため、天候不順な状況における最も

適した交配時期とその対策を検討する。 

① ‘二十世紀’38年生樹を供試し、４月13日から18

日に亜主枝単位で区を設け３花/花そうについて絵筆を

用いて受粉した。５月６日に実止まり調査、７月１日に

結果枝の長さと被袋数調査を行った。９月６日に果実品

質調査を行った。 

② 結実数は13日が最もよく、次いで15日、17日であ

った。14 日は快晴であったが実止まりが悪かった。18

日はメシベが黒くなった花も見られ結実は悪かった。 

③ 気象条件は、14日から16日の最高気温が10～12℃

と交配に不適な気温であったが、14日以外は着果数を確

保することができた。15日は最低気温が1.2℃で、これ

が14日交配の結実の悪さに影響していると考えられた。 

④ 果実品質は、16日がやや小玉であったが、果色・糖

度に差は認められなかった。完全種子数は14日が無交配

についで少なかったが、他の交配日に差は認められなか

った。 

⑤ 以上の結果、天候不順が続くと予想される場合には、

たとえ気温が低くても丁寧な交配を行うことで必要な着

果数を確保できると考えられた。またそのためには、普

段よりも花粉が多く必要となることから、事前に十分は

量の花粉を確保しておくことが必要だと考えられた。 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ 天候不順な状況における交配方法の検討 

 担当者：角脇利彦・杉嶋至・高濱俊一 

 協力分担：なし 

 天候不順な状況における最も適した交配方法とその対

策を検討する。 

① ‘ゴールド二十世紀’23 年生樹を供試し、４月 13

日に福島プラント工業社製の「ミツバチ花子」を用いて

３樹の交配を行った。対照区３樹は絵筆を用いた。「ミツ

バチ花子」は粗花粉：石松子を6:1で配合し、10花房に

１回程度噴出して、花房全体をなでるように使用した。 

② 花粉の付着数を確認するため、４月16日に石松子の

みで交配を行い、各区30花についてめしべに付着した花

粉の数を調査した。５月６日に各樹100果そうの結実数、

７月１日に着果部位の枝長と被袋数を調査した。９月14

日に各区150 果（50 果/樹）を収穫し果実品質調査を行

った。 

③ 交配時間は、ミツバチ花子区が短く絵筆区に比べる

と約33％短縮された。花粉の付着数は、気温が低い条件

下（最高気温10.7℃）でいずれも少なかったが、ミツバ

チ花子区は絵筆区の約20％であった。 

④ ミツバチ花子区では空房、小さい幼果が多く見られ、

十分な着果数が確保出来なかった。果実品質も、果重、

種子数、変形果率、小玉果率で劣っていた。 

⑤ 以上の結果、本年の気象条件下ではミツバチ花子区

で明らかに結実数、果実品質が劣っており、気温が低い

条件下においては絵筆のような確実な交配作業が必要と

考えられた。 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

キ 水田転換果樹園における高品質青ナシ栽培技術 

の確立 

担当者：伊藤直子・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

水田の不良条件に対応した根域管理技術を確立するた
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め、多収型整枝法による早期増収効果と縮伐の影響、お

よび植え付け幅と収量との関係を検討する。 

① 平成12年の秋に‘おさゴールド’１年生苗木を定植

した。定植後に畝立てを行い、畝立て処理は畝幅を 1.2

ｍ、2.4ｍとし、同時に土量に対し体積比 20％のパーラ

イトを混和した。８月24日に着果数調査を行った。９月

14日に果実調査を行った。 

② 春先の低温による交配不良のため着果数が前年の約

70％となった。 

③ 着果させた果実も交配不良果が多く、夏場の高温・

乾燥の影響も加わって果重も伸び悩んだ。 

④ 以上のような特殊な条件から、今年度は畝立て処理

による収量や果実品質への影響を考察することは困難で

あった。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

ク  大袋の尻たたきの有無が落果に及ぼす影響 

 担当者：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

 協力分担：なし 

大袋かけの際、風による落果を防ぐために袋の尻部分

をたたく（凹ませる）ことが慣例となっている。そこで、

袋の尻たたきの有無がどの程度落果に影響を及ぼすのか

検討する。 

① ‘ゴールド二十世紀’22 年生樹を供試し、６月 25

日に大袋をかける際に、袋の尻をたたく区とたたかない

区を設けた。 

② 落果率はたたく区でやや少なかったが有意な差では

なかった。 

③ アザ果の発生はたたかない区でやや多かったが有意

な差ではなかった。 

④ 以上の結果、尻をたたくことによる落果抑制効果は

判然としなかった。しかし、本年は台風の上陸が無かっ

たこと、大袋かけの時期が遅れたこともあるため継続し

て調査する。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

９．「新甘泉」等赤ナシ新品種の省力安定栽培技術確立 

（１）赤ナシ新品種栽培の技術確立によるマニュアル化 

ア ‘新甘泉’に適した着果密度と着果部位の検討 

 担当者：角脇利彦・高濱俊一･伊藤直子 

 協力分担：なし 

 ‘新甘泉’は、花芽の維持が難しく3年程度で側枝更

新する必要がある。‘新甘泉’に適した着果管理技術につ

いて検討する。 

① ‘新甘泉’８年生９樹を供試し、６月９日に着果密

度6､8､10果/ｍの区を設けた。９月２日に各処理区約170

果を一斉に収穫し、果実品質調査を行った。 

② 果実品質調査の結果、10 果/ｍ区で有意に果実が小

さく、変形果率が高かった。果色に差はみられず、糖度

は６果/ｍ区で高い傾向であった。 

③ 着果部位による比較では、短果枝の果実がやや大き

い傾向がみられ、変形果はえき花芽で多い傾向であった。 

④ 単位面積当たりの着果密度と果重、糖度には相関関

係が認められ、着果密度が高いほど小玉、低糖度となる

傾向であった。 

⑤ 以上の結果、着果密度と果実品質には相関関係が認

められ、本年の結果では６～８果/ｍ程度、10果/㎡以下

の着果密度が適当と考えられた。 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘新甘泉’の花芽維持に関する検討 

 担当者：角脇利彦・高濱俊一･伊藤直子 

 協力分担：なし 

‘新甘泉’は、花芽が中間芽になりやすく維持が難し

い。効率的な側枝利用のために着果後の花芽の着生程度

を検討する 

① ‘新甘泉’８年生９樹を供試し７月９日に1樹当た

り約70 果にラベルを付け着果枝齢を調査した。11 月５

日、30日にラベルを付けた果台の花芽の着生程度につい

て調査を行った。 

② 着果数が２果の果台は１果の果台に比べ花芽率が低

かった。また枝齢が若いほど花芽率が高くなっていた。 

③ 11月５日から30日の間に花芽率が約10％高くなっ

ていた。 

④ 以上の結果、本年着果させた果台における花芽着性

率は約50％であった。また11 月においても花芽の生育

が認められ約１か月で約 10％の中間芽が花芽になって

いた。 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ‘新甘泉’の花芽確保に関する検討 

 担当者：角脇利彦・高濱俊一･伊藤直子 

 協力分担：なし 

‘新甘泉’では葉のない短果枝が多くみられ、この果

台に着果させると芽がなくなる。そこで摘花、摘果によ

る花芽確保対策について検討する。 

① ‘新甘泉’４年生樹及び接ぎ木３年目の樹を供試し、

初めて出来た短果枝（枝齢２年生）の葉のない花芽 100

芽について摘花区(４月16日摘花)､摘果区(５月13日摘

果)､着果区（対照区）を設けた。５月13日、６月２日、

７月２日に果台からの芽及び新梢の発生状況を調査した。

11 月４日に各果台の花芽の着生状況ついて調査を行っ

た。 

② 摘花区は５月13日に芽の動きが確認され、６月２日
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まで芽の動きが増加した。摘果区では、６月２日に約６

割の果台で芽が動いていたが、７月２日にはその割合が

減少した。着果区は、約２割しか芽が動いていなかった。 

③ 花芽着生率は、摘花区、摘果区が約15％で、摘果区

の方が芽の動きは多かったが花芽着生率に差は認められ

なかった。 

④ 以上の結果、葉のない短果枝に対する摘花、摘果処

理は、着果区に比べ芽の着生率は高くなるものの、花芽

は15％しか着生せず、花芽確保には有効ではなかった。 

                    〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ ‘新甘泉’‘秋甘泉’の着果位置の検討 

担当者：伊藤直子・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘新甘泉’は軸折れによる落果が多い特徴がある。‘秋

甘泉’とともに、着果させる短果枝の位置と軸折れ程度

の関係を明らかにする。 

① ‘新甘泉’、‘秋甘泉’、‘豊水’を供試し、２年枝の

短果枝を調査対象とした。側枝に対する短果枝の位置を、

90～45度（上方向）、45～０度（斜め上～水平）、０～－

45度（水平～斜め下）、－45～－90度（下方向）の４種

類に分類した。６月17日から１週間間隔で、収穫日まで

落果調査を行った。それぞれの適期に全果収穫し、果実

調査を行った。 

② ３品種ともに上方向の短果枝が40％以上で、斜め上、

斜め下の短果枝がそれぞれ20～30％、下方向の短果枝は

10％未満であった。 

③ ７月中旬から８月中旬を中心に落果が見られ、落果

率は３品種ともに25％前後であった。斜め上～斜め下方

向の短果枝に比べて上方向の短果枝の落果率が高く、３

品種ともに35～40％であった。 

④ ‘秋甘泉’は斜め下方向の果実が上方向および斜め

上方向と比べて大きかった。果色、糖度に差はなかった。

‘新甘泉’の果実品質は短果枝の位置によって差は見ら

れなかった。 

⑤ 以上の結果、‘新甘泉’、‘秋甘泉’の落果率は‘豊水’

と同程度であり、上方向の短果枝の落果率が高かった。 

‘秋甘泉’は斜め下方向の果実が大きかったが、‘新甘泉’

は短果枝の位置による果実品質の差はなかった。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

オ ブリックスキャンの熟度値の活用 

担当者：高濱俊一・杉嶋至・角脇利彦 

協力分担：全農とっとり 

‘新甘泉’は収穫適期の果色が判断しにくいといわれ、

カラーチャートの要望が高い。卓上型非破壊糖度センサ

ー（三井金属鉱業株式会社製 品名ブリックスキャン 

型式 QSCOPE-FL）の示す熟度は果色と相関が高いことが

わかっている。この熟度値を用いて‘新甘泉’の有袋、

無袋のカラーチャートを作成する。 

① ‘新甘泉’の無袋と有袋の果実を９月３日に熟度を

測定し、食味により未熟、収穫始め、適熟、やや過熟、

過熟に分類した。代表果実を決め豊水のカラーチャート

をもとに‘新甘泉’のカラーチャートを作成する。 

② 無袋の‘新甘泉’は果色2.5熟度30が収穫始め、熟

度35～40が適熟、45～50がやや過熟、50以上が過熟で

あった。 

③ 有袋の‘新甘泉’は果色2.5熟度35が収穫始め、熟

度40～45が適熟、45～50がやや過熟、50以上は過熟で

あった。 

④ 以上の結果、無袋、有袋とも収穫始めの果色は 2.5

がよいと考えられた。平成23年３月末までに全農とっと

りによりカラーチャートを作成することになった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ ‘早優利’のジベレリン処理時期による果実品質 

向上 

担当者：伊藤直子・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：協和発酵バイオ（株）、鳥取大学  

 ‘早優利’は、極早生で糖度が高い品種として現場か

らの期待が高いが、小玉であることが問題である。そこ

で、ジベレリン処理時期が果実肥大に及ぼす影響を検討

する。 

① ジベレリン処理を満開後21日（５月７日）、31日（５

月17日）、41日（５月27日）に行った。対照区は無処

理とした。５月７日から収穫時まで横径を調査し、８月

６日に果実調査を行った。 

② ジベレリン処理３区は無処理区に比べて初期の横径

肥大がよかったが、７月上旬から無処理区の肥大量が急

激に増加し、最終的な横径はジベレリン処理３区と無処

理区で大きく変わらなかった。 

③ 果色および糖度は、ジベレリン処理３区が無処理区

に比べて進んでいる傾向があった。果重は、ジベレリン

処理３区と無処理区の間で差は見られなかった。 

④ 以上の結果、ジベレリン処理により熟期促進効果が

認められたが、処理時期による差は見られなかった。ま

た、果実肥大効果については判然としなかった。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

キ ‘早優利’の植調剤による果実品質向上 

担当者：伊藤直子・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：協和発酵バイオ（株）、クミアイ化学（株）、

鳥取大学 

‘早優利’は、極早生で糖度が高い品種として現場か
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らの期待が高いが、小玉であることが問題である。そこ

で、数種の植調剤処理を行い、果実肥大効果を検討する。 

① ジベレリン処理区、ジベレリン＋プロヘキサジオン

カルシウム塩（以下 PCa）処理区、無処理区（対照区）

を設けた。ジベレリン処理区およびジベレリン＋PCa 処

理区は、満開31日後の５月17日に処理を行い、５月17

日から収穫時まで横径を調査した。８月５日に果実品質

調査を行った。 

② ジベレリン処理区とジベレリン＋PCa 処理区は、調

査期間を通して、無処理区に比べて横径の肥大量が大き

かった。ジベレリン＋PCa 区は、７月上旬の肥大量が特

に大きかった。 

③ ジベレリン処理区とジベレリン＋PCa 処理区は、無

処理区と比べて果重が大きく、果色も進んでいた。 

④ 糖度は、ジベレリン＋PCa 処理区、ジベレリン処理

区、無処理区の順に高かった。 

④ 以上の結果、満開後31日のジベレリン処理およびジ

ベレリン＋PCa 処理により果実肥大効果および熟期促進

効果が認められた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

ク ‘王秋’の適正着果量の検討  

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

 果重700ｇ、糖度12.5％以上の‘王秋’を生産するた

めの適正な着果量を検討する（本年で３年目）。 

① ‘王秋’11年生樹を供試し、６月18日に４果区（４

果/m）、６果区、８果区となるように仕上げ摘果した。 

② 本年は、全ての処理区で目標果重の 700ｇよりも小

さくなった。前年までの結果と同様に、４果区で最も大

きく、８果区が最も小さくなった。 

③ 本年は、全ての処理区で糖度が13.5％以上の高糖度

となった。前年までの結果と同様に、４果区で最も糖度

が高くなった。 

④ 以上の結果、本年は夏の猛暑の影響で全ての処理区

で小玉、高糖度傾向だった。果重、糖度は年による変動

が大きく、着果量のみならず天候にも大きく影響される

が、３年間の調査から目標とする果実品質を達成するに

は、４～６果/m程度の着果量が望ましいと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）無交配・無袋による省力栽培体系の実証 

ア ‘新甘泉’の自然受粉による省力化 

担当者：高濱俊一・伊藤直子・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘新甘泉’と‘秋甘泉’を混植することにより、‘新甘

泉’を自然受粉させ交配作業を省くことができるか検討

する。 

① ‘新甘泉’（平成20年４月に６年生‘秋甘泉’に高

接ぎ更新）３列と‘秋甘泉’８年生３列の各列に人工受

粉（４月13､14日）区４樹と自然受粉区(人工受粉しない)

３樹を設置し、結実数と果実品質を調査した。 

② ‘新甘泉’の結実数は短果枝、長果枝ともに人工受

粉区が自然受粉区よりも高かった。‘秋甘泉’は短果枝、

長果枝ともに区による差はなかった。 

③ ‘新甘泉’の果実品質は自然受粉区のほうが果重が

小さく、芯室あたりの完全種子数が少なかった。また、

傾き果、条溝果の割合が高くなった。‘秋甘泉’は人工

受粉区と自然受粉区に差はなかった。 

④ 以上の結果、‘新甘泉’は自然受粉の結実数及

び果実品質は人工受粉より劣った。しかし、本年度

は開花時期の低温、降雨により結実不良が問題とな

った年であったことを考慮すると自然受粉での栽培

できる可能性は高いと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）‘王秋’のコルク状障害発生低減技術の確立 

ア 春期の土壌乾燥がコルク状障害の発生に及ぼす

影響 

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

 ‘王秋’は、食味の良い晩生の赤ナシであり、本県で

も栽培面積が増加しているが、果肉にコルク化した褐変

症状が発生し問題となっている。また、発生原因につい

ては不明な点が多い。そこで、春期の土壌乾燥が障害発

生にどのような影響を及ぼすのか検討する。 

① ‘王秋’11年生樹を供試した。４月８日から６月30

日までタイベックシートを地面に被覆してして雨水を遮

断した乾燥区と被覆をせずに適宜かん水をおこなう無処

理区を設けた（乾燥区は、７月１日以降については無処

理区と同様の水管理をおこなった。） 

② 乾燥区は６月にはpFが2.7を超えた乾燥状態であっ

た。 

③ 11 月２日に一斉収穫をした。果実を横に10 等分し

た際に断面に目視で確認できる褐変部分の大きさ、数に

よって０～５のスコアを付けた。 

０：発生なし 

１：鉛筆芯太１～４個 

２：米粒大１～４個または鉛筆の芯太５～９個 

３：小豆大１個または米粒大５～９個または鉛筆の芯太

10個以上 

４：小豆大２～４個または米粒大10～19個 

５：小豆大５個以上または米粒大20個以上 
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④ 発生度については、次式で計算した。 

発生度＝{（５×スコア５の果数）＋（４×スコア４の

果数＋（３×スコア３の果数）＋（２×スコア２の果数）

+ （１×スコア１の果数））}/（５×調査果数） 

⑤ 障害の発生率、発生度とも乾燥区でやや高くなる傾

向があった。                                  

⑥ 発生の程度は乾燥区でスコア３が 22％となり無処

理区の７％と比較して高くなった。 

⑦ 果重は乾燥処理によって小さくなったが、糖度およ

び熟度は処理間で大きな差がなかった。 

⑧ 以上の結果、春期の土壌乾燥はコルク状障害の発生

の程度に大きく影響したことからコルク状障害の発生原

因の１つと考えられた。 

  〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 多施肥がコルク状障害発生に及ぼす影響 

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

 障害発生樹を観察すると徒長枝が乱立し、短果枝が維

持できないような樹である傾向があった。元々樹勢が強

い品種であることに加え、現場では過剰な施肥が行われ

ている。このことが障害発生にどのような影響を及ぼし

ているか検討する。 

① ‘王秋’11年生樹を供試し、慣行区（年間窒素量８

kg/10a、３月１日から６月15日まで２週間おきに８回施

肥）、２倍区（同16kg）、４倍区（同32kg）、および２倍

夏重点区（７月１日から８月15日に重点的に施用）を設

定した。 

② コルク状障害の発生は処理間で差がなかった。 

③ 果重、糖度、熟度についても処理間で差がなかった。 

④ 樹勢については達観では処理による新梢伸長や停止

時期に差がなかった。 

④ 以上の結果、多施肥の処理を４年間継続しているが、

樹勢への影響が見られず、コルク状障害への影響につい

ても判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 生育期の高温がコルク状障害発生に及ぼす影響 

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

生育期間中の気象条件がコルク状障害の発生に及ぼす

影響を検討する。ここでは、高温が及ぼす影響について

検討する。 

① ‘王秋’３年生樹を供試した。３室に区切られたガ

ラス室を使用し、時期別に高温処理を行なった。４月１

日から６月30日まで室内温度40度で天窓およびサイド

窓が開閉するように設定し、この期間以外は開放とした

4－6高温区、同様に７月１日から９月30 日まで高温に

した7－9高温区、全期間開放とした開放区を設けた。 

② 高温処理により、いずれの処理期間においても、開

放区と比較して約４℃程度室内温度が高く推移した。 

③ 高温によるコルク状障害の発生増加は、認められな

かった。 

④ 果重は、7－9高温区で有意に小さく、青みが残った。 

⑤ コルク状障害以外の果肉障害では、4－6高温区では

ミツ症果が、7－9高温区ではスポンジ状症状果の発生が

有意に多くなった。 

⑥ 以上の結果、時期別の高温処理を行なったが、コル

ク状障害の発生への影響は認められなかった。一方、高

温処理によってミツ症果やスポンジ状症状果のような果

肉障害の発生が見られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 加里多施用がコルク状障害発生に及ぼす影響 

担当者：井戸亮史・高濱俊一・角脇利彦 

協力分担：なし  

 これまで果実中の無機元素と障害発生の関係を調査し

てきた。その中でカリウムが多いほど発生度が高くなる

傾向が見られた。そこで、加里を積極的に施用すること

で発生の再現を行う。 

① ‘王秋’11年生樹を供試した。硫酸加里を土壌施用

し、さらに 0.3％リン酸一カリウム溶液を葉面散布する

土壌―葉施用区と土壌施用のみの土壌区および無処理区

を設けた。 

② コルク状障害の発生は処理間で差がなかった。 

③ 果重はやや大きくなる傾向が見られたが、糖度、熟

度については処理間で差がなかった。 

④ 果実中のカリウム含有率は処理間で差がなく、これ

までの調査で得られたスコア３以上（前掲アの項を参照）

となるカリウム含有率１％以上に全処理区で達していな

かった。 

④ 以上の結果、加里を多施用したが発生には影響しな

かった。一方で、果実中のカリウム含有率が発生レベル

まで達していなかったこともあるため、処理を継続して

調査する。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）輸出用穂木の安定生産技術の確立 

ア ‘新興’に対するバウンティフロアブル散布が新 

梢発生に及ぼす影響 

担当者：伊藤直子・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

モモ・オウトウ等でわい化剤として実用化されている

バウンティフロアブル処理が‘新興’新梢に与える影響
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を調査し、輸出穂木生産技術として有効であるか検討す

る。 

① バウンティフロアブル処理区は、５月14日、21日、

31日の３回に、新梢葉から滴り落ちる程度散布した。対

照区は無処理とした。側枝先端の新梢長を、６月１日か

ら新梢停止まで測定した。10 月 14 日に果実品質を調査

した。12月１日に新梢の調査を行った。 

② 処理区は対照区に比べて新梢停止が１週間程度早く、

新梢長も短かった。 

③ 処理区は対照区に比べ新梢長および節間長が短く、

基部径が細かった。また、新梢の二次伸長率が高かった。 

④ 処理区は対照区に比べて花芽着生率が高かった。 

⑤ 果実品質には差が見られなかった。 

⑥ 以上の結果、バウンティフロアブル散布により細く

短い新梢が発生し、花芽着生率も高いことから、輸出用

穂木に適した枝が多く取れると考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

イ 摘心が‘新興’新梢の花芽着生に及ぼす影響 

担当者：伊藤直子・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

 ‘新興’新梢を摘心することにより発生した二次伸長

枝の品質を調査し、輸出穂木生産技術として有効である

か検討する。 

① 摘心区は、満開３週間後区と満開４週間後区を設け

た。それぞれ５月４日、５月10日に新梢摘心を行った。

対照区は無処理とした。12月２日に新梢の調査を行った。 

② 摘心により１～２本の二次伸長枝が発生した。摘心

時期が遅いほうが２本発生が多かった。二次伸長枝１本

目は、どちらの摘心時期でもほぼ同じ品質の新梢であっ

た。 

③ 新梢長は、対照区、二次伸長枝１本目、二次伸長枝

２本目の順に長かった。 

④ 二次伸長枝の１本目は、基部から先端部まで概ね穂

木の規格である４mm以上９mm以下に収まっていたが、２

本目は細すぎ、対照区は基部が太すぎる傾向であった。 

⑤ 花芽着生率は対照区が最も高かった。 

⑥ 以上の結果、長さと太さでは摘心後の二次伸長枝の

１本目が穂木として有望であったが、花芽着生率が対照

区よりも低いため、摘心は穂木生産技術としては有効で

はないと考えられた。 

 〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

ウ 穂木取り専用‘新興’の整枝法検討   

担当者：伊藤直子・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

‘新興’の穂木取り専用の低樹高で省力的な樹形を検

討する。 

① 平成20年１月に‘新興’１年生苗を定植し、Ｈ型整

枝、ジョイント整枝、開心自然形の３通りに整枝した。

ジョイント整枝区は平成22年４月にジョイントした。12

月10日に新梢を調査した。12月14日に穂木取り用の枝

を採取し、調整後に収量を測定した。 

② 植栽面積あたりの新梢発生本数は、Ｈ型整枝、ジョ

イント整枝、開心自然形の順に多かった。 

③ 花芽着生率はＨ型整枝、開心自然形、ジョイント整

枝の順に高かった。その他の新梢品質に差は見られなか

った。 

④ 植栽面積あたりの穂木収量は、Ｈ型整枝、ジョイン

ト整枝、開心自然形の順に多かった。 

⑤ 以上の結果より、穂木採取１年目の本年においては、

収量が最も多いＨ型整枝が適していると考えられた。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

エ 結縛処理が‘新興’新梢の花芽着生に及ぼす影響   

担当者：伊藤直子・井戸亮史・角脇利彦 

協力分担：なし 

 ‘新興’新梢の基部を結縛することで新梢品質に及ぼ

す影響を調査し、輸出穂木生産技術として有効であるか

検討する。 

① ６月23 日に新梢基部から１～２cm 程度の部分にビ

ニール帯を巻きつけ、結縛処理とした。対照区は無処理

とした。12月２日に新梢の調査を行った。 

② 桔縛処理により、新梢の約40％が二次伸長した。処

理区は、対照区と比べて新梢長が短く、基部径が小さか

った。 

③ 処理区と対照区で、花芽着生率に大きな差は見られ

なかった。 

④ 以上の結果から、結縛処理により新梢が細くなる傾

向が見られたが、花芽着生率に大きな差はなく、穂木生

産に及ぼす影響は判然としなかった。 

〈本試験成績登録印刷物：なし〉 

10．有機・特別栽培拡大に必須の病害虫防除技術確立 

（１）微生物農薬を活用した化学合成殺菌剤使用回数削

減体系の検討 

 ア 微生物農薬を用いた防除体系下での黒星病及び

うどんこ病の発生状況（栽培ほ場） 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬を防除体系に組み入れた場合の各種病害の

発生状況を栽培ほ場で比較検討し、青ナシ栽培（黒斑病

耐病性品種）の化学合成殺菌剤の使用回数削減の基礎資

料とする。 
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① 慣行防除体系の散布薬剤のうち、５月中旬キノンド

ーフロアブル、５月下旬ベルクートフロアブル、８月下

旬キノンドーフロアブル、９月中旬アミスター10フロア

ブルの各薬剤を、微生物農薬であるエコショット 2,000

倍液に組み替えた防除体系（以下、体系Ⅰ）に基づいて

薬剤散布を行った。対照区として、慣行防除体系区を設

け、黒星病及びうどんこ病の発病調査を行った。薬剤は、

スピードスプレーヤを用いて十分量（400ℓ/10a）散布し

た。 

② ５月６日～11 月１日にかけて行った新梢葉の黒星

病の発病調査では、慣行体系と比較して体系Ⅰの発病が

やや多い傾向であった。 

③ ８月10 日～11 月１日にかけて行った新梢葉のうど

んこ病発調査では、各区ともに発生は認められなかった。 

④ ５月６日及び９月８日に行った幼果及び収穫果実の

黒星病発病調査では、各区ともに発生は認められなかっ

た。 

⑤ 以上の結果、微生物農薬を用いた化学合成殺菌剤の

削減は可能であると考えられた。しかし、単年度の成果

であることから継続した検討が必要である。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

 イ 微生物農薬を用いた防除体系下での黒星病及び

うどんこ病の発生状況（強せん定樹） 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬を防除体系に組み入れた場合の各種病害の

発生状況を黒星病多発ほ場（強せん定樹）で比較検討し、

青ナシ栽培（黒斑病耐病性品種）の化学合成殺菌剤の使

用回数削減の基礎資料とする。 

① 慣行防除体系の散布薬剤のうち、５月上旬ドキリン

フロアブル、５月下旬ベルクートフロアブル、８月上旬

ドキリンフロアブル、９月上旬アミスター10フロアブル

の各薬剤を、微生物農薬であるエコショット2,000倍液

に組み替えた防除体系（以下、体系Ⅰ）に基づいて薬剤

散布を行った。対照区として、無処理区及び慣行防除体

系区を設け、黒星病及びうどんこ病の発病調査を行った。

薬剤は、動力噴霧器を用いて十分量（10ℓ/１樹）散布し

た。 

② 今回の試験は、黒星病は甚発生、うどんこ病は少発

生条件下での試験となった。 

③ ５月６日～11 月１日にかけて行った新梢葉の黒星

病発病調査では、慣行体系と比較して体系Ⅰの発病がや

や多い傾向であった。 

④ ８月10 日～11 月１日にかけて行った新梢葉のうど

んこ病発病調査では、体系Ⅰにおける発病が無処理区と

比較して多い傾向であった。これは、無処理区の葉の多

くが、黒星病の感染によって落葉していたことが要因と

して考えられる。 

⑤ ５月６日～８月 30 日に行った幼果及び収穫果実の

黒星病発病調査では、体系Ⅰの発病が慣行体系と比較し

てやや多い傾向であった。 

⑥ 以上の結果、微生物農薬を用いた化学合成殺菌剤の

削減は、黒星病及びうどんこ病の多発ほ場では困難であ

ると考えられた。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

 ウ 微生物農薬を用いた防除体系下における赤ナシ

主要病害の発生状況（栽培ほ場） 

 担当者：三木祥平・安田文俊・田中篤 

 協力分担：なし 

 微生物農薬を防除体系に組み入れた場合の各種病害の

発生状況を栽培ほ場で比較検討し、赤ナシ栽培における

化学合成殺菌剤の使用回数削減の基礎資料とする。 

① 慣行防除体系の散布薬剤のうち、５月中旬ユニック

ス顆粒水和剤47、５月下旬チオノックフロアブル、９月

上旬ストロビードライフロアブルの各薬剤を、微生物農

薬であるエコショット2,000倍液に組み替えた防除体系

（以下、体系Ⅰ）に基づいて薬剤散布を行った。対照区

として、慣行防除体系区を設け、黒星病の発病調査を行

った。薬剤は、スピードスプレーヤを用いて十分量（400

ℓ/10a）散布した。 

② ５月６日～９月 24 日にかけて行った新梢葉の黒星

病の発病調査では、各区ともに発生は認められなかった。 

③ ５月６日及び８月 20 日に行った幼果及び収穫果実

の黒星病発病調査では、各区ともに幼果での発病は認め

られず、収穫果実では多発生であった。 

④ 心腐れ症は、各体系ともに発生は認められなかった。 

⑤ 以上の結果、各区を比較して大きな差が認められな

かったことから、微生物農薬を用いた化学合成殺菌剤の

削減は可能であると考えられた。しかし、単年度の成果

であることから継続した検討が必要である。 

〈本試験成績搭載印刷物：なし〉 

（２）果樹に発生するマイナー害虫等の発生動向把握と

対策 

ア 殺虫剤削減ナシ園における害虫相の変化とその

把握 

 （ア）殺虫剤削減ほ場の防除実績及び数種害虫のフェ

ロモントラップ調査結果 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：信越化学工業（株） 

殺虫剤削減により、人為的に環境要因を変化させたナ
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シ園における害虫相を調査し、有機・特別栽培等で使用

できる資材等について害虫種別に検討を行う。 

ここでは、殺虫剤削減ナシ園の概要及びフェロモント

ラップ調査結果を取りまとめる。 

① 殺虫剤削減Ⅰ区の殺虫剤散布は０回、殺虫剤削減Ⅱ

区の殺虫剤散布は、成分回数10回（散布回数９回）であ

った。 

② 交信攪乱剤の設置時間は、約30分/10a/150本処理/

人であった。 

③ 交信攪乱剤を使用した殺虫剤削減Ⅱ区ではチャハマ

キ及びチャノコカクモンハマキの総誘殺数は０頭で誘引

阻害効果は高いものと考えられた。 

④ 交信攪乱剤を使用した殺虫剤削減Ⅱ区ではナシヒメ

シンクイ及びモモシンクイガの総誘殺数は０頭で誘引阻

害効果は高いものと考えられた。 

⑤ 以上の結果、殺虫剤削減ナシ園でのフェロモントラ

ップの誘殺データを蓄積することができた。 

〈本試験成績登載印刷物：３〉 

（イ）殺虫剤削減ほ場で問題となる害虫種の抽出 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：信越化学工業（株） 

殺虫剤削減により、人為的に環境要因を変化させたナ

シ園における害虫相を調査し、今後、問題となりうる害

虫の選択とその防除対策のための基礎知見集積を目的と

する。 

① 殺虫剤削減Ⅰ区の殺虫剤散布は０回、殺虫剤削減Ⅱ

区の殺虫剤散布は、成分回数10回（散布回数９回）であ

った。 

② 殺虫剤削減Ⅰ区では、2007～2009年まで多かったリ 

ンゴハマキクロバの被害は少なく、被害率は0.8％（前 

年：26.3％）であった。また、無袋果実の被害推移を

経時的に調査した結果、カメムシ類の被害が多く、収

穫期には被害果率78.1％となった。ナシマルカイガラ

ムシの被害は前年より減少したものの、収穫期の被害

果率47.4％と多かった。 

③ アブラゼミの土中からの幼虫脱出は、平年並の７月

第６半旬が最盛期となった。成虫飛来は平年よりやや早 

い８月第２半旬がピークとなった。セミ捕獲器によるア

ブラゼミ捕獲数は７年計で、樹あたり平均282.2頭とな

った。セミ捕獲器を設置して、７年経過するが、現在の

ところ捕獲数が減少する様子はみられていない。 

④ 殺虫剤削減Ⅱ区では、調査対象樹以外でカンザワハ

ダニの発生が多い樹があったことから、ハダニ類の追加

防除を行った。また、本年はカメムシ類の発生が多かっ

たことから追加防除を行った。その他、追加防除の検討 

を要する害虫種の発生は認められなかった。 

⑤ 以上の結果、今後、ナシマルカイガラムシの発生動

向を注意する必要があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ マシン油乳剤を用いた休眠期の防除対策 

担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：（株）バイエルクロップサイエンス 

ここでは、ナシ害虫の休眠期対策として、物理的な殺

虫作用を示すマシン油乳剤（以下、マシン油）に対する

数種害虫に対する効果を検討する。 

① クワオオハダニ（以下、クワオオ）、クワコナカイガ

ラムシ（以下、クワコナ）、ニセナシサビダニ（以下、サ

ビダニ）に対するマシン油の50、100及び200倍液の効

果を検討した。 

② クワオオ越冬卵に対して、いずれの倍率も高い効果

を示した。 

③ クワコナ越冬卵に対して、いずれの倍率も高い効果

を示したが、マシン油200倍液は幼虫密度がやや高い傾

向であった。 

④ サビダニに対して、マシン油散布区はいずれの区も

６月中旬までは個体数が少なく推移したが、６月下旬以

降、対照区とほぼ同密度となった。 

⑤ 以上の結果、マシン油の３月散布はクワオオ越冬卵

及びクワコナ越冬卵に対して高い効果を示した。また、

サビダニに対しては初期密度を低減する効果が認められ

た。マシン油の希釈倍数で比較すると、クワオオ越冬卵

に対してはいずれの濃度も効果が高かったが、クワコナ

越冬卵及びサビダニに対しては200倍液の効果がやや劣

る傾向であった。 

  〈本試験成績登載印刷物：３〉 

ウ ダニ類の防除対策 

（ア）新甘泉等ナシ新品種におけるニセナシサビダニ

の発生状況の把握と防除体系の確立 

担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：なし 

近年、ナシ新品種が普及してきており、それぞれの品

種に対応した防除体系等を検討する必要がある。ここで

は、ニホンナシに発生するニセナシサビダニについて、

品種別の防除回数及び防除薬剤等を検討し、新品種に関

する防除対策の参考資料とする。 

① 対照品種は‘ゴールド二十世紀’とし、‘あきづき’、

‘王秋’、‘幸水’、‘秋麗’、‘新甘泉’、‘夏さやか’、‘な

つひめ’、‘豊水’、‘涼月’、‘夏そよか’、‘秋甘泉’を供

試した。 

② いずれの品種も‘ゴールド二十世紀’のニセナシサ
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ビダニ防除薬剤の無散布、同１回散布（コロマイト乳剤

1,500 倍液・６月中旬）及び同２回散布（ハチハチフロ

アブル2,000倍液・５月下旬、６月中旬）と比較を行い

その被害程度を評価した。 

③ 対照区（無散布）におけるニセナシサビダニの被害

は、他甚被害葉率5.4％、平均被害度8.8 と少発生条件

下での検討となった。 

④ 以上の結果、供試品種は、ニセナシサビダニの防除

薬剤１回散布により、過去の試験結果（2006～2008 年、

ニセナシサビダニ無防除）対比でニセナシサビダニによ

る被害を軽減できると考えられた。これは前年も同様の

結果であった。また、防除が不要と考えられる品種は、

‘豊水’であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）クワオオハダニ越冬卵に対する殺ダニ剤の効果 

担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：なし 

ここでは、クワオオハダニ（以下、クワオオ）越冬卵

に対する殺ダニ剤の休眠期処理の効果を処理時期別に検

討する。 

① 薬剤は、カネマイトフロアブル1,500倍液、コロマ

イト乳剤1,500倍液、ニッソラン水和剤2,000倍液、ハ

ーベストオイル50倍液を用い、２月下旬～４月上旬まで、

時期別に７回の処理を行った 

② カネマイトフロアブル1,500倍液のクワオオ越冬卵

に対する効果は、試験期間を通じて低く、補正死亡率は

21.7～71.7％の範囲であった。 

③ コロマイト乳剤1，500倍液の同効果は、試験期間中

を通じて低く、補正死亡率は0～50.0％の範囲であった。 

④ ニッソラン水和剤2,000倍液の同効果は、前２剤よ

り高かったものの、補正死亡率は47.0～88.6％であった。 

⑤ ハーベストオイル50倍液の同効果は、試験期間中を

通じて高く、補正死亡率97.0～100％の範囲であった。 

⑥ 以上の結果、クワオオ越冬卵に対するハーベストオ

イル50倍液の効果は高いものの、その他の供試薬剤は効

果が低いと考えられた。また、その要因は、処理時期と

の関連は低く、越冬卵の薬剤耐性に由来するものと推察

された。 

〈本試験成績登載印刷物：３〉 

（ウ）ハダニ類の生育期における防除体系の検討 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：なし 

ハーベストオイルの３月散布を実施したほ場において、

殺ダニ剤別の散布体系を検討する。 

① 青ナシ体系として、体系Ⅰ〔５月下旬ダニゲッター

フロアブル3,000倍液（以下、ダニゲッター）、８月上旬

スターマイトフロアブル2,000倍液（以下、スターマイ

ト）〕、体系Ⅱ〔５月下旬ダニゲッター、８月中旬スター

マイト〕、体系Ⅲ〔５月下旬ダニトロンフロアブル1,500

倍液（以下、ダニトロン）、７月上旬バロックフロアブル

2,500 倍液（以下、バロック）〕、体系Ⅳ〔５月下旬ダニ

トロン、７月上旬スターマイト〕、赤ナシ体系として、体

系Ⅴ〔５月下旬バロック、８月上旬スターマイト〕、体系

Ⅵ〔５月下旬ニッソラン水和剤2,000倍液、８月上旬ス

ターマイト〕を検討した。 

② 試験ほ場は、カンザワハダニ（以下、カンザワ）が

優占種であった。 

③ 体系Ⅰは８月下旬以降、体系Ⅱは８月上旬以降、カ

ンザワ密度が増加した。体系Ⅰと比較して体系Ⅱのカン

ザワ密度が高い傾向であった。 

④ 体系Ⅲ及びⅣは８月中旬以降、カンザワ密度が増加

し、収穫前の８月下旬に追加防除を行った。体系Ⅲと比

較して体系Ⅳの密度が高い傾向であった。体系Ⅲでは８

月下旬にナミハダニの発生がみられた。 

⑤ 体系Ⅴ及びⅥは、いずれのハダニ類の発生も少なか

った。 

⑥ 以上の結果、青ナシほ場の体系Ⅰ～Ⅳで、殺ダニ剤

の散布回数及びハダニ類の発生が少なかった体系は、体

系Ⅰであった。赤ナシほ場の体系Ⅴ及びⅥは、いずれも

ハダニ類の発生が少なく、再検討が必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ チョウ目害虫の防除対策 

（ア）ナシホソガの防除対策（現地） 

担当者：中田健・田中篤 

 協力分担：大山普及所 

近年、ナシでナシホソガの被害が増加傾向にある。2004

年頃、県中部を中心に本種被害がみられはじめ、2006年

には全県下に拡大した。その後も散見的に被害がみられ、

現地では枝が枯れ込む甚発生ほ場も認められている。こ

こでは、現地の防除事例等を参考にし、本種の防除対策

を構築するための基礎知見集積を目的とする。 

① 越冬世代成虫の発生時期を調査し、越冬世代成虫に

対して大山町ハウスＢ園では、６月下旬にスプラサイド

水和剤1,500倍液、７月上旬にアグロスリン水和剤2,000

倍液が散布された。 

② 園試露地では、越冬世代成虫は羽化最盛日７月４日

（平年：７月１日）、第１世代成虫の羽化最盛日は９月６

日（平年：９月４日）であった。園試ハウスでは、越冬

世代成虫は羽化最盛日６月 28 日で露地と比較して６日

早かった。また、雌と雄の羽化時期を比較すると露地、
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ハウスともに雄の羽化時期及び羽化最盛期が雌より５日

程度早い傾向であった。 

③ 大山町ハウスＡ及びＢ園では越冬世代成虫の羽化最

盛日が６月29及び７月５日で、大山町ハウスＡ園は園試

ハウスと、大山町Ｂ園は園試露地の発生時期とほぼ同様

であった。 

④ 園試露地では前年第１世代幼虫の被害枝率は 4.0％、

当年第1世代幼虫のそれは6.0％でほぼ前年並であった。

一方、大山町ハウスＢ園では、当年第1世代幼虫のそれ

は0.8％であった。 

⑤ 以上の結果、ハウスの羽化最盛期は露地より６日程

度早いものと考えられた。また、越冬世代成虫は雄の羽

化最盛期が雌より５日程度早いことが明らかとなった。 

大山町ハウスＢ園では、本種成虫の羽化時期に２回殺虫

剤が散布された。前年の被害状況の把握はできていない

が、越冬世代成虫を対象とした防除により、本種被害が

減少したものと推察された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）ナシホソガに対する薬剤の効果 

担当者：中田健・田中篤 

  協力分担：住友化学（株）、デュポン（株）、ＢＡＳＦ

ジャパン（株） 

ここでは、本種の防除対策構築のため薬剤の効果検討

を目的とする。 

① 検討薬剤は、ダーズバンDF3,000倍液、スプラサイ

ド水和剤1,500倍液、スミチオン乳剤1,500倍液、アグ

ロスリン水和剤2,000倍液、テルスターフロアブル3,000

倍液、モスピラン水溶剤4,000倍液、アルバリン顆粒水

溶剤2,000倍液、サムコルフロアブル10の5,000倍液、

フェニックス顆粒水和剤 4,000 倍液、ノーモルト乳剤

2,000 倍液、カスケード乳剤2,000 倍液、オリオン水和

剤40の1,000倍液及びディアナWDG5,000倍液とした。 

② 卵に対する効果は、スプラサイド水和剤が高く、カ

スケード乳剤及びディアナWDGはやや低かった。 

③ 幼虫に対する効果は、スプラサイド水和剤で57.9％

であったが、アグロスリン水和剤で11.1％、モスピラン

水溶剤及びノーモルト乳剤で5.3％と低かった。 

④ 成虫に対する効果は、ダーズバンDF、スプラサイド

水和剤及びスミチオン乳剤で高かった。ディアナ WDG、

アグロスリン水和剤及びテルスターフロアブルは、やや

高い効果を示した。モスピラン水溶剤及びアルバリン顆

粒水溶剤はやや低い効果を示した。フェニックス顆粒水

和剤、サムコルフロアブル10、ノーモルト乳剤、カスケ

ード乳剤、オリオン水和剤40は効果が低かった。 

⑤ 薬剤処理後の枝に産卵させ、ふ化後、枝に侵入した

幼虫数を確認することで各薬剤の幼虫の侵入阻止効果を

評価した。その結果、モスピラン水溶剤、アルバリン顆

粒水溶剤及びディアナWDGは幼虫の侵入阻止効果が高い

と考えられた。テルスターフロアブル、ノーモルト乳剤、

カスケード乳剤はやや高い効果を示した。また、オリオ

ン水和剤40 の効果はやや低く、サムコルフロアブル10

及びフェニックス顆粒水和剤は効果が低かった。 

⑥ 以上の結果、県基準防除暦で使用している数種薬剤

について、ナシホソガに対する効果の知見を集積した。 

〈本試験成績登載印刷物：３〉 

オ カメムシ目害虫の防除対策 

（ア）果樹カメムシ類の発生予察 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：なし 

 2010 年に病害虫発生予察注意報（６月24 日付）及び

同警報（８月５日付）を発表した果樹カメムシ類につい

て、発生状況の取りまとめ及び発生予察手法の検討を目

的とする。 

① 予察灯には果樹カメムシ類として主要な３種である

チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ及びツヤアオカ

メムシの誘殺がみられた。北栄町では、チャバネアアオ

カメムシの総誘殺数は平年（1,232.3 頭）の約３倍の

3,828 頭となった。クサギカメムシの総誘殺数は平年

（178.9 頭）の約６倍の1,118 頭となった。ツヤアオカ

メムシの総誘殺数は平年（460.5 頭）の約９倍の 4,006

頭となった。 

② 殺虫剤無散布、無袋栽培のナシでは、チャバネアオ

カメムシ、クサギカメムシが果実を吸汁する様子が観察

され、ツヤアオカメムシの寄生はわずかに観察された。

果実被害の様子から７月下旬～８月中旬頃の加害が多か

ったものと推察される。 

③ チャバネアオカメムシの集合フェロモンルアーを使

用し、水盤式及び乾式トラップにおける誘殺数を誘殺種

ごとに比較した結果、チャバネアオカメムシ及びクサギ

カメムシでは、誘殺消長はほぼ同調し、総誘殺数もほぼ

同様であった。マルボシヒラタヤドリバエは、乾式で明

らかに誘殺数が少なかった。 

④ 以上の結果、果樹カメムシ類多発年の発生状況、予

察手法について知見を集積した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）合成性フェロモン剤を利用したコナカイガラム

シ類の発生消長把握 

担当者：中田健・小谷和朗・田中篤 

協力分担：島根県・福岡県・（独）農環研・（株）富士

フレーバー 
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 最近、果樹類でコナカイガラムシ類の被害が増加傾向

にあり防除対策の検討が求められている。しかし、生育

期における密度調査手法、発生予察手法は確立されてい

ない。ここでは、近年開発されたコナカイガラムシ類の

合成性フェロモンの利用検討を目的とする。 

① フジコナカイガラムシ雄成虫は河原町では５月下旬、

７月下旬、９月上旬及び10月上旬の４回発生ピークが認

められた。また、北栄町の誘殺ピークは河原町とほぼ同

調した。河原町と北栄町では、総誘殺数が大きく異なり、

河原町ではトラップあたり平均総誘殺数が 3581.5 頭と

北栄町（総誘殺数79頭）の約49倍であった。 

② フジコナカイガラムシ第１世代ふ化幼虫のふ化初日

は６月 13 日（前年：６月９日）、ふ化最盛日は６月 21

日（同：６月15日）、ふ化終息日は７月10日（同：６月

29日）で、全般的に前年より発生時期が遅く、発生期間

が長くなった。第1世代幼虫のふ化ピークは、フェロモ

ントラップ調査の雄成虫ピークの約１か月後にみられて

おり、これは前年と同様であった。 

③ マツモトコナカイガラムシの雄成虫は北栄町で５月

第１半旬、７月第１半旬及び８月第５半旬の計３回誘殺

ピークがみられた。 

④ 以上の結果、コナカイガラムシの合成性フェロモン

剤を用いた予察手法は有望と考えられた。今後、実用化

を目指した検討（使用トラップの統一など）が必要と考

えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）カキに発生するコナカイガラムシの防除対策 

担当者：中田健・小谷和朗・田中篤 

協力分担：なし  

ここでは、フジコナカイガラムシの休眠期防除につい

て検討する。 

① 試験園における発生種はフジコナカイガラムシ及び

マツモトコナカイガラムシであった。 

② 休眠期防除の手法として、Ⅰ区：ハーベストオイル

250 倍液、スプラサイド水和剤1,500 倍液の混用散布、

Ⅱ区：アルバリン顆粒水溶剤１倍液の樹幹塗布、Ⅲ区：

ハーベストオイル250倍液、アプロード水和剤1,000倍

液の混用散布、Ⅳ区：ハーベストオイル50倍液散布を検

討した。 

③ 対照区（無処理）では３樹18トラップ、３回調査計

で71個体が捕獲されたが、反復間での捕獲数の差が大き

く、樹ごとの密度差が大きい条件下での試験となった。 

④ 樹幹塗布では、処理樹の樹周が37、53及び62cmで

あったことから、メーカー資料に基づき、前２者は薬量

20g/水 20ml/樹、後者は薬量40g/水 40ml/樹の塗布を行

った。樹周53cmの薬量20g/水20ml/樹の処理では、一連

の作業で15分程度要した。 

⑤ 薬剤の効果試験では、いずれも対照区（無処理）と

比較して、密度指数が低かったものの、反復間における

捕獲数の差が大きかったことから、薬剤処理の効果は判

断できなかった。 

⑥ 以上の結果、カキ園で発生するコナカイガラムシ類

は、フジコナカイガラムシ及びマツモトコナカイガラム

シであった。また、コナカイガラムシ類の発生密度は樹

ごとに大きく異なることから、同一ほ場において連続で

試験する際には、反復数を増やすなど調整が必要である

と考えられた。また、樹幹塗布は作業の効率化の検討が

必要と考えられた。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）ナシグンバイに対する薬剤の効果 

担当者：中田健・田中篤 

協力分担：(株)住友化学  

ここでは、農薬削減により発生が増加する種、ナシグ

ンバイについて、有機栽培で使用できる資材などの防除

効果を検討する。 

①  ナシの有機栽培で使用できる薬剤、デンプン水和

剤（粘着くん水和剤500倍液）を中心に、対照薬剤

としてスミチオン乳剤1,500倍液、モスピラン水溶

剤4,000倍液を用いて検討を行った。 

② 県基準防除暦記載薬剤のモスピラン水溶剤、スミチ

オン乳剤の効果は高かったものの、デンプン水和剤の本

種に対する効果は劣った。 

③ 以上の結果、ナシの有機栽培で使用できる薬剤のう

ち、デンプン水和剤はナシグンバイに効果が期待できな

いと考えられた。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ 有袋栽培における各種病害虫の防除対策（予備試

験） 

担当者：中田健・山口幸雄（日本農業資材株式会社）・

田中篤 

協力分担：なし  

ナシ有袋栽培では、一般的に果実袋を資材として活用

している。ここでは、果実袋の試作袋について、その実

用性を評価する。 

① ナシの黒斑病に対して試作袋Ⅰ、ナシの害虫類に対

して試作袋Ⅱ、Ⅲ及びⅣの実用性を評価した。 

② 試作袋Ⅰは内パラフィン型では、既存袋と同等の被

害軽減効果を示した。一方、外パラフィン型では、既存

袋より被害がやや少なかった。 

③ 害虫類の試験では、シンクイムシ類に対して、既存
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袋と比較して試作袋Ⅱ及びⅣは被害が多い傾向であった。

コナカイガラムシ類は、同様に試作袋Ⅳでやや被害が少

なかったものの、試作袋Ⅱ及びⅢは被害が多かった。 

④ 以上の結果、黒斑病に対して試作袋Ⅰは、実用性が

期待できる可能性が示唆された。しかし、黒斑病の少発

生条件下における試験であったことから、継続した検討

が必要である。また、害虫類に対する試作袋は、既存袋

と比較して被害が多い傾向にあり、再検討が必要と考え

られた。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

11．他産地に打ち勝つブドウ生産に向けた高度栽培法の

確立 

（１）‘ピオーネ’の着色優良系統への早期改植技術の

確立 

ア 自家製苗木育成技術の確立 

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

 自家育苗における苗木活着率の向上を図るため、穂木

の前処理と育成床の温床の有無が接木の活着率に与える

影響について検討する。 

① 台木部は、採取時期まで圃場で管理し、穂木は、12

月15日に採取し、冷蔵庫（４℃設定）で保管した。 

② 苗木の台木部は２節の長さ20～25㎝を使用し、芽は

全て除芽した。 

③ 接ぎ穂は、接木を行う前日に１芽に切除し、メリッ

ト青の５倍希釈液、10 倍希釈液、水道水に12 時間浸漬

し試験に供した(前処理)。 

④ 1 芽を使い鞍接ぎで接木を行い、接木後接木テープ

で接木部を巻いて保護固定し、穂木部の乾燥防止のため、

ロウ付けを行った。 

⑤ ４号のビニールポットに、床土としてメトロミック

ス350を８分目まで入れ、発根促進剤ルートンを処理し

た接木苗を挿した。 

⑥ 温床区は、発泡スチロールの箱に、ビニール袋に入

れた電気毛布を敷いた上に苗木を乗せ、その上に保温の

ため籾殻をポットが隠れるほどに入れ、苗床の温度が25

度になるように設定した。 

⑤ 無温床区は、温床区から電気毛布を除いたものを使

用した。 

⑥ 試験区は、５倍希釈区、10倍希釈区、水道水区にそ

れぞれ温床区無温床区を設けた。 

⑦ 管理は、直射日光の当たらない室内で管理し、温度

は25℃に設定した。 

⑧ かん水は  ハンドスプレーにより、２日に１回苗木

が濡れるほど散布し苗床が乾けば 苗床にも散水した。 

⑨ ビニールにより、全期間全体を覆い直射日光の当た

らない室内で保管した。 

⑩ 活着率は、５月８日に調査した。 

⑪ ５倍希釈温床有り区は、活着率85％と最も高く、水

道水温床無し区・10倍希釈温床有り区が55％と低かった。 

⑫ 温床処理による活着率の違いは、温床有り区は平均

71.7％、温床無し区は平均63.3％と温床有り区の方が高

かった。 

⑬ 前処理では、５倍希釈区が平均72.5％と最も高く、

10倍希釈区・水道水区が65％であった。 

⑭ 以上の結果、活着率には温床の有無が関係している

と思われ、活着した物はほぼ全て発根しており、苗木と

して使用可能であった。また、前処理の効果は判然とし

なかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘ピオーネ’種なし栽培の技術確立 

 担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

 近年‘ピオーネ’の種なし栽培において植物調節剤の

1回処理により平均粒重が20g 以上の大玉となり、着色

障害の要因となっている。そこで、1 回処理時のジベレ

リンとフルメットの濃度が果実品質に及ぼす影響を調査

し、種なし栽培に適した植物調節剤の適正な処理濃度に

ついて検討する。 

① ‘ピオーネ’の３樹に対し、満開５日後の５月 24

日にジベレリン 25ppm とフルメット５ppm の混用液

（GA25+F5区）、ジベレリン12.5ppmとフルメット５ppm

の混用液（GA12.5+F5 区）、ジベレリン12.5ppm とフル

メット10ppmの混用液（GA12.5+F10区）の果房浸漬処理

を行った。 

② この処理前に、５月１日にストマイ液剤20の1,000

倍液を樹上散布し、８月11日に各樹10房ずつ果実調査

を行った。 

③ 粒重は、GA12.5+F10区が21.3ｇと最も高かった。GA

12.5+F5区が18.6ｇで最も低かった。 

④ 果色は、GA12.5+F5区が7.0で最も高く、GA12.5+F10

区が6.3と最も低かった。フルメット濃度が低く粒重が低

い方が良い傾向が見られた。        

⑤ 糖度と酸含量は、３処理区とも明らかな差は見られ

なかった。 

⑥ 以上の結果、ジベレリン濃度を慣行の25ppmから半分

の12.5ppmにすると、粒重は１ｇほど低くなり着色が向上

し、糖度、酸含量とも同等の果実品質が得られることが

判った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
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（２）青ブドウブランド化に向けた高品質果実生産技術

の確立 

 ア ‘ハニービーナス’の種なし化栽培の技術確立     

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

‘ハニービーナス’種なし栽培における省力ジベレリ

ン処理技術の確立を図るため、ジベレリンとフルメット

の混用液１回処理の濃度が果実品質に及ぼす影響につい

て検討する。 

① 満開1日後の５月13日に、ジベレリン12.5ppmとフ

ルメット10ppmの混用液（GA12.5+F10区）、フルメット

10ppm（F10区）、ジベレリン25ppm（GA25区）、ジベレ

リン25ppmとフルメット10ppmの混用液（GA25+F10区）、

を果房浸漬処理した。 

② 処理に先立ち、５月１日にストマイ液剤20の1,000

倍液を樹上散布し、各区10房を８月６日に果実調査に行

った。 

③ 粒重では、GA25＋F10区が最も重く11.0ｇでF10区7.

3ｇと最も軽かった。 

④ 縦横比は、Ｆ10区で0.99、GA12.5+F10区で1.12、

GA25 区で1.27 とジベレリン濃度が高くなるにしたがい

値が高くなった。 

⑤ 酸度、酸含量は、あまり差が見られなかった。 

⑥ 種子数は、F10区で1.0個/房とフルメット単用では、

種子の混入が見られた。その他の区では０個/房であった。 

⑦ 裂果はどの区にも見られなかった。 

⑧ 以上の結果、ジベレリン25ppm とフルメット10ppm

の混用液を1回処理は、粒重11ｇの種なし果が得られ、

裂果も無いことが判り、その有効性が確認された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ ‘シャインマスカット’種なし栽培の技術確立 

（ア）ジベレリンとフルメット混用液１回処理と２回

処理の比較     

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

‘シャインマスカット’種なし栽培における省力ジベ

レリン処理技術の確立を図るため、ジベレリンとフルメ

ットの混用液１回処理の濃度が果実品質に及ぼす影響に

ついて検討する。 

① １回処理は、５月27日（満開９日後）にジベレリン

25ppmとフルメット５ppmの混用液（GA25+F5区）、ジベ

レリン12.5ppmとフルメット5ppmの混用液（GA12.5+F5

区）、フルメット５ppm（F5区）、フルメット10ppm（F10

区）、ジベレリン 25ppm とフルメット 10ppm の混用液

（GA25+F10区）ジベレリン12.5ppmとフルメット10ppm

の混用液（GA12.5+F10区）、２回処理（対照区）は、５

月20日（満開直後）と６月３日（満開14日後）に果房

浸漬処理した。 

② 満開日は、５月18 日であり、処理に先立ち５月10

日にストマイ液剤20の1,000倍液を樹上散布し、果実調

査は、各処理区10房を９月７日に行った。 

③ 粒重は、GA25・2回処理区が13.5gと最も重く、次に

GA12.5+F10区が12.8g、F5区で8.6ｇであった。 

④ 縦横比は、F5 区およびＦ10 区で 1.09 であり、

GA25+F10区では1.25、GA25・2回処理区では1.33とジ

ベレリン濃度が高くなるにつれ、値が高くなり縦長にな

ることが判った。 

⑤ 糖度は、F５区が19.8％と最も高く、次いでF10区は1

9.5％、最も低いのは、GA25+F10区の17.5％であった。 

⑥ 酸含量は、GA12.5+F10区で0.22と最も低く、F5区F

10区で0.31と最も高くなったがその他の区ではあまり

差がなかった。 

⑦ 種子数は、F5区F10区で種子の混入が見られたが、ジ

ベレリンを処理した区では種子の混入は見られなかった。 

⑧ 果皮の汚れは、GA25･２回区で最も高く、F5 区 F10

区が0.2と最も低かった。 

⑨ 以上の結果、‘シャインマスカット’の種なし栽培の

ためには、ジベレリン12.5ppmとフルメット10ppmの混

用液の1回処理が、粒重、果皮の汚れ、脱粒性の点で優

れていることが明らかになった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）袋種類が果皮の汚れに与える影響(果実品質) 

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

果皮の汚れが問題となっている‘シャインマスカッ

ト’において、果実袋の違いが果皮の汚れに与える影響

について検討する。  

① ５月10日ストマイ液剤20の1,000倍液を樹上散布

し、５月27日にジベレリン25ppmとフルメット５ppmの

混用液を果房浸漬処理した。 

② 果実袋は、青竹（小林製袋、市販）、青白（フクユ

ー、市販）、ハトロン（フクユー、試験用）、紺色（ト

リカ、試験用）、白色（トリカ、試験用）、水色（トリ

カ、試験用）、緑傘（市販）について、６月23 日に10

袋ずつ処理を行った。 

③ 果実調査は、９月７日に行い、果皮の汚れは０～５

段階で評価し、その数値の平均とした。 

④ 粒重は、水色区で13.7g/粒と最も重く、次いで青竹

区の12.8g/粒、青白区の12.5g/粒であった。最も軽いの

は、紺色区の10.9g/粒であった。 
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⑤ 糖度は、緑傘区が最も高く19.7％で次いで紺色区の1

9.6％白色区の19.0％であった。最も低いのは、水色区の

17.4％であった。 

⑥ 酸含量は、明らかかな差が見られす、種子数は全て

の区で0.0個/房であった。 

⑦ 果皮の汚れは、白色区・緑傘区が1.5と最も高く、

次いでハトロン区1.0、青白区0.88であった。最も低い

ものは、水色区の0.2であり、果実袋の種類により果皮

の汚れの抑制効果が認められた。 

⑧ 水色区・青竹区・青白区・紺色区で果皮の汚れ防止

効果が認められた。 

⑨ 以上の結果、果実の汚れと糖度、粒重から青竹区、

青白区が有望と思われた。水色区は、果皮の汚れ防止効

果は高いが糖度の点で問題である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）袋種類が果皮の汚れに与える影響（温湿度変化） 

担当者：椿 越夫 

協力分担：なし 

果皮の汚れが問題となっている‘シャインマスカット’

において、果実袋の違いによる袋内温湿度変化について

検討する。  

① ５月10日ストマイ液剤20の1,000倍液を樹上散布

し、５月27日にジベレリン25ppmとフルメット５ppmの

混用液を果房浸漬処理した。 

② 果実袋は、青竹（小林製袋、市販）、青白（フクユ

ー、市販）、ハトロン（フクユー、試験用）、紺色（ト

リカ、試験用）、白色（トリカ、試験用）、水色（トリ

カ、試験用）、緑傘（市販）について、6 月 23 日に 10

袋ずつ処理を行った。 

③ ７月28日～８月３日まで、ＴａｎｄＤ社製温湿度デ

ータロガーおんどとりＴＲー72Ｕで袋内および傘内の温

湿度を測定した。 

④ 青竹は、温度変化は調査果実袋の中で中間的、湿度

変化が激しい。 

⑤ 青白は、低温で推移し変化が少なく、湿度は平均的。 

⑥ ハトロンは、温度中間的で高湿度で推移。 

⑦ 紺色は、温度は中間的で湿度も中間的 

⑧ 白色は、高温で推移し低湿度で推移 

⑨ 水色は、温度変化が少なく、高湿度で変化が少ない。 

⑩ 緑傘は、低温で推移し湿度変化が激しい。 

⑪ 以上の結果、果実の汚れと温湿度の関係は明らかと

ならなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

12．消費者・生産者が求めるカキの革新的新栽培法の確

立 

（１）水田転換園での生産安定と果実品質向上技術の確

立 

ア ‘西条’の樹上軟化落果の実態調査             

担当者：小谷和朗 

協力分担：西条柿軟化対策検討会 

‘西条’の樹上軟化落果の実態調査を行い、落果原因

を分析するための、データを蓄積する。 

① 場内の水田ほ場は、霜害のため着果量が減少した。

また、平棚栽培ほ場の隣接園は、転作のため水稲の作付

けがなかった。 

② 場内では、軟化のピークがかなり遅く10月第４半旬

であった。現地園では、場内より早く、平年よりやや遅

い９月第５半旬より軟化落果が発生し、10月第３半旬が

ピークであった。 

③ 場内の水田ほ場全体は、平成13年からの８年間の平

均と比較して、樹上軟化落果の発生状況は1.3%と少なか

った。 

④ 系統別にみると、樹上軟化落果が多く観察されたの

は早生西条No.0系統であった。 

⑤ 現地園での落果状況も、調査を始めた過去2年より

少なく3.9%であった。 

⑥ 以上の結果、試験地、現地園とも樹上軟化の発生は

少なかった。試験地の樹上軟化落果が少なかったのは、

霜害により着果量が減少したことも要因の一つではない

かと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）果実の収穫方法および収穫後の保管時間が脱渋後

の日持ちに及ぼす影響について 

ア コンテナカバー及び有孔ポリエチレン袋の処理

効果確認について 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

 収穫した‘西条’ の保管方法の違いが脱渋後の日持ち

性に影響があるかどうか確認する。 

① 収穫コンテナをシルバーマルチで作成したコンテナ

カバー（有孔ポリ袋とほぼ同寸）、有孔ポリ袋で被覆する

保管方法と慣行の保管方法〈無処理〉の果実の日持ち性

を比較検討した。 

② 収穫は10月20日に行い、10月21日までそれぞれ

の方法でコンテナ単位で保管した後〈夜間は室内に置い

た〉、果実を0.06mmのポリエチレン袋に入れ、出荷用5kg

箱で脱渋処理を行った。脱渋は室温で4日間静置した。 

③ コンテナカバーをすることで、コンテナ内の温度を

外気温並みにおさえられることが分かった。 

④ コンテナカバー、有孔ポリとも無処理と比較して、
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脱渋後の軟化率に差は見られなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ アンポ用‘西条’の生産を目的とした省力・低コ

スト栽培試験 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

 現在考えられる省力・低コスト管理を組み合わせて栽

培を行い、アンポ用‘西条’の栽培体系を確立する。 

① アンポ用防除区として、３回（４薬剤）防除区を設

定した。対照は、本県の防除暦と同様の９回（16薬剤）

防除とし、手散布で行った。 

② ほ場調査では、アンポ区で病害の発生が目立ち、う

どんこ病は甚発生となった。両区ともに虫害の差はほと

んどみられなかった。しかし、昨年は確認できなかった

が、最後の調査で、アンポ区にフジコナカイガラムシの

寄生がみられた。 

③ 収穫果実の調査では、アンポ区で被害が多い様子が

観察された。すす点病、アザミウマ類、カキサビダニの

被害が目立った。スリップス、カキサビダニは前年多発

したが、本年は少ない傾向であった。 

④ 果実品質は、果重に差は見られなかったが、汚損、

溝の黒変程度がアンポ区の方が多かった。 

⑤ 以上の結果、2 年目の試験であるが、アンポ防除区

では、カキサビダニを除き前年より病害虫の発生が多く

なった。果実には、アンポ加工に問題となる病害虫の被

害はみられなかった。しかし、落葉の原因となるうどん

こ病の発生が多くなり、栽培上の問題になると思われ、

病害虫の発生状況に合わせた防除が必要であると考えら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）省力軽労働で取り組みやすい栽培技術の確立 

ア 低コスト施肥の検討 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

 カキは、枝の伸長の盛んな５月末から７月上旬に肥料

吸収が盛んであり、その時期に、肥料が流亡せずに効率

的に吸収されるような追肥を行うことで高品質な果実生

産が可能であるか検討する。 

① 場内の富有を使用し、２月末、３月上旬、４月上旬、

５月上旬、６月上旬に分施する効率的施肥区と２月末、

３月上旬、６月下旬に施肥する慣行区を設定した。合計

の施肥量（N:10.2kg、P:7.3kg、K:9.9kg）で、両区とも

同じである。 

② 効率施肥区は、慣行区と比較すると果重が大きくな

ったが、汚損果の発生が多かった。 

③ 効率施肥区は、慣行区と比較して収穫時期が遅くな

った。 

④ 以上の結果、効率施肥区は、果重が大きくなったが、

汚損果の発生も増加した。また、収穫率から判断すると

果実の熟期が遅かったことから、昨年と同様に慣行区と

比較して遅くまで肥効があったのではないかと推察され

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）新品種の高品質栽培技術の確立 

ア ‘花御所’の平棚栽培における収量確保（ヘタス

キ軽減）検討 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

平棚栽培における‘花御所’の収量確保とヘタスキ軽

減技術を確立する。 

① 場内の‘花御所’（11年生）の平棚栽培と立木栽培

の各３樹について12月９日、15日に適熟果を収穫し、

果実調査を行った。 

② 平棚区の樹は立木で育成したものを樹形改造中であ

るが、前年よりなるべく棚面に樹をのせるような整枝を

行った。 

③ 平棚区は、ヘタスキの発生が少なかった。その他の

果実品質については、差がみられなかった。 

④ 以上の結果、昨年は、果実品質に差がみられなかっ

たが、今年度は、平棚区のヘタスキが少なく、平棚栽培

をすることで軽減できる可能性があると思われた。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）新品種のポット栽培による早期成園化と高品質多

収穫技術の確立 

ア 簡易な着果目安の作成（葉果比当たりの着果量の

検討） 

担当者：小谷和朗 

協力分担：なし 

 ポット栽培樹での高品質な果実を安定生産するため、

着果基準を検討する。 

① ６～７年生の‘新秋’と‘太秋’のポット樹につい

て７月22日に、葉枚数を計測し、葉果比が、15、20，25，

30枚/果となるように試験区を設定した。 

② ‘早秋’は、春に霜害と思われる萎凋症状が発生し、              

着果量が少なくなったことから、葉果比の設定ができず、

調査を中止した。 

③ ‘新秋’は、果重、糖度に有意差が見られた。葉果

比が増えると果重は大きく、糖度は高くなる傾向が見ら

れた。前年と比較すると果重は、いずれの区も小さくな

った。前年より樹勢が弱っており、果重の減少の要因と
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なったと思われる。 

④ ‘太秋’は、果重について有意差が見られた。葉果

比が増えると果重が大きくなる傾向が見られた。いずれ

の区も前年より果重が小さくなった。前年より樹勢が弱

っており、果重の減少の要因となったと思われる。前年

は、目標果重400gの葉果比は20であったが、今年は、

葉果比30であった。 

⑤ ‘宗田早生’は、果重は、15枚区以外は、差が見ら

れなかった。 

⑥ いずれの品種も地植え樹の果実と比較して糖度が低

く、食味が劣った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

《 野菜・花き・特産関係 》 

13．病害虫発生予察調査事業 

（１）主要野菜・花きの病害虫発生状況調査 

担当者：稲本勝太・竹内亮一・安田文俊 

協力分担：病害虫防除所 

 スイカ、ネギ、イチゴ、ブロッコリー、ラッキョウ、

ナガイモ等８品目の野菜、花きについて病害虫の発生状

況を調査した。 

〈本試験成績登載印刷物：23〉 

（２）病害虫発生状況と防除対策の情報提供 

担当者：稲本勝太・竹内亮一・安田文俊 

協力分担：病害虫防除所 

 スイカ、ネギ、イチゴ、ブロッコリー、ラッキョウ、

ナガイモ等の病害虫の発生状況と防除対策についての情

報を、病害虫防除所を通じて提供する。 

① 病害虫発生予報を４月から翌年３月まで合計 11 回

発表した。 

② 注意報を、ネギべと病について４月14日、ラッキョ

ウ白色疫病について２月17日にそれぞれ発表した。 

③ 特殊報を、ネギの黒腐菌核病について８月３日に発

表した。 

④ 指導情報を、ネギべと病、ラッキョウ灰色かび病、

ラッキョウ白色疫病、ネギ・ナガイモ等のシロイチモジ

ヨトウについて、それぞれ１回ずつ発表した。 

〈本試験成績登載印刷物：23〉 

（３）病害虫の診断依頼 

担当者：稲本勝太・竹内亮一・安田文俊 

協力分担：病害虫防除所 

本県特産野菜及び花きについて普及所、ＪＡ、生産者

から持ち込みのあった病害虫について診断を行い、防除

対策を指導する。 

① スイカ、メロン、ネギ、ナガイモ、イチゴ、ラッキ

ョウ、トマト、ブロッコリー、キャベツなどの野菜類の

病害虫診断依頼が250件以上あった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

14．系統適応性検定試験 

（１）平成22年度メロン安濃交12号の系統適応性検定  

  試験 

 担当者 森田香利 

 協力分担 なし 

 省力化を目的に野菜茶業研究所で育成された短側枝性

メロン‘安濃交12号’について本県での半促成栽培にお

ける適応性を検討する。 

① 検定系統‘安濃交12号’、標準品種‘アンデス５号’、

参考品種‘タカミ’を供試し、３月24日に定植し、子づ

る２本仕立て４果穫りの這作りとした。 

② ‘安濃交12号’の草丈は、‘アンデス５号’、‘タカ

ミ’より低く、節間長も短かった。茎の太さは、‘アンデ

ス５号’、‘タカミ’より太く、葉の大きさは、‘アンデス

５号’と‘タカミ’の中間であった。 

③ ‘安濃交12号’の側枝伸長は、７割近く50㎝以下

に抑制しており、平均側枝長は、63.1㎝であった。整枝

労力は、側枝を摘除、摘心を行わない分省力であった。

うらなり果は、‘アンデス５号’、‘タカミ’と同程度で摘

果労力は同程度であった。 

④ ‘安濃交12号’の果実の大きさは、‘アンデス５号’、

‘タカミ’より小さく、花痕部径は小さかった。ネット

は、‘アンデス５号’、‘タカミ’より優れたが、一部ヒル

ネットが見られた。 

⑤ ‘安濃交12号’の胎座近くの糖度は、‘アンデス５

号’、‘タカミ’より劣り、中心部、果皮近くの糖度は、

‘アンデス５号’より優れたが、‘タカミ’より劣った。

発酵果は、2.6％発生した。 

⑥ 以上の結果、短側枝性が発揮され、整枝労力が軽減

された。総合評価は、標準品種より優れたが、果実が小

さく、糖度がやや低いなどの問題があるため実用品種と

しては再検討とした。 

〈本試験成績登載印刷物：〉 

（２）平成23年度イチゴ‘久留米62号’の系統適応性

検定試験 

担当者：小西実・森田香利 

協力分担：なし 

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構九州沖

縄農業研究センター久留米研究拠点で新しく育成された

イチゴ1系統について、本県の促成栽培における地域適

応性を検討する。 

① 供試系統は‘久留米62号’で、‘とよのか’を標準
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品種、‘章姫’を参考品種とし、平成22年９月27日に定

植し、現在調査中。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）平成 22 年度ネギ安濃交１号の系統適応性検定試

験 

担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

協力分担：野菜茶業研究所野菜育種研究チーム 

 （独）農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究

所で育成されたネギ新系統‘安濃交１号’について、本

県における地域適応性について検討する。 

① 標準品種‘吉蔵’、対照品種‘なべちゃん’および‘ふ

ゆわらべ’とし、４月20日に播種、６月２日に移植、９

月29日および10月14日に収穫した。 

② 梅雨明け後の高温・寡雨の影響で生育は緩慢であり、

適宜夕方散水（約３mm/日）を行った。 

③ ‘安濃交１号’は標準品種と比較して、葉色はやや

淡く、葉折れ程度は少なく、襟部の締まりおよび収穫物

の揃いはやや優れた。 

④ ‘安濃交１号’の葉身長、葉鞘長は‘ふゆわらべ’、

‘なべちゃん’と比較してやや長く、‘吉蔵’よりやや短

かった。平均１本重について、‘安濃交１号’は‘なべち

ゃん’と比べやや軽く、‘ふゆわらべ’に比べやや重かっ

た。また、‘安濃交１号’の分げつ発生率は何れの調査時

においても低率であった。 

⑤ ９月29 日の短葉性規格（葉鞘長20～25cm）の割合

は、87.2％と高く、収量が最も高かった。しかし、10月

14日調査時では、葉鞘の伸長度合いが大きく、12.5％と

低率であった。 

⑥ 以上の結果、‘安濃交１号’は、短葉性ネギとして標

準品種‘吉蔵’より「優れる」、対照品種‘ふゆわらべ’

より「同等～優れる」、‘なべちゃん’と「同等」と判定

した。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

15．新農薬適用試験 

（１）10月収穫作型におけるブロッコリー黒腐病に対す

る薬剤防除体系の検討 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

近年、早生の秋冬作において、ブロッコリー黒腐病の

発生が増加しており、防除対策の確立が求められている。

そこで、10月収穫作型における防除体系について検討す

る。 

① ‘SK3-081’を供試し、カスミンボルドー1,000倍液

の散布時期を定植前、定植７日後および15日後に設定し

て、黒腐病の発病推移について調査した。 

② カスミンボルドー７日後散布区が最も防除価が高

く、15日後区がそれに次いだが、いずれも防除価40前

後と効果はやや低かった。 

③ 黒腐病の発病における品種間差を見るため、‘ピク

セル’を同一条件（慣行防除）で栽培したところ、黒腐

病の発病増加は緩慢で、程度も軽く、最終的な発病度は

12.3と低かった。 

④ 以上の結果より、‘SK3-081’は‘ピクセル’と比べ

て黒腐病に罹病しやすく、発病程度が高くなりやすい品

種であると考えられた。また、定植７日後～15日後に、

カスミンボルドーを散布することで、慣行防除と比べて

黒腐病の発病を低く抑えることができると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉  

（２）ブロッコリー菌核病に対する薬剤防除効果の検討 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー菌核病は、防除薬剤の登録が無く、防除

に苦慮している。そこで、現在ブロッコリーで使用可能

な薬剤および、今後ブロッコリー菌核病で農薬登録され

る可能性のある薬剤の防除効果について検討する。 

① 出蕾前後の時期に合計３回の薬剤散布を行い、発病

を調査したところ、シグナムWDG1,500倍液、セイビアー

フロアブル20の1,000倍液、カンタスドライフロアブル

1,500倍液は、いずれも防除価が90以上となり、高い防

除効果を示した。 

② アフェットフロアブル2,000倍液も、上記３剤と比

べるとやや効果は劣るものの、防除価が82.3と高い防除

効果を示した。 

③ カリグリーン800倍液は、防除価29.3と効果は低か

った。Ｚボルドー500倍液は、防除価49.8と、一定の防

除効果は認められたものの、収穫期の花蕾に薬害と思わ

れる褐変が発生し、問題であった。 

④ カンタスドライフロアブルは、２月２日付でブロッ

コリー菌核病へ適用拡大された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）スイートコーン栽培における主要害虫防除 

 ア カルタップ（パダン）粒剤４によるアワノメイガ

防除 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

 スイートコーン栽培における主要害虫の防除について

検討する。ここでは雄穂出穂はじめ期におけるパダン粒

剤４のアワノメイガに対する防除効果を検討し、慣行の

パダン SG 水溶剤散布の代替剤として省力化が図れるか

検討する。 
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① ６月９日（雄穂２割程度出穂時期）に、パダン粒剤

４の６kg/10aを株の上から均一に散粒した。一方対照薬

剤のパダンSG水溶剤1,000倍は200ℓ/10aを動力噴霧器

で散布した。６月17日及び25日に各区15株、計30株

についてアワノメイガ幼虫数、被害株数の調査をおこな

った。尚、ほ場にはアワノメイガのフェロモントラップ

を設置（４月15日）し、発生状況を調査した。 

② 栽培期間中におけるアワノメイガの誘殺は、５月第

５半旬から６月第５半旬にかけてピークを形成した。こ

のピーク時期は雄穂出穂期とほぼ重なるため、重要な防

除時期であると考えられた。 

③ アワノメイガ幼虫数は、パダン粒剤４処理区におい

て対照のパダン SG 水溶剤区及び無処理区と比べて低く

推移した。また被害株率も低く、防除効果が認められた。

また、パダンSG水溶剤区及び無処理区においてはアワノ

メイガ以外にアワヨトウが散見されたが、パダン粒剤４

区では見られなかった。 

④ しかし、パダン粒剤４区では、処理後ある程度日数

が経過しても、剤の白い粉末が残ることが観察された。

一部は雌穂にも付着し、収穫時まで付着が確認された。 

⑤ 以上の結果より、パダン粒剤４の６kg/10a株の上か

ら均一に散粒する処理は、アワノメイガ防除に効果があ

るが、剤による収穫物の汚れが懸念されることから、現

時点では慣行薬剤の代替としては難しいと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）ホウレンソウケナガコナダニ防除における各薬剤

および展着剤の防除効果 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：東伯普及所 

 県中部を中心としたホウレンソウ栽培においてホウレ

ンソウケナガコナダニ（以下コナダニ）の被害が顕著で

ある。これまでコナダニに防除効果の高かったDDVP乳剤

は製造中止であるため、代替薬剤の選定と防除体系の構

築が求められている。そこで、ホウレンソウに使用可能

な薬剤と機能性展着剤加用による防除効果について検討

する。 

① ‘トラッド’（サカタ種苗）を11月４日に播種した。

２葉期にあたる11月18日、及び５～６葉期にあたる12

月16日に各薬剤を110ℓ/10a散布した。12月16日（散

布直後）及び 12 月 28 日（収穫期）の２回、各区の 20

株を無作為に抜き取り、被害程度を調査した。 

② 単剤の連用散布における防除効果は DDVP 乳剤が最

も高く、次いでカスケード乳剤であった。 

③ ２葉期にダニトロンフロアブル、５～６葉期にカス

ケード乳剤及びアファーム乳剤を用いた体系防除を検討

したところ、５～６葉期に使用する薬剤の防除効果はア

ファーム乳剤が勝る傾向であった。しかし、ダニトロン

フロアブルは単剤の連用散布では効果が低かったことか

ら防除体系は再考を要する。展着剤であるアプローチBI

及びまくぴかを加用した区は、加用しない区と比べて防

除効果が勝る傾向であった。またアプローチBIとまくぴ

かを比較すると、アプローチBIを加用する方が、防除効

果がやや勝った。 

④ 以上の結果より、今回供試した薬剤の単剤での連用

散布ではカスケード乳剤が DDVP 乳剤の代替候補である

と考えられた。また機能性展着剤であるアプローチBI、

まくぴかを加用することで防除効果が高まると考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）野菜関係除草剤 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 対象除草剤について、スイカへの適用拡大を図るため

に農薬作物残留量分析試料を調製する。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’とし

４月19日に定植した。 

② 収穫42日前、28日前、14日前に除草剤をスイカに

全面茎葉散布し、それぞれの果実を各５果ずつ収穫後指

定分析機関に送付した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（６）平成 22 年度春夏作野菜・花き関係除草剤・生育

調節剤試験 

ア 花き関係生育調節剤試験 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 ダミノジットスプレー（ダミノジット0.4%）のハボタ

ンに対する茎伸長抑制による小型化について検討する。 

① ハボタン ‘白はと’を供試した。播種は８月３日、

鉢上げは８月27日とした。処理区は、ダミノジットスプ

レー1 回処理区、２回処理区、４回処理区、無処理区の

４区であり、最終調査は11月８日とした。 

② 地際から生長点までの草丈は処理によって短くなり、

また散布回数が多いほど短かった。 

③ 株幅は１、２回処理では無処理区と差がなく、４回 

処理で無処理区よりも小さかった。 

④ 最大葉長は１回処理では無処理区と差がなく、２、

４回処理で無処理区よりも短かった。 

⑤ 葉枚数は４回処理区で無処理区よりもわずかに多か 

った。 

⑥ ダミノジット処理による薬害は見られなかった。 
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⑦ 以上の結果、播種後のダミノジットスプレー４回処

理がハボタンの小型化に対して有効であり、実用性が高

いと考えられた。ダミノジット処理１回、２回区では茎

伸長抑制効果が不十分であった。 

〈本試験成績登載印刷物：20〉 

16．スイカ、ホウレンソウ輪作体系におけるカラシナ、

ブロッコリー等収穫残さの鋤き込みによる土壌病害

虫防除の実証 

（１）最適処理条件の検討 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：近中四農研、農環研、山形大、奈良県、兵

庫県、山口県、徳島県 

 室内インキュベーション試験によって、カラシナ及び

ブロッコリー残さ鋤き込みの土壌くん蒸処理のための最

適処理条件について検討する。 

① カラシナ及びブロッコリー残さ混和湛水処理では、

いずれの温度条件でも水処理に比較して酸化還元電位が

大きく低下し、フスマ混和湛水処理とほぼ同様の傾向で

あった。カラシナ及びブロッコリー残さの鋤き込み量に

よる酸化還元電位の低下の程度に差はほとんど認められ

なかった。また、処理温度の高い方が酸化還元電位の低

下は安定的であった。 

② 35℃の処理温度ではカラシナ及びブロッコリー残さ

混和湛水処理のいずれの処理区でも処理 14 日後にフザ

リウム属菌が検出限界以下となった。また、30℃の処理

温度ではカラシナ及びブロッコリー残さの処理量による

差が認められ、処理量の多い方が安定したくん蒸効果が

認められた。25℃の処理温度ではいずれの処理区におい

てもくん蒸効果が劣り、フスマ混和湛水処理のみで 21

日後にフザリウム属菌が検出限界以下となった。 

③ 以上の結果、カラシナ及びブロッコリー残さ鋤き込

みによる最適処理条件は地温35℃以上で14 日間以上が

最適条件と考えられた。また、鋤き込み量は多い方が安

定したくん蒸効果が得られ、いずれのアブラナ科植物の

鋤き込み資材についても５kg/㎡の処理量が適当である

と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）土壌病害に起因するスイカ急性萎凋症に対する防

除効果 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：近中四農研、農環研、山形大、奈良県、兵

庫県、山口県、徳島県 

前年の夏期に処理を行ったほ場における翌年のスイカ

作での土壌病害に起因する急性萎凋症に対するカラシナ

及びブロッコリー残さ等のアブラナ科植物鋤き込み湛水

被覆処理の防除効果を評価する。 

① 各処理区にスイカを定植した結果、定植約1か月後

の４月上旬から水処理区で萎凋症状が認められた。水処

理区では、その後萎凋程度が徐々に高まり、収穫直前の

６月上旬以降に急激に萎凋程度が高くなった。カラシナ

及びブロッコリー残さ鋤き込み湛水処理区では、ブロッ

コリー残さ鋤き込み２kg/㎡で萎凋程度がやや高くなっ

たものの、他の処理区では土壌還元消毒区と同等の萎凋

程度であった。なお、いずれの処理区においても鋤き込

み量が５kg/㎡以上で萎凋枯死株率が低い結果であった。 

② 収穫直後の根の調査を行った結果、ブロッコリー残

さ鋤き込み処理に比べてカラシナ鋤き込み処理の方が根

の褐変程度は低い傾向であった。また、収穫果実の品質

は、いずれの処理でも有意な差は認められなかった。 

③ 以上の結果、カラシナ及びブロッコリー残さ鋤き込

みの５kg/㎡処理区で土壌病害に起因するスイカ急性萎

凋症に対する防除効果が高い結果であった。 

〈本試験成績登載印刷物：6、9〉 

（３）ホウレンソウ萎凋病に対する防除効果 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：近中四農研、農環研、山形大、奈良県、兵

庫県、山口県、徳島県 

鳥取県内で普及可能な技術を構築するため、スイカ－

ホウレンソウ輪作体系におけるカラシナ及びブロッコリ

ー残さ等のアブラナ科植物鋤き込み湛水被覆処理のホウ

レンソウ萎凋病に対する防除効果を検討する。 

① 土壌くん蒸処理期間中の地温の推移を調査した結

果、カラシナ及びブロッコリー残さのいずれの処理区も

ほぼ同様の温度推移を示し、30～55℃の地温を保った。

また、処理直後から酸化還元電位が低下し、処理７日後

頃から還元状態を保った。 

② 土壌くん蒸処理前後の土壌中におけるフザリウム属

菌密度を定量した結果、いずれの処理区も処理前から菌

密度が低下し、21日後にはいずれの処理区においても検

出限界以下となった。 

③ 土壌くん蒸処理終了後にホウレンソウを２作栽培し

た結果、１作目では播種後20日後頃から萎凋病の発生が

みられ、無処理区で約 20％の発病株率であったのに対

し、アブラナ科作物鋤き込み処理区では発病がほとんど

みられなかった。 

④ 以上の結果、カラシナ及びブロッコリー残さのいず

れの処理区もホウレンソウ萎凋病に対する高い土壌くん

蒸効果が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：6、9〉 

17．有機・特別栽培拡大に必須の病害虫防除技術確立 
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（１）低濃度エタノールによる新しい土壌くん蒸技術の

開発 

ア 土壌病害に起因するスイカ急性萎凋症に対する

防除効果 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：農環研、日本園研、日本アルコール産業 

新しい土壌くん蒸技術として注目されているエタノー

ルを用いた土壌消毒法について土壌病害に起因するスイ

カ急性萎凋症に対する防除効果を検討する。 

① 0.5～１％濃度のエタノール処理区では処理後にフ

ザリウム属菌密度が検出限界以下となったが、0.1％濃度

ではわずかに検出された。 

② 各処理区にスイカを作付けした結果、0.1％エタノー

ル処理区及び水処理区では生育初期から萎凋がみられ、

水処理区では収穫直前に萎凋枯死する株が増加したが、

その程度は全般的にやや低い傾向であった。なお、その

他の処理区では萎凋枯死する株は認められなかった。 

③ 収穫直後に全株の根の調査を行った結果、萎凋症状

のみられた 0.1％エタノール処理区及び水処理区で根の

褐変程度がやや高く、黒点根腐病の子のう殻の形成も散

見された。収穫果実の重量及び品質を調査した結果、各

処理区間に差はほとんど認められなかったが、0.1％エタ

ノール処理区の糖度がやや高い傾向であった。 

④ 以上の結果、0.5～１％濃度のエタノール処理で土壌

病害に起因するスイカ急性萎凋症に対する防除効果が高

く、慣行の土壌くん蒸法と同等の効果と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ホウレンソウ萎凋病に対する防除効果 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：農環研、日本園研、日本アルコール産業 

新しい土壌くん蒸技術として注目されているエタノー

ルを用いた土壌消毒法についてホウレンソウ萎凋病に対

する防除効果を検討する。 

① 土壌くん蒸処理期間中の地温の推移を調査した結

果、無処理を除くいずれの処理区もほぼ同様の温度推移

を示し、概ね40～55℃の地温を保った。また、低濃度エ

タノール処理及び土壌還元消毒区では処理直後から酸化

還元電位が低下し、処理 21 日後頃まで還元状態を保っ

た。 

② 土壌くん蒸処理前後の土壌中におけるフザリウム属

菌密度を定量した結果、水処理区及び無処理区を除くい

ずれの処理区も処理前から菌密度が低下し、21日後には

いずれの処理区においても検出限界以下となった。 

③ 土壌くん蒸処理終了後にホウレンソウを２作栽培し

た結果、１作目では無処理区でやや発病株率が高かった

が、発病の程度は全般的に軽微であった。気温の低下し

た２作目では無処理区でも発病株率が 1.5％となり、少

発生であった。 

④ １作目及び２作目のホウレンソウの生育及び収量を

比較した結果、低濃度エタノール処理区では土壌還元消

毒区に比べて高い収量性であり、0.25～１％の濃度間で

差は認められなかった。 

⑤ 以上の結果、低濃度エタノールによる土壌くん蒸処

理は 0.25～１％の処理濃度でホウレンソウ萎凋病に対

し、有効な土壌くん蒸法であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）ラッキョウ、ニンニク等ネギ属栄養繁殖性作物に

おけるウイルス病防除対策の確立 

ア ラッキョウ病原ウイルスの感染状況調査 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：鳥取普及所、倉吉普及所、東伯普及所、米

子普及所 

 ラッキョウ等ネギ属栄養繁殖性作物では病原ウイルス

の感染によって、生育不良や収量の低下などの問題が生

じている。そこで、現在のラッキョウにおける病原ウイ

ルスの感染状況を調査し、防除対策の基礎資料とする。 

① 鳥取県内の主要なラッキョウ産地のうち、福部地区

では、ほとんどのほ場で退緑が認められたが、ラッキョ

ウの生育は旺盛であった。一方、その他の県中～西部地

区では主に黄化や萎縮症状のラッキョウが多く認めら

れ、生育への影響が大きいと考えられた。 

② サンプリングを行った全ほ場からGLVが検出され、

過去の調査結果と同様に検出率は100％であった。また、

ラッキョウに発生すると報告されているPotyvirus属の

OYDV、SYSV、LYSVについてDAS-ELISAキットを用いてウ

イルス検定を行った結果、LYSV の検出率が 54.5％と高

く、次いでSYSV が 18.2％であった。今回の調査では、

OYDVは全く検出されなかった。さらに、TMV-Rの検出率

は15.9％であり、これらの病原ウイルスが重複感染する

ことで、著しい萎縮症状が認められた。 

③ 以上の結果、県内のラッキョウほ場から採取したウ

イルス病症状の認められる株からは GLV、SYSV、LYSV、

TMV-Rなどの重複感染が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ラッキョウえそ条斑病の収量に及ぼす影響 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：なし 

ラッキョウえそ条斑病は IYSV によって引き起こされ

るウイルス病であり、同ウイルスによるタマネギえそ条

斑病では収量が減少する被害が報告されている。そこで、
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ラッキョウでの被害実態を把握するため、本病による収

量への影響を評価する。 

① IYSV 保毒または無毒のネギアザミウマを秋期に３

回、春期に３回放飼したが、ネギアザミウマの増殖が悪

く、個体数が増加したのは４月以降であった。また、IYSV

保毒ネギアザミウマ放飼区においてラッキョウえそ条斑

病の初発を確認したのは４月５日であり、その後発病が

急激に増加し、収穫期にはほぼ全株で発病が認められた。 

② 収穫期におけるりん茎重、分球数、１球重を調査し

た結果、GLVを保毒したラッキョウではIYSVの重複感染

によって分球数がやや増加する傾向であったが、りん茎

重に有意な差は認められず、収量への影響はないと考え

られた。また、強毒ウイルスを保毒したラッキョウでも

IYSV の感染の有無によってりん茎重に差は認められな

かった。 

③ 以上の結果、収穫前にラッキョウえそ条斑病が発生

しても収量に及ぼす影響はほとんどないものと考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）種球温湯処理によるラッキョウ病害の防除技術確

立 

ア ラッキョウ種球の温湯処理における水稲温湯消

毒機の利用 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：（株）タイガーカワシマ 

 ラッキョウ種球の温湯処理は、赤枯病に対して高い防

除効果が得られることが明らかとなったが、一度に大量

に処理する方法の確立が課題となっている。そこで、水

稲温湯消毒機のラッキョウへの応用について検討する。 

① 浸漬槽 500ℓの水稲用温湯消毒機を用いてラッキョ

ウ種球の温湯浸漬処理を行ったところ、一度に処理でき

る量はコンテナ詰めで約 42kg、ネット袋詰めで約 75kg

であった。 

② 当機種は水温制御の精度が高く、処理時の水温低下

も最大で２℃程度と小さかったことから、ラッキョウ種

球の温湯処理に適していると考えられた。 

③ 以上の結果、処理前の種球温度、処理量、浸漬方法

などによって、処理後の種球温度の上昇や水温の低下程

度に違いが見られたが、その差はいずれも小さく、影響

は少ないと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：6〉 

 イ 水稲温湯消毒機を利用した種球の温湯浸漬処理

による赤枯病の防除効果（現地試験） 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：（株）タイガーカワシマ 

水稲温湯消毒機を利用した温湯浸漬処理の赤枯病に対

する防除効果について、現地において検討する。 

① ほ場１：農家慣行区での発病株率は23.8％となった

一方で、45℃・60分間の温湯処理区の発病株率は5.2％

と少なく推移し、種球の温湯浸漬処理による防除効果が

認められた。 

② ほ場２：温湯処理区、農家慣行区ともに、試験期間

中、赤枯病の発病は認められなかった。50℃・60分の温

湯浸漬処理によって初期生育が劣ったことから、種球の

状態によっては障害を生じる可能性があると考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 ウ 水稲温湯消毒機を利用した種球の温湯浸漬処理

による赤枯病の防除効果 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：（株）タイガーカワシマ 

水稲温湯消毒機を利用した温湯浸漬処理の赤枯病に対

する防除効果について検討する。 

① 45℃・60分、45℃・30分、50℃・30分、52℃・30

分、55℃・７分の温湯処理区、およびスポルタック乳剤

区について処理後の発病株率の推移と障害の有無につい

て調査を行った。 

② 無処理区の株率は54.8％となった一方で、スポルタ

ック区の発病株率は6.3％、防除価は88.5となり、防除

効果が認められた。また、温湯処理区は処理条件にかか

わらず赤枯病の発病株は少なく推移し、いずれも防除価

は95以上となった。発芽障害および生育障害は、全ての

処理区において認められなかった。 

③ 収穫調査を行ったところ、無処理区で１球重が小さ

い傾向であり、赤枯病の発病による影響と考えられた。 

④ 以上の結果より、水稲温湯消毒機を利用した温湯浸

漬処理は、今回試験を行った全ての条件において、赤枯

病に対する非常に高い防除効果が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：6〉 

 エ ウイルス病の発病抑制効果 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：（株）タイガーカワシマ 

ラッキョウ種球の温湯浸漬処理は、赤枯病に対して高

い防除効果が得られることが明らかとなったが、他の病

害に対する効果については明らかでない。そこで、近年

問題となっているウイルス病に対する防除効果について

検討する。 

① 45℃・60分、45℃・30分、50℃・30分、52℃・30

分、55℃・７分の温湯処理を行い処理後のウイルス症状
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の発生を調査し、発病株についてウイルス検定を実施し

た。 

② ウイルス症状の発生株数は、全ての処理区において

ほぼ同じで、黄色条斑症状のみの発生であった。 

③ ウイルス検定の結果、採取した試料は検定を行った

全てのウイルスに対して陽性であった。 

④ 収穫期の掘り取り調査の結果、温湯処理条件との間

に明確な傾向は認められなかった。 

⑤ 以上の結果より、ラッキョウ種球の温湯浸漬処理は、

病原ウイルスに対しての作用は認められなかった。また、

ウイルス症状に対する発病抑制や生育促進といった効果

も認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 オ ラッキョウ乾燥機を利用した種球の乾熱処理に

よる赤枯病の防除効果 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

ラッキョウ乾燥機を利用した種球の乾熱処理について

検討する。 

① 灯油式バーナー乾燥機の設定温度を 45℃として試

験を行ったところ、乾燥機の室温は安定せず、36℃～46℃

の間で変動を繰り返した。 

② 処理開始から種球温度が設定温度に達するまでに要

した時間は25分であったが、その後も種球温度は上昇を

続け、最高49.1℃まで達した。 

③ 45℃・60分および120分間の乾熱処理を行った結果、

スポルタック乳剤と比べて防除効果は低かった。また、

発芽直後の芽の先端に、高温障害と思われる焼け症状が

認められた。その後の生育には影響は見られなかった。 

④ 以上の結果より、ラッキョウ乾燥機による45℃・60

分および120分の乾熱処理は、赤枯病に対する防除効果

が慣行薬剤より低く、発芽時に障害が発生するなど、実

用性は低いと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）ブロッコリー花蕾腐敗病の防除技術の検討 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー花蕾腐敗病は登録薬剤が少なく、難防除

病害となっている。そこで、ブロッコリーに登録のある

各種農薬および葉面散布肥料の、花蕾腐敗病に対する発

病抑制効果について検討する。 

① Ｚボルドー500倍液、スイカル（ギ酸カルシウム肥

料）500倍液、ベジキーパー水和剤1,000倍液、バイオ

キーパー水和剤1,000倍液を、出蕾始めから３回散布し

て、収穫期の発病度を調査した。 

② バイオキーパー水和剤1,000倍液が防除価82.4と最

も効果が高く、次いでＺボルドー500倍液が防除価49.0

と、やや低いが効果が認められた。その他の資材は反復

間のばらつきが大きく、防除価は低かった。 

③ 以上の結果、高温期に収穫する作型で発生する花蕾

腐敗病では、バイオキーパー水和剤の1,000倍液散布が

有効と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）ブロッコリー根こぶ病耐病性品種の初夏どりにお

ける特性検討 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー根こぶ病耐病性品種である‘SK6-401’（サ

カタのタネ）について、初夏どり栽培における耐病性お

よび品種特性について検討する。  

① 萎凋株の発生は、対照品種の‘ピクセル’で68.9％

であり、‘SK6-401’でもわずかに認められた。 

② 地下部の根こぶ発病程度を調査したところ、‘ピク

セル’で発病株率100％、発病度70.8と甚発生であった

のに対して、‘SK6-401’では発病株率 10.0％、発病度

2.5で、小さな根こぶがわずかに着生したのみであった。 

③ 両品種とも高温期の収穫となったため、花蕾の形状

が乱れたが、‘SK6-401’は‘ピクセル’と比較して扁平

な花蕾となり、花蕾重も小さかった。また‘SK6-401’は

‘ピクセル’と比べて早い時期から花蕾腐敗病の発生が

見られ、腐敗指数も大きくなった。 

④ 以上の結果より、‘SK6-401’は、初夏どり作型にお

いても根こぶ病の発病がほとんどみられず、強い根こぶ

病耐病性を示した。一方、花蕾品質は、花蕾重や腐敗な

どで対照品種の‘ピクセル’よりも劣り、高温期に収穫

する作型には適さないと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（６）ブロッコリー根こぶ病耐病性品種の秋冬どりにお

ける特性検討 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー根こぶ病耐病性品種である‘SK6-401’（サ

カタのタネ）について、秋冬どり栽培における耐病性お

よび品種特性について検討する。 

① ‘SK6-401’と‘ピクセル’について、根こぶ病防除

薬剤処理区および無処理区を設定して試験を行った。 

② ‘SK6-401’は、無処理区において発病度が53.8と、

前年秋冬どり及び本年初夏どりにおける試験と比較して

大幅に根こぶ病の発病が多くなった。しかし、健全な根

も多く、達観において生育への影響は小さいと考えられ
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た。 

③ 花蕾品質では‘ピクセル’と比較して‘SK6-401’の

花蕾重が重く、形状も優れた。また‘SK6-401’では、薬

剤処理の有無による花蕾品質の差は認められなかった。 

④ 以上の結果より、‘SK6-401’は、根こぶ病多発条件

においては発病が多くなる場合があるが、発病株におい

ても生育への影響は少なく花蕾品質は良好で、有望と考

えられた。      

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（７）抵抗性誘導作用を有する資材のブロッコリー黒腐

病に対する発病抑制効果 

担当者：稲本勝太・安田文俊・田中篤 

協力分担：鳥取大学 

近年、早生の秋冬作において、ブロッコリー黒腐病の

発生が増加しており、防除対策の確立が求められている。

そこで、抵抗性誘導作用を有する資材のブロッコリー黒

腐病に対する発病抑制効果について検討する。 

① ハタケシメジ廃菌床の育苗土混和処理およびオリゼ

メート粒剤の定植前育苗箱処理の発病抑制効果につい

て、慣行のオリゼメート粒剤土壌混和処理と比較した。 

② ハタケシメジ廃菌床と市販育苗培土を１:２に混和

した培土で約30日間育苗したところ、初期生育に若干遅

れが認められた。しかし、定植後の生育は順調であり、

生育差はほとんどなくなった。 

③ 黒腐病の発病推移を調査したところ、オリゼメート

粒剤育苗箱処理区が発病株率、発病度ともに最も低く、

慣行のオリゼメート粒剤土壌混和区よりも優れる効果で

あった。廃菌床混和区は、オリゼメート粒剤土壌混和区

とほぼ同等の発病抑制効果であった。 

④ 以上の結果より、試験を行った処理は、いずれも定

植１か月後程度までは発病抑制効果を示し、中でも、オ

リゼメート粒剤育苗箱処理の効果が高かった。また、ハ

タケシメジ廃菌床の育苗土混和処理については、実用可

能な処理方法であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（８）イチゴ栽培における天敵を利用したハダニ類防除

（現地試験） 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：倉吉普及所・八頭普及所 

イチゴ栽培において、天敵を用いてハダニ類の防除を

行い、その効果について検討する。 

① 天敵の放飼は(独)中央農業総合研究センター編集

「施設栽培イチゴにおけるカブリダニを利用したハダニ

類のIPMマニュアル」に準じて行った。放飼スケジュー

ルは、平成21年11月18～27日スパイカル（300ml/10a）、

平成22年１月22～29日スパイデックス（300ml/10a）、

１月29日～２月10日スパイデックス（300ml/10a）の計

３回放飼とした。 

② 船岡ほ場は、ミヤコカブリダニ放飼前からほ場内で

ナミハダニが局地的に発生しており、平成22年１月20

日にダニサラバフロアブル1,000倍を散布した。その後

ナミハダニは低密度に抑制され、３月12日以降は発生を

認めなかった。 

③ 倉吉市三江ほ場は、２月16日に局地的にナミハダニ

の発生を認めたが、同所にミヤコカブリダニ及びチリカ

ブリダニも認められた。３月12日以降ナミハダニは認め

られなかった。 

④ 倉吉市穴沢ほ場は１月 29 日以降ナミハダニの発生

がみられた。２月19日以降カブリダニ類も認められたが

ナミハダニの密度抑制がみられなかったので、３月 19

日に粘着くん100倍スポット散布、４月１日にダニサラ

バフロアブル1,000倍液を散布した。三江と穴沢のハウ

ス内温度を比較すると、夜温は穴沢ほ場のほうが低かっ

たことから、夜温の低下が天敵の活動に影響したと考え

られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（９）ブロッコリー害虫における農薬の削減 

ア BT剤及び気門封鎖剤による主要害虫の防除効果 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー害虫防除において、土着天敵、生物農薬

等を利用し、化学殺虫剤を使用しない防除体系を検討す

る。ここでは、有機栽培で使用可能な気門封鎖剤及びBT

剤の防除効果を確認し、今後の有機（減農薬）栽培防除

体系を構築するための基礎資料とする。 

① 気門封鎖剤のサンクリスタル乳剤を５月 10 日に１

回散布した区と、５月10日と17日の２回散布した区を

設け、アブラムシ類の成幼虫数を調査した。 

② サンクリスタル乳剤を２回散布した区は１回目散布

14日後まで防除効果が高かった。一方１回散布のみでは

７日後以降の密度低下はみられなかった。 

③ BT剤はゼンターリ顆粒水和剤（1,000倍）及びサブ

リナフロアブル（1,000倍）を用いた。４月13日より７

日おきに散布する区、14日おきに散布する区を設け、チ

ョウ目害虫の発生数を化学農薬による慣行防除区と比較

した。 

④ 各BT剤の７日おき散布は、慣行防除区と同等の防除

効果を示した。一方14日おき散布では、一時的にヨトウ

ムシの幼虫数が増加することがあった。これは卵塊が孵

化したためであった。 
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⑤ 以上の結果より、有機栽培に使用できる農薬は、無

処理と比較して防除効果が認められた。しかし残効が短

いため、散布間隔や他の防除法との併用などを考慮する

必要があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 不織布を利用した物理的防除法の検討 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

初夏穫り栽培において不織布等を利用した物理的防除

の検討を行う。 

① ４月６日に‘ピクセル’を定植し、４月13日に土寄

せ後、不織布（パオパオ85）とスイカ用トンネル資材を

用いてトンネル被覆し、サイドは隙間ができないよう軽

く覆土した。不織布は収穫時まで除去せず栽培した。慣

行区は化学農薬による薬剤散布を行った。７日おきにチ

ョウ目害虫による葉の食害程度を調査した。 

② 不織布区では収穫時までチョウ目害虫の寄生及び葉

への被害は認められなかった。しかし、トンネル内にア

ブラムシ類（モモアカアブラムシ及びニセダイコンアブ

ラムシ）の局地的な寄生が見られ、一部は花蕾部にも寄

生していた。トンネルは外部からの侵入が無いようサイ

ドを覆土していたことから、定植から被覆までの期間に

寄生したアブラムシ類がトンネル内で増殖したと考えら

れた。 

③ 花蕾は、不織布区が慣行区より８日程度早く収穫可

能な大きさとなった。これは不織布で被覆することでト

ンネル内の温度が上昇したため生育が促進したと考えら

れたが、詳細は再検討を要する。一方花蕾品質は、不整

形花蕾が散見された。 

④ 以上の結果より、不織布を用いた被覆栽培は、チョ

ウ目害虫の物理的防除法として効果が認められるが、花

蕾品質に影響を及ぼすため、利用方法を検討する必要が

あると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 防虫ネットを利用した物理的防除法の検討 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

ブロッコリー害虫防除において、土着天敵、生物農薬

等を利用し、化学殺虫剤を使用しない防除体系を検討す

る。ここでは、秋冬穫り栽培において防虫ネットを利用

した物理的防除の検討を行う。 

① ９月10日に‘ピクセル’を定植後、９月13日にゼ

ンターリ顆粒水和剤1,000倍液を散布し、９月22日に土

寄せ後、防虫ネット（さんさんネット１mm目合）とスイ

カ用トンネル資材を用いてトンネル被覆し、サイドは隙

間ができないよう軽く覆土した。その後防虫ネットは収

穫時まで除去せず栽培した。薬剤散布区はゼンターリ顆

粒水和剤 1,000 倍液を９月13 日、10 月１日、10 月 15

日の計３回散布した。各区30株について、約10日おき

にチョウ目害虫による葉の食害程度を調査した。 

② 定植直後からハイマダラノメイガによる被害が散見

されたため、防虫ネット区にも９月13日にゼンターリ顆

粒水和剤1,000倍液を散布した。10月以降、無処理区に

おいてもチョウ目害虫数は減少傾向であり、11月２日以

降は確認できなかった。防虫ネット区では収穫時までチ

ョウ目害虫の寄生及び葉への被害は認められなかった。 

③ 防虫ネット区の花蕾の収穫期は薬剤散布区と同時期

であり、収穫期の早期化はみられなかった。一方、花蕾

重及び花径は薬剤散布区と比べやや大きい傾向であっ

た。また不整形花蕾はみられなかった。 

④ 以上の結果より、防虫ネットを用いた被覆栽培は、

チョウ目害虫の物理的防除法として効果が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 緑色 LED を利用したアブラナ科野菜の害虫防除

（予備試験） 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：ざっくうらく株式会社 

近年、黄色防蛾灯と同等の忌避効果があり、植物に対

して影響を及ぼさない波長を持つ緑色LEDの防除効果に

ついて、数種類のアブラナ科野菜を用いて検討した。 

① 緑色LED区は区画全体がLED光内に入るように設置

し、日没から日の出までの間点灯した。それぞれのアブ

ラナ科野菜を播種（９月６日）、あるいは定植（９月10

日）し、緑色LED区は無防除で栽培し、発生する害虫種

を調査した。 

② ダイコン、ハクサイでは、緑色LED区においてハス

モンヨトウ及びヨトウガの発生はみられず、ハイマダラ

ノメイガは９月17日に確認されたのみであった。一方、

ダイコンハムシの甚発生による葉の食害が著しく、10月

15日以降の調査はできなかった。 

③ キャベツ、ブロッコリーでは、緑色LED区において

ハスモンヨトウ及びヨトウガの発生はみられなかった。

しかしアオムシの発生が散見され、食害も確認されたが、

その程度は低かった。 

④ 緑色LED区において、フェロモントラップでのハス

モンヨトウ成虫の誘殺は認められなかった。 

⑤ 以上の結果より、緑色LEDの利用は、キャベツ及び

ブロッコリーで有望であると考えられた。一方ダイコン

及びハクサイでは夜蛾類以外の害虫による被害が甚大で

あったため、緑色LEDのみでの防除は難しいと考えられ
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た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（10）ホウレンソウの難防除害虫対策 

 ア 魚粕施用によるホウレンソウケナガコナダニの

被害抑制の検討 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

最近コナダニの発生を助長しない有機質肥料として魚

粕が注目されている。そこで、魚粕施用によるコナダニ

の増殖程度と、ホウレンソウへの品質への影響を調査す

る。 

① 基肥のうち窒素成分換算量1.6kg/10a相当を各有機

質肥料で置き換え、土壌中に鋤き込んだ後ホウレンソウ

を播種した。供試した有機質肥料は、魚粕（中田商会

7.0-6.0-0）、菜種油かす（加藤製油(株)5.3-2.3-1.0）、

発酵鶏糞（西日本JA畜産3.9-4.3-2.3）を用いた。収穫

期における、コナダニによる被害程度を調査した。 

② 被害は、春期の１作目に多い傾向であった。１作目

における被害株率が最も低いのは魚粕施用区（35.0％）

であり、反対に最も高かったのは菜種油かす施用区

（95.0％）であった。 

③ ２作目は気温の上昇に伴い、コナダニの被害は低く

推移したが、被害の傾向は、１作目とほぼ同様であった。 

④ 土中のコナダニ密度について、魚粕施用区は慣行区

とほぼ同等の密度で推移したが、菜種油かす施用区はコ

ナダニ密度が高い傾向であった。 

⑤ 有機質肥料の連用により、菜種油かす施用区におい

て、地上部重が劣る傾向がみられた。 

⑥ 以上の結果より、魚粕の施用は、コナダニによる被

害を助長しないことが示唆された。一方、菜種油かすの

施用はコナダニによる被害を助長し、ホウレンソウの品

質にも影響すると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：6〉 

イ 太陽熱消毒によるホウレンソウケナガコナダニ

の防除 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

効果的な防除体系について検討する。ここでは、土壌

消毒によるコナダニの防除効果を評価し、防除体系を構

築する際の資料とする。 

① 太陽熱消毒区は７月 31 日午後５時より翌日午前９

時まで散水し、翌日（８月１日）から農ポリフィルムで

26日間被覆した。クロールピクリンは８月１日に、３ml/

穴（30ℓ/10a 相当）をかん注後、農ポリフィルムで同日

間被覆した。８月 27 日に両区の被覆を除去して耕耘し

た。施肥後ホウレンソウを慣行栽培基準に従って栽培し、

収穫時に被害程度を調査した。 

② 平成21年処理（平成21年７月31日）後２作目まで

はコナダニによる被害はみられなかったが、３作目では

被害が確認された。 

③ 太陽熱消毒及びクロールピクリン処理区は、処理後

の作付けにおいてコナダニの被害は確認できなかった。 

④ 以上の結果より、太陽熱消毒は秋期の作付けにおけ

るコナダニの被害抑制に有効であるが、春期までの効果

は期待できないと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：6〉 

（11）スイートコーン栽培における主要害虫防除 

 ア セルトレイ苗利用がネキリムシ類被害に及ぼす

影響 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担：なし 

スイートコーン栽培における主要害虫の防除について

検討する。ここでは近年産地に導入が検討されているセ

ルトレイ成形苗の、ネキリムシ類による被害の程度につ

いて検討する。 

① ４月28日（播種14日後）にセルトレイ成形苗を定

植し、その後のネキリムシ類に対する被害の有無につい

て調査した。 

② 栽培期間中におけるネキリムシ類の誘殺は、カブラ

ヤガが優占していた。カブラヤガは設置翌日から誘殺が

確認され、５月第２半旬に誘殺ピークとなった。 

③ 播種 16～34 日後におけるセルトレイ育苗区の欠株

率は 1.6％と低く推移し、直播でガードベイトＡを３

kg/10a株元散布した区とほぼ同等の欠株率であった。こ

れは、セルトレイ苗は直播区に比べて株が大きいことか

ら、ネキリムシ類による食害が回避されたと考えられた。 

④ 以上の結果より、セルトレイ苗を利用することによ

り、ネキリムシ類の被害を抑制できる可能性が示唆され

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（12）黄色LED利用によるミニトマトのチョウ目害虫の

防除 

担当者：田中篤・竹内亮一 

協力分担：トータルテクノ(株)、(財)鳥取県産業振興

機構 

有機・特別栽培に利用可能な化学農薬に替わる防除方法

について実用性を検討する。ここでは、ミニトマトのチョ

ウ目害虫に対して、黄色LED表示器を利用した防除方法の

可能性について検討する。 

① ハウス栽培のミニトマトにおいて、４畦の内の１畦
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を処理区とし、南北の妻面内側の通路に、処理区の畦を

挟むようにしてLED表示器を７月18日、高さ60㎝に４

基設置し、他の畦を対照区として比較した。 

② 照度調査ではチョウ目害虫の防除に有効とされる平

均照度１lux以上が処理区はほぼ確保できていた。 

③ 発生した主なチョウ目害虫はオオタバコガとハスモ

ンヨトウであり、幼虫発生量は処理区が対照に比べ少な

い傾向であった。 

④ チョウ目害虫による被害葉率、被害果率、オオタバ

コガによる被害茎の発生状況は処理区が対照に比べ少な

かったが、被害葉率が最大9.5％、被害茎率が33.3％み

られたことから効果は不十分であった。 

⑤ 以上の結果から、黄色 LED 表示器は平均照度１lux

以上に保った場合もオオタバコガ、ハスモンヨトウに対

する密度抑制効果、被害抑制効果は不十分であったこと

から、設置方法の改善や他の防除方法との併用を検討す

る必要があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉  

（13）青色LEDのカンザワハダニに対する効果 

担当者：田中篤・竹内亮一 

協力分担：なし 

イチゴのハダニ類、うどんこ病等の防除を目的として、

県内でも一部で青色LEDが利用されている。しかし、これ

らの病害虫に対する試験事例がほとんど無いため、青色

LEDのカンザワハダニに対する効果について検討する。 

① ガラス室内に試験区、対照区共に、インゲンマメを

は種したポットを３列×29列並べ、中央の３株にカンザ

ワハダニを株当たり10頭放飼して、増殖状況と分散状況

を調査した。青色LEDは昼夜連続点灯を行い、試験は時

期を変えて2回行った。 

② 試験期間中の気温は、カンザワハダニの増殖に概ね

好適な条件であった。 

③ 照度調査では、極端に照度の低い地点は無かった。 

④ 試験1においてカンザワハダニの個体数は処理区が

対照区に比べ多く、分布状況でも処理区において抑制的

な傾向は認められなかった。 

⑤ 試験２においてカンザワハダニの個体数は処理区が

対照区に比べ多く、分布状況でも処理区において抑制的

な傾向は認められなかった。 

⑥ 以上の結果から、本試験で用いた青色LEDは、カン

ザワハダニに対する抑制効果は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉  

（14）青色LEDのうどんこ病に対する効果 

担当者：田中篤・竹内亮一 

協力分担：なし 

イチゴのハダニ類、うどんこ病等の防除を目的として、

県内でも一部で青色LEDが利用されている。しかし、これ

らの病害虫に対する試験事例がほとんど無いため、青色

LED のうどんこ病に対する効果についてカボチャを用い

て検討する。 

① ガラス室内に試験区、対照区共に、カボチャをは種

したポットを３列×29列並べ、中央の２株にうどんこ病

の発病株を設置して感染の拡大状況を調査した。青色

LEDは昼夜連続点灯を行なった。 

② 試験期間中の気温は、うどんこ病の発病適温に比べ

やや低温傾向であった。 

③ うどんこ病の発病度は処理区が対照区に比べ多く、

感染の拡大状況でも処理区において抑制的な傾向は認め

られなかった。 

④ 以上の結果から、本試験で用いた青色LEDは、カボ

チャうどんこ病に対する抑制効果は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

18．市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸品種の育成 

（１）スイカ新品種の育成と実用化 

 ア 耐病性優良台木の育成と実用化 

 （ア）選抜系統の実用性検定 

  ａ 実用性検定 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 本県のスイカ栽培に適し、つる割病などの土壌病害や

急性萎凋症など生理障害に強く、収量・品質の優れる台

木品種を育成する。ここでは、ほ場抵抗性ならびに果実

品質について検討する。 

① 穂木は‘筑波の香’、対照台木にユウガオ台１品種と

共台２品種を用い、共台の試験系統として園芸試験場育

成Ｆ1７系統を供試した。園芸試験場内急性萎凋症常発ほ

場の前進中型トンネルに４月２日定植し、４本整枝２果

穫りとした。 

② 苗生育は、‘F1（101212×101097）’が最も良く、草

丈、葉が大きかった。その他の育成系統も対照品種と同

等かそれ以上の生育であった。 

③ 萎凋の発生は、ユウガオ台の‘かちどき２号’が萎

凋指数10.0と最も少なかった。共台の中では‘F1（101212

×101042）’が萎凋指数25.0と最も少なく、ついで‘F1
（101212×101192）’、‘F1（101212×200080）’が少なか

った。 

④ 果実の大きさは、‘かちどき２号’が8.6㎏で最も大

きかったが、共台の中では‘F1（101212×101192）’と‘F1
（101212×101042）’が8.0㎏で大きかった。糖度は、‘F1
（101212×101192）’と‘F1（101042×101212）’が中心
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部12.0％で最も高かった。 

⑤ 以上の結果、‘F1（101212×101192）’は萎凋の発生

が少なく、果実品質も良く有望であった。また、‘F1
（101212×101042）’は糖度が低く、‘F1（101212×

200080）’は果実がやや小さかったが萎凋が少なく有望で

あった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｂ どんなもん台の作型適応性検定試験 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 園芸試験場で育成したスイカ台木‘どんなもん台’の

低温期適応性について検討する。 

① 穂木に‘祭ばやし777’、台木に‘かちどき２号’と

‘どんなもん台’を供試し、２月25日、３月４、11日

の３回に分けて定植した。株間50㎝、３本整枝の１果穫

りとした。 

② 苗生育は、２月25日定植で両品種が同程度の生育で

あり、３月４日、３月11日定植で‘どんなもん台’の生

育が良かった。 

③ 親づる、子づるの生育は、２月25日、３月11日定

植で両品種が同程度の生育であったが、３月４日定植で

‘どんなもん台’の生育が劣った。 

④ 果実の大きさは、３月４日定植で両品種が同程度で

あり、２月25日、３月11日定植で‘どんなもん台’が

やや劣ったが、いずれも１果重平均８㎏以上あり、十分

な大きさであった。糖度は、いずれの定植日においても

‘どんなもん台’がやや高かった。空洞は、３月４日定

植で‘どんなもん台’が多かった。 

⑤ 以上の結果、‘どんなもん台’は整枝を３本整枝１果

穫りで生育の差が小さく、果実も十分な大きさとなり、

低温期の作型にも対応できると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）選抜系統の再選抜による耐病性形質の固定 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 世界スイカ遺伝資源銀行に保管されているスイカ遺伝

資源を活用して、優良なスイカ用接ぎ木台木を育成する

ため、スイカつる割病耐病性の選抜と固定を図る。 

① 昨年までに選抜、自殖を繰り返した系統19系統およ

び交雑によるF1系統に対し、スイカつる割病菌を接種し

て幼苗検定を行った。 

② ‘どんなもん台’よりも発病度が低い系統が17系統

あった。 

③ 選抜した系統を栽培して自家交配し、自殖種子を得

た。 

④ 以上の結果、スイカつる割病に耐病性の高い系統17

系統の自殖種子を得た。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

 （ウ）選抜系統の黒点根腐病耐性検定 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 世界スイカ遺伝資源銀行に保管されているスイカ遺伝

資源を活用して、優良なスイカ用接ぎ木台木を育成する

ため、これまでに選抜されたスイカつる割病耐病性を有

する系統について黒点根腐病耐病性を検定する。 

① 場内の黒点根腐病常発ほ場に台木として接ぎ木した

選抜系統を定植し、収穫前の地上部萎凋状況および根部

褐変状況を調査した。また、交雑育種による黒点根腐病

耐病性形質の変化を検討した。 

② 選抜系統‘２０００８０’は‘どんなもん台’より

も黒点根腐病に罹病しやすくかった。最も耐病性が高か

ったのは‘１０１２１２’で次いで‘１０１０５７’で

あった。 

③ 黒点根腐病耐病性の低い‘どんなもん台’と耐病性

の高い‘１０１０５７’の交雑によるF1および耐病性の

高い ‘１０１０５７’と耐病性の低い‘２０００８０’

の交雑によるF1はそれぞれの中間的な耐病性となった。 

④ 以上の結果、選抜系統‘１０１２１２’はスイカつ

る割病と黒点根腐病に対し高い耐病性を有し有望であっ

た。また、‘２０００８０’はスイカつる割病耐病性は高

いが黒点根腐病耐病性が低く、交雑すると両方の形質が

遺伝するとみられた。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

（２）イチゴ新品種の育成と実用化 

ア 人工交配による交雑実生の育成 

担当者：小西実 

協力分担：なし  

 本県の気象条件に適した早期多収で食味が良好なイチ

ゴ品種を育成するため、主要品種や選抜系統を交配母本

に人工交配を行い、交雑実生を育成する。 

① 多収、早生、食味が良いなど特徴のある品種や系統

を母本とし６組み合わせの交配を行い、各51～249個、

合計806個の果実を収穫した。 

② 収穫した果実から採種しは種した。発芽後随時鉢上

げして６組み合わせ11,594個体を得た。うち97個体は

育成中に枯死した。 

③ 以上の結果、最終的に６組み合わせで各組合わせ

380～3,267個体、合計11,497個体を育成した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 出蕾期による交雑実生の１次選抜 
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 担当者：小西実・伊垢離孝明 

 協力分担：なし 

 本県の気象条件に適した早期多収で食味が良いイチゴ

品種を育成するために、人工交配によって得られた交雑

実生から出蕾の早い個体を選抜する。 

① 人工交配により育成した 11,497 個体の交雑実生の

うち4,400個体は葉枚数７～８枚程度の大きさで15℃３

週間、日長８時間の花芽分化促進処理を行った。処理期

間以外、及び処理を行わない残り7,097個体はハウス内

で管理した。 

② 花芽分化促進処理を行った実生は処理終了後 50 日

経過した時点で出蕾を確認し、出蕾していた個体を選抜

した。処理を行わなかった実生のうち４月までに鉢上げ

を完了した実生は９月15日、５月以降に鉢上げを完了し

た実生は10月15日時点で出蕾していた個体を選抜した。 

③ 以上の結果、11,497個体の交雑実生のうち比較的早

期に出蕾が確認できた660個体を早生である可能性が高

い個体として選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 特性検定による交雑実生の２次選抜 

担当者：小西実 

協力分担：なし  

 本県の気象条件に適した早期多収で食味が良好なイチ

ゴ品種を育成するため、早生性を指標に１次選抜した系

統から食味、果実形質等が優れたものを２次選抜する。 

① 前年度１次選抜したイチゴ実生 562 個体を平成 21

年12月21日、平成22年１月７日に定植した。 

② 食味を果実ごとに調査し、良食味な株を選抜した。 

③ 以上の結果、食味が優れる34個体を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 特性検定による交雑実生の３次選抜 

担当者：小西実・森田香利 

協力分担：なし 

本県の気象条件に適した早期多収で食味が良好なイチ

ゴ品種を育成するため、２次選抜した系統から収量、果

実品質等が優れたものを３次選抜する。 

① 供試系統は39系統で平成21年９月17日に定植した。 

② 収穫開始は‘章姫’が平成21年12月２日であった。

選抜系統では‘L7985-3’が平成21年11月６日で最も早

かった他、計24系統が‘章姫’と比較して収穫開始が同

程度または早かった。 

③ 年内収量は‘L4579-10’が186ｇ/株で最も多かった。

選抜系統では20系統が‘章姫’と同程度以上であった。 

④ 平成 22 年３月末までの早期収量は‘L4579-10’が

620ｇ/株で最も多く、次いで‘L7985-3’、‘L4579-12’、

‘L8579-5’が多収であった。 

⑤ 平成22年５月末までの全期収量では‘L8179-2’が

982ｇ/株で最も多く、次いで‘L8579-5’、‘L4579-10’が

多収であった。 

⑥ 収量の規格別割合では、‘L4579-10’、‘L4579-11’、

‘L7908-1’、‘L7985-9’、‘L8179-1’が 40％以上の２L

比率で比較的大果傾向であった。 

⑦ 糖度は‘L7908-1’、‘L7985-8’、‘L8579-1’、‘L8579-3’、

‘L8579-4’が春季の糖度低下が少なく比較的優れていた。 

⑧ 果実硬度はいずれの系統も‘章姫’より硬かった。 

⑨ 以上の結果、供試した39系統中、早期多収で果実品

質が良好、大果で全期収量が多い等優れた特徴を持つ９

系統を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 特性検定による交雑実生の４次選抜 

担当者：小西実・森田香利 

協力分担：なし 

本県の気象条件に適した早期多収で食味が良好なイチ

ゴ品種を育成するため、これまで３次選抜した系統から

収量、果実品質、生育等が優れたものを４次選抜する。 

① 供試系統は12系統で、平成21年９月17日に定植し

た。 

② 収穫開始は‘K8979-23’が最も早く平成21年11月

12日であった。‘章姫’の収穫開始は平成21年12月２

日で、供試した12系統中６系統は‘章姫’より収穫開始

が早かった。 

③ 年内収量は‘K8179-19’が128ｇ/株で最も多かった。

次いで‘K8179-23’‘K7985-11’が多かった。 

④ 平成22年３月末までの早期収量は、‘K7985-11’が

481ｇ/株で‘章姫’の458ｇ/株より多く優れた。 

⑤ 平成22年５月末までの全期収量は、‘K8179-19’が

764ｇ/株で最も多く、‘章姫’の 632ｇ/株より多収であ

った。 

⑥ 規格別の収量割合では‘K7279-4’、‘K7985-11’が３

L～２L割合が高く大果傾向であった。 

⑦ 糖度は‘K8979-21’、‘K8979-30’、‘K8979-70’が栽

培期間を通じて高く推移した。 

⑧ 果実硬度はいずれの系統も‘章姫’より硬かった。 

⑨ 以上の結果、供試した12系統中多収、大果、高糖度

など優れた特徴をもつ５系統を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ 特性検定による交雑実生の高次選抜 

担当者：小西実・森田香利 

協力分担：なし 

本県の気象条件に適した早期多収で食味が良好なイチ
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ゴ品種を育成するため、これまでに４～５次選抜した系

統から収量、果実品質等に優れ新品種候補となる系統を

選抜する。 

① 供試系統は前年度４～５次選抜した４系統で、平成

21年９月17日に定植した。 

② 収穫開始は‘J7981-6’が平成21年11月13日で最

も早く、次いで‘J5481-71’が平成21年11月27日で‘章

姫’の平成21年11月30日より早かった。 

③ 年内収量は‘J7981-6’が143ｇ/株、‘J5481-71’が

124ｇ/株で‘章姫’の108ｇ/株より多収であった。 

④ 平成 22 年３月末までの早期収量は‘J7981-6’、

‘J5481-71’が約 400ｇ/株で多かったが、‘章姫’より

やや劣った。 

⑤ 平成 22 年５月末までの全期収量は供試系統中では

‘J7981-6’が653ｇ/株で最も多く、次いで‘J5481-71’

が多かったが‘章姫’よりはやや少なかった。 

⑥ 果実硬度は供試系統全てで‘章姫’より硬かった。 

⑦ 食味は‘章姫’と比較したパネルテストでは判然と

しなかったが、‘J5481-25’、‘I8179-19’は‘章姫’より

やや酸味が強く、‘J7981-6’、‘J5481-71’は‘章姫’よ

り香りが強いとの評価が多かった。 

⑧ 以上の結果、供試した４系統中収量、品質が良好な

‘J5481-71’を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

19．気温上昇対策と施肥削減による黒ボク畑特産野菜の

生産安定技術の確立 

（１）気温上昇に対応した野菜生産技術の確立 

 ア 施設野菜の高温期安定生産技術の確立 

 （ア）ハウス被覆の散水処理による夏期昇温抑制 

  ａ 散水時間の検討 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 ハウス屋根被覆に散水することによりハウス内の温度

抑制が可能かどうか検討する。ここでは、最適な散水時

間を検討する。 

① 間口４ｍ、奥行き８ｍ、軒高2.7ｍのハウスを遮光

率40％の遮光ネットふあふあSLで被覆し、屋根被覆資

材上からかん水チューブで散水した。試験は、散水・休

止時間を散水15分休止45分、散水30分休止60分、散

水60分休止30分の３処理とし、それぞれ１日４回散水

した。また、それぞれの処理は異なる日に行い、無処理

区と比較とした。気温測定位置はハウス中央の高さ150

㎝とした。 

② 散水15分では、あまり気温低下効果が見られず、こ

れは散水量が少なく、十分に被覆資材が湿らなかったた

めと考えられた。 

③ 散水30分では、散水後から気温は低下し、概ね３～

４℃の気温低下効果があった。そして、散水休止後30

分程度で無処理区と気温が同じとなった。 

④ 散水60分では、散水中は５℃以上気温が下がり、休

止中も無処理区より２～３℃低かった。 

⑤ 以上の結果、屋根散水の気温低下効果が認められ、

屋根被覆が十分濡れた状態では、散水を休止後30分程度

は気温低下効果が継続した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｂ 被覆資材の検討 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 ハウス屋根被覆に散水することによりハウス内の温度

抑制が可能かどうか検討する。ここでは、被覆資材によ

る効果の違いを検討する。 

① 間口４ｍ、奥行き８ｍ、軒高2.7ｍのハウスで、被

覆資材をふあふあSL（遮光率40％）とクールホワイト（遮

光率40％）を供試した。そして、それぞれの被覆資材の

上からかん水チューブで散水し、散水時間は60分散水、

30分休止で１日４回散水した。気温測定位置はハウス中

央の高さ150㎝とした。 

② 屋根散水をしない場合は、ふあふあSLがクールホワ

イトより気温が平均、最高とも0.4℃低かった。 

③ ふあふあSLでは、屋根散水により平均で4.6℃、最

高で4.3℃低くなった。 

④ クールホワイトでは、屋根散水により平均で3.1℃、

最高で4.4℃低くなった。 

⑤ クールホワイトでは、屋根散水を長期間続けると藻

が発生したが、ふあふあSLでは見られなかった（達観）。 

⑥ 以上の結果、ふあふあSL、クールホワイトとも屋根

散水により気温低下効果が認められた。しかし、クール

ホワイトは、ふあふあSLに比べ気温低下効果が劣ってお

り、クールホワイトがふあふあSLに比べて水もちが悪い

ことが要因と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｃ ミニトマト栽培への影響 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 ハウス屋根被覆に散水することによりハウス内の温度

抑制が可能かどうか検討する。ここでは、ミニトマトの

収量への影響を検討する。 

① 間口４ｍ、奥行き８ｍ、軒高2.7ｍのハウスを遮光

率40％の遮光ネットふあふあSLならびにクールホワイ

トで被覆し、屋根被覆資材上からかん水チューブで散水
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した。７月13～28日は散水15分休止45分、８月17～

19日は散水30分休止60分、７月29日～８月16日、８

月20日～９月14日は散水60分休止30分とし、それぞ

れ１日４回散水した。品種はサンチェリー250を供試し、

キャディ１号に接木し、７月９日に定植した。収穫は、

８月16日～11月22日に行った。 

② 総収量は、ふあふあSLで屋根散水をした方が少なく、

クールホワイトで屋根散水による差はほぼなかった。秀

品収量は、いずれの被覆資材でも屋根散水をした方が少

なかった。資材では、クールホワイトがふあふあSLより

総収量、秀品収量とも多かった。 

③ 開花、着果数は、ふあふあSLで屋根散水をした方が

少なく、クールホワイトで屋根散水をした方が多かった。

着果率は、いずれの資材においても屋根散水をした方が

低く、資材では、クールホワイトがふあふあSLよるやや

高かった。 

④ 以上の結果、屋根散水による着果率ならびに収量の

向上は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉  

ｄ 効果的な昇温抑制資材の検討 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：高砂工業株式会社 

夏期の異常高温に対応するため施設の屋根散水による

施設内の昇温抑制を検討する。ここでは遮光ネットの違

いが散水処理による昇温抑制に及ぼす影響を調査する。 

① ダイオネット SG610（遮光率 40～45％）、かるがる

SV-45（遮光率 45％）、サンサンコート SSC436（遮光率

10％）を傾斜20度に設定したＰＯフィルムに張り、散水

後の各資材の保水量を比較した。また、コンテナで模擬

ハウスを作成し、散水による昇温抑制効果を比較した。 

② 全面に散水した場合はダイオネットが最も保水量が

多く、かるがる、サンサンコートは差がなかった。しか

し、端から掛け流した場合はサンサンコートが最も保水

量が多く、ダイオネットは最も少なくなった。 

③ 模擬ハウスの全面散水処理による昇温抑制効果はダ

イオネット、かるがるが散水前よりも２℃低下した。サ

ンサンコートは１℃程度の低下であった。 

④ 昇温抑制の持続時間はダイオネット、サンサンコー

トは30分程度であったが、かるがるは20分程度で短か

った。 

⑤ 以上の結果、ダイオネット、かるがるは散水処理に

より２℃の温度低下が認められたが、遮光率の低いサン

サンネットは散水による温度低下が少なかった。また、

散水方法により資材の保水量が異なった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

  ｅ 散水チューブ付き遮光ネットの実用性検討 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：高砂工業株式会社 

夏期の異常高温に対応するため施設の屋根散水による

施設内の昇温抑制を検討する。ここでは散水チューブを

取り付けた遮光ネットの散水処理による昇温抑制効果を

検討する。 

① 散水チューブ（スミサンスイＭ）をハウス中央部分

に沿うように取り付けたダイオネットSC610 を間口7.2

ｍ、長さ26ｍのビニールハウスに設置し、散水処理によ

るハウス内の温度変化を調査した。 

② 散水開始後、約10分でハウス内気温が低下し始め、

散水前よりも２℃低くなった。20分以降は温度の低下は

見られなかった。 

③ 散水終了後、約20分で対照区と同等の温度に上昇し、

昇温抑制効果がなくなった。 

④ 以上の結果、散水チューブ付き遮光ネットによる散

水処理によりハウス内気温が約２℃低下し、散水終了後

も20分程度効果が持続した。 

〈本試験登載印刷物：〉 

 （イ）高温期のホウレンソウかん水基準の検討 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 夏期高温時でも安定した収量のとれるかん水方法につ

いて検討する。 

① 品種は‘ミラージュ’を供試し、７月２日には種し、

８月６日に収穫した。かん水時刻を午前８時頃から開始

する朝方区と午後３時半頃からかん水する夕方区を設け

た。また、１回当たりのかん水量５㎜を少量区、10㎜を

多量区とし、さらに５～７日おきにかん水する少回数区、

２～４日おきにかん水する多回数区を設けた。 

③ 総かん水回数ならびに量は、少量少回数区が６回、

50.8㎜、少量多回数区が９回、70.8㎜、多量少回数区が

６回、70.8㎜、多量少回数区が９回、110.8㎜であった。 

④ 土壌水分は、多回数区でほぼ全期間pF1.3～1.6と湿

潤状態であり、少回数区で栽培後半のかん水前にpF２～

2.2に上昇するときがあったが、乾燥状態とはならなか

った。夕方区は、朝方区より湿潤状態であり、かん水量

による差が小さかった。 

⑤ 地温は、多量多回数区が少量少回数区に比べ地下10

㎝最高地温で約１℃低かった。 

⑥ 生育、収量は、朝方区では１回当たりのかん水量が

多く、かん水回数が多いほど良かった。夕方区では多量

少回数が最も良かった。朝方区と夕方区の差は判然とし

なかった。 
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⑦ 以上の結果、朝方区ではかん水を十分にやった方が

生育も良く、収量も多かったが、夕方区では多量多回数

区でかん水むらがあり、かん水量の差による生育への影

響が判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （ウ）耐暑性品種の検索 

  ａ ホウレンソウ（６月は種） 

担当者：小西実・森田香利 

協力分担：なし 

夏期のハウスでのホウレンソウ栽培では高温等による

収量減が問題となっているため、高温期の栽培に適した

品種の検索を行う。ここでは、６月は種について検討す

る。 

① 品種は‘マジェスタ’、‘ミラージュ’を対照として

他試験品種を12品種供試した。６月25日には種し、肥

料は前作スイカの残肥のみとした。 

② 栽培中の気温は、は種後３週間は日中約25℃～35℃

で、その後は毎日35℃以上となり非常に高く推移した。 

③ 発芽率は、供試した14品種中10品種で80％以上と

高かった。 

④ 収穫までに要した日数は‘マジェスタ’がは種後33

日で最も短かった。次いで‘ミラージュ’、‘サマーズ’、

‘セビアン’、‘グラナダ９’は34～35日と短かった。 

⑤ 収穫率はいずれの品種も80％以上で高かった。 

⑥ 収量は‘スクープ’、‘イーハ７’、‘イフリート’が

１㎡当たり1,400ｇ以上となり最も多かった。次いで‘晩

抽サンホープ’、‘ハイドロセブン’、‘サマーズ’、‘サン

ホープセブン’、‘サマートップ’が１㎡当たり 1,300ｇ

前後で多かった。 

⑦ 草姿は‘サマーズ’、‘スクープ’が特に立性で調製

が容易であった。（達観） 

⑧ ‘スクープ’、‘イーハ７’、‘イフリート’はわき芽

の発生が多かった。 

⑨ 以上の結果、高温時の栽培で収穫までの日数が短く、

多収で調製がしやすい‘サマーズ’が試験品種中最も有

望と考えられた。次いで‘サンホープセブン’、‘晩抽サ

ンホープ’、‘サマートップ’、‘ハイドロセブン’が収穫

までの日数はやや長くなるものの、多収で有望と考えら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｂ ホウレンソウ（８月は種） 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 夏期のハウスでのホウレンソウ栽培では高温等による

収量減が問題となっているため、高温期の栽培に適した

品種の検索を行う。ここでは、８月は種について検討す

る。 

① 品種は‘マジェスタ’、‘ミラージュ’を対照として

他試験品種を12品種供試し、８月17日には種した。 

② 栽培中の気温は、は種後３週間は日中約35℃～40℃

で、その後も最高気温35℃前後の日が多く非常に高く推

移した。 

③ 発芽率は全体的に低かった中で、‘サマーズ’が

68.7％で最も高かった。次いで‘イーハ７’、‘晩抽サン

ホープ’、‘サマートップセブン’、‘サンホープセブン’

が60％以上で高かった。 

④ 収穫までに要した日数は、‘ミラージュ’、‘サマーズ’

が45～46日で最も短かった。 

⑤ 収穫率は‘マジェスタ’が84.0％と最も高く、次い

で‘晩抽サンホープ’、‘サマーズ’、‘イーハ７’が高か

った。 

⑥ 収量は欠株や生育のバラツキが多く判然としなかっ

たが、‘マジェスタ’が１㎡あたり1,071ｇで最も多かっ

た。 

⑦ 以上の結果、極端な高温条件下で生育が不良な中で

の試験となったが、供試品種中では‘サマーズ’、‘晩抽

サンホープ’、‘イーハ７’が比較的発芽率や収穫率が高

かったため、有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｃ ホウレンソウ（２作目における施肥の有無の影

響） 

担当者：小西実・澤口敬太 

協力分担：なし 

  夏期のハウスでのホウレンソウ栽培では高温等によ

る収量減が問題となっているため、高温期の栽培に適し

た品種の検索を行う。ここでは、ホウレンソウ２作目の

は種について、施肥の有無が生育に及ぼす影響について

検討する。 

① 品種は‘マジェスタ’、‘ミラージュ’を対照として

他試験品種を12品種を供試し、８月17日には種した。 

IBS１号（10-10-10）を10a当たり20kg施用した施肥区

と、無施肥区を設けた。使用したハウスは前々作のスイ

カ残肥でホウレンソウを１作栽培した。 

② 栽培中の気温は、は種後３週間は日中約35℃～40℃

で、その後も最高気温35℃前後の日が多く非常に高く推

移した。 

③ は種前の土壌中の無機態窒素量は無施肥区の方が施

肥区より多くなり、処理と傾向が異なった。 

④ 収量は‘晩抽サンホープ’、‘イーハ７’は無施肥区

の方が多かったが、その他の品種は無施肥区の方が少な
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かった。 

⑤ 以上の結果、栽培期間が極端な高温となり生育が不

良であったことに加え、土壌中の無機態窒素量の傾向が

処理と異なっていたため、施肥の有無が生育に及ぼす影

響については判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｄ ミニトマト 

 担当者：森田香利 

 協力分担：なし 

 抑制ミニトマト栽培で収量性があり、食味の良い品種

を検索する。 

① 対照品種‘サンチェリー250’、‘サンチェリーピュア’、

試験品種８品種を供試し、キャディ１号に接木した。７

月15日に定植し、２本整枝とし、８月26日～12月13

日に収穫した。 

② 収穫段数は、‘09N.3818’が16.3段と最も多く、つ

いで‘リトルジェムダブル’が14.3段であった。第８果

房までの主茎長は、‘09N.3818’が155.1㎝と最も低く、

ついで‘MTX-101’が159.1㎝、‘リトルジェムダブル’

が165.2㎝であった。 

③ 上物収量は、‘MTX-101’が3,751g/株で最も多かっ

た。裂果は、‘サンチェリー250’、‘TTM-042’、‘ピンキー’

以外の品種は、10果/株以下と少なかった。 

④ 糖度は、‘イエローミミ’が期間を通して８度以上と

高く、ついで‘ピンキー’、‘コロコロ’が高かった。 

⑤ 以上の結果、主茎長が短く、裂果が少なく、収量が

多かった‘MTX-101’が有望であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｅ 中玉トマト 

 担当者：森田香利 

 協力分担：なし 

 抑制中玉トマト栽培で収量性があり、食味の良い品種

を検索する。 

① 対照品種‘華小町’、試験品種５品種を供試し、‘が

んばる根トリパー’に接木した。７月９日に定植し、２

本整枝とし、８月20日～12月７日に収穫した。また、

１果房８果に摘果する区と摘果しない区を設けた。 

② 収穫段数は、概ねの品種が12段前後であり、摘果に

よる差はほぼなかった。第８果房までの主茎長は、

‘MK-T603’が最も短く約180㎝で、摘果によりいずれの

品種もやや短くなった。 

③ 総収量は、摘果無しの‘ラブリー40’が4,096g/株

と最も多かったが、Ａ品収量は、摘果無しの‘華小町’

が1,837g/株と最も多かった。Ａ品にならなかったもの

の多くが、くもり果ならびに小ひび果であった。摘果に

よりいずれの品種も総収量、Ａ品収量とも少なくなり、

Ａ品率、平均１果重とも増えなかった。 

④ 糖度は、‘レッドホープ’と‘MTX-304’がやや高か

ったが、‘華小町’と大差がなかった。 

⑤ 以上の結果、収量面で対照品種より優れる品種はな

かった。また、摘果による果実品質の改善効果は認めら

れなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ ブロッコリーの周年栽培体系の確立 

 （ア）作型別適品種の検討 

  ａ ８月穫り品種の検討 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 ８月収穫で耐暑性があり、良品生産できる品種を検索

する。 

① 対照品種に‘ピクセル’を供試し、試験品種７品種

と比較検討した。５月６、13、20、27日の４回に分けて

は種し、５月31日、６月７、14、21日に定植した。 

② ８月末までに収穫できた割合は、‘試交82号’が５

月５日、12日は種で９割、‘試交Na001’が５月５日は種

で８割であった。５月19日以降のは種では、いずれの品

種もほぼ収穫できなかった。収穫できなかった株は、出

蕾しなかった株、出蕾したがボトニングした株、また、

花蕾が不完全であった株であった。 

③ 収穫できた花蕾の品質は、いずれの品種も出荷でき

る品質ではなかった。 

④ 以上の結果、８月収穫できる品種はなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｂ 年内定植翌年４月穫り品種の検討 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 年内定植翌年４月穫り作型で、安定的に収穫でき、花

蕾品質の良い品種を検索する。 

① 対照品種‘グランドーム’、試験品種７品種を供試し

た。８月30日、９月６、13、20、27日には種し、９月

29日、10月６、13、20、27日に定植した。 

② 現在栽培中であり、次年度４月頃収穫調査予定。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 ｃ 秋冬穫り作型での花芽分化・発育調査 

  （ａ）時期別の花芽分化・発育調査 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 本県で主力となる秋冬穫り作型での花芽分化・発育調

査を行い、基礎資料とする。 

① ‘ピクセル’、‘SK3-084’、‘グランドーム’を供試し、
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７月14、21、28日、８月４日には種、８月９、16、23、

30日に定植した。３～４日おきに花芽調査を行い、花芽

発育程度を８段階で評価し、花芽分化日を花蕾形成前期

とした。 

② 花芽分化日は、‘ピクセル’では種後55～58日、

‘SK3-084’で58～62日、‘グランドーム’で72～79日

であり、‘ピクセル’と‘SK3-084’は、は種日と花芽分

化日に一定の傾向は見られなかったが、‘グランドーム’

は、は種日が遅くなるほど花芽分化日は早くなった。 

③ 花芽発育は、いずれの品種もは種日による差はほぼ

なかった。また、花芽発育程度とは種後日数の関係は高

い相関があり、日数が進むと花芽発育程度は大きくなっ

た。‘ピクセル’と‘SK3-084’は、ほぼ同程度の発育速

度であったが、‘グランドーム’はやや遅かった。 

④ 花芽分化前の最低気温と花芽分化日の関係では、‘ピ

クセル’と‘SK3-084’は、最低気温が25℃前後でも花

芽分化していたが、‘グランドーム’は、20℃以上では分

化していなかった。 

⑤ 以上の結果、‘ピクセル’と‘SK3-084’の花芽分化

は、最低気温が25℃でも分化しており、あまり低温と関

係なくある一定の大きさとなったときに分化していた。

‘グランドーム’は、花芽分化に20℃以下の低温が必要

であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  （ｂ）葉数と花芽分化 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 本県で主力となる秋冬穫り作型での花芽分化・発育調

査を行い、基礎資料とする。ここでは、花芽分化と葉数

の関係を調査する。 

① ‘ピクセル’、‘SK3-084’、‘グランドーム’を供試し、

７月14、21、28日、８月４日には種、８月９、16、23、

30日に定植した。３～４日おきに花芽調査を行い、花芽

分化日を花蕾形成前期とした。 

② 花芽分化時の展開葉数は、‘ピクセル’が11～13枚、

‘SK3-084’が13枚前後では種日による差は小さく、一

定の傾向が見られなかった。‘グランドーム’は、16～25

枚とは種日によって差が大きく、は種の遅い方が花芽分

化時の展開葉数は少ない傾向にあった。未展開葉数は、

いずれの品種もは種日が遅いほど多くなる傾向があった。

展開葉数と未展開葉数を合わせた葉数（以下、総分化葉

数）は、いずれの品種も一定の傾向は見られず、は種日

による差はほぼなかった。 

③ 葉の展開速度は、定植後積算平均気温と相関が高か

った。 

④ 葉の分化速度は、定植後積算平均気温よりも定植後

日数との相関が高かった。 

⑤ 以上の結果、展開葉数は、定植後積算平均気温と相

関が高かったが、総分化葉数は、生育日数との相関が高

かった。また、花芽分化は、展開葉数よりも総分化葉数

との関係が深く、一定の葉分化後に始まると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  （ｃ）花蕾発育調査 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 本県で主力となる秋冬穫り作型での花芽分化・発育調

査を行い、基礎資料とする。ここでは、花蕾発育の調査

を行う。 

① ‘ピクセル’、‘SK3-084’、‘グランドーム’を供試し、

７月14、21、28日には種、８月９、16、23日に定植し

た。３～４日おきに花芽調査を行い、花芽分化日を花蕾

形成前期とした。 

② は種後から出蕾までの日数は、‘ピクセル’では種日

による差がほぼなかった。‘SK3-084’で７月14日は種が

最も早く、‘グランドーム‘で７月21日は種が早かった。 

③ ‘ピクセル’、‘SK3-084’は、は種後75日前後で、 ‘グ

ランドーム’がは種後100日前後で出蕾し始め、収穫目

標の花蕾径12㎝には、‘ピクセル’、‘SK3-084’が出蕾か

ら20～30日かかり、‘グランドーム’が25～35日かかっ

た。 

④ 花芽分化後積算平均気温と花蕾径の関係は、積算平

均気温が高くなると花蕾径も大きくなったが、は種日に

よって肥大直線は異なり、７月28日は種で気温１℃当た

りの肥大がやや小さかった。 

⑤ 以上の結果、いずれの品種も出蕾は、は種後ある一

定の日数で行われ、その後積算平均気温が高くなるにつ

れて花蕾が大きくなったが、は種日によって気温と花蕾

肥大の回帰直線が異なっていた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  （ｄ）気温と収穫日との関係 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 過去の栽培データを元に気温と収穫到達日数との関係

を明らかにする。 

① 品種‘ピクセル’、‘SK3-081’、‘SK3-084’、‘グラン

ドーム’で、平成18～22年度に栽培したデータを元に収

穫到達日数（定植後から収穫までの日数）と定植後10

日毎の平均気温、平均最高気温、平均最低気温との相関

を調べた。 

② 収穫到達日数は、概ね定植初期に平均最低気温と負
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の相関が高く、生育後半に平均気温と平均最高気温との

負の相関が高くなった。‘ピクセル’は、気温との相関が

いずれの時期も低かった。 

③ 定植後30日までで収穫到達日数と相関が高い定植

後１～10日の平均最低気温、定植後11～20日の平均最

低気温、定植後21～30日の平均気温の３要因を説明変数

とした重回帰式では、‘SK3-084’は自由度調整決定係数

が0.934と高く、‘SK3-081’と‘グランドーム’が約0.5

と中程度で、‘ピクセル’が0.300と低かった。 

④ 以上の結果、収穫到達日数と気温との相関は一部認

められたが、品種により差があり、‘ピクセル’では相関

が低かった。また、定植初期では、平均最低気温が高い

ほど収穫到達日数が短くなり、生育後半に平均気温や平

均最高気温が高くなるほど収穫到達日数が短くなる傾向

があった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）土壌水分および過酸化カルシウム施用が小花黄化

発生に与える影響 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

10月収穫でしばしば発生する小花黄化は収穫前の高

夜温が主要因で降雨や排水不良で助長されると考えられ

ている。このため、土壌水分の違いによる発生状況と酸

素供給剤の利用による発生防止を検討する。 

① 過酸化Ca製剤（商品名：ネオカルオキソ）土壌混和

（60g/㎡）区、収穫前遮光区、収穫前夜間保温区、無処

理区を設け、これらに収穫前の畝間湛水の有無を組み合

わせて小花黄化の発生状況を比較した。 

② 湛水処理が無い場合の発生割合は夜間保温区が

75％で最も多く、遮光区67％、無処理区43％、過酸化

Ca区37％であった。 

③ 収穫前の湛水処理により無処理区、過酸化Ca区はそ

発生割合が10％程度増加したが、夜間保温区、遮光区は

湛水処理が無い場合と同程度の発生割合であった。 

④ 以上の結果、湛水処理により無処理区、過酸化Ca

区は小花黄化の発生割合が高まり、過剰な土壌水分が発

生を助長すると考えられたが、夜間保温区、遮光区は湛

水処理の有無にかかわらず高い発生割合となったことか

ら土壌水分よりも影響が大きいと考えられた。過酸化Ca

製剤の施用によりやや発生割合が低下したが効果は判然

としなかった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

（２）黒ボク畑特産野菜の施肥削減技術の確立 

ア 新しい施肥設計支援技術の確立 

（ア）可給態窒素を指標とした施肥指針の検討 

 ａ 現地ブロッコリー圃場の土壌養分実態調査  

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：大山普及所・東伯普及所 

圃場に応じた適正な施肥管理技術の確立のため、現地

圃場の土壌養分の実態調査と、その窒素供給能力がブロ

ッコリーの養分吸収および生育に及ぼす影響を明らかに

する。 

① 秋冬作で‘ピクセル’を農家慣行で栽培された、大

山町、琴浦町及び北栄町の10ほ場の調査を行った。 

② 無機態窒素と可給態窒素を合わせた供給窒素量は６

圃場で10mg/100g以上だった。その他の３圃場では７～

10mg/100g程度だったが、１圃場は約４mg/100gだった。

有効態リン酸は７圃場が20～82mg/100gだったが、２圃

場が100mg/100gを上回り、１圃場は３mg/100gであった。

交換性加里は３圃場で100mg/100gを上回った。塩基飽和

度は６圃場で60～90％程度だったが、３圃場でそれより

も低く、１圃場は98％と高かった。 

③ 大山町のほ場は、、北栄・琴浦町に比べて土壌中の

無機態窒素量がやや高めに推移した。定植６週間後には

いずれの圃場も５mg/100gを下回った。 

④ 定植時の窒素量は、３圃場で可給態窒素がマイナス

になった。収穫後は、供給窒素量がほとんどの圃場で施

肥前よりも低くなった。一方でリン酸は全圃場で施肥前

よりも高くなった。交換性加里は施肥前と同じか、やや

低くなった。 

⑤ 窒素吸収量は20～42kg/10a程度で、定植時の供給窒

素量と窒素吸収量の関係は判然としなかった。リン酸お

よび加里成分についても、定植時の土壌養分量と作物体

の養分吸収量の間に明確な相関は見られなかった。 

⑥ 以上の結果、10箇所の現地圃場において、土壌養分

とブロッコリーの養分吸収量についての実態が明らかに

なった。大山町は東伯・北栄町に比べ窒素施用量が多い

が、収穫物に大きな差はなかった。また施肥前と収穫後

の比較で、加里は概ね減少しているがリン酸は増加して

おり、リン酸は蓄積傾向であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ コスト低減施肥体系の確立 

（ア）スイカ－ブロッコリー体系における、堆肥利用

によるリン酸、加里施用 の削減（１年目） 

  ａ スイカ      

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

スイカ－ブロッコリー体系において、堆肥を利用した

場合の土壌中のリン酸、加里の含量と、これらの化学肥

料を削減したときの作物体の生育について調査する。 
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① 堆肥の量を８㎥/10ａ、12㎥/10ａの２水準、施肥を

慣行、PK５割削減、PK無施用の３水準とし、二元配置と

した。 

②‘筑波の香’を供試し、３月１６日に定植し、７月２

～８日に収穫した。 

③ 投入した堆肥の成分量では加里が最も多く含まれて

いた。各成分の現物投入量は堆肥８㎥/10a投入で、全窒

素52.3kg/10a、加里83.4kg/10a、リン酸78.1kg/10aと

なった。 

④ 堆肥の投入によりpHが低下し、EC、CEC、無機態窒

素、有効態リン酸、交換性塩基が増加した。EC、無機態

窒素、有効態リン酸および交換性塩基は堆肥12㎥区で多

く増加した。 

⑤ 交配後の交換性加里は、堆肥12㎥区で多くなった

が、無機態窒素では明確な傾向が得られなかった。収穫

後は、無機態窒素、有効態リン酸、交換性加里のいずれ

も堆肥12㎥区が多かった。いずれの堆肥施用量でも、リ

ン酸および加里削減による影響は見られなかった。 

⑥ 堆肥12㎥区で糖度が0.3度程度高かったが、その他

は明確な差が無かった 

⑦ 堆肥８㎥＋PK無施用区でカリの吸収量がやや少な

かっが、その他は明確な差が無かった。 

⑧ 以上の結果、堆肥の投入により土壌中の無機態窒素、

有効態リン酸、交換性加里成分が増加し、リン酸および

加里の施用量を削減しても作物への影響は無かった。た

だし堆肥の施用を多くした場合、リン酸および加里の蓄

積による影響について継続して調査する必要があると考

えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ ブロッコリー 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

本県特産のスイカ－ブロッコリーの体系において、堆

肥施用時のリン酸、加里の適正施肥量を明らかにする。

ここでは、スイカ後作のブロッコリーについて検討する。 

① 堆肥の量を８㎥、12㎥の２水準、施肥を慣行、PK５

割削減、PK無施用の３水準とした二元配置区で、スイカ

を作付けした後、施肥を同じ３水準で施し、‘ピクセル’

を８月20日に定植し、10月25日～11月15日に収穫し

た。 

② 施肥前の無機態窒素と可給態窒素を合計した供給窒

素量は、堆肥12㎥区がやや多く、有効態リン酸、交換性

加里とも堆肥12㎥が多かった。前作の施肥削減による影

響は判然としなかった。 

③ 定植時は、一部で養分の減少した区もあったが、概

ね施肥前より各養分が増加した。有効態リン酸は12㎥区

では施肥削減による影響は見られなかったが、８㎥区で

は、施肥量の少ない区でやや低くなった。交換性加里は、

８㎥区で施肥削減により減少した。 

④ 定植６週後の中間生育では、茎長で堆肥８㎥区の方

が堆肥12㎥区に比べやや長くなったが、株重および葉枚

数は、堆肥投入量、PK削減による影響は無かった。 

⑤ 花蕾重は堆肥８㎥区より堆肥12㎥区の方が重くな

ったが、花蕾径、障害程度および可食部硝酸濃度には、

堆肥投入量およびPK削減による影響は見られなかった。 

⑥ 作物体の窒素吸収量は、堆肥８㎥区ではPK施肥量が

少ないほど多くなったが、堆肥12㎥区では差がなかっ

た。リン酸は堆肥８㎥区ではPK削減した区がいずれも慣

行区を上回ったが、12㎥区ではPK削減による影響は見

られなかった。加里は、堆肥投入量やPK削減による影響

は判然としなかった。 

⑦ 以上の結果、スイカに投入された堆肥により、土壌

中の有効態リン酸および交換性加里が増加し、後作のブ

ロッコリーでリン酸・加里の施用量を削減しても、作付

１年目は、生育および収量への影響はなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 作付け体系別土壌管理技術の確立 

 （ア）スイカ－ストック体系における土壌還元消毒導

入による土壌管理 

  ａ スイカ後作の土壌還元消毒による土壌化学性

の変化  

担当者：石原俊幸・岸本真幸 

 協力分担：なし 

ハウス栽培のスイカ－ストック体系において、土壌還

元消毒による土壌化学性の変化をみる。 

① スイカを慣行栽培した後、有機物無施用（対照）区、

ふすま（１kg/㎡）区、カラシナ（５kg/㎡）区を設け、

６月23日に各資材を鋤込み、一昼夜散水したのちポリマ

ルチで被覆しハウスを密閉する土壌還元消毒処理を７月

27日まで行った。。 

② カラシナは水分含量が多く、窒素含有率ではカラシ

ナ区の方が多かったが、窒素投入量はでふすま区の方が

多かった。リンは含有率、投入量ともふすま区が多かっ

た。加里では、含有率に差はなく、乾物換算投入量はふ

すま区がカラシナ区の２倍程度であった。 

③ 可給態窒素は対照区でも５～９mg/100g増加した。

また、有機物の投入により可給態窒素が増加し、ふすま

区、カラシナ区とも対照区と比べ多かった。 

④ 無機態窒素は対照区で減少した。減少分を流亡分と

して加算すると、ふすま区で1.5～2.7mg/100g、カラシ
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ナ 区で0.5～0.7mg/100gの増加であった。 

⑤ 土壌還元消毒後の可給態窒素と無機態窒素をあわせ

た供給窒素量は、ふすま区、カラシナ区で対照区よりも

1.2～5.3mg/100g多く、10ａ当たり1.4～6.3kg/10ａの窒

素供給能力の増加と考えられた。 

⑥ 有効態リン酸および交換性陽イオンはいずれも土壌

還元消毒後は消毒前よりも減少した。 

⑦ 以上の結果、土壌還元消毒に利用する有機物により

窒素成分で11～15kg/10aの投入量となり、可給 態窒

素、無機態窒素が増加した。また、有機物を投入しない

場合でも処理により可給態窒素が 大きく増加したこと

から、スイカに用いられた有機物のうち難分解性であっ

た部分が処理期間中に分解が進み易分解性となったこと

が考えられた 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）スイカ－ホウレンソウ体系 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

ハウス栽培のスイカ－ホウレンソウ体系における土壌

養分実態と作物体中の養分量について明らかにする。 

① 堆肥２t/10a投入し、慣行施肥でスイカを栽培した

後、１作目は‘ミラージュ’を条間15cm×株間12cmで

８月４日には種し、９月７日に収穫した。２作目は‘マ

ジェスタ’を条間15cm×株間10cmで９月18日には種し、

10月23日に収穫した。1作目2作目とも施肥は行わなか

った。 

② ホウレンソウ１作目から萎凋病で多く発生した。２

作目は、収穫株数が少なかったが、新鮮重、乾物重はそ

れぞれ１作目より３～６割程度大きかった。 

④ 地上部の窒素およびリン含量は２作目でやや高かっ

たが、その他の養分および地下部においては、２作目が

やや少なかった。地上部の養分含量は窒素およびカリウ

ムが最も多く、次いでマグネシウム、リン、カルシウム

の順で少なかった。 

⑤ 作物体の窒素吸収量は１作目で2.41kg/10a、２作目

は4.07kg/10aであった。その他の養分吸収量も２作目で

増加し、特にカリウムは窒素と同等の吸収量があった。 

⑥ 可給態窒素は、スイカ作付け後より、ホウレンソウ

１作後増加し、ホウレンソウ２作後は減少した。特にホ

ウレンソウ１作後は培養窒素が大きく増加していた。ま

た、ホウレンソウ２作後は、無機態窒素が大きく減少し

た。 

⑦ 以上の結果、ハウススイカの後作に、ホウレンソウ

を無施肥で２作した場合、窒素のほとんどが吸収され、

無機態窒素はわずかになった。その他の土壌養分の変化

はほとんどかなった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

20．スイカの生育障害克服等による高位生産技術の確立 

（１）生産安定技術の確立 

ア 急性萎凋症総合対策技術確立 

（ア）マルチ資材の違いがスイカ黒点根腐病の発病に

及ぼす影響 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：なし 

スイカ急性萎凋症株の根部褐変部位からは黒点根腐病

菌が高頻度に検出されるが、分離菌の接種による激しい

萎凋症状は再現されていない。本菌は高温条件下で発病

しやすく、土壌中の病原菌密度によって発病程度が異な

ることなどが報告されているため、マルチ資材の違いに

よる地温の保温性や発病への影響を比較する。 

① 異なるマルチ資材によるスイカ栽培期間中の地温の

違いを比較した結果、今回供試した資材のなかでは農ビ

の保温性が高く、農ポリ及び農 PO に比べて平均地温で

0.5～1.0℃高い傾向であった。また、農ポリと農POはほ

ぼ同程度の地温で推移した。 

② 各マルチ資材におけるスイカ黒点根腐病の発病を比

較した結果、生育期間中には萎凋程度に差はほとんど認

められず、収穫期の根部発病程度も各処理区間で差は認

められなかった。 

③ 収穫果実の重量及び品質には、各処理区間で有意な

差は認められなかった。 

④ 以上の結果、マルチ資材の違いによる地温の保温性

やスイカ黒点根腐病の発病に対する影響は比較的少ない

ものと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）急性萎凋症に強いユウガオ台木の検索 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担 なし 

 急性萎凋症の要因の一つである黒点根腐病に強いユウ

ガオ台木の検討を行う。 

① 穂木を‘筑波の香’とし、台木５品種を供試し、黒

点根腐病常発ほ場へ３月17日に定植した。子づる２本整

枝１果穫りとした。 

② 苗生育、初期生育は、品種による差はほぼなかった。 

③ 萎凋の発生は、‘ダイハード’で見られず、‘FRボク

サー’、‘KS-002’も萎凋指数5.0以下と少なかった。ま

た、根部褐変指数は、‘ダイハード’が25.0と少なかっ

た。 

④フザリウム菌による幼病検定では、発病度はいずれの

品種も‘かちどき２号’より低かったが、いずれも 50
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以上と高かった。 

⑤ 以上の結果、‘ダイハード’は黒点根腐病による萎凋

が見られず有望であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ 着果安定技術の確立 

 （ア）貯蔵花粉の検討 

 担当者：森田香利、石原俊幸 

 協力分担：なし 

 低温寡日照による着果不安定時に利用できる花粉貯蔵

方法を検討する。 

① 穂木‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’を供試し、

２月25日に定植した。１週間前に開花、開葯した雄花を

採取し、タッパーに入れシリカゲルに埋めた状態で家庭

用冷蔵庫の冷凍室（約－20℃）に貯蔵した花粉を冷凍貯

蔵花粉とし、交配当日に開花、開葯した雄花の花粉を当

日花粉とした。また、冷凍貯蔵花粉区はさらに２～４㎜

の大きさのシリカゲルを使用した普通シリカゲル区、粉

状のシリカゲルを使用した微細シリカゲル区、花粉のみ

の状態として薬包紙に包んで貯蔵した花粉のみ区の３区

を設けた。 

② 交配当日の花粉発芽率は、当日花粉区が平均で

18.9％であったのに対し、冷凍貯蔵花粉では、その中で

最も高かった普通シリカゲル区で６％以下と低かった。 

③ 着果率は、当日花粉区が65.0％であったのに対し、

冷凍貯蔵花粉では、その中で最も高かった普通シリカゲ

ル区で15.2％と低かった。 

④ 以上の結果、冷凍貯蔵花粉は花粉発芽率も低く、着

果も悪かった。また、シリカゲルに埋めることで花粉量

も少なくなり、着果に影響したのではないかと考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （イ）花粉専用品種の検討 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 低温寡日照による着果不安定時に利用できる花粉専用

品種の検討を行うとともに、肥料による草勢等への影響

を調査する。 

① 花粉専用品種として穂木に‘SA-75’、園芸試験場育

成系統‘101042’を供試し、台木‘かちどき２号’に接

木した。施肥は、堆肥のみ施用した区を無施肥区、堆肥

と慣行施肥をした区を慣行施肥区とした。定植は３月４

日で、親づる本葉６枚で摘心し、以降放任栽培とした。 

② 雄花開花数は、４月18～24日では、‘SA-75’が５～

10花/株、‘101042’が５～20花/株、４月25日～５月１

日では、‘SA-75’、‘101042’とも10～30花/株、５月２

～８日では、‘SA-75’が30～60花/株、‘101042’が20

～50花/株であった。施肥による差はなかった。 

③ 雄花の開葯は、低温寡日照の日でも‘101042’が非

常に良く、‘SA-75’も良かった（達観）。 

④ 花粉発芽率は、‘SA-75’、‘101042’とも低く、10％

以下となる日も多かった。施肥による差はなかった。 

⑤ 以上の結果、‘SA-75’、‘101042’とも雄花開花数は

多く、生育が進むほど多くなった。花粉発芽率は低かっ

たが、開葯は良かった。また、施肥による雄花の開花、

花粉発芽率への影響は見られなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）花粉発芽率と気温との関係 

 担当者：森田香利・石原俊幸 

 協力分担：なし 

 花粉の発達には、花粉発育時の温度が影響していると

考えられる。そこで、花粉発芽率と気温との関係を解析

する。 

① 平成20～22年の花粉発芽率と気温データから相関

関係を調査した。穂木は‘筑波の香’、台木‘かちどき２

号’でハウス栽培のデータを用いた。 

② 開花前の最低気温と花粉発芽率との相関は、平成22

年では開花２日前の最低気温との相関係数が0.553と高

く、ついで開花12日前の最低気温との相関係数が0.514

であった。平成21年は、開花22日前の最低気温との相

関係数が0.703と高かった。平成20年は、相関の高い日

がなかった。平成20～22年の総データでは、開花12日

前が0.479と最も高かった。 

③ 以上の結果、花粉発芽率と開花前の最低気温との関

係は、年によりばらついていた。平成20～22年３か年す

べてのデータでは開花12日前の最低気温と花粉発芽率

との相関があった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 ウ 空洞果発生軽減技術の確立 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 交配後の雌花局所保温による初期肥大促進の肥大後期

の過剰肥大を要因とする空洞果に対する軽減効果を確認

する。 

① 交配後の梨小袋による雌花局所保温の有無と交配 2

0日後の追肥の有無（燐焼安加里S604号で窒素成分６kg

/10a）を組み合わせ、空洞果の発生状況を比較した。 

② 追肥により交配30日以降の果実肥大が助長された。 

③ 雌花局所保温がない場合は追肥区は空洞果の発生が

増加した。 

④ 雌花局所保温により追肥区の空洞果の発生割合、空
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洞指数は低下し、空洞果発生が軽減された。 

⑤ 以上の結果、交配後の雌花局所保温は肥大後期の過

剰肥大を要因とする空洞果に対してもある程度効果があ

ると考えられた。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

エ ハウススイカのかん水基準の検討 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 スイカのかん水基準は、ハウス作型では十分な検討が

されていない。そこで、異なるかん水方法によるハウス

土壌中の水環境の変化とスイカの生育に及ぼす影響につ

いて明らかにする。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’で３

月11日に定植し、６月11日から収穫した。かん水処理

は、果実肥大期のかん水回数を２回または４回とし、１

回当たりのかん水量を10mmまたは20mmとした。これら

を組み合わせて20mm×４回区、10mm×４回区、20mm×２

回区、10mm×２回区を設けた。マルチ直前のかん水量は

180mmとし、定植後交配まではかん水を行わなかった。 

② 定植後のpFは深さ20cmでは徐々に上昇し、かん水

開始直前で約2.7に達した。深さ40cmでもほぼ同様の推

移を示したが、深さ60cmではpFの上昇は緩やかで、か

ん水開始直前で約2.2であった。 

③ かん水開始後のpFは深さ20cmではいずれの区もか

ん水直後には下がるものの、数日で2.7に戻った。深さ

40cmのpFも深さ20cmとほぼ同様であったが、20mm×４

回区では収穫直前までpF2.7に達することなく推移した。

深さ60cmのpFは、いずれの区も収穫直前までほぼ2.7

に達することなく推移したものの、かん水回数２回の試

験区では1回目のかん水後１週間程度で2.5以上になっ

たのに対して、20mm×４回区では収穫まで2.5以下を維

持し、10mm×４回区も収穫直前を除き2.5以下を維持し

ていた。 

④ 果実の大きさや糖度に有意な差は認められなかった。 

⑤ 以上の結果、果実肥大期のかん水回数は２回より４

回の方が深い部分の土壌水分を維持することができた。

１回当たりのかん水量は 20mm の方がより土壌水分の維

持には適しており、果実品質にも問題なかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 オ 裂果の要因解明 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 収穫前の裂果と環境要因との関連性を明らかにするた

め、蒸散量および夜温の影響を検討する。 

① 交配30日以降に、アビオオンＣによる蒸散抑制処理、

不織布べたがけによる夜間処理を組み合わせ、裂果の発

生状況を検討した。 

② アビオンＣによる蒸散抑制効果は判然としなかった。 

③ 不織布べたがけにより、夜間温度は１～３℃高く推

移した。 

④ 蒸散抑制処理区は果実径、果実重が他区よりもやや

大きくなった。 

⑤ 裂果は蒸散抑制処理で１果発生しただけで、処理に

よる影響は判然としなかった。 

⑥ 以上の結果、蒸散量、夜間温度と裂果の関連性は判

然としなかったが、蒸散抑制処理区は果実がやや肥大す

る傾向があった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

 カ 出荷予測の精度向上 

 （ア）スイカ果実の肥大推移（予備調査） 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 品種の変更により従来からの果実肥大予測の精度が低

下しているため、近年の主要品種の肥大特性を明らかに

する。 

① 場内で栽培している‘春のだんらん’、‘筑波の香’

を用いて、交配後５日おきに果実の縦径および横径を収

穫まで測定し、平成５年に作成された‘縞王マックスＫ’

の肥大曲線と比較した。 

② ‘春のだんらん’は交配後15日頃まで急速に肥大し、

収穫時の約70％の大きさとなった。その後は緩やかに肥

大し、収穫時の80％の大きさに達するのは交配後25 日

頃であった。 

③ ‘筑波の香’は交配後12日頃まで急速に肥大し、収

穫時の約60％の大きさとなった。その後は緩やかに肥大

し、収穫時の80％の大きさに達するのは交配後25 日頃

であった。 

④ 以上の結果、‘春のだんらん’、‘筑波の香’は交配後

の急速な肥大期間が‘縞王マックスＫ’よりも5日程度

短く、収穫時の80％に達する時期も5日程度遅かった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

 （イ）スイカ果実の収穫果重予測（予備調査） 

担当者：石原俊幸・森田香利 

協力分担：なし 

 品種の変更により従来からの果実肥大予測の精度が低

下しているため、近年の主要品種の肥大特性をもとに収

穫果重の推定方法を検討する。 

① 場内で栽培している‘春のだんらん’、‘筑波の香’

を用いて、交配後５日おきに果実の縦径および横径を収

穫まで測定し、各調査時の果実の縦径および横径と収穫
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果重との関係を重回帰分析した。 

② ‘春のだんらん’は交配後15日以降、縦径と収穫果

重の間に高い正の相関が認められたが、‘筑波の香’は交

配後15日以降、横径と収穫果重の間に高い正の相関が認

められ、品種によって傾向が異なった。 

③ 縦径および横径を説明変数、収穫果重を目的変数と

した重回帰分析では‘春のだんらん’は交配後35日まで

縦径のみ、交配後40日めは縦径および横径の両変数で収

穫果重が説明された。交配後35日以降は自由度調整済み

寄与率 84～86％であった。‘筑波の香’は縦径および横

径の両変数で収穫果重が説明されたが、横径の比重が高

かった。交配後35 日以降は自由度調整済み寄与率86～

92％であった。 

④ 以上の結果、交配後35日以降は自由度調整済み寄与

率が安定して高く、比較的高い精度で収穫果重の推定が

可能と考えられた。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

キ 抑制小玉スイカの裂皮対策試験 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 抑制小玉スイカの裂皮を軽減する対策を検討する。 

① 供試品種は‘姫甘泉５号’とし、７月５日、７月16

日に定植したが、高温による活着不良で、正常に生育し

なかったため試験を打ち切った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）次世代型省力栽培技術確立 

ア トンネル低コスト栽培の実証 

 （ア）被覆資材および定植時期と温度の関係 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

スイカの露地トンネル作型において、低価格な被覆資

材等を利用した栽培方法を実証し、その実用性を検討す

る。ここでは、被覆資材および定植時期とトンネル内の

気温および地温の関係を明らかにする。 

① ‘筑波の香’を用い、３月25日定植はPO区を対照

に、薄PO区、薄PO＋不織布区、農ポリ区を、４月６日

定植はPO区と薄PO区を対照に農ポリ区、薄農ポリ＋不

織布区を設け、トンネル内気温と深さ15cmの地温を調査

した。なお、不織布は定植６週間までべたがけとした。 

② ３月下旬定植では、不織布処理により最高気温およ

び最低気温が高くなった。地温においても、薄PO＋不織

布区は薄PO区よりも高かった。不織布処理後では、農ポ

リ＋不織布区の地温が低くなった。 

③ ４月上旬定植では、薄農ポリ＋不織布区で最高気温

および最低気温が高くなり、地温も農ポリ区に比べて高

くなった。農ポリ区は気温・地温とも対照のPO区および

薄PO区より低くなった。不織布処理を後では、薄農ポリ

＋不織布区の地温が低くなったが、農ポリ区は薄PO区と

同程度の保温力があった。 

④ 栽培期間中の積算温度は、不織布処理による気温お

よび地温の上昇が見られた。交配期以降は、３月下旬で

はPO＞薄PO＞農ポリの順に保温力があったが、４月上旬

定植ではPO＞農ポリ≧薄PO＞薄農ポリの順に保温力が

あった。 

⑤ 以上の結果、３月下旬定植では、薄PO＋不織布区は

対照のPO区と同程度の保温力があったが、その他の資材

は気温や地温において生育初期の保温力が劣ると考えら

れた。４月上旬定植では、不織布処理により気温の確保

はできるが、薄農ポリ＋不織布区、農ポリ区ともに地温

が低かった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）被覆資材および定植時期と生育の関係 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

スイカの露地トンネル作型において、低価格な被覆資

材等を利用した栽培方法を実証し、その実用性を検討す

る。ここでは、被覆資材および定植時期とスイカの生育

および果実品質の関係を明らかにする。 

① ‘筑波の香’を用い、３月25日定植はPO区を対照

に、薄PO区、薄PO＋不織布区、農ポリ区を、４月６日

定植はPO区と薄PO区を対照に農ポリ区、薄農ポリ＋不

織布区を設けた。なお、不織布は定植６週間までべたが

けとした。 
② 定植時から４週・６週後の初期生育は、３月下旬定

植では薄PO＋不織布区＞ポリ＋不織布区＞PO区＞薄PO

区の順に大きく、４月上旬定植ではPO区＞薄ポリ＋不織

布区＞薄PO区≒ポリ区の順に大きかった。着果節位は４

月上旬定植がやや高かったが、資材による影響はないと

考えられた。 

③ 交配開始からの雌花開花数の推移を見ると、３月下

旬定植ではPO区および薄PO＋不織布区が早く、他の２

区がやや遅れた。４月上旬定植ではPO区がやや早く交配

に入った。また、薄農ポリ＋不織布区がやや遅くピーク

を迎える結果となった。 

④ ３月下旬定植では農ポリ＋不織布区が、４月上旬定

植では薄農ポリ＋不織布区が果皮厚が厚かった。また４

月上旬定植において、ポリ区の糖度が対照よりもやや低

かった。 

⑤ 被覆資材の破れ等、耐久性においては、慣行のPO

より破れやすいものはなかった。 

⑥ 以上の結果、不織布べたがけ処理により初期生育が

早まり、対照の資材と同等の生育を示すことが明らかに

なった。また果実品質に与える資材の影響は少なかった。 
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ トンネル省力栽培確立 

（ア）整枝方法の検討 

 ａ ５本整枝３果穫り 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 スイカのトンネル栽培での省力栽培技術を検討する。

ここでは、５本整枝３果穫りについて検討する。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’で、

４月19日に定植した。いずれも親づる無摘心で、株間は

５本整枝３果穫りが100cm、120cm（以下それぞれ100cm

区、120cm区とする）、対照区として４本整枝２果穫りを

80cmで栽培した。 

② 着果率はいずれも70％以上で大差なかった。 

③ 交配は全て５月21日からであったが、対照区の交配

期間が８日間であったのに対し、100cm 区は 12 日間、

120cm区は10日間となり交配期間がやや長くなった。 

③ つる決め時の葉枚数は対照区が最も多かったが、交

配終了時点では 120cm 区が最も多くなった。しかし、

100cm 区は交配終了時点でも対照区より１～２枚葉枚数

が少なく、生育がやや劣った。 

④ 収穫果実の大きさに有意差は認められなかったが、

100cm区は対照区よりやや小さく、120cm区はやや大きく

なった。 

⑤ 糖度、黄帯、うるみ、空洞等の果実品質に差はなか

った。 

⑥ 以上の結果、トンネル栽培における５本整枝３果穫

りは、４本整枝２果穫りに比べて初期生育はやや劣るも

のの、株間を120cmにすることで果実肥大期までに生育

差は無くなり、同等の果実を収穫することができたため、

定植本数を減らし省力化を図る栽培方法として有効であ

ると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 ｂ ３本整枝２果穫り 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 スイカのトンネル栽培での省力栽培技術を検討する。

ここでは、３本整枝２果穫りについて検討する。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’で、

４月13日に定植した。４本整枝２果穫りを対照区として、

３本整枝２果穫り（以下３本２果区）を検討した。株間

はいずれも80cmとした。 

② 収穫果数、果実の大きさ、果実品質いずれも３本２

果区は対照区と同等であった。 

③ 以上の結果、３本整枝２果穫りにしても４本整枝２

果穫りと同等の果実を収穫することができ、整枝本数が

少ない分省力化できる可能性があると考えられるが、着

果不良等のリスクを検討する必要があると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）２番果収穫の検討  

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 スイカのトンネル栽培での省力栽培技術を検討する。

ここでは、２番果収穫について検討する。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’で、

４月13 日に定植した。親づる無摘心で、株間80cm、４

本整枝２果穫りとした。２番花に着果させ側枝を着果節

位まで摘除する２番果整枝区、２番花に着果させ側枝は

５節目まで摘除しあとは放任とする２番果放任区を設け、

３番花に着果させ側枝を着果節位まで摘除する対照区と

比較した。対照区は７月９日から、２番果整枝区、２番

果放任区は７月５日から収穫となった。 

② １果重は対照区が最も大きく9.2kgであったのに対

して２番果放任区が8.7kg、２番果整枝区が7.9kg とや

や小さかった。 

③ 中心部の糖度は２番果放任区、２番果整枝区ともに

対照区より 1.1％程度高かった。種子部の糖度はいずれ

の区も同程度であった。 

④ 空洞果率は対照区が 8.3％であったのに対して、２

番果放任区、２番果整枝区ともに40％台と高かった。 

⑤ 着果率は対照区が他の区より 10％程度低かったが、

交配時期が異なるため傾向は判然としなかった。 

⑥ 以上の結果、２番花に着果させることで果重は小さ

くなった。また、空洞果の発生が非常に多くなる点も問

題であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）換気省力化の検討 

担当者：小西実・石原俊幸 

協力分担：なし 

 スイカのトンネル栽培での省力栽培技術を検討する。

ここでは、トンネル開閉作業の省力化について検討する。 

① 供試品種は‘筑波の香’、台木‘かちどき２号’で、

４月13日に定植した。４月22日から交配直前の５月17

日まで株全体を不織布で被覆し、トンネル裾を開放した

換気省力区と、朝夕トンネル開閉を行った対照区を比較

した。５月18日以降は換気省力区の不織布は除去し、対

照区同様に朝夕トンネル開閉を行った。 

② トンネル内気温は、処理開始後から５月上旬にかけ

ては換気省力区の方が対照区より日中平均で 5.3℃高温

となり、夜間も平均で 1.3℃高かった。それ以降は対照
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区より気温が低くなる時間帯も多くなり、不織布による

被覆だけでは保温効果が充分ではないと考えられた。 

③ 果実の大きさ、糖度に差は認められなかったが、換

気省力区では空洞果の発生が多くなった。 

④ 以上の結果、不織布を被覆することである程度の保

温効果は認められたものの、夜間の気温低下に対しては

充分でなく、果実品質にも問題が生じたため、実用的な

省力化の方法にはならなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

21．イチゴの品質安定技術の確立 

（１）次世代品種の検索と特性解明 

 ア 品種比較 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 本県に適するイチゴ品種・系統を検索する。 

① ‘章姫’、‘紅ほっぺ’、‘山口ST9号’、園芸試験場選

抜３系統を供試し、平成21年９月17日に定植し、高設

ピートベンチ方式で栽培した。 

② 平均出蕾日、平均開花日は、‘J7981-6’、‘紅ほっぺ’、

‘山口ST9号’が早かった。収穫開始は、‘J7981-6’、

‘J5481-71’が早かった。 

② 年内収量は、‘紅ほっぺ’、‘山口ST9号’、‘J7981-6’

が多かったが、‘J7981-6’は１～３月の収量が少なかっ

た。全期間の上物収量は、‘紅ほっぺ’、‘山口ST9号’、

‘J5481-71’が多かった。 

③ 糖度は、‘J5481-71’、‘J7981-6’が平均して高かっ

た。 

④ 以上の結果、‘紅ほっぺ’、‘山口ST9号’は収量が多

かったが、糖度はやや低かった。‘J7981-6’は、収量、

糖度が高かったが、果実が小さく、奇形果の発生も多か

った。‘J5481-71’は、収量が‘章姫’と同程度で糖度が

高く有望であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ 摘果による果実品種改善効果の検討 

 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 園芸試験場で育成選抜された系統の摘果処理による収

量、品質への影響を検討する。 

① ‘章姫’、園芸試験場選抜３系統を供試し、平成21

年９月17日に定植し、高設ピートベンチ方式で栽培した。

摘果処理は、１株２芽とし、果房当たり第１果房10果、

第２果房７果、第３果房５果、第４果房４果、第５果房

以降３果とし、無処理は、芽の整理、摘果処理とも行わ

なかった。 

② 出蕾、開花は、摘果処理が章姫’、‘J7981-6’、

‘J5481-71’で第３果房以降無処理より早くなり、

‘I8179-17’で第４果房で早くなった。 

③ 収量は、‘章姫’では摘果処理が無処理と同程度であ

ったが、園芸試験場３系統では摘果処理がやや少なかっ

た。 

④ 秀品収穫物の階級割合は、いずれの品種・系統でも

摘果処理が無処理より大きい階級の割合が高かった。 

⑤ 糖度は、いずれの品種・系統でも摘果処理がやや高

かったが、硬度はほぼ無処理と同程度であった。 

⑥ 以上の結果、摘果により第３果房以降の出蕾、開花

が早まり、収量は少なくなるが、果実は大きくなり、糖

度も高くなった。小果になりやすい系統では摘果処理が

必要であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）‘章姫’の食味安定と日持ち性の改善 

ア カルシウムおよびケイ酸施用による果実硬度の

改善（ポット試験） 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

本県の主力品種‘章姫’について、カルシウム資材と

ケイ酸資材が、果実硬度に及ぼす影響について調査する。 

① 土壌改良資材に苦土石灰を用い、補助資材としてエ

スカル５ｇ／ℓ（エスカル区）、10ｇ／ℓ（エスカル２倍

区）、ケイ酸加里５ｇ／ℓ（ケイ酸区）、10ｇ／ℓ（ケイ

酸２倍区）、及び補助資材なし（対照）の５培地区を設

けた。 

② ‘章姫’を 平成21年9月25日定植した。１株あた

り２芽管理とし、１果房あたり第１果房10果、第２果房

７果、第３果房５果、第４果房以降３果とした。 

③ ケイ酸区およびケイ酸２倍区の生育が悪く、ケイ酸

の過剰障害が疑われた。 

④ 冬季（12～２月）の果実硬度は、ケイ酸区とケイ酸

２倍区で高く推移したが、春季（３月以降）では、対照

より低く推移した。 

⑤ 果実中のカルシウム含量は、３月において、カルシ

ウム区がやや高く、ケイ酸２倍区がやや低かったが、12

月では有意差は見られなかった。ケイ酸含量は、12月に

おいて、ケイ酸２倍区で非常に高かったが、３月におい

ては、有意差は見られなかった。 

⑦ 以上の結果、培地へのケイ酸添加により、冬季は果

実硬度の上昇が見られたが、春季には対照区より低く推

移した。カルシウムの添加による果実硬度の変化はほと

んど見られなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
イ カルシウム施用量の増加による果実硬度の改善  
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担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

本県の主力品種‘章姫’について、出荷時期を通じて

安定した果実品質を得られる栽培方法を確立する。ここ

では、カルシウム資材の施用量を増加することによる、

果実硬度の改善について検討する。 
① 苦土石灰区（４ｇ／ℓ）、苦土石灰1.5倍区（６ｇ／

ℓ）、苦土石灰＋エスカル区（４ｇ＋５ｇ／ℓ）、ケイカ

ル区（６ｇ／ℓ）、ケイカル1.5倍区（９ｇ／ℓ）、ケイ

カル＋エスカル区（６ｇ＋５ｇ／ℓ）の６処理区を設けた。 

② ‘章姫’を 平成21年9月25日定植した。１株あた

り２芽管理とし、１果房あたり第１果房10果、第２果房

７果、第３果房５果、第４果房以降３果とした。 

③ 果実硬度は、シーズンを通じて、ケイカル区が苦土

石灰区より高かった。３～４月は、エスカルを投入した

区が高く推移し、苦土石灰＋エスカル区が最も高かった。

糖度では、有意差は見られなかった。 

④ 果実中のカルシウム含量は12月、３月ともにケイカ

ル区が多く、エスカルを加えるとより高まった。ケイ酸

含量は、12月では苦土石灰区よりケイカル区が有意に多

かったが、３月ではその差は小さくなっ。 

⑤ 収量は苦土石灰＋エスカル区、ケイカル＋エスカル

区で多く、ついでケイカルのみ区、ケイカル1.5倍区、

苦土石灰のみ区、苦土石灰1.5倍区の順に多かった。た

だし、エスカルを投入していない４区はいずれも生育不

良傾向にあった。 

⑥ 以上の結果、土壌改良資材としてケイカルを用いる

ことで、果実硬度が改善された。また、苦土石灰にエス

カルを混ぜることで、春季の硬度低下を抑制出来たが、

投入量カルシウム・ケイ酸量と果実中の成分量との関係

は判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
ウ マルチの種類およびﾌﾟﾛﾍｷｻｼﾞｵﾝｶﾙｼｳﾑ塩処理によ

る品質改善   

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

‘章姫’において、果実品質に対する、培地温度、果

実温度、春季の茎葉伸長の影響を明らかにし、品質向上

に必要な条件を検討する。 

① マルチを黒マルチと白黒マルチの２水準、プロヘキ

サジオンカルシウム塩（PCa）処理有り無しの２水準の二

元配置とした。ＰＣａは２月４日、３月12日、４月５日

の３回処理とした。 

② ‘章姫’を 平成21年9月25日定植した。１株あた

り２芽管理とし、１果房あたり第１果房10果、第２果房

７果、第３果房５果、第４果房以降３果とした。 

③ 果実糖度は、PCa処理を行った２月および３月にお

いて、有意に高かっが、マルチ色による違いは見られな

かった。果実硬度は、処理による明確な差が見られなか

った。 

④ ３月までは出蕾、開花とも白黒マルチを用いた方が

黒マルチに比べ２～６日程度早かった。白黒マルチは果

房付近まで貼ったため、黒マルチに比べ12～３月におけ

る地温が0.1～0.5℃ほど高くなった。４月中旬以降は黒

マルチが0.1～1.3℃程度高く推移した。PCa処理による

出蕾、開花の違いは見られなかった。 

⑤ PCa処理により生育が抑制され、葉身長や葉幅も無

処理区より小さかった。また、葉枚数もやや少なかった。 

⑥ ３月までは出蕾の早い白黒マルチ区で果数が多く）

収量も多かった。４月のPCa処理区は、無処理区に比べ

収量が低下した。 

⑦ 以上の結果、PCa処理により果実糖度が上昇し、春

季の急激な糖度低下を緩和できたが、４月の収量が低下

しており、PCa処理の濃度と施用時期の検討が必要であ

った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 株間、着果数および春季新葉摘除による品質改善 

担当者：澤口敬太・石原俊幸 

 協力分担：なし 

‘章姫’において、株あたりの着果負担が果実品質に

与える影響を明らかにし、品質向上に必要な条件を検討

する。 

① 株間23cm、葉枚数８枚／株、着果数５果／果房と株

間14 cm、葉枚数５枚／株、着果数３果／果房の２水準

に、新葉切除無しと３月以降１枚おきに新葉切除の２水

準の２元配置とした。 

② ピーとベンチ栽培で‘章姫’を 平成21年9月25

日に定植し、１株あたり１芽管理とした。 

③ 果実硬度は、株間の違いおよび新葉切除の有無によ

る違いはなかった。果実糖度はシーズンを通じて株間

23cm区が14cm区に比べて月平均で0.2～1.9度高く、特

に２月は有意差が確認された。３月以降の春季新葉切除

処理では、株間14cm区の３月を除き、春季新葉切除区が

切除無し区に比べて0.1～0.3度高くなった。 

④ 収量は株間14cm区が23cm区に比べて２～３割程度

多かったが、春季新葉切除による違いは見られなかった。 

⑤ 以上の結果、株間を慣行の23cmより狭めることで、

収量は増加するが、糖度が低下した。春季新葉切除で、

わずかに糖度が上昇したが、優位な差は無かった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 定植前のマルチングによる影響 
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 担当者：森田香利・小西実 

 協力分担：なし 

 定植前のマルチングが出蕾、開花、収量に与える影響

について検討する。 

① ‘章姫’、‘紅ほっぺ’を供試し、平成21年９月17

日に定植し、高設ピートベンチ方式で栽培した。１株２

芽とし、果房当たり第１果房10果、第２果房７果、第３

果房５果、第４果房４果、第５果房以降３果の摘果処理

を行った。試験区は定植前にマルチをした定植前マルチ

有り区と定植後果房伸長開始時（平成21年10月５日）

にマルチをした定植前マルチ無し区を設けた。 

② 平成21年９月30日～10月４日の地温は、マルチ被

覆により無マルチより最大で1.9℃高くなったが、概ね

１℃以内の差であった。 

③ 出蕾は、‘章姫’では第１果房で定植前マルチ有り区

が２日早く、第２果房で定植前マルチ有り区が８日早か

が、第３果房以降定植前マルチ無し区が10日以上早かっ

た。‘紅ほっぺ’では第１果房で差がなく、第２果房以降

定植前マルチ無し区が早かった。 

④ 収量は、両品種とも定植前マルチ無し区が多かった。 

⑤ 以上の結果、定植前マルチ被覆により地温はやや高

くなり、第２～３果房以降で出蕾が遅れ、収量も少なく

なった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）‘章姫’に対する遠赤色光処理の反応確認（予備

試験） 

 担当者：石原俊幸・澤口敬太 

協力分担：なし 

冬季寡日照地域においてイチゴ栽培における冬期間の

効果的な草勢維持方法を確立するため、遠赤色光の照射

による‘章姫’の生育反応を確認する。 

① プランターに定植したイチゴを無処理区、赤色光区、

遠赤色光区を設け、生育、収量を比較した。照射は平成

21年11月15日から平成22年３月31日まとし日没から

終夜照射した。 

② 冬期間の草丈は遠赤色光区が最も長く、次いで赤色

光区となったが、４月以降は差が無くなった。 

③ １月から２月の葉枚数は遠赤色光区、赤色光区が無

処理区よりも２枚程度多かった。 

④ 着果数は第１果房で赤色光区が多かったが、第２果

房では差がなかった。 

⑤ 収穫量は２月以降に赤色光区、遠赤色光区は無処理

区よりも多くなった。赤色光区と遠赤色光区は差がなか

った。 

⑥ 以上の結果、遠赤色光の照射により葉柄が伸長し、

草丈が高くなった。葉枚数、収穫果数も無処理区よりも

多くなったが、赤色光区との差は無かった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

22．消費者ニーズに応えるブロッコリーの高品質栽培技

術の確立 

（１）２～３月どりの有望品種の検索 

担当者：森田香利 

 協力分担：なし 

２～３月どりの生産が安定している有望な品種を検索

する。 

① 対照品種に‘緑麟’を供試し、試験品種６品種と比

較検討した。８月14、20、25、31日、９月５日の５回に

分けては種し、９月14、18、25、30、10月５日に定植し

た。 

② ‘BL-815’は、収穫開始から終了までの期間が長かっ

く、‘美緑410’、‘ファイター’、‘SK3-084’はやや

短かった。 

③ リーフィーは、‘緑麟’、‘美緑410’、‘SK3-084’
でやや見られた。アントシアンは、‘SK3-084’、‘ファ
イター’では発生が無く、‘盛緑180’がやや少なかっ
た。キャッツアイは、‘SK3-084’、‘ファイター’が多
かった。腐敗は、‘BL-815 ’、‘ファイター’がやや
多かった。 
④ 形状は、‘KB-067’が最も良く、ついで‘美緑410’
が良かった。粒の揃いは、‘KB-067’、‘BL-815’が良
かった。ドームは、‘緑麟’以外すべてハイドームであ
った。空洞は、‘緑麟’が多かった。  
⑤ 以上の結果、‘KB-067’は花蕾品質は優れていたが、
アントシアンが現行品種より多かった。総合的に現行品
種より花蕾品質の優れる品種はなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）施肥適正化技術の確立 

 ア ブロッコリー収穫残渣の連続鋤込みによる土壌

化学性の変化 

 担当者：石原俊幸・澤口敬太 

協力分担：なし 

 ブロッコリー生産現場では収穫残渣をほ場に鋤込むた

め緑肥として肥料効果が期待され、施肥削減が必要と考

えられるが通常の施肥が行われているのが実態である。

このため、収穫残渣の連続鋤込みによる土壌化学性の変

化を明らかにする。 

① 平成 19 年秋冬どりから収穫残渣の鋤込み区と搬出

区を設け、平成20年初夏どり、秋冬どり、平成21年初

夏どりまで同一処理を繰り返して栽培した。各作付け前

に土壌を採取し、土壌化学性を分析した。 

② 収穫残渣鋤込みによる窒素投入量は９～15kg/10a

であった。 
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③ 土壌中の可給態窒素は鋤込み区は増加し３～４

mg/100gで推移したが、搬出区は作付けとともに減少し、

平成21年初夏どり作付け前は1.7mg/100gまで低下した。 

④ 土壌中の無機態窒素は初夏どり作付け前は鋤込み区、

搬出区とも２mg/100g 以下で大差なかったが、秋冬どり

作付け前は搬出区 2.2mg/100g に対し鋤込み区

7.2mg/100gとなり大きく増加した。 

⑤ 収穫花蕾の大きさは両区に大差なく残渣鋤込みの影

響は無かったが、可食部硝酸イオン濃度は残渣鋤込みに

より増加した。 

⑥ 以上の結果、ブロッコリーの収穫残渣の鋤込みによ

り土壌中の可給態窒素が増加するとともに、初夏どりの

残渣鋤込み後は無機態窒素が大幅に増加した。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

23．弓浜砂丘地野菜の栽培技術の改善と特産品開発 

（１）ニンジンの高品質・安定多収栽培技術の確立 

 ア 春まきニンジンの安定生産技術の確立 

（ア）播種日がニンジンの生育、収量および抽苔に及

ぼす影響 

 担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

 協力分担：なし 

春まきニンジンの出荷期の前進化について、播種日が

生育、収量および抽苔に及ぼす影響について検討する。 

① 播種日を２月17日、２月22日、３月１日、３月８

日とし、‘β312’（現地標準品種）および‘彩誉’を供試

し、何れの播種日とも播種直後から５月６日まで不織布

をべたがけした。 

② ４～５月の低温、寡日照の影響で生育および肥大が

緩慢であり、収穫は６月９日および６月23日に行った。 

③ 発芽率は、両品種とも２月22日播種が有意に高く、

２月17日播種が低い傾向であった。５月６日の生育につ

いて、‘β312’は播種日が早いほど生育量が大きく、‘彩

誉’は２月22日播種の生育量が最も大きかった。６月９

日以降の生育では、両品種とも播種日が早いほど根重が

有意に重かった。 

④ 上物収量について、‘β312’は２月 22 日播種が

281.1kg/ａと最も多収であったが、２月17日播種区は収

穫本数が有意に少なく、岐根の発生も多かった。 

⑤ 抽苔について‘β312’は６月９日および６月23日

何れの収穫時においても認められなかったが、‘彩誉’は

何れ収穫期においても発生が認められ、６月23日におい

ては20％以上と多発した。 

⑥ 以上の結果、低温等の影響で、出荷期の前進化には

至らなかったが、‘β312’では２月22日播種が最も高い

収量であった。‘彩誉’は抽苔が多発し、本作型には不適

であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （イ）べたがけ被覆除去日が生育および収量に及ぼす

影響 

 担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

 協力分担：なし 

春まきニンジンの出荷期の前進化について、べたがけ

除去日が生育、収量に及ぼす影響について検討する。 

① べたがけ除去日を４月26日、４月30日、５月６日

とし、‘β312’ （現地標準品種）および‘彩誉’を供試

し、３月１日播種後、不織布べたがけした。 

② ４～５月の低温、寡日照の影響で生育および肥大が

緩慢であり、収穫は６月９日および６月23日に行った。 

③ べたがけ被覆期間中の被覆内の気温について、昼温

は外気温より1.7℃高く推移し、夜温は大差なかった。 

④ ５月６日の生育について、葉重に有意差は認められ

なかったが、根重は両品種ともべたがけ除去日が遅いほ

ど有意に重く、肥大が促進された。 

⑤ ６月９日の上物収量について、‘β312’はべたがけ

除去日が４月30日、４月26日、５月６日の順に多収で

あった。‘彩誉’は何れの播種日においても抽苔率が高く、

‘β312’より低収であった。 

⑥ 以上の結果、４～５月の低温の影響により、例年と

比較して生育が緩慢であり、被覆期間が長いほど肥大、

収量が優れる傾向であったが、‘β312’は４月30日除去

の収量が最も優れ、５月６日除去は上物本数が少なく、

収量が低下した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ） 高品質、多収品種の検索 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

春まきニンジンについて、６月初旬出荷が可能な高品

質、多収品種を検索する。 

① ‘β312’を対照品種に、‘彩誉’、‘恋ごころ’を供

試し、３月１日播種（３月１日～５月６日までべたがけ）、

６月23日に収穫調査した。 

② 播種29日後の発芽率は、‘恋ごころ’が73.5％と最

も高く、‘β312’、‘彩誉’は50％前後と低率であった。 

③ ５月６日の生育について、‘彩誉’は‘β312’とほ

ぼ同程度の生育であったが、‘恋ごころ’葉重、根重とも

軽く、生育が緩慢であった。 

④ 上物収量について、‘β312’が359.6kg/ａと最も多

収であり、次いで‘彩誉’328.4kg/ａであった。‘β312’

および‘恋ごころ’に抽苔は認められなかったが、‘彩誉’

は抽苔率が25.0％と多発した。 
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⑤ 生理障害（ケロイド症）の発生について、‘β312’

は極微発生であったが、‘彩誉’、‘恋ごころ’には認めら

れなかった。また、‘β312’と比較して、‘彩誉’は尻づ

まり、根色・芯色が劣り、‘恋ごころ’は形揃い、尻づま

りが悪かった。 

⑥ 以上の結果、品質、肥大性および収量性の点から、

‘β312’より優れる品種は認められなかった。 ‘彩誉’

は抽苔が多発し、本作型には不適と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 夏まきニンジンの安定生産技術の確立 

（ア）高品質、多収品種の検索（９月上旬播種） 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

県西部の夏まきニンジンは、前作タバコの完熟出荷に

伴い、播種期が８月下旬～９月上旬と遅くなり、11月初

旬からの出荷が困難となっている。また、‘β312’は、

根部の表皮組織下層が白くミミズ腫れ状になる生理障害

（ケロイド症）の多発が問題となっている。そこで、９

月上旬播種における有望品種の選定を行う。 

① ‘β312’を標準品種に、11 品種を供試し、９月１

日播種、12月１日に収穫調査した。 

② 播種13日後の発芽率について、‘βグロリア’、‘恋

ごごろ’は比較的高かったが、他の品種は70％未満であ

り、やや不良であった。 

③ 上物収量について、‘β312’は413.5kg/ａと最も多

収であり、次いで‘愛紅’343.4kg/ａ、‘βグロリア’

332.4kg/ａの順であった。 

④ 品質について、揃い、尻詰まりでは‘β312’より優

れる品種は認められなかった。ケロイド症は‘β312’の

みに認められたが低率であった。 

⑤ 以上の結果、品質、収量性から‘β312’より優れる

品種は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （イ）生理障害発生要因の解明 

  ａ 施肥がケロイド症の発生に及ぼす影響 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

 ‘ケロイド症’発生要因の解明のため、施肥量がケロ

イド症発生に及ぼす影響について検討する。 

① 多施肥区（施肥窒素28.3kg/10ａ）、慣行施肥区（施

肥窒素19.0kg/10ａ）、少施肥区（施肥窒素10.0kg/10ａ）

の３処理区を設け、‘β312’を９月１日に播種した。 

② 生育期間を通して、葉重および根重は概ね施肥が多い順

に重く、草勢も同様の傾向であった。 

③ ケロイド症は、多施肥区の11月29日および12月16日

調査時に最も多く認められ、発症程度も最も高かった。 

④ 多施肥区の収量は、平均一本重が重いものの、ケロ

イド症や岐根による下物割合が多く、上物重量は慣行施

肥区、少施肥区より劣った。 

⑤ 以上の結果、多施肥により生育初期からの草勢が旺

盛となり、ケロイド症の発生が多くなる傾向が認められ、

施肥量と草勢がケロイド症の発生要因であることが示唆

された。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

  ｂ 異なる水分管理がケロイド症の発生に及ぼす

影響 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

‘ケロイド症’発生要因の解明のため、異なる水分管

理がケロイド症発生に及ぼす影響について検討する。 

① 試験区は、第１～４葉期および第４～８葉期にそれ

ぞれ灌水を中止する区と第１葉期から全期間灌水する３

処理区を設けた。灌水は午後５時に降雨３mm 相当量を行

ない、播種から第１葉期までは全区共通で灌水した。‘β

312’を雨よけハウス内に９月１日に播種し、11月29日

および12月16日に収穫調査した。 

② 10月19日の生育について、４～８葉期乾燥区の葉重、根

重が軽く、11月17日では、１～４葉期乾燥区、全期潅水区、

４～８葉期乾燥区の順に生育が旺盛であった。 

③ ケロイド症の発生は、全期潅水区で多くなる傾向認めら

れたが、発生株率およびケロイド症指数ともに低率であった。 

④ 上物重量は何れの区もほぼ同程度であったが、１～４葉

期乾燥区は総重量が最も軽く、初期の土壌水分不足が影響し

ている可能性が考えられた。 

⑤ 以上の結果、ケロイド症の発生は全体的に少なく、

異なる土壌水分管理がケロイド症発生に及ぼす影響は判

然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）サツマイモの高品質・生産安定技術の確立と品種

適応性 

ア 良食味品種‘クイックスイート’の早掘り適性 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

良食味品種として有望な‘クイックスイート’の早掘

り栽培における適性について、年次変動を確認する。 

① ‘ベニアズマ’、‘金時’を対照品種とし、‘クイック

スイート’を比較調査した。４月27日に挿し苗し（不織

布被覆４月27日～５月７日）、８月25日に収穫調査した。 

② 挿し苗後、‘ベニアズマ’、‘金時’は活着が不良であ

り、補植を行った。梅雨明け以降、高温・乾燥の気象条
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件により、何れの品種とも地上部の生育が緩慢であった。 

③ 収穫時の着生芋数は、‘ベニアズマ’3.6個/株、‘金

時’4.3個/株に対し、‘クイックスイート’4.7個/株と

やや多かったが、上物平均芋重は‘クイックスイート’

171.1ｇ/株であり、‘ベニアズマ’205.8ｇ/株よりやや劣

り、‘金時’141.4ｇ/株よりやや優れた。 

④ ‘クイックスイート’の上物収量は208.9kg/ａと‘ベ

ニアズマ’223.3kg/ａよりやや劣ったが、‘金時’137.8kg/

ａより優れた。上物割合は、‘ベニアズマ’80.7％、‘ク

イックスイート’70.7％、‘金時’60.8％であった。 

⑤ 形状は、何れの品種も紡錘形主体であるが、‘クイッ

クスイート’は長形、丸形が少ない傾向だった。 

⑥ 以上の結果、‘クイックスイート’の早掘り栽培にお

ける収量性は‘ベニアズマ’と同程度～やや劣ったが、

‘金時’以上の収量であり、栽培上の問題も認められな

かった。過去の試験においても同様であり、早掘り適性

を有すると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 良食味品種‘クイックスイート’の普通堀り適性 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

良食味品種として有望な‘クイックスイート’の普通

掘り栽培における適性について、年次変動を確認する。 

① ‘ベニアズマ’、‘金時’を対照品種とし、‘クイック

スイート’を比較調査した。５月 28 日に挿し苗し、10

月７日に昇格調査した。 

② ‘クイックスイート’は４～５月の低温、寡日照の

影響から、つるの伸長速度が遅く、採苗効率が低下した。

挿し苗後、活着は順調に進んだ。 

③ 夏期の高温、乾燥の影響により、収穫時の着生芋数

は何れの品種も少なく、‘クイックスイート’は2.0個/

株と‘ベニアズマ’3.1 個/株より少なく、‘金時’1.7

個/株よりやや多かった。‘クイックスイート’上物平均

芋重は、394.9ｇ/株と‘ベニアズマ’274.2ｇ/株、‘金時’

240.7ｇ/株より優れたが、60ｇ以下の下物個数が多く、

上物割合が低率であった。 

④ ‘クイックスイート’の上物収量は、170.5kg/ａと

‘金時’88.6kg/ａより優れたが、‘ベニアズマ245.2kg/

ａより劣った。 

⑤ 以上の結果、‘クイックスイート’の普通掘り栽培に

おける収量性は‘ベニアズマ’、‘金時’と比較して、同

等からやや劣る傾向であった。過去の試験においても、

夏期の高温、乾燥により芋の着生数が減少し、低収傾向

となることが認められ、乾燥防止のための土壌水分の適

正管理が必要であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）４月どりブロッコリーの作型開発 

ア 露地栽培における有望品種、播種時期の選定 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

 ブロッコリーの４月どり作型を確立するため、品種お

よび播種時期について検討する。 

① 播種・移植日を平成21年９月24日・10月28日、

10月５日・11月４日の２処理区とし、‘グランドーム’、

‘SK3-084’、‘彩麟’、‘BL-815’を供試した。 

② ９月 24 日播種の収穫時期は、‘彩麟’、‘SK3-084’、

‘BL-815’、‘グランドーム’の順で早く、何れの品種も

播種から平均収穫日までの日数は190～198日で、４月上

旬収穫であった。 

③ 10 月５日播種の収穫時期は、‘彩麟’、‘BL-815’、

‘SK3-084’、‘グランドーム’の順で早く、播種から平均

収穫日までの日数は185～189日で、４月上～中旬収穫で

あった。しかし、‘グランドーム’は、４月17日までの

収穫株率が17.5％と低く、また、５月７日時点で45％の

株の出蕾が確認されなかった。 

④ 花蕾品質は、９月24日播種では、‘SK3-084’はアン

トシアンの発生がなく、‘グランドーム’に比べ、粒揃い、

締まりが良好で、花蕾重も重かった。しかし、軸長が短

く、収穫作業はやや困難であった。‘彩麟’は、花蕾の凹

凸が多く、品質が劣った。10月５日播種でも同様の傾向

であったが、‘SK3-084’のみ、粒揃い、締まりが‘グラ

ンドーム’より優れた。 

⑤ 以上の結果、‘SK3-084’は９月24 日播種、10 月５

日播種により４月上旬～中旬の収穫が可能であり、花蕾

品質もアントシアンの発生が少なく、粒揃い、締まりが

良好であり、有望と考えられた。しかし、軸長が短いと

いう欠点があった。また、昨年有望とした‘グランドー

ム’は、９月24日播種で４月10日収穫、10月５日播種

で４月14日収穫が可能であったが、収穫株率が低下した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ハウス栽培における有望品種の検索 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

 ブロッコリーの４月どり作型を開発するため、ハウス

栽培における有望品種を選定する。 

① ‘ピクセル’、‘Ｎ-61’、‘BL-451’を供試し、１月６

日に播種し、２月24日に無加温ハウス内に移植した。 

② ３月、４月の寡日照の影響により生育が遅延し、４

月収穫には至らず、収穫開始は５月１日以降となった。 

③ ４月６日時点の花芽ステージは、‘ピクセル’、
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‘BL-451’、‘Ｎ-61’の順に進行が早く、花蕾径は、‘ピ

クセル’4.3mm、‘BL-451’3.3mm、‘Ｎ-61’2.6mmであっ

た。 

④ 収穫時期は、‘ピクセル’、‘Ｎ-61’、‘BL-451’の順

に早く、何れも播種後約120日での収穫となった。収穫

期間は、‘ピクセル’は５月１日～７日の７日間、‘Ｎ-61’

は５月３日～８日の６日間、‘BL-451’は５月６日～８日

の３日間であり、何れの品種とも収穫株率は93％以上と

高かった。 

⑤ 花蕾品質について、‘ピクセル’は花蕾重が重く、粒

揃い、締まりが良好で、凹凸が少なく、「秀」中心であり、

花蕾品質が最も優れた。‘BL-451’は、やや凹凸があるも

のの、粒揃い、締まりが優れ、リーフィーの発生もなく、

「秀～優」であった。‘Ｎ-61’は、凹凸が目立ち、粒揃

い、締まりが粗く、品質が劣った。 

⑥ 以上の結果、５月１日からの収穫開始となったが、

‘ピクセル’の花蕾品質が最も優れた。‘BL-451’は、短

期収穫が可能であり、ハウス栽培に適すると考えられた

が、品質がやや劣った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

24．地球温暖化に対応した白ネギ安定生産技術の確立 

（１）夏越し栽培技術の確立 

 ア 盛夏期の灌水技術の確立 

 （ア）異なる灌水管理が土壌水分量および地温に及ぼ

す影響 

 担当者：福本明彦・伊垢離孝明・田村佳利 

 協力分担：なし 

夏期の灌水技術の確立に資するため、盛夏期の灌水が

土壌水分量および地温に及ぼす影響について検討する。 

① 灌水は、毎日灌水、灌水開始 pF2.1、無灌水の３水

準、灌水時刻を午前５時30分、午後５時30分の２水準

とし、２元配置とした。灌水はネギの直上にスミサンス

イＲ露地ワイドを敷設し、降雨５mm相当量を定流量自動

停止弁を用いて行なった。テンションメーターは、ネギ

から15cm離れた盤茎部の深さの畝内に設置し、毎夕方５

時のpF値を測定した。また、温度データロガーを用い、

ネギから15cm 離れた畝の深さ１cm の位置と盤茎部の地

温を毎正時に測定した。栽培は、２月15日に品種‘吉蔵’

を播種し、４月19日に移植した。 

② 本年の夏は７月 17 日から９月７日までの降雨日が

７日と少なく、７月23日～９月６日の間に灌水を実施し、

灌水回数は毎日灌水区43回、灌水開始pF2.1区27回で

あった。 

③ 各区の土壌水分の推移について、無灌水区は過乾燥

状態で推移した。毎日灌水区と灌水開始pF2.1区との差

は明確ではなかったが、何れも適湿からやや乾燥状態で

推移した。また、灌水時刻では、朝灌水区が夕方灌水区

よりやや乾燥状態で推移する傾向であった。 

④ 畝の深さ１cmの地温の推移について、無灌水区は１

日を通して最も高く推移した。灌水により最高地温が５

～７℃低下したが、低下の度合いは灌水開始pF2.1区よ

り毎日灌水区が大きく、朝灌水区よりも夕方灌水区が大

きい傾向であった。 

⑤ 盤茎部の地温の推移について、畝の深さ１cmの地温

と同様に無灌水区は１日を通して最も高く推移した。灌

水により最高地温が１～２℃低下し、低下の度合いは畝

の深さ１cmの地温と同様の傾向であった。 

⑥ 以上の結果、降雨５mm相当量の灌水により土壌の過

乾燥状態を適湿からやや乾燥状態に維持するとともに、

地温の上昇を抑制した。毎日灌水と灌水開始pF2.1の土

壌水分の差は不明確であったが、畝の深さ１cmの地温お

よび盤茎部の地温ともに毎日灌水区がやや低い傾向であ

った。また、夕方灌水は朝灌水より土壌水分がやや多い

傾向であり、畝の深さ１cmの地温および盤茎部の地温と

もに夕方灌水が低い傾向であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）異なる灌水管理がネギの生育に及ぼす影響 

 担当者：福本明彦・伊垢離孝明・田村佳利 

 協力分担：なし 

夏期の灌水技術の確立に資するため、盛夏期の灌水が

ネギの生育に及ぼす影響について検討する。 

① 灌水は、毎日灌水、灌水開始 pF2.1、無灌水の３水

準、灌水時刻を午前５時30分、午後５時30分の２水準

とし、二元配置とした。灌水はネギの直上にスミサンス

イＲ露地ワイドを敷設し、降雨５mm相当量を定流量自動

停止弁を用いて行なった。栽培は、２月15日に品種‘吉

蔵’を播種し、４月19日に移植、11月16日に収穫した。 

② 夏越し後の欠株について、無灌水区の欠株率は

25.9％と高く、約１/４の株が萎凋病、軟腐病等により枯

死した。毎朝灌水区、灌水開始pF2.1区ともに概ね12％

前後の欠株率であり、灌水により欠株が減少したが、毎

夕灌水区は26.5％と無灌水区と同等の欠株率であった。 

③ 白ネギの生育について、灌水開始前は何れの区もほ

ぼ同等の生育であった。夏越し後は、毎夕灌水区の草丈

が無灌水区より有意に高くなったが、他の処理間には有

意差は認められなかった。しかし、灌水により草丈が高

くなる傾向であった。葉鞘径は各処理間の有意差は認め

られないものの灌水により太くなる傾向であり、毎日灌

水区が最も優れた。生葉数、一本生重には一定の傾向は

認められなかった。 
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④ 灌水時刻では、草丈は夕方灌水区が高くなる傾向で

あったが、他の項目については一定の傾向は認められな

かった。 

⑤ 収量について、灌水区の収量は359～418kg/10aであ

り、無灌水区の259kg/10ａと比較して大幅な増収となっ

た。灌水水準においては、灌水開始pF2.1区が毎日灌水

区より上物本数が多く、また、灌水時刻においては、朝

灌水が夕方灌水より上物本数が多く、多収であった。 

⑥ 以上の結果、盛夏期の灌水により欠株が減少し、過

乾燥下での生育量が保持され、大幅な増収となった。灌

水水準においてはpF2.1灌水が毎日灌水より、また、灌

水時刻においては朝灌水が夕方灌水より上物本数が多く、

多収となる傾向であった。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

（ウ）灌水下の異なる施肥窒素量がネギの生育に及ぼ

す影響 

 担当者：福本明彦・伊垢離孝明・田村佳利 

 協力分担：なし 

夏期の灌水技術の確立に資するため、盛夏期の灌水管

理下の異なる施用窒素量がネギの生育に及ぼす影響につ

いて検討する。 

① 灌水は、灌水開始 pF2.1、無灌水の２水準、夏越し

前（６月16日）の施肥窒素量を３kg/10ａ、５kg/10ａ（は

まかぜ１号（10-10-10））の２水準とし、２元配置とした。

灌水時刻は午前５時30分とした。灌水はネギの直上にス

ミサンスイＲ露地ワイドを敷設し、降雨５mm相当量を定

流量自動停止弁を用いて行なった。栽培は、２月15日に

品種‘吉蔵’を播種し、４月19日に移植、11月16日に

収穫した。 

② 夏越し後の欠株について、無灌水区の欠株率は20％

以上と高く、灌水により欠株が減少した。施肥窒素量に

よる差は、灌水区ではほぼ同等であったが、無灌水区で

は施肥窒素５kg 区が施肥窒素３kg 区より欠株がやや少

ない傾向であった。 

③ 白ネギの生育について、灌水開始前は何れの区も同

等の生育であった。夏越し後は、灌水により有意に草丈

が高く、生葉数が多く、一本生重が重くなった。また、

施肥窒素３kg区が施肥窒素５kg区より生葉数が多く、一

本生重が重くなった。 

④ 収量について、灌水により総収量が大幅に増加し、

灌水による増収効果が認められた。施肥窒素量において

は、灌水区では施肥窒素３kg区が施肥窒素５kg区より多

収、無灌水区では施肥窒素５kg区が施肥窒素３kg区より

多収となった。 

⑤ 以上の結果、盛夏期の灌水により欠株が減少し、大

幅な増収となった。しかし、灌水下では、夏越し前の施

用窒素量が多くなることにより生育、収量が減少してい

ることから、肥培管理による収量への影響が懸念され、

灌水管理下での適正施肥量の検討が必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

（エ）平坦地黒ボク畑における灌水効果 

 担当者：石原俊幸・伊垢離孝明 

 協力分担:なし 

 平坦地黒ボク畑における灌水指針作成の参考とするた

め、品種および施肥量と灌水の関係を検討する。 

① ‘吉蔵’、‘関羽一本太’、他３品種を供試し、３月

17日播種、５月13日移植、12月６日に収穫調査した。

試験区は慣行施肥区（Ｎ17.0kg/10ａ）、削減施肥区（Ｎ

10.8kg/10ａ）と灌水の有無の２元配置とし、灌水はスプ

リンクラーを用い、土寄せ１回目までは植え溝表面が白

く乾いたら 10mm、土寄せ１回目以降は土壌水分張力

pF2.5以上を目安に10～20mmを午前中に行った。 

② 無灌水区の盤茎部の土壌水分張力は７月下旬から９

月下旬までpF2.7以上で推移し、乾燥状態が続いた。灌

水区は、灌水により一時的にpF1.5まで低下したが、降

雨がなければ１～２日程度で再びpF2.7以上に上昇した。 

③ 収穫時の生育について、灌水により葉身長、葉鞘長

が増加した。施肥量による生育の差は判然としなかった。 

④ 収穫率について、‘吉蔵’、‘関羽一本太’、‘夏扇４号’

は灌水により増加したが、‘秀雅’、‘ホワイトスター’は

灌水により低下し、特に慣行施肥区おいて大きく低下し

た。 

⑤ 上物収量について、いずれの品種とも灌水により増

収となったが、‘関羽一本太’、‘夏扇４号’は灌水による

増収効果が高く、Ｌ規格以上の階級が増加した。 

⑥ 施肥による生育、収量の差は判然としなかった。作

付前の供給窒素量が６～７mg/100ｇであり、10ａ当たり

の窒素供給量は約10kgに相当することから、土壌の供給

窒素量が十分であり、生育差が判然としなかったものと

推察された。 

⑦ 以上の結果、高温期の灌水により上物収量が増加し、

特に‘関羽一本太’、‘夏扇４号’が大幅に増収した。し

かし、‘秀雅’、‘ホワイトスター’は灌水により収穫本数

が大きく低下し、高温期の灌水により腐敗が増加すると

考えられた。灌水量について、極端な高温乾燥条件では

１回当たりの灌水量は20mm程度必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ 10 月どり連作圃場における耐夏越し性品種の検

索 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 
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 協力分担：なし 

10月どりの連作圃場を用い、夏越し後の欠株が少なく、

連作障害に強い、耐夏越し性品種を検索する。 

① ‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’、‘関羽一本太’など６

品種を供試し、２月13日に播種し、連作３年目の圃場に

４月23日に移植、10月12日に収穫した。 

② 本年は、５月中旬～下旬が低温・寡日照、７月中旬

～９月上旬は高温・乾燥であり、生育はやや緩慢であっ

た。また、８月下旬以降は土壌病害虫の発生および高温・

乾燥による根痛みの影響により、欠株が多発した。 

③ ７月27日の生育は、‘ホワイトスター’、‘夏扇パワ

ー’の順で新鮮重が優れた。夏越し後は、‘夏扇パワー’

の葉鞘径が最も太く、新鮮重が優れた。 

④ 収量について、‘夏扇パワー’、‘関羽一本太’の順で

欠株が少なく、多収であり、夏越しに優れる特性が認め

られた。 

⑤ 以上の結果、連作圃場における10月どり栽培におい

て、‘夏扇パワー’、‘関羽一本太’は、盛夏期の欠株が少

なく、多収であり、耐夏越し性に優れると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 換金作物との輪作によるネギ連作障害の軽減 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

連作障害対策として、換金作物であるスイートコーン、

ブロッコリーとの輪作がネギの生育および収量に及ぼす

影響について検討する。 

① 試験は、平成20 年の秋冬ネギ栽培圃場に、平成21

年に輪作、土壌消毒、連作等計８区（スイートコーン＋

秋冬どりブロッコリー区、初夏どりブロッコリー＋秋冬

どりブロッコリー区、ソルゴー区、クロタラリア区、秋

冬ネギ＋エンバク区、秋冬ネギ＋クリムソンクローバー

区、秋冬ネギ栽培＋土壌消毒区、秋冬ネギ連作区）を設

け、各区に平成22年秋冬ネギを栽培した（ ‘関羽一本

太’２月13日播種、５月26日移植、平成23年１月11

日収穫）。 

② 夏越し後の９月７日の生育は、秋冬ネギ連作区が最

も劣った。換金作物輪作区では、初夏どりブロッコリー

＋秋冬どりブロッコリー区に比べ、スイートコーン＋秋

冬どりブロッコリー区生育がやや劣る傾向であった。 

③ ９月７日における土壌病害（萎凋病、軟腐病）の発

生は、秋冬ネギ連作区の被害株率 8.2％に対し、秋冬ネ

ギ栽培＋土壌消毒区、ソルゴー区はそれぞれ 1.4％、

2.6％と低く、発病が抑制された。ネコブセンチュウによ

る被害は、秋冬ネギ連作区のネコブ指数が60.0と最も高

い中、他の区はいずれも低く、ネコブセンチュウの被害

が軽減された。特にソルゴー区および初夏どりブロッコ

リー＋秋冬どりブロッコリー区の軽減効果が最も高かっ

た。 

④ 11月４日の生育について、ソルゴー区、秋冬ネギ栽

培＋土壌消毒区、初夏どりブロッコリー＋秋冬どりブロ

ッコリー区、クロタラリア区の生育が優れ、旺盛であっ

た。収穫時の生育、収量についても同様の結果であった。 

⑤ 以上の結果、換金作物との輪作について、ブロッコ

リー年２回の作付けは、ソルゴーおよびクロタラリアと

の輪作と同等のネコブセンチュウ抑制効果および増収効

果が認められ、また、スイートコーン＋秋冬どりブロッ

コリーの作付けも、効果はやや低いが増収効果が認めら

れ、連作障害対策として有効な輪作体系であると考えら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

エ 亜リン酸資材の施用が夏越しネギの生育および収

量に及ぼす影響 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

夏越し栽培における根群の活性は、ネギの生育量確保

の観点から重要である。そこで、健苗育成や根群形成に

有効であることが明らかにされている亜リン酸資材の本

圃への施用がネギの生育、収量に及ぼす影響について検

討する。 

① 品種は‘夏扇パワー’（２月23日播種、４月27日移

植）を供試した。試験区は、亜リン酸施用区（亜りん酸

粒状２号（０－10－７) 20kg/10ａ）およびリン酸施用区

（過燐酸石灰（０－17.5－０）12kg/10ａ）を設けた

（P2O52.0kg/10ａ、K2O1.4kg/10ａとし、リン酸施用区に

は硫酸加里 2.8kg/10ａを併せ施用した）。処理時期は４

月28日、５月18日、６月16日、７月13日の４水準と

し、慣行施肥に追加し行った。尚、慣行施肥は元肥に石

灰窒素40kg/10ａ、植付け直後に燐硝安加里20kg/10ａ、

５月27日にはまかぜ１号30kg/10ａ、６月22日にスー

パーIB30kg/10ａ、９月22日、10月４日および10月13

日にそれぞれはまかぜ１号 20kg/10ａを追肥した。７月

27日および９月７日に生育調査し、11月８日に収穫調査

した。 

② ７月27日の生育について、亜リン酸４月処理区で地

上部重がやや劣り、亜リン酸の生育初期の施用は地上部

の伸長を抑制する可能性が示唆された。根部の生育は、

亜リン酸施用区で無処理区に比べ優れ、リン酸施用区に

比べ同等～やや優れる傾向であった。亜リン酸およびリ

ン酸の同一処理日で比較すると地上部重、根部重ともに

亜リン酸施用区が優れる傾向であり、亜リン酸の肥効は
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速効的であると推察された。 

③ ９月７日の生育について、亜リン酸およびリン酸施

用区の草丈、葉鞘径、葉数は無処理区より優れる傾向で

あった。地上部重は、亜リン酸５月処理区および６月処

理区、リン酸４月処理区が優れた。根部重は、亜リン酸

６月処理区、リン酸５月処理区が有意に重く、根部の生

育が優れた。また、亜リン酸およびリン酸施用区いずれ

とも無処理区に比べ、盤茎部の褐変程度が少なく、白く

健全な太い根が多い傾向であった。 

④ 収穫時の生育および上物収量について、７月および

９月に認められた生育差は認められず、いずれの処理区

とも無処理区と同等の生育、収量であった。 

⑤ 以上の結果、亜リン酸、リン酸の追肥は、根部の発

育など生育促進効果が認められ、盛夏期の生育停滞が緩

和されたと考えられ、肥効は亜リン酸がより速効的と考

えられた。しかし、収穫時においては無処理との生育、

収量の差は判然とせず、再検討を要すると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）周年出荷体系の強化 

ア 春どりネギの安定生産技術の確立 

（ア）栽植密度がネギの肥大に及ぼす影響 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

春どりネギの‘春扇’は、３月期の３Ｌ比率が高く、

過肥大対策が求められている。そこで、６月下旬播種栽

培における栽植密度が、生育、収量ならびに抽苔に及ぼ

す影響について検討する。 

① ‘春扇’、‘龍ひかり１号’、‘龍ひかり２号’の３品

種を供試し、ａ当たりの栽植密度を4,000本および5,000

本の２水準とし、平成21年６月24日に播種し、８月25

日に移植、平成22年３月15日に収穫した。 

② 10月19日の生育は、何れの品種とも栽植密度4,000

本/ａが5,000本/ａより優れ、収穫時においても同様の

傾向であった。また、‘龍ひかり１号’、‘龍ひかり２号’

は、‘春扇’に比べ、葉折れが少なく、葉数が多かった。 

③ 調製重は、栽植密度4,000本/ａが重く、２Ｌ規格中

心であったのに対し、5,000本/ａはＬ規格中心であった。

上物収量および３kg出荷ケース数には、栽植密度間の有

意差は認められず、同等の収量であった。 

④ 抽苔は、何れの品種も栽植密度間に有意差は認めら

れなかったが、栽植密度4,000本/ａの抽苔が早い傾向で

あった。品種間では、‘龍ひかり１号’および‘龍ひかり

２号’が、‘春扇’に比べ抽苔が遅かった。 

⑤ 以上の結果、‘春扇’の３Ｌ規格割合は全体的に低か

ったものの、栽植密度4,000本/ａに比べ5,000本/ａは

葉鞘部の肥大が抑制され、３Ｌ規格がなくなり、Ｌ規格

中心となり、総収量は4,000本/ａと同等であった。‘龍

ひかり１号’、‘龍ひかり２号’においても同様の傾向で

あった。尚、‘龍ひかり１号’、‘龍ひかり２号’は、‘春

扇’に比べ収穫物の揃いがよく、晩抽性が優れ、葉折れ

が少ないなどの特性を有しており、３月どり品種として

有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）播種・移植日が抽苔ならびに生育、収量に及ぼ

す影響 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：なし 

一本ネギ周年化の資とするため、晩抽性品種の播種・

移植日が抽苔時期ならびに生育、収量に及ぼす影響につ

いて検討する。 

① ‘羽緑一本太’、‘龍まさり’の２品種を供試し、播

種・移植日を平成21年７月２日・９月２日、７月11日・

９月11 日、７月22日・９月24日の３水準とし、平成

22年５月11日に収穫調査した。 

② 10 月 19 日の生育について、播種・移植日が早い順

に優れ、平成22年４月14日の生育も同様の傾向であっ

た。 

③ ‘龍まさり’の収量について、播種・移植日が早い

ほど優れる傾向であった。 

④ ‘龍まさり’の５月10日の抽苔率は、0.6～2.0％と

低く、播種・移植日が遅いほど低率となる傾向であった。

５月15 日の抽苔率は、‘羽緑一本太’が9.9～15.7％で

あるのに対し、‘龍まさり’は1.1～6.8％と低率であり、

晩抽性が優れた。５月20日の抽苔率においても、‘龍ま

さり’は９月11日移植が5.9％、９月24日移植が13.9％

と低率であった。 

⑤ 以上の結果、‘龍まさり’は‘羽緑一本太’より晩抽

性に優れ、７月上中旬播種・９月上中旬移植は収量性が

高く、５月15日頃までの出荷が可能と考えられた。また、

７月中下旬播種・９月中下旬移植においても、５月 20

日の抽苔率が比較的低く、５月中旬までの出荷の可能性

が示唆された。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

イ ５月どり一本ネギの作型開発 

担当者：福本明彦・伊垢離孝明・田村佳利 

 協力分担：なし 

一本ネギ周年化に向けた５月どり作型を確立するため、

トンネル被覆資材、品種、播種数（栽植密度）を検討す

るとともに、本栽培技術の６月どり作型の肥大促進のた

めの技術応用を併せ検討する。 
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① トンネル被覆資材は、無滴農ポリ、有滴農ポリ（何

れも厚さ0.05mm、幅150cm）の２水準、品種は‘羽緑一

本太’、‘龍まさり’の２品種、播種数は３粒/穴（栽植密

度3,000本/ａ）、４粒/穴（同4,000本/ａ）の２水準と

し、３元配置とした。 

② 平成21年９月20日播種、11月16日移植、12月21

日から平成22年３月23日までトンネル被覆し、トンネ

ル除去後の３月30日に生育調査、６月１日に収穫調査し

た。 

③ ４月の気象が低温・寡日照で推移し、生育遅延によ

り５月中旬収穫には至らなかった。 

④ ３月30日の生育について、草丈は‘羽緑一本太’が‘龍

まさり’より有意に高く、また、葉鞘径は有滴農ポリが無滴

農ポリより有意に太かった。平均一本重は、有滴農ポリおよ

び‘龍まさり’がそれぞれ無滴農ポリおよび‘羽緑一本太’

より有意に重たかった。 

⑤ 収穫時の生育について、草丈に明瞭な差はなかったが、

葉鞘径は有滴農ポリ、‘羽緑一本太’、３粒播種がそれぞれ

無滴農ポリ、‘龍まさり’、４粒播種より有意に太く、平均

一本重では有滴農ポリ、３粒播種がそれぞれ無滴農ポリ、４

粒播種より有意に重かった。生葉数は有滴農ポリ、‘龍まさ

り’、３粒播種がそれぞれ無滴農ポリ、‘羽緑一本太’４粒

播種より有意に多かった。 

⑥ 調製収量について、平均一本重は有滴農ポリ、３粒播種

がそれぞれ無滴農ポリ、４粒播種より有意に重く、肥大促進

に有効であった。抽苔率および葉鞘内花茎株率に明瞭な傾向

は認められなかった。 

⑦ 以上の結果、‘羽緑一本太’、‘龍まさり’の何れの品

種においても有滴農ポリ、３粒播種は収穫時の葉鞘径が太く、

肥大促進に有効であった。農ポリの種類、播種数が花芽分化

に及ぼす影響は明確ではなかった。また、各品種とも有滴農

ポリは450kg/a以上と多収であり、６月どり作型の肥大促進、

収量確保対策に技術応用が可能と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 無被覆栽培による６月どり作型の省力化 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

 ６月どり作型の低コスト化、省力化を図るため、無被

覆栽培における育苗形態、播種・移植日が抽苔および収

量に及ぼす影響について検討する。 

① ‘羽緑一本太’、‘龍まさり’の２品種を供試し、育

苗形態は200 穴セル成型トレイ（４粒/穴播種）、448 穴

プラグトレイ（３粒/穴播種）の２水準とし、200穴セル

成型トレイの播種・移植日は平成21年９月10日・11月

10日、９月19日・11月20日、９月30日・11月30日

の３区、448穴セル成型トレイの播種・移植日は９月15

日・11月16日とした（慣行区は、200穴セル成型トレイ

９月30日播種・11月30日移植、12月21日～翌年３月

30日まで農ポリトンネル被覆）。２月10日および３月30

日に生育調査、生育に応じて６月14日、21日、28日に

収穫調査した。 

② ２月10日の生育について、両品種とも11月10日移

植区が何れの項目においても優れ、最も旺盛であった。

しかし、３月30日の生育は両品種とも慣行区が最も旺盛

であり、次いで11月10日移植区であり、11月16日以

降の移植では生育が大幅に劣った。品種間では‘羽緑一

本太’に比べ、‘龍まさり’の肥大が優れる傾向であった。 

③ 収穫日について、慣行トンネル栽培と収穫日が同日

であったのは、両品種とも11月10日移植区のみであり、

11月16日以降の移植区は収穫開始日が７～14日遅くな

った。‘羽緑一本太’の11月10日移植区の収量は、慣行

トンネル栽培の595.5kg/ａより劣るものの、510.9kg/ａ

と比較的多収であった。また、‘龍まさり’の 11 月 10

日移植区は、抽苔率が16.7％と高く、慣行トンネル栽培

の７割程度の収量であった。 

④ 以上の結果、慣行のトンネル被覆栽培と同時期に収

穫可能となったのは、両品種とも９月10 日播種・11 月

10日移植（200穴セル成型トレイ）のみであったが、収

量はトンネル栽培より劣った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 作型別適品種の選定 

（ア）１～２月どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

１～２月どり作型において、高温期の欠株が少なく、

葉折れが少ない、高品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘関羽一本太’、‘龍翔’を対照品種に、‘緑の剣’、

‘光の剣’、‘龍まさり’、‘龍ひかり１号’、‘龍ひかり２

号’、‘秀雅’を供試した。平成21年４月16日播種、６

月１日に移植、平成22年２月９日に収穫調査した。 

② 夏期のネコブセンチュウ被害および 11 月以降の寡

日照の影響により生育が抑制された。 

③ ‘関羽一本太’の草姿は立性、葉色は濃緑色であり、

圃場内の葉折れが少ないなど、他品種より優れた他、生

存株率が最も高かった。 

④ 上物収量は、‘関羽一本太’375.7kg/ａ、‘龍翔’

354.4kg/ａ、‘龍まさり’344.3kg/ａの順であり、対照品

種より優れる品種は認められなかった。 

⑤ 出荷調製時の葉折れは、‘龍ひかり１号’、‘龍まさり’

が‘関羽一本太’より少なく、‘秀雅’、‘光の剣’はやや
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多かった。小菌核腐敗病による被害は、‘龍翔’、‘龍ひか

り２号’がやや多い傾向であった。 

⑥ 以上の結果、生存株率、収量性など対照品種‘関羽

一本太’、‘龍翔’に優る品種はなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）６月どり 

担当者：福本明彦・田村佳利・伊垢離孝明 

協力分担：なし 

 ６月どり（５月末～６月）作型において、早期肥大性

が優れ、高品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘羽緑一本太’を対照品種に、‘龍ひかり１号’、‘龍

ひかり２号’、‘龍まさり’、‘K3-108’を供試した。平成

21年10月１日播種、11月27日移植、12月21日～翌年

３月23日までトンネル被覆（有滴農ポリ）し、被覆除去

後の３月30日に生育調査、６月７日に収穫調査した。 

② ３月30日の生育について、草丈は‘K3-108’が最も

高く、‘龍まさり’、‘龍ひかり２号’は有意に低かった。

葉鞘径は‘K3-108’が有意に太く、平均一本重が最も重

たかった。抽苔は、‘K3-108’にわずかに認められたが、

その他の品種は抽苔しなかった。 

③ 収穫時の生育について、草丈は何れの品種もほぼ同

程度であり、葉鞘径は‘K3-108’が最も太く、‘羽緑一本

太’、‘龍まさり’は有意に細かった。生葉数は‘龍ひか

り１号’、‘龍ひかり２号’、‘龍まさり’が約７枚と多く、

‘羽緑一本太’は有意に少なかった。襟部の締まりは、

‘龍ひかり１号’、‘K3-108’が比較的良好であり、‘羽緑

一本太’が最も劣った。 

④ 上物収量について、‘羽緑一本太’を除く他の品種は

欠株の割合が大きく、‘羽緑一本太’596.3kg/ａより劣っ

た。また、小菌核腐敗病の被害程度は‘龍ひかり２号’

が最も大きく、平均一本重が最も劣った。 

⑤ 以上の結果、‘K3-108’は早期肥大性が優れ、収穫時

の襟部の締まりも良好であった。しかし、対照品種‘羽

緑一本太’より収量性の優れる品種は認められず、有望

品種の選定に至らなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）７月上旬どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

弓浜砂丘地の７月上旬どり作型において、襟部の締ま

りおよび肥大が優れ、‘羽緑一本太’に代わる優良品種の

選定を行なう。 

① ‘羽緑一本太’を対照品種に、‘龍ひかり２号’、‘龍

まさり’を供試し、平成21年９月30日播種、12月２日

移植、平成22年７月８日に収穫調査した。 

② 収穫時の生育について、草丈は何れの品種も同程度

であり、‘龍ひかり２号’および‘龍まさり’は、葉数が

約６枚と‘羽緑一本太’よりやや多かった。抽苔は、‘龍

ひかり２号’、‘龍まさり’に極僅かに発生し、‘羽緑一本

太’には認められなかった。 

③ 調製時の特性について、龍まさり’、‘龍ひかり２号’

は葉折れが少なく、襟部の締まりは、両品種ともに‘羽

緑一本太’より優れたが、何れも小菌核腐敗病による被

害が‘羽緑一本太’より多かった。 

④ 上物収量について、‘龍ひかり２号’が 482kg/ａと

最も多収であり、次いで‘龍まさり’462kg/ａ、‘羽緑一

本太’368kg/ａの順であった。 

⑤ 以上の結果、‘龍まさり’、‘龍ひかり２号’は葉折れ

が少なく、首の締まり、収量性が優れ、有望と考えられ

た。しかし、小菌核腐敗病に弱い傾向が認められること

から、防除の徹底が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）７月どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

弓浜砂丘地の７月どり作型において、肥大が良好で、

襟部の締まりが良い、高品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘吉蔵’、‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’を対照品種に、

‘関羽一本太’など６品種を供試し、平成21年11月２

日播種、平成22年２月５日移植、７月20日に収穫調査

した。 

② 移植時の生育は、‘夏扇４号’、‘龍まさり’、‘関羽一

本太’の順で地上部重が優れ、生育が良好であった。５

月18日の生育は、‘夏扇４号’の葉鞘径が最も太く、肥

大が良好であった。‘美白’、‘龍ひかり２号’、‘龍まさり’

は草丈が短く、葉鞘の肥大がやや劣った。 

③ 収穫時の生育について、‘夏扇４号’、‘関羽一本太’

は葉鞘径の肥大が優れ、一本生重は‘関羽一本太’、‘吉

蔵’、‘夏扇４号’の順で優れた。また、‘龍まさり’、‘龍

ひかり２号’は葉枚数がやや多かった。 

④ 収穫時の特性について、‘関羽一本太’は襟部の締ま

りが最も優れ、‘龍ひかり２号’が最も劣った。 

⑤ 上物収量について、‘関羽一本太’が 491.5kg/ａと

最も多収であり、次いで‘夏扇パワー’483.9kg/ａ、‘夏

扇４号’483.0kg/ａの順であった。２Ｌ規格の割合は、

‘夏扇パワー’が 49.0％と最も高く、‘関羽一本太’は

30.7％と葉鞘部の肥大が比較的良好であった。 

⑥ 以上の結果、‘関羽一本太’は肥大性が比較的良好で

あり、襟部の締まり、収量性が優れ、有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
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（オ）８～９月どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

弓浜砂丘地の８～９月どり作型において、夏期の暑さ

による欠株が少なく、肥大が良好で、襟部の締まりの良

い、高品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘吉蔵’、‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’を対照品種に、

‘関羽一本太’、‘MSI-1002’など６品種を供試し、２月

４日播種、４月14日移植、９月27日に収穫調査した。 

② 移植時の生育は、‘夏扇４号’、‘吉蔵’、‘美白’の順

で地上部重が優れ、生育が良好であった。６月15日の生

育は、‘MSI-1002’、‘MSI-953’の一本生重は対照品種よ

り重く、葉鞘部の肥大が優れた。 

③ 夏期の高温、乾燥により高温性土壌病害が発生し、

欠株が多発した中、収穫時の生存株率は、‘関羽一本太’

が75.8％と対照品種‘夏扇４号’78.8％、‘夏扇パワー’

75.4％と同程度であり、‘MSI-1002’は 69.2％とやや低

率であった。 

④ 収穫時の特性について、‘MSI-953’は襟部の締まり

が最も優れ、‘MSI-1002’はやや劣るものの、対照品種と

同程度であった。乾燥による生理障害と思われる葉身基

部のすじ状のくぼみは、‘関羽一本太’、‘夏扇４号’にや

や多く認められた。 

⑤ 上物収量について、高温性土壌病害の影響により全

体的に 250kg/ａ以下と低収であったが、その中で、‘夏

扇パワー’236.6kg/ａ、‘MSI-1002’233.6kg/ａ、‘光の

剣’224.1kg/ａの順であり、‘MSI-1002’は、Ｌ規格以上

の割合が 39.2％と最も高く、‘夏扇パワー’と同等の収

量性であった。 

⑥ 以上の結果、‘MSI-1002’は、欠株がやや多かったが、

襟部の締まりおよび収量性は対照品種と同程度であり、

有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（カ）10月どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

弓浜砂丘地の10月どり作型において、夏期の暑さによ

る欠株が少なく、肥大が良好で、襟部の締まりの良い、

高品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘夏扇パワー’、‘関羽一本太’を対照品種に、‘MKS-No.

６’など８品種を供試し、２月23日播種、４月26日移

植、10月25日に収穫調査した。 

② 移植時の生育は、葉鞘径、地上部重とも対照品種‘関

羽一本太’が優れた。８月２日の生育は、‘MKS-No.６’、

‘MSI-1002’、‘光の剣’は対照品種より一本生重が重く、

肥大が優れた。 

③ 夏期の高温、乾燥により高温性土壌病害が発生し、

欠株が多発した中、収穫時の生存株率は、‘MSI-1002’が

74.6％、‘MKS-No.６’が68.8％と対照品種‘関羽一本太’

60.8％、‘夏扇パワー’64.2％より高率であった。‘MKS-No.

６’は、盛夏期の葉先枯れ症が最も少なかった。 

④ 収穫時の特性について、‘MSI-1002’ は襟部の締ま

りが最も優れ、‘MKS-No.８’、‘美白’は対照品種‘関羽

一本太’と同程度であった。‘夏扇４号’、‘関羽一本太’

は葉鞘基部のすじ状のくぼみがやや多く認められた。 

⑤ 上物収量について、‘MKS-No.６’334.9kg/ａ、

‘MSI-1002’318.4kg/ａと対照品種‘関羽一本太’

270.2kg/ａ、‘夏扇パワー’284.0kg/ａ以上の多収であり、

‘MKS-No.６’は、Ｌ規格以上の割合が最も高く、肥大性

が優れた。 

⑥ 以上の結果、‘MKS-No.６’および‘MSI-1002’は夏

期の欠株が少なく、襟部の締まり、肥大性・収量性が優

れ、有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（キ）12月どり 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

協力分担：なし 

弓浜砂丘地の12月どり作型において、肥大が良好で、

襟部の締まりが良く、風雪等による葉折れの少ない、高

品質・安定多収品種を選定する。 

① ‘関羽一本太’、‘龍翔’、‘夏扇パワー’を対照品種

に、‘MKS-No.６’など９品種を供試し、３月17日播種、

５月17日移植、12月３日に収穫調査した。 

② 移植時の生育は、‘MKS-No.６’は葉鞘径、地上部重

が最も優れ、生育が良好であった。８月10日においても、

‘MKS-No.６’は肥大が優れ、最も生育が旺盛であった。 

③ 収穫時の生育について、‘秀雅’、‘MSI-1002’は対照

品種‘関羽一本太’より草丈が短く、‘TNE-738’は対照

品種‘龍翔’と同程度に高かった。一本生重は対照品種

‘龍翔’より優れる品種は認められなかった。 

④ 夏期の高温、乾燥により高温性土壌病害の発生し、

欠株が多発した中、収穫時の生存株率は、‘MKS-No.６’

81.0％、‘TNE-738’77.7％、‘MSI-953’77.3％と対照品

種と同等から同等以上に高率であった。 

⑤ 収穫時の特性について、‘MKS-No.８’、‘MKS-No.６’

は襟部の締まりが対照品種より優れた。また、‘秀雅’、

‘MKS-No.６’、‘MSI-953’の葉折れは対照品種‘関羽一

本太’と同程度で、少なかった。 

⑥ 上物収量について、‘MKS-No.６’614.3kg/ａ、

‘MSI-1002’505.2kg/ａ、‘TNE-738’501.0kg/ａと多収
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であり、対照品種より優れる収量性であった。 

⑦ 以上の結果、‘MKS-No.６’は夏期の欠株が少なく、

襟部の締まり、肥大性・収量性が優れ、有望と考えられ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 現地適応性品種選定試験 

（ア）関金地区 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：ＪＡ鳥取中央、倉吉普及所 

標高の異なる黒ボク畑・水田転換畑における適品種の

検討を行う。ここでは、関金地区の標高約250mの水田転

換畑における、10月どり作型について検討する。 

① 現地標準品種‘秀逸’を含む、計６品種を供試し、

３月２日播種（チェーンポットCP303、2.5粒播種）、５

月２日移植、10月29日に収穫調査した。 

② ５月中旬～下旬の低温・寡日照、７月中旬～９月上

旬の高温・少雨の影響で生育が遅延し、10月末の収穫と

なった。 

③ 収穫時の生育について、草丈、葉鞘長および葉身長

は‘夏扇パワー’が最も長く、葉幅および葉鞘径は‘光

の剣’が最も太かった。一本生重は、‘夏扇パワー’、‘光

の剣’の順に優れ、襟部の締まりは‘関羽一本太’、‘光

の剣’の順に優れた。また、残存株率は、‘関羽一本太’、

‘夏扇パワー’の順に高く、夏期の欠株が少なかった。 

④ 上物収量について、‘夏扇パワー’425.2kg/10ａ、‘関

羽一本太’410.0kg/10ａ、‘夏扇４号’391.8kg/10ａの順

に多収であるとともに、２Ｌ・Ｌ率も高率であり、葉鞘

部の肥大性が優れた。 

⑤ 以上の結果、‘夏扇パワー’、‘関羽一本太’、‘夏扇４

号’は、夏期の欠株が少なく、夏越し性、収量性が優れ、

有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）大山地区 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：ＪＡ鳥取西部、大山普及所 

標高の異なる黒ボク畑・水田転換畑における適品種の

検討を行う。ここでは、大山地区の標高約20mの水田転

換畑における、９月どり作型について検討する。 

① ‘緑の剣’、‘関羽一本太’、‘夏扇パワー’、‘夏扇４

号’、‘ホワイトタイガー’を供試し、１月13日播種（220

穴セルトレイ、４粒播種）、３月29日移植、９月14日に

収穫調査した。 

② ５月中旬～下旬の低温・寡日照、７月中旬～９月上

旬の高温・少雨の影響で生育が遅延し、８月収穫の計画

が９月14日となった。  

③ 収穫時の生育について、草丈および葉鞘長は‘ホワ

イトタイガー’、‘夏扇パワー’が長く、葉幅および葉鞘

径は‘夏扇パワー’が最も太かった。一本生重は、‘夏扇

パワー’、‘ホワイトタイガー’の順に優れ、襟部の締ま

りは何れの品種もほぼ同等であった。また、‘夏扇パワー’

は残存株率が高く、夏期の欠株が最も少なかった。 

④ 上物収量について、‘夏扇パワー’は残存率が最も高

く、２Ｌ・Ｌ率も高く、最も多収であった。 

⑤ 以上の結果、‘夏扇パワー’は、欠株が少なく、夏越

し性が優れ、収量性が特に優れ、有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）中山地区 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：ＪＡ鳥取西部、大山普及所 

標高の異なる黒ボク畑・水田転換畑における適品種の

検討を行う。ここでは、中山地区の標高約100mの黒ボク

畑における、10月どり作型について検討する。 

① ‘緑の剣’、‘関羽一本太’、‘夏扇パワー’、‘夏扇４

号’、‘ホワイトタイガー’を供試し、１月13日播種（チ

ェーンポット CP303、2.5 粒播種）、３月 19 日移植、10

月5日に収穫調査した。 

② ５月中旬～下旬の低温・寡日照、７月中旬～９月上

旬の高温・少雨の影響で、生育が遅延し、８月収穫の計

画が10月５日となった。  

③ 収穫時の生育について、草丈および葉身長は‘夏扇

パワー’が長かった。葉鞘径は何れの品種も同等であり、

葉幅は‘緑の剣’が最も太かった。一本生重は、‘夏扇パ

ワー’が最も優れ、襟部の締まりは‘関羽一本太’、‘夏

扇パワー’の順で優れた。また、夏期の欠株が多発した

中、‘夏扇パワー’の残存株率は 71.4％と最も高かく、

夏越し性が優れた。 

④ 上物収量について、欠株が多発し、上物収量が

200kg/10ａ以下と低収となった中、‘夏扇パワー’は

297.6kg/10ａと最も多収であった。 

⑤ 以上の結果、‘夏扇パワー’は、欠株が少なく、夏越

し性に優れ、有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）名和地区 

 担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

 協力分担：ＪＡ鳥取西部、大山普及所 

標高の異なる黒ボク畑・水田転換畑における適品種の

検討を行う。ここでは、名和地区の標高約180mの黒ボク

畑における、11月どり作型について検討する。 

① ‘緑の剣’、‘関羽一本太’、‘夏扇パワー’、‘夏扇４

号’、‘ホワイトタイガー’を供試し、１月13日播種（チ



 - 90 - 

ェーンポット CP303、2.5 粒播種）、３月 29 日移植、11

月5日に収穫した。 

② ５月中旬～下旬の低温・寡日照、７月中旬～９月上

旬の高温・少雨の影響で、生育が遅延し、８月収穫の計

画が11月５日となった。  

③ 収穫時の生育について、草丈および葉身長は‘夏扇

パワー’、‘夏扇４号’が長く、葉鞘径は、‘夏扇４号’が

やや太かった。一本生重は、‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’

の順に優れ、襟部の締まりは‘関羽一本太’が優れた。

夏期の欠株が多発し、全般的に残存株率が60％未満とな

る中、‘緑の剣’、‘夏扇パワー’の残存株率は比較的高く、

それぞれ67.9％、66.0％であり、欠株がやや少なかった。 

④ 上物収量について、欠株の多発により全般的に定収

であった中、‘緑の剣’307.1kg/10ａ、‘夏扇４号’

302.5kg/10ａ、‘夏扇パワー’ 301.6kg/10ａと比較的多

収であった。 

⑤ 以上の結果、全体的に残存株率が低く、やや低収で

あったが、‘緑の剣’、‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’は夏期

の欠株が比較的少なく、比較的多収であり、有望と考え

られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 カ 酸素供給剤による湿害軽減 

 担当者：石原俊幸・伊垢離孝明 

 協力分担:なし 

 白ネギは浅根性で、排水不良圃場等で湿害が発生しや

すい作物であり、酸素供給剤を利用した湿害軽減につい

て検討する。 

① 酸素供給剤と湛水処理を組合せ、酸素供給剤は移植

１か月後の６月21日にネオカルオキソ60ｇ/ｍを植え溝

に散布し、培土した。湛水処理は降雨にあわせ７月 15

日～17日、28日～31日、10月25日～28日の間に畝間

に水を流し込んだ。３月17日播種、5月21日移植、12

月16日に収穫調査した。 

② 湛水処理前から酸素供給剤処理区の生育は無処理区

よりやや優れた。 

③ 湛水処理区は、収穫前から葉色が落ち、草丈が短い

など生育がやや劣る傾向であった。しかし、湛水による

肥料成分の流亡の影響も考えられた。 

④ 収穫株率は湛水の有無に関わらず、酸素供給剤の施

用により高くなる傾向であり、特に湛水処理区では酸素

供給剤の施用により10％程度向上した。 

⑤ 上物収量について、湛水処理区は酸素供給剤の施用

に関わらず無湛水区よりより劣ったが、湛水処理区およ

び無湛水区とも酸素供給剤の施用により増加したが、湛

水処理区では収量の差は僅かであった。 

⑥ 規格別収量について、無湛水区の酸素供給剤施用区

が最も肥大が優れたが、湛水区では酸素供給剤施用の肥

大促進効果は認められなかった。 

⑦ 以上の結果、酸素供給剤の施用により初期からの生

育が優れる傾向であり、生育促進効果が認められ、無湛

水区では収量が増加した。しかし、湛水処理区では無施

用区の収量と大差なく、酸素供給剤の施用効果は判然と

しなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）ネギアザミウマ防除体系の確立 

ア 即効性剤と遅効性剤の混用散布における防除効

果 

担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

協力分担：なし 

 ネギアザミウマの効率的な防除体系の確立に資するた

め、散布剤の即効性剤と遅効性剤との混用散布による防

除効果について検討する。 

① 薬剤処理日を６月10日処理（試験Ⅰ）、9月17日処

理（試験Ⅱ）とし、試験Ⅰはアグロスリン乳剤1000倍、

マッチ乳剤2000倍、ウララDF1000倍の単剤散布および

アグロスリン乳剤＋マッチ乳剤、アグロスリン乳剤＋ウ

ララDFの混用散布を行なった。試験Ⅱは、スピノエース

顆粒水和剤5000倍、マッチ乳剤2000倍、ウララDF1000

倍の単剤散布およびスピノエース顆粒水和剤＋マッチ乳

剤、スピノエース顆粒水和剤＋ウララDFの混用散布を行

なった（試験Ⅰ、Ⅱ何れも混用散布の希釈倍率は単剤散

布と同様し、展着剤はミックスパワー3000 倍を加用し

た）。 

② 試験Ⅰは‘夏扇パワー’を４月20日に、試験Ⅱは‘吉

蔵’を５月25日にそれぞれ移植した。ネギアザミウマ発

生状況は何れの試験とも多発生であった。 

③ 試験Ⅰにおいて、アグロスリン乳剤の単剤散布は、

処理13日後の被害度が40以上であったのに対し、アグ

ロスリン乳剤とマッチ乳剤、ウララDFとの混用散布は、

処理13日後から20日後まで被害度40以下であり、処理

20日後まで防除効果が認められた。 

④ 試験Ⅱにおいて、スピノエース顆粒水和剤の単剤散

布は、被害度が40以上で推移したのに対し、スピノエー

ス顆粒水和剤とウララDFとの混用散布は、処理21日後

においても被害度40以下であり、防除効果が認められた。 

⑤ 以上の結果、６月期においてはアグロスリン乳剤と

マッチ乳剤またはウララDFとの混用散布の処理20日後

までの、９月期においてはスピノエース顆粒水和剤とウ

ララDFとの混用散布の処理21日後まで防除効果がそれ

ぞれ認められた。 
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〈本試験成績登載印刷物：７〉 

イ 新規薬剤の防除効果 

担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

協力分担：なし 

 ネギアザミウマの効率的な防除体系の確立に資するた

め、新規薬剤ディアナSCの防除効果について検討する。 

① 薬剤処理時期を６月10日処理（試験Ⅰ）、9月17日

処理（試験Ⅱ）とし、試験ⅠはディアナSC5000倍、アド

マイヤーフロアブル2000倍、アグロスリン乳剤1000倍、

ウララDF1000倍を、試験ⅡはディアナSC剤5000倍、ス

ピノエース顆粒水和剤5000倍、ハチハチ乳剤1000倍、

ウララDF1000倍を供試した。 

② 試験Ⅰは‘夏扇パワー’を４月20日に、試験Ⅱは‘吉

蔵’を５月25日に移植した。ネギアザミウマ発生状況は

何れの試験とも多発生であった。 

③ 試験Ⅰにおいて、アドマイヤーフロアブル、アグロ

スリン乳剤、ウララDFの被害度は処理７日後以降40以

上であったのに対し、ディアナSCは処理20日後まで被

害度40以下で推移し、処理20日後まで防除効果が認め

られた。 

④ 試験Ⅱにおいて、スピノエース顆粒水和剤、ハチハ

チ乳剤、ウララDFは処理10日後から14日後にかけての

被害度が40以上であったのに対し、ディアナSCは処理

10日後から21日後まで被害度が40以下で推移し、処理

21日後までの防除効果が認められた。 

⑤ 以上の結果、新規薬剤ディアナSCの5000倍茎葉散

布は処理20日後頃まで防除効果が高く、防除回数の低減

に有効であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 異なる展着剤が防除効果に及ぼす影響 

担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

協力分担：なし 

 ネギアザミウマの効率的な防除体系の確立に資するた

め、各種展着剤の防除効果の差異について検討する。 

① 展着剤まくぴか（4000倍）、スカッシュ（2000倍）、

ミックスパワー（2000 倍）を供試し、９月17 日にスピ

ノエース顆粒水和剤5000倍を加用散布した。 

② ‘吉蔵’を５月25日に移植し、ネギアザミウマ発生

状況は多発生であった。 

③ 薬液の葉身の付着程度は、ミックスパワー、まくぴ

か、スカッシュの順に優れる傾向であった（達観）。 

④ 幼虫密度について、ミックスパワーは処理14日後の

密度が増加したが、まくぴかおよびスカッシュは処理14

日後においても低密度であった。成虫密度については、

ミックスパワーは処理４日後、スカッシュは処理10日後

にやや増加したが、まくぴかは処理14日後においても低

密度であり、防除効果が認められた。 

⑤ 被害度について、ミックスパワーは処理10日後48.3、

14 日後56.7 と効果がやや低かったが、まくぴかおよび

スカッシュは処理10日後においても40以下であり、処

理14日後でも被害の増加が小さかった。 

⑥ 以上の結果、スピノエース顆粒水和剤5000倍のネギ

アザミウマに対する防除効果は、まくぴか4000倍および

スカッシュ 2000 倍の加用により増大する傾向が認めら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）低コスト施肥技術の確立 

 ア ５月どり坊主不知ネギにおける施肥削減 

担当者：伊垢離孝明・田村佳利・福本明彦 

協力分担： なし 

 坊主不知ネギの栽培は施肥窒素量が約 40gk/10ａと多

肥栽培が行われており、省力化、低コスト化に向け、施

肥削減の可能性について検討する。 

① 試験区は、慣行施肥（施肥窒素43kg/10ａ）、２割削

減（施肥窒素34kg/10ａ）、３割削減（施肥窒素30kg/10

ａ）、火力乾燥鶏糞主体・２割削減（施肥窒素34kg/10ａ）

を設けた。 

②  ‘光’、‘晩中太’を供試し、平成21年５月25日仮

植、９月14日移植（株間20cm、条間１ｍ）、平成22年

５月13日に収穫調査した。 

③ 11月の寡日照の影響により生育がやや遅延し、収穫

時の分げつ数が少なかった。 

④ ‘光’の収穫時の分げつ数および平均株重は何れの

試験区においても慣行区と同程度であった。また、上物

本数、上物重量においても有意差はなく、慣行施肥区と

同程度であり、施肥削減の可能性が示唆された。 

⑤ ‘晩中太’の収穫時の平均株重は、有意差は認めら

れないものの、施肥削減により平均株重が減少する傾向

であり、上物収量も同様の傾向であった。 

⑥ 10ａ当たりの肥料コストは、慣行施肥42,327円に対

して、２割削減区で15,410円、３割削減区で17,212円

のコスト削減が可能であった。また、乾燥鶏糞２割削減

区では29,969円のコスト削減が可能であった。 

⑦ 以上の結果、‘光’では２～３割の施肥削減は可能と

考えられ、15,000円程度のコスト削減が可能と考えられ

た。しかし、‘晩中太’は施肥削減より上物収量が減少す

る傾向であり、系統別の施肥基準が必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 秋冬ネギ低コスト施肥技術の確立 

担当者：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 
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協力分担：なし 

近年、農業用資材の高騰により生産コストが増加して

おり、生産コストの低減を図るため、石灰窒素、鶏糞等

の利用について検討する。 

① 試験区は、元肥に石灰窒素 40kg/10ａを施用し、５

月12日の追肥をはまかぜ１号30kg/10ａ施用する区（石

灰窒素区）、火力乾燥鶏糞 100kg/10ａ施用する区（石灰

窒素＋鶏糞区）を設けた。また、元肥に火力乾燥鶏糞

250kg/10ａを施用し、５月 12 日の追肥をはまかぜ１号

30kg/10ａ施用する区（鶏糞区）および火力乾燥鶏糞

100kg/10ａ施用する区（鶏糞＋鶏糞区）、さらに６月 22

日に火力乾燥鶏糞75kg/10ａ施用する区（All鶏糞区）を

設けた。石灰窒素区、石灰窒素＋鶏糞区、鶏糞区、鶏糞

＋鶏糞区の 6 月 22 日の追肥は何れもスーパーIBS222 

30kg/10ａとした。慣行区は、元肥としてスーパーIBS222 

40kg/10ａを植え溝施用し、５月12日の追肥にはまかぜ

１号 30kg/10ａ、６月 22 日の追肥にスーパーIBS222 

30kg/10ａを施用した。その他、全区共通施肥として、移

植後に燐硝安加里20kg/10ａを植え溝施用した。 

② ‘吉蔵’を用い、２月４日播種、４月14日移植、10

月６日に収穫調査した。 

③ 元肥施用後の供給窒素は、施用窒素量に応じて多く

なる傾向であり、元肥の火力乾燥鶏糞、石灰窒素は無機

態窒素が主体であった。可給態窒素量は、無窒素区

1.8mg/100ｇに対して、慣行区5.3mg/100ｇ、火力乾燥鶏

糞2.0mg/100ｇ、石灰窒素1.3mg/100ｇのとやや少ない傾

向であるが、慣行区が溝施用であることを勘案すると、

ほぼ同程度の窒素供給量であったと推察された。 

④ ８月３日の生育について、何れの試験区とも慣行区

と同程度の生育であったが、生存株率は、火力鶏糞を追

肥した石灰窒素＋鶏糞区、鶏糞＋鶏糞区、All 鶏糞区が

やや低い傾向であり、高温期における乾燥鶏糞からの窒

素発現が影響している可能性が考えられた。 

⑤ 収穫時の生育について、石灰窒素＋鶏糞区の生存株

率が最も低く、また、火力乾燥鶏糞を追肥した他の鶏糞

＋鶏糞区、All 鶏糞区の生存株率もやや低い傾向であっ

た。 

⑥ 上物収量について、何れの試験区も慣行区とほぼ同

程度であった。 

⑦ 以上の結果、石灰窒素および火力乾燥鶏糞の元肥施

用は、慣行と同等の収量が得られ、化成肥料の代替とし

て利用可能であり、コスト低減にも有効であると考えら

れた。しかし、火力乾燥鶏糞の追肥は、８月および収穫

時の生存株率の低下が認められ、夏越し前の火力乾燥鶏

糞の追肥については検討を要すると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

25．新しい販売チャンネルに対応した白ネギ栽培体系の

確立 

（１）特別栽培白ネギの栽培技術の確立 

 ア 鶏糞を用いた化学合成窒素の削減 

担当者：福本明彦・伊垢離孝明・田村佳利 

協力分担：なし 

特別栽培白ネギの栽培マニュアル作成の資とするため、

火力乾燥鶏糞および発酵鶏糞施用による化学合成窒素削

減について検討する。 

① 試験区は、火力乾燥鶏糞を用い、元肥に200kg/10ａ、

移植後、５月26日の追肥に100kg/10ａ、９月24日の追

肥に 100kg/10ａ施用する乾燥鶏糞区（施肥窒素

20.8kg/10ａ）、また、発酵鶏糞区を元肥に 280kg/10ａ、

５月26日および９月24日にそれぞれ140kg/10ａ施用す

る発酵鶏糞区（施肥窒素 22.8kg/10ａ）を設けた。慣行

区は、元肥としてスーパーIBS222 40kg/10ａを植え溝施

用し、５月26日および９月24日にそれぞれ、はまかぜ

１号30kg/10ａを追肥した（施肥窒素16.8kg/10ａ）。共

通施肥として、移植後に燐硝安加里 20kg/10ａを植え溝

施用し、６月16日にはまかぜ１号30kg/10ａを追肥した。

乾燥鶏糞区および発酵鶏糞区の化学合成施肥窒素量は

6.0kg/10ａとした（鳥取県特別栽培農産物秋冬どりネギ

の化学合成窒素慣行基準12.0kg/10ａ）。 

② ‘吉蔵’を用い、２月25日播種、４月20日移植、

11月29日に収穫調査した。 

③ 定植後の生育は、慣行区が最も旺盛で、続いて火力

乾燥鶏糞区、発酵鶏糞区の順であったが、その後は鶏糞

施用区の生育も旺盛となり、大きな生育差は認められな

かった。 

④ ７月27日の生育は、有意差は認められなかったが、

慣行区が最も優れる傾向であった。収穫時の生育におい

ても有意差は認められなかったが、７月27日の生育と同

様に、発酵鶏糞区の生育が劣った。収穫株率は、夏越し

前の生育が旺盛な区ほど低下する傾向であった。 

⑤ 上物収量について、乾燥鶏糞区は上物株率が98.5％

と最も高く、上物収量405.8kg/ａと多収であった。発酵

鶏糞区は368.3kg/ａであり、慣行区367.6kg/ａと同程度

の収量であった。 

⑥ 病害虫防除は予防防除を主体とし、合計10成分の化

学合成農薬を使用したが、栽培上および品質上問題とな

る点は認められなかった（種子消毒、定植後の除草剤を

含む、鳥取県特別栽培農産物秋冬どりネギの慣行基準22

成分）。 

⑦ 以上の結果、火力乾燥鶏糞および発酵鶏糞の施用は
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慣行施肥と比較して、定植後の生育が緩慢であるが、収

穫時には同程度の生育、収量が得られ、化学合成窒素削

減に有効であると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

26．湖山池塩分導入に係る野菜への影響に関する試験 

（１）畑作物における許容塩化物イオン濃度の検討 

ア ジャガイモ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子、椿 越夫 

協力分担：なし 

湖山池への塩分導入が水質浄化・漁業振興の目的で検

討されているが、池周辺農地では塩害が懸念されている。

そこで、作物による許容塩化物イオン濃度の基準を定め、

作物栽培のための資料とする。ここではジャガイモにつ

いて検討する。栽培方法はいなば農協の基準に準じた。 

① 潅水の塩化物イオン濃度を変え、収穫量等を比較し

た。塩化物イオン濃度は０ppm（対照区）、300ppm、500ppm、

800ppmの４水準とした。(以下同様)  

② 耕種概要 定植：３月30日、収穫：6月24日、畝

幅：70cm、株間：30cm、1列11株で３畝定植した。 品

種：‘男爵’ 

③ 灌水はマイクロスプリンクラーで行った。(以下同

様) 

④ 潅水量：３月８日～６月14 日、週３回 各10ｍｍ

灌水 

総灌水量320mm、栽培期間中の雨量：293mm、塩化物施用

量：256g/㎡(800ppm区) 

⑤ 1 株当たりの出荷対象となる40g 以上の芋数は塩分

を導入することで少なくなった。 

⑥ 1株当たりの40g以上の総芋重は300ppm区、500ppm

区では０ppm区と同等だったが、800ppm区では小さくな

った。 

⑦ 300ppm区では食害が多く、良品率が低くなったが、

その他の区では差異は認められなかった。 

⑧ 以上の結果から、ジャガイモは塩分を導入すること

で 40g 以上の芋数が少なくなり、また 800ppm 区では 1

株当たりの芋重が小さくなる傾向が認められた。これら

は昨年度の結果と同様であり、ジャガイモは塩化物イオ

ン濃度500ppmまでは生育への影響は小さかった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 春蒔きニンジン 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

春まきニンジンについて塩化物イオン濃度を検討す

る。 

① 耕種概要 定植：３月８日、収穫：６月24日、畝幅：

70cm、株間：10cm、1畝２条30粒で３畝定植した。品種：

‘ベータ312’ 

② 潅水量：３月８日～６月14 日、週３回 各10ｍｍ

灌水 

③ 総潅水量：460mm、栽培期間中の雨量：413mm、塩化

物施用量：368g/㎡(800ppm区) 

④ 茎長は塩分を導入することで小さくなり、特に

800ppm区で小さくなった。 

⑤ 根長、根径、全重及び調製重は800ppmで小さくなっ

た。 

⑥ 300ppm区では又になったものが多く、良品率が低か

った。そのため根長が０ppm 区よりも小さく、根径が大

きくなったと考えられた。 

⑦ 以上の結果から、春蒔きニンジンは塩分を導入する

こと生育が悪くなり、800ppm区では根長、根径、全重、

調製重が小さくなることが認められた。これらは昨年度

までの結果と同様であり、ニンジンは塩化物イオン濃度

500ppmまで許容できることが明らかになった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

ウ カボチャ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

カボチャについて塩化物イオン濃度を検討する。 

① 耕種概要 定植：５月13日、収穫：７月30日～８

月３日、畝幅：250cm、株間：90cm、３株定植、品種：‘坊

ちゃん’ 

② 灌水量：５月13日～７月16日まで週３回各10mm、

７月18日～７月29日まで毎日10mmを灌水 

③ 総潅水量：420mm、栽培期間中の雨量：312mm塩化物

施用量：336g/㎡(800ppm区) 

④ 果重及び果数は塩化物イオン濃度による差は少なか

った。 

⑤ 茎葉重は500ppm区が最も大きく、次いで800ppm区、

300ppm区が大きかった。 

⑥ 以上の結果、カボチャ栽培では灌水に含まれる塩化

物イオン濃度が 800ppm 以下であれば生育に影響は少な

いと思われた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

エ スイカ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

スイカについて塩化物イオン濃度を検討する。 

① 耕種概要 定植：５月13日、収穫：７月30日～８

月３日、４本整枝、畝幅：250cm、株間：90cm、３株定植、、

品種：‘祭ばやし’ 
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② 灌水量：５月13日～７月16日まで週３回各10mm、

７月18日～７月29日まで毎日10mm 

③ 総潅水量：590mm、栽培期間の雨量：312mm,塩化物施

用量：777g/㎡(800ppm区) 

④ 茎葉乾物重は300ppm区がやや大きく、次いで500ppm

区、800ppm区、は同等で０ppmは最も小さかった。 

⑤ 担果重は300ppm区が大きく、次いで０ppm区、800ppm

区で500ppm区が最も小さかった。 

⑥ 糖度は塩化物イオン濃度が高くなるにつれて、低下

する傾向であった。 

⑦ 食味は、300ppm区まではよかったが、500ppm区では

食味は悪かった。これは、果肉の色、果皮厚から日焼け

傾向であったことが推測できた。また、交配から収穫ま

での日数を45日程度としたが、長過ぎたと思われた。 

⑧ 以上の結果から、スイカ栽培では塩化物イオン濃度

300ppm以上では、生育、草勢、糖度とも低下することが

認められた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

オ カンショ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

カンショについて塩化物イオン濃度を検討する。 

①  耕種概要 定植：５月19日、収穫：９月27日、 畝

幅：100cm、畝高20cm、畝間30cm、１区30株定植、品種：

‘ベニアズマ’ 

② 灌水量：５月19日～７月16日まで週３回各10mm 

７月19日～８月26日まで毎日10mm 

③ 総潅水量：650mm、栽培期間中の雨量：526mm, 塩化

物施用量：856g/㎡(800ppm区) 

④ 茎葉生重は塩分を導入することで小さくなり、特に

800ppm区で小さくなった。 

⑤  ０ppm区は芋数、芋重とも最も小さかった。 

⑥ 芋数は０ppm区以外では大差なかった。 

⑦ 株当たり芋重、平均芋重とも500ppm 区、800ppm 区

で同等に大きく、塩化物イオン濃度が薄くなるに従い、

芋重は小さくなる傾向であった。 

⑧ 以上の結果から、塩化物イオン濃度が800ppm以下で

生育に影響はないと思われた。この傾向は昨年と同じ傾

向であった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

カ サトイモ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

サトイモについて塩化物イオン濃度を検討する。 

① 耕種概要 定植日：４月16日、収穫日：10月26日、

畝幅：60cm、高さ10cm、株間30cm １区30株植え、品

種‘石川早生’ 

② 灌水量：４月 19 日～７月 18 日 週３回、７月 19

日～９月24日 毎日、９月25日～10月６日 週２回、

10月7日～10月22日 週３回 各10mm 

③ 総潅水量：1,140mm、栽培期間の雨量：697mm、塩化

物施用量：1,501g/㎡(800ppm区), 

④ 本年の気象は４～５月に低温寡日照で、その後 10

月までの期間は平年をはるかに上回る高温で、降水量が

非常に少ない年であった。その気象のため、昨年対比で

茎長は30％、茎葉重で35％、芋重で22％となった。ま

た、本年は連作３年目ということもあり、生育不良を促

進したと思われる。 

⑤ 茎長及び葉長は０ppm区が最も大きく、500ppm区、

300ppm区、800ppm区の順に小さくなった。 

⑥ 茎葉重及び株当たり芋重は300ppm区が最も大きく、

０ppm区、500ppm区、800ppm区の順に小さくなった。 

⑦ 芋数は０ppm 区が8.5 個と多く、塩化物イオン濃度

が高まると芋数は減少する傾向であった。 

⑧ 芋重は 300ppm 区が最も大きく、次いで０ppm 区、

500ppm区と続き、 800ppm区が最も小さかった。 

⑨ 以上の結果から、塩化物イオン濃度は500ppm以下に

する必要があると示唆された。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

キ  ホウレンソウ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

ホウレンソウについて塩化物イオン濃度を検討する。 

① 耕種概要 播種：９月14日、収穫：11月24日、畝

幅：80cm、1 区７㎡の3条植え、株間：10cm、品種‘ア

トランタ’ 

② 灌水量：９月14日～９月22日まで毎日10mm９月24

日～10月22日まで週３回各10mm 

③ 総潅水量：220mm、栽培期間の雨量：214mm、塩化物

施用量：290g/㎡(800ppm区) 

④ 草丈、全重、調製重は塩分を導入することで小さく

なり、特に800ppm区では小さくなった。 

⑤ 出荷規格の L 以上の割合は０ppm 区が 85%と最も高

く、次いで、300ppm 区、500ppm と低くなり、800ppm 区

が最も低く５%であった。 

⑥  以上の結果から、ホウレンソウ栽培では塩化物イオ

ン濃度300ppm以上で生育に障害が認められた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

ク ハクサイ 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 
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協力分担：なし 

ハクサイについて塩化物イオン濃度を検討する。 

① 耕種概要 定植：9月14日、収穫：12月６日、畝幅：

70cm、高さ20cm、畝間30cm、１区30株、品種：‘黄ご

ころ90’  

② 灌水量：９月14日～９月22日まで毎日10mm９月24

日～10月22日週３回各10mm 

③ 総潅水量：220mm、栽培期間の雨量：214mm、塩化物

施用量：290g/㎡(800ppm区) 

④ 全長は塩化物濃度が高くなるにつれて長くなる傾向

であったが、処理間差は小さかった。 

⑤ 胴周は300ppm区が大きく、０ppm区が小さかった。 

⑥ 全重、調整重は300ppm区が最も大きく、０ppm区が

最も小さかった。 

⑦ 以上の結果から、全重、調整重に差はあるが、一定

の傾向は見られず、塩化物イオン濃度800ppmの潅水を導

入しても収穫量に差異は少ないことが認められた。これ

は過去２年の結果も同様であった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（２）塩化物を施用した砂畑土壌の塩化物イオン濃度の

推移 

ア 作物の作付け前と収穫後の０ppm区及び800ppmの

塩化物イオン濃度の推移 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

作付け前と収穫後の塩化物イオン濃度を測定し、残留

について検討する。 

① 平成21年ハクサイ、平成22年スイカ・ハクサイを

同じほ場で栽培した。 

② 平成 21 年のハクサイの施肥前の塩化物イオン濃度

は０ppm区、800ppm区とも6.3ppmであった。栽培期間中

に800ppm区で塩化物を356g/㎡施用した。このハクサイ

の栽培後の塩化物イオン濃度はそれぞれ 6.3ppm、

17.9ppm であった。その後スイカを５月に定植するまで

に降水量が607mm あり、スイカ作付け前には０ppm 区、

800ppm区はそれぞれ塩化物イオン濃度は4.3ppm、4.4ppm

と同程度まで低下した。 

③ スイカ栽培中には800ppm 区で塩化物を777ｇ/㎡施

用した.。収穫後の塩化物イオン濃度は０ppm 区 800ppm

区でそれぞれ8.5ppm、253ppmであった。 

④ スイカ跡にハクサイを栽培する前には24日間あり、

その間には降水量が52mmあった。ハクサイの定植前には

０ppm 区、800ppm 区の塩化物イオン濃度はそれぞれ

2.1pppm、5.1ppmであった。この52mmの降水量が253ppm

あった塩化物イオン濃度を 5.1ppm まで引き下げたと思

われた。 

⑤ 以上の結果から、砂畑土壌に4 ヶ月で777g/㎡の塩

化物を施用しても、52mm以上の降水があれば、栽培前の

塩化物イオン濃度は10ppm以下となった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ カンショ及びハクサイの作付け前の深さ別土壌

塩化物イオン濃度 

担当者：篠原勇一・桑名久美子・椿 越夫 

協力分担：なし 

 作付前と収穫後の塩化物イオン濃度を土壌の深さ別に

測定し、残留の程度を検討する。 

① カンショとハクサイで深さ０～20cm、20～40cm、40

～60cmの3層で調査した。 

② カンショの作付前では、４区の塩化物イオン濃度及

び深さ別の３層とも３ppm以下であり、差も小さかった。 

③ これは作付けのない期間が７ヶ月と長く、その間の

降雨によって洗い流され、塩化物量に差はなくなったと

推察された。 

④ ハクサイの作付前では500ppm区及び800ppm区の０

～20cm の層では塩化物イオン濃度は5.1ppm 前後とやや

高かったが、その他の区及び土層とも2ppm台と少なかっ

た。 

⑤ 以上の結果、作付け前の塩化物イオン濃度は深さ

60cmのまでの土層では5.1ppm以下であり、０ppmと大差

なく、塩化物イオン濃度の影響は少ないと思われた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

27．特産砂丘ナガイモ産地存亡に係る生産安定技術の確

立  

（1）新品種‘ねばりっ娘’の種芋増殖法の開発 

ア 種芋要請の施肥法 

担当者：桑名久美子 

協力分担：なし 

 'ねばりっ娘'の子芋は 10ｇ以上が成芋栽培に用いる

ことができるが、50ｇ以上を用いることで安定して 1kg

の成芋を育成できることが明らかになった。そこで 50g

以上の子芋を養成するための施肥法について検討する。 

① 15mm、12mm、９mm、7.5mmのムカゴを畝幅10cm、４

cm間隔の２条にそれぞれ100粒を植え付けた。 

② ４月下順から９月上旬まで追肥を行う標準区(施用

窒素量：N21.8kg/10a＋セラム有機90kg＋燐加安F886号

110kg)に対し、慣行区(施用窒素量：N39.4kg/10a ＋セラ

ム有機180kg＋燐加安F886号80kg)、慣行3/4区(施用窒

素量：N29.9kg/10a ＋セラム有機135kg＋燐加安F886号

48kg)、および被覆肥料(施用窒素量：N20kg/10a)を追肥

に用いたロング区について50g以上の子芋の収穫率と重
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さ別割合について比較した。 

③ 収穫率は15mmで94％以上、12mmで90％以上、９mm

で85％以上、7.5mmで75％以上であり、50g以上の子芋

の収穫割合は施肥法の違いにより差異が見られなかっ

た。 

④ 被覆肥料区では50g以上の子芋の収穫割合が高くな

る傾向が認められた。 

⑤ 以上の結果、子芋の重さ別割合は慣行区、慣行 3/4

区、標準区では差異が無く、被覆肥料区および7.5mmの

ムカゴは50g以上の子芋栽培には適さないことが明らか

になった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（２）新品種‘ねばりっ娘’の好適栽培法の確立 

ア 基肥および芽出し肥の検討 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

 'ねばりっ娘'はナガイモよりも出芽が約1月早いが茎

葉の茂り具合は遅く、7月から8月の芋の肥大もナガイ

モに劣る。そこで茎葉の伸長を促し、7月から8月の芋

の肥大を大きくすることを目標に、茎葉伸長期におけ施

肥、基肥および芽出し肥について検討する。 

① ４月 23 日に’ねばりっ娘‘の子芋 50g と頂芽 50g

を20m×12列で植え付けた。 

② ６月21日から20日おきに６株ずつ収穫し、出芽日、

茎葉の繁茂具合、芋長、芋径、芋重、首長、形状、アク

の発生に関して生育調査を行った。 

③ 慣行施肥区と、慣行施肥区から７月上旬～８月上旬

に施用する燐加安 F886 を６月上旬～７月上旬に施用す

る前半重点区、慣行施肥から基肥を5月上旬にに追肥す

る基肥なし区について成芋を比較した。 

④ 子芋、頂芽ともに約90％の出芽が認められた。茎葉

重、芋重、アクの発生に関して施肥時期による影響は認

められなかった。 

⑤ 以上の結果、基肥および燐加安F886の時期を変えて

も地上部、芋に影響は認められなかった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 種芋の大きさ 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

 'ねばりっ娘'は10g以上の子芋および30g以上の頂芽

を種芋に使用しているが、種芋の大きさと成芋重および

形状との関係は明らかではない。そこで種芋の大きさの

成芋への影響を調査し、成芋栽培の資料とする。 

① ‘ねばりっ娘’の子芋、頂芽をそれぞれ25g、50g、

100g、150g、200gの種芋として植え付けて慣行栽培を行

った。 

② 11 月 19 日に収穫して芋長、芋径、芋重、首長、形

状に関して比較した。 

③ 子芋、頂芽ともに種芋がおおきくなると芋長、芋径、

芋重、首長ともに大きくなることが認められ、1kg より

重くなったのは子芋では150g以上、頂芽では50g以上で

あった。また、同じ大きさの種芋では、頂芽の方が子芋

よりも芋長、芋径、芋重が大きくなることが認められた。 

④ 以上の結果、同じ大きさの種芋では頂芽を用いた方

が子芋よりも芋が大きくなる傾向が認められ、子芋では

100g程度、頂芽では50g以上を用いることで約1kgの成

芋になることが明らかになった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

ウ 栽培特性調査 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

'ねばりっ娘'はナガイモ'大橋系'と比較して地上部の

枯れ上がりが遅いが、アクは早く消失する特性が認めら

れている。そこで’ねばりっ娘’の生育の推移を調査し、

栽培特性を調査する。 

① 4月19日に‘ねばりっ娘’の子芋25gおよび50gを

植え付けて慣行栽培を行った。 

② 6月から10日ごとに収穫し、出芽日、葉色、芋長、

芋径、芋重、、形状、乾物重、アクの発生に関して生育

の推移を調査した。 

③ 茎葉重は50gのほうが大きくなったが、葉の黄化時

期は子芋の大きさによる差異は認められなかった。 

④ アクの消失時期は25gの子芋では10月中旬、50gで

は10月下旬であった。 

⑤ 以上の結果、本年度の葉の黄化時期は10月下旬より

始まったが、アクも同様に 10 月下旬より完全に消失し

た。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

エ つるの切り取り時期 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

'ねばりっ娘'はナガイモ'大橋系'と比較して地上部の

枯れ上がりが遅いが、アクは早く消失する特性が認めら

れている。しかし、適正なつるの切り取り時期は分かっ

ていない。そこで10月につるを切ることによる成芋への

影響を調査する。 

① ４月19日に‘ねばりっ娘’の子芋40gを植え付けて

慣行栽培を行った。 

② 10月１日、12日、22日、11月9日（慣行）にそれ

ぞれつるの切り取り処理を行い葉色を調査し、11 月 19
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日（慣行は11月9日）に収穫して、芋長、芋径、芋重、

形状を比較し、アクの発生に関して調査した。 

③ 芋長および首長、アクは処理による差異は認められ

なかった。 

④ 芋径および芋重は、10 月 22 日区と慣行区ではほぼ

同等で、10月1日区と12日区は慣行より小さくなった。 

⑤ 以上の結果、10月以降の芋の生長は、芋長の伸びは

ほとんどなく、芋径の肥大によるものと認められた。ま

た、10 月 22 日以降は、芋径の肥大も認められないこと

が明らかとなった。そして、10月上旬につるを切り取っ

ても収穫時期にはアクは消失することが認められた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（３） 障害芋発生要因について 

 ア 黒陥没障害発生時期  

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ黒陥没障害発生ほ場において、定期的に芋の

掘り取りを行い、発生時期を調査した。 

① ４月26日にナガイモ'大橋'系'110gを畝間80cm、株

間27cm植えつけて慣行栽培を行った。 

② ７月上旬から 10 日おきに６株２反復ずつ芋を掘り

取り、黒陥没症状の発生時期を調査した。 

③ いずれの掘り取り時期においても黒陥没障害が認め

られなかった。 

④ 以上の結果、本年度の調査では黒陥没障害の発生時

期は判然としなかった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 黒陥没障害発生要因  

（ア） 灌水条件による被害程度の解析 

担当者名：安田文俊・稲本勝太・田中篤 

協力分担：なし 

ナガイモ黒陥没症は高温期の連続降雨や多灌水によっ

て、発生が助長される可能性が高いと考えられるため、

灌水条件の違いが黒陥没症による被害程度や収穫物の収

量及び品質に及ぼす影響を検討する。 

① 試験に供試したスプリンクラーによる散水特性は、

スプリンクラーからの距離によって散水強度が大きく下

がる傾向にあり、散水ムラがやや大きい傾向であった。 

② 各処理区のナガイモの品質及び黒陥没症発生程度を

調査した結果、黒陥没症の発生は前年に比べて全般的に

極端に少なく、最も被害度の低かった全期重複灌水区で

は、陥没芋の発生は全く認められなかった。また、最も

被害度の高かったのは全期灌水区であったが、その差は

わずかであった。 

③ 以上の結果、スプリンクラーによる散水強度は降雨

などに比べて小さいことから、極端な灌水管理をしない

限り、黒陥没症の発生に与える影響は比較的小さいと考

えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）土壌改良資材の検討 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ黒陥没障害発生ほ場において、土壌改良資材

による発生軽減効果を検討した。 

① ４月27日にナガイモ'大橋'系'110gを畝間80cm、株

間27cm植えつけて慣行栽培を行った。 

② 亜リン酸区(30kg/10a)、ネオカルオキソ区

（40kg/10a)、パワーサンソ区(40kg/10a)、ハイフミンハ

イブリッド区（200kg/10a）のそれぞれの土壌改良資材を

施用した区および無処理区(ナガイモ、'ねばりっ娘')に

ついて、11月4日に全株収穫を行い、各処理区中央1列

15株の芋長、芋径、芋重、、首長、形状、黒陥没被害度

を調査した。 

③ 抽出調査では、黒陥没被害率はパワーサンソ区で最

も高く、亜リン酸区で最も低かったが、その他の区では

ほとんど差異は認められなかった。また、'ねばりっ娘'

の黒陥没被害度はナガイモと同程度だった。 

④ しかし、区全体の調査では黒陥没障害被害度は、ほ

とんどかわらなかった。 

⑤ 以上の結果、本年度の調査では土壌改良資材による

黒陥没軽減効果は判然としなかった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（ウ）有機質資材の検討 

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ黒陥没障害発生ほ場において、有機質資材に

よる発生軽減効果を検討した。 

① 4月21日にナガイモ'大橋'系'110gを畝間80cm、株

間27cm植えつけて慣行栽培を行った。 

② 2010年に稲わら鋤き込み処理を行い、7月23日にマ

ルチを行った、稲わら＋マルチ全面区（稲わら全面マル

チ）、稲わら＋マルチ植溝区（稲わら植え溝マルチ）、

稲わら＋モミガラ区（モミガラ全面マルチ）、稲わら＋

無処理区（マルチなし）、モミガラ鋤き込み処理を行っ

た、モミガラ通路区（モミガラ通路表層施用）、モミガ

ラ植溝区（モミガラ植溝表層施用）、2009年にモミガラ

を鋤き込んだモミガラ表層区（全面表層施用）、モミガ

ラ植溝深耕区（モミガラ植え溝深耕施用）、有機物を鋤

き込まない、無処理＋植溝区（稲わら植え溝マルチ）、

無処理＋マルチ無処理区（マルチナシ）について、11月
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6日に全株収穫を行い、各処理区中央1列30株の芋長、

芋径、芋重、首長、形状、黒陥没被害度、地温(20cm、40cm)

を調査した。 

③ 稲わらを鋤き込んだ区では黒陥没障害はほとんどな

かったが、モミガラを鋤き込んだ区では2009年度にモミ

ガラを鋤き込んだ区で黒陥没障害が多く発生 (特に表層

区で高い) した。2010年度にモミガラを鋤き込んだ区で

は黒陥没障害の発生はほとんどなかった。また、有機物

を鋤き込んでいない区では黒陥没障害の発生が多く、特

にマルチなし区で最も多かった。 

④ 地下20cmでの温度変化は、マルチ無処理区で、マル

チ処理区より高温で推移し、地下40cmでは処理による差

は見られなかった。また、無処理＋マルチ植溝区で、黒

陥没障害が発生した。 

⑤ 以上の結果、稲わら鋤き込みおよび、本年度にモミ

ガラ鋤き込みが黒陥没軽減技術として有効であると考え

られた。また、有機物マルチの地温低下の効果はあった

が、黒陥没障害の軽減効果は判然としなかった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（４） 環境負荷低減技術の確立 

 ア 環境負荷の少ない施肥の検討  

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ砂丘畑における窒素溶脱量の実態を把握し、

環境負荷の少ない効率的な施肥法を開発するために、生

育後期における施肥の減肥および有機物の連用が各種養

分の溶脱に及ぼす影響を調査した。 

① ４月20日にナガイモ'大橋'系'110gを30m×3列、1

区6m×3列で植えつけて慣行栽培を行った。 

② 慣行区（施用窒素量N39.4kg/10a)、8月から施肥量

を 50％減にした改良施肥区（N32.7kg/10a)、稲わら区

(N32.7kg/10a＋稲わら500kg/10a)、堆肥区（N32.7kg/10a

＋わかとりフミン４t/10a）の各区に地下埋設型簡易ライ

シメーターを設置し、1 ヶ月に１～３回浸透水を回収し

硝酸態窒素濃度、浸透水濃度を測定、12月6日に全株収

穫し、各区中央1列20株について芋長、芋径、芋重、首

長、形状を調査した。 

③ 浸透水の硝酸態窒素濃度は、全ての期間で改良区が

低く推移した。硝酸態窒素溶脱量は改良施肥により８月

および９月の溶脱が慣行区より低くなったが、稲わら区

では７月、堆肥区では６月及び７月の溶脱量が慣行区よ

りも多くなった。硝酸態窒素溶脱率は改良区と稲わら区

で低くなった。 

④ 芋重は改良区、稲わら区、堆肥区で慣行区より大き

くなった。 

⑤ 以上の結果、改良施肥により9月の窒素溶脱量を約

半分に抑えられ、収穫した芋も慣行以上となった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 低コスト施肥の検討  

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

近年、原油価格の高騰により肥料価格が上昇している。

そこで低コスト肥料について検討した。 

① 4 月 19 日にナガイモ'大橋'系'110g'、ねばりっ

娘’50g を畝間80cm、株間27cm で植えつけて慣行栽培

を行った。 

② 慣行区（ミネラル宝素 60kg/10a＋セルカフレンド

100kg/10a＋尿素入りIB化成S1号100kg/10a＋新有機入

化成S030号180kg/10a＋尿素複合隣加安80kg/10a）、低

コスト施肥区(苦土入セルカ2号80kg/10a＋燐硝安加里

20kg/10a＋スーパーIBS890 120kg/10a＋尿素複合隣加

安60kg/10a＋PK 化成 20kg/10a）の各区について芋長、

芋径、芋重、首長、形状を調査した。 

③ 茎葉の伸長ならびに葉の繁茂具合に処理による差は

認められなかった。また、ナガイモ低コスト施肥区で 9

月24日、ねばりっ娘低コスト施肥区で10月14日の時点

で葉の黄化が認められたが、茎葉の枯れる時期に差は見

られなかった。 

④ ナガイモ低コスト施肥区で芋長および芋重が慣行区

よりわずかに小さくなったが、芋径は若干大きくなった。

また、ねばりっ娘低コスト施肥区では芋長および芋重が

慣行区よりさくなったが、秀優率に差異は認められなか

った。 

⑤ 以上の結果、ナガイモでは基肥の有無による地上部

および成芋への影響は認められず、基肥は削減できると

考えられる。また、低コスト施肥は芋重が若干慣行より

劣るが、秀優率は慣行と同程度で有望と思われる。ねば

りっ娘では、低コスト肥料は芋長が慣行より劣り芋径は

慣行と同程度だったことから、芋の伸長期における施肥

の改善が必要であると考えられる。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（５） 加工用に適した栽培法の確立 

 ア カマボコ用ナガイモ（西園ほ場）  

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ入りカマボコはＡ品のナガイモを加工した商

品であり、年間を通じて一定の需要があるが、普通ナガ

イモの栽培面積が年々減少しているため今後カマボコ用

ナガイモ(芋径25mm～40mmの部分が25cm以上で曲がって

いないもの)の確保が難しくなることが予想されている。
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そこでカマボコ用長いもの特別栽培法について検討し

た。 

① 4月19日にナガイモ'大橋'系50gを植えつけて慣行

栽培を行った。 

② 20cm区(6250本/10a)、15cm区(8333本/10a)、10cm

区(12500 本/10a)、7cm 区(17857 本/10a) の各区につい

て収量を比較し、芋長、芋径、芋重、首長、形状を調査

した。 

③ 慣行の約半分である50gの切り芋を用いたが、収穫

株率は90％以上であり、カマボコ用に適した芋の割合は

株間10cmおよび7cmで50％以上であったが、曲がった

芋の割合が高くなった。また、株間7cmでは小さすぎる

芋の割合も高くなった。 

④ 収穫量は株間20cmで6kg/10m、15cm以下で10kg以

上/10m であったが、大きすぎる芋(カマボコ用に適した

芋の芋重は 350g 程度)は通常出荷できるため株間 10cm

以上で慣行栽培と同等以上と見込まれる。 

⑤ 以上の結果、切り芋重50gでも収穫株率に影響は認

められず、株間15cmから10cmが10m当たりのカマボコ

用の芋の収穫量が多く、カマボコに適さない芋も加味す

ると慣行栽培と同等以上の収穫量になることが明らかに

なった。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ カマボコ用ナガイモ（現地ほ場）  

担当者：桑名久美子 

協力分担：ＪＡ鳥取中央ナガイモ生産部 

ナガイモ入りカマボコはＡ品のナガイモを加工した商

品であり、年間を通じて一定の需要があるが、普通ナガ

イモの栽培面積が年々減少しているため今後カマボコ用

ナガイモ(芋径25mm～40mmの部分が25cm以上で曲がって

いないもの)の確保が難しくなることが予想されている。

そこでカマボコ用ナガイモの特別栽培法についてナガイ

モ指導部員７名の栽培した芋について検討した。 

① 農家慣行品種（概ね'大橋'系）の切り芋重50g(6名)、

およびムカゴ15mm以上（2名）を株間5mずつ3m植えつ

けた。 

② 施肥および管理はそれぞれの農家慣行で栽培した。 

③ 切り芋重50gでは、カマボコ用に適した芋の割合は

株間15cmで50％以上、株間10cmおよび7cmでは75％以

上が適していたが、株間7cmでは小さすぎる芋の割合も

高くなった。 

ムカゴ15mm でカマボコ用に適した芋の割合は、A氏

が株間10cm以上で100％、T氏が７cmで50％となった。

両氏とも株間５cm では小さすぎる芋がほとんどであっ

た。 

⑤ 以上の結果、切り芋重50gおよびムカゴ15mm以上を

用いた農家の慣行栽培においても株間15cmから10cmが

カマボコ用の芋の収穫率が高くなることが明らかになっ

た。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（６）ネコブセンチュウ類防除の検討 

ア ‘ねばりっ娘’における定植時薬剤処理によるネ

コブセンチュウ類防除の検討 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担： なし 

 ‘ねばりっ娘’は、生産現場への普及と並行して、ネ

コブセンチュウの被害が多くなっており、新たな防除対

策を講じる必要がある。ここでは、定植時における薬剤

処理によるネコブセンチュウ類防除について検討する。 

① 前年にネコブセンチュウの被害を受けたイモの頂芽

を供試し、各薬剤の浸漬処理を４月27日に、粒剤処理を

28 日に行った。４月28日に定植し、その後は慣行栽培

を行った。12 月 20 日にすべてのイモを掘りとり、ネコ

ブセンチュウの被害程度を調査した。 

② ガードホープおよびランネート45DFの浸漬処理（ヤ

マノイモに適用無し）による被害株率及び被害度はいず

れも高い値を示し、防除効果は認められなかった。 

③ ネマトリンエース粒剤（20kg/10a）全面処理は無処

理に比べると防除効果が認められた。また、同じ処理量

の作条処理と比較して効果に大きな差はみられなかっ

た。 

④ ネコブセンチュウの被害を受けたイモの頂芽を供試

して慣行栽培を行い、７月上旬から１か月おきにイモを

１0 株掘りとり、被害の経時変化を調べたところ、８月

中旬に担根体及び細根に卵嚢がみられ、その後９月中旬

頃から担根体への被害が認められた。被害は担根体の先

端部に多い傾向であった。 

⑤ 以上の結果より、今回供試した薬剤の定植時浸漬処

理は効果がみられなかった。また、イモの被害は８月中

旬には担根体及び細根に卵嚢がみられ、その後９月中旬

頃から担根体への被害が認められ、被害は担根体の先端

部に多い傾向であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ‘ねばりっ娘’とネマキングの混植栽培による防

除の可能性（予備試験） 

担当者：竹内亮一・田中篤 

協力分担： なし 

‘ねばりっ娘’とネマキングを混植栽培することによ

って、ネコブセンチュウの被害抑制効果があるか予備試

験する。 
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① ネコブセンチュウの汚染区画を用い、４月28日に種

イモを定植後、５月４日に６ka/10a相当のネマキング種

子をばらまきした。その後の施肥は慣行に準じて行い、

区画内の除草は行わなかった。12月 20 日にすべてのイ

モを掘りとり、被害程度を調査した。 

② ネマキングの混植区は、ネコブセンチュウの被害が

少なく、特にイモ畝の両側にネマキングを混植した区に

おいてネコブセンチュウの被害が抑制される傾向であっ

た。 

③ 一方、混植によるイモ品質への影響は判然としなか

ったが、重量がやや劣る傾向が見られた。 

④ 以上の結果より、‘ねばりっ娘’とネマキングの混

植によりネコブセンチュウの被害が軽減される可能性が

示唆された。しかし、ネマキングは生育が旺盛で地上部

が繁茂する（調査時達観）ため、栽培管理の作業性が悪

くなるなど、実用性に問題があると思われた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

28．人と農にやさしい低コスト型ラッキョウ生産技術の

確立  

（１）有機栽培の可能性の検討 

ア 施肥等の検討 

担当者：篠原勇一 

協力分担：東部総合事務所農林局、JA鳥取いなば 

 食に対する安全・安心意識の高まりから国産ラッキョ

ウとして差別化を図るために有機栽培が求められており、

栽培技術の確立を行う。 

① 肥料として有機質肥料、化成肥料の２種類、防除の

有無、ラッキョウの系統として‘ラクダ’と‘玉ラッキ

ョウ’の２種類を組み合わせて８区を設定した。 

② ‘ラクダ’では葉重、草丈及び１球重は有機防除有

区が高かった。 

③ 収穫前に有機防除無区でサビ病が多発した。また、

灰色カビ病も発生したが処理間に大差はなかった。 

④ 収量は化成防除除有区（慣行）を100%とすると有機

防除無区（有機栽培）では化成防除有区の68%であった。 

⑤ 出荷規格別割合は化成防除有区と有機防除無区には

大きな差はなかった。 

⑥ 一方‘玉ラッキョウ’では、有機防除無区が葉重、

分球数、1 球重及び生存株率で最も低く、収量は化成防

除有区の５割程度であった。 

⑦ 病気の発生に処理間差は小さかった。 

⑧ 以上の結果、ラクダでは有機防除無区（有機栽培）

は化成防除区（慣行区）と比較して、分球数は２球減、

鱗茎重は20g少なく、収量は７割程度であった。 

‘玉ラッキョウ’は病害には比較的強いが、有機質肥料

では収量が低い傾向であった。 

          〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（２） 生産コスト低減栽培技術の確立 

ア 施肥削減によるコスト低減 

（ア）基肥窒素(東部) 

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

 肥料価格の上昇により生産コストが上昇しており、下

げる必要がある。そこで、基肥窒素が溶脱していること

が明らかなことから、収量を低減させない基肥窒素の施

肥量を検討する。 

① 処理区として、基肥０区、基肥０･追肥重点区、基肥

1/2区、基肥1/2･追肥増区、基肥1/2･植溝区、慣行区の

６区を設定した。 

② 葉重及び草丈では慣行区が最も大きく、基肥０区、

基肥0･追肥重点区は小さかった。 

③ 分球数では基肥1/2･追肥増区が有意に大きく、１球

重では基肥1/2区が大きかった。 

④ 乾物率は基肥０区、基肥1/2区、基肥1/2･植溝区が

高く、元肥窒素が減少すると乾物率は高くなる傾向があ

った。 

⑤ 鱗茎重には有意な差はなく、収量についても処理間

に大きな差はなかった。 

⑥ 出荷規格別割合でＭ率の高い区は基肥０･追肥重点

区であり、次いで慣行区、基肥０区、基肥1/2区であっ

た。 

⑦ 以上の結果、基肥窒素を半減しても慣行栽培並みの

収量が得られる可能性が示唆された。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

 (イ）基肥窒素(中部）     

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

 肥料価格の上昇により生産コストが上昇しており、下

げる必要がある。そこで、基肥窒素が溶脱していること

が明らかなことから、収量を低減させない基肥窒素の施

肥量を検討する。 

① 処理区として、基肥０区、基肥０･追肥重点区、慣行

区の３区を設定した。 

② 葉重、草丈、1 球重、乾物率、㎡収量とも処理区で

大差なかった。 

③ 慣行区は分球数、鱗茎重が高かったが、有意差はな

かった。しかし、慣行区は乾腐病と赤枯れ病のため生存

株率が90%と低かった。 

④ 出荷規格別割合は処理間には大差なかった。 

⑤ 以上の結果、基肥窒素を無施用としても、慣行区並
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みの収量が得られることが示唆された。          

          〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 労力節減によるコスト低減 

（ア）肥効調節型肥料の開発 

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

ラッキョウは栽培期間が長いため、追肥回数が多く生

産者の負担となっている。そこで、施肥回数が少なくな

るような緩効性肥料を用いたコスト低減となる省力体系

を確立する。 

① 試験区として、LP100+LP50+14号区（LP:緩効性肥料、

14号：燐加安14号）と慣行区を設定した。 

② 試験区の肥料の施用回数は２回で慣行の６回を大き

く下回り、肥料代も６割程度であった。 

③ 収量は試験区が慣行の７割程度であった。 

④  以上の結果、試験区の施肥回数、肥料代は大きく減

少したが、収量が３割減であることから、肥料の組み合

わせを再検討する必要があると思われた。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

ウ 乾腐病耐病性系統の選抜と栽培法の確立 

 （ア）現地優良系統の選抜（東部） 

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

福部地区で栽培されている系統は農家個々で異なり統

一されていない。そのため、品質、収量が生産者によっ

てばらつきが生じているので、系統の統一が望まれてい

る。そこで、収量性が高く出荷規格に適合した系統を収

集し選抜する。本年度は、昨年２次選抜した７系統の収

量特性を検討する。 

①‘103’は草丈、1球重が最も小さく、分球数は最も多

く収量はやや低かった。 

②‘104’は葉重が最も大きく、1球重もやや大きく、収

量は最も多かった。 

③‘105’は葉重がやや大きく、1球重は最も大きく、収

量は平均並であった。 

④‘106’は葉重、草丈及び1球重が最も小さかったが、

分球数は多く収量は高かった。 

⑤‘107'の分球数は少なく、1 球重はやや大きく、収量

は平均並みであった。 

⑥‘108’の葉重はやや低く、分球数は少なく、収量はや

や少なかった。 

⑦‘113’の葉重、草丈は大きく、分球数、1球重及び収

量は平均並みであった。 

⑧ 以上の結果、M率が高く、収量の高い‘106’が優れ

ていると思われた。  

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

（３）収量安定栽培技術の確立 

ア 種球育成技術の確立 

（ア）窒素＋石灰肥料の施用効果 

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

従来、種球栽培では春の窒素施用は病気の発生を助長

することから、避けてきた。しかし、より収量性の高い

栽培法の一つとして、春の窒素と石灰の施用時期等を検

討する。 

① 処理区として２月窒素（以下２Ｎと表す）、３月窒

素区（３Ｎ）、３月エスカル（カルシウム）区（３Ca）、

２月窒素＋３月エスカル区（２N＋３Ca）、３月窒素+３

月エスカル区（３N＋３Ca）、慣行区（無窒素、無カルシ

ウム）の６区とした。 

② 葉重、草丈、鱗茎重及び収量は３Ｎ＋３Ca区、２Ｎ

＋３Caの順に高かった。 

③ 分球数は３Ｎ＋３Ca区、２Ｎ＋３Ca区、２Ｎ区の順

に大きかった。 

④ 出荷規格別割合に処理区による大きな差はなかっ

た。 

⑤ ３月施用の石灰は窒素と施用することにより分球が

促進され、鱗茎重が大きくなったと思われた。 

⑥ 以上の結果、２月～３月に窒素及び石灰の施用は種

球の分球数、鱗茎重の増加が示唆された。 

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

イ 砂丘地環境保全技術の確立 

（ア）環境負荷の少ない施肥の検討 

担当者：篠原勇一 

協力分担：なし 

ラッキョウ砂丘畑における肥料成分溶脱の実態を把握

し、環境負荷の少ない効率的な施肥法を導入する。ここ

では慣行施肥、被覆肥料、潅水の有無および各種土壌改

良材の施用による硝酸態窒素の溶脱状況、溶脱量を明ら

かにする。 

① 試験区として被覆肥料区、稲わら区(250kg/10a＋慣

行肥料)、堆肥区（堆肥２ｔ/10a＋慣行肥料）、バーク堆

肥区（バーク４ｔ/10a＋慣行肥料）、無窒素区（土壌改良

材のみ施用）、慣行区の６区を設定した。 

② 浸透水の硝酸態窒素濃度は被覆肥料区の 10 月を除

けば、大きな変化はなかった。 

③ 月別の窒素溶脱量はすべての処理区で９月に最も多

く、次いで10月、５月の順に少なくなり11月から２月

の窒素溶脱は少なかった。 

④ 硝酸態窒素の溶脱量は被覆肥料区が 25.2g/㎡で最
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も多く、次いで堆肥区、慣行無水区が同程度に多かった。

潅水の有無による窒素溶脱量の差は 1.9g/㎡であった。

また、稲わらは窒素の溶脱を低減したと思われた。 

⑤ 硝酸態窒素の溶脱率は被覆肥料区が 110%で最も高

く、その他の区は概ね20%以下であった。 

⑥ 収穫調査では鱗茎重は慣行無潅水区が64.2gで最も

大きかったが、全重、草丈、分球数では堆肥区が大きか

った。 

⑦ 以上の結果から、窒素の溶脱は降水量の多い９月～

10月に多く、特に被覆肥料区が多かった。また、稲わら

は窒素溶脱を低減した。  

〈本試験成績 登載印刷物：なし〉 

29．中山間地基幹品目及び土地利用型野菜の栽培法確立 

（１）基幹品目の栽培安定化技術の確立 

ア 夏秋トマトの高品質多収栽培技術確立 

 （ア）品種特性比較 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 高温期の着果が良好で裂果の少なく葉カビ病抵抗性を

有する高品質多収品種を検索する。 

①  ‘桃太郎８’（対照）他８品種を供試した。台木は

‘がんばる根11号’とし、５月26日定植、株間40㎝、

畦間220㎝の２条植えとし、その他の管理は現地慣行に

準じた。 

② 着果は、５段以降で‘試交823’、‘試交841’ 、

‘りんか409’及び‘みそら64’が優れた。 

③ 総収量は ‘試交823’が多収であったが、‘りんか

409’、‘みそら 64’は秀品率が高く、上物収量ではい

ずれも多収となった。 

④ 裂果は ‘りんか409’、‘試交841’が20％程度と

少なかった。 

⑤ 糖度は、８月は‘試交841’、９月は‘CF桃太郎フ

ァイト’が高かった。食味パネルテストでは、８月は‘CF

桃太郎ファイト’、10 月は ‘桃太郎サニー’、‘桃太

郎ギフト’の評価が高かった。‘りんか 409’は「さっ

ぱりとした食味」との意見で評価が分かれた。 

⑥ 以上の結果、‘りんか409’は着果が良好で裂果は

少なく秀品率、上物収量とも高く有望と認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）りんか409の台木比較試験 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

  ‘りんか409’の接ぎ木特性を調査する。 

① ‘りんか 409’に、台木品種‘ブロック’及び‘フ

レンドシップ’を接ぎ木して検討した。５月24日定植、

株間50㎝、畦間220㎝の２条植え、斜め誘引とし、その

他の管理は現地慣行に準じた。 

② 初期生育、収穫終了時の生育とも、台木径、茎径は

‘フレンドシップ’がやや優れた。主茎長、摘芯位置に

は差が認められなかった。 

③ 着果数、収量、平均１果重とも台木による差は判然

としなかった。 

④ 上物率はいずれも85％前後と高かったが、裂果、変

形果は‘フレンドシップ’でやや多かった。 

⑤ 糖度に大差は認められなかった。 

⑥ 以上の結果、台木間に着果、収量、糖度において大

差は認められなかったが、‘フレンドシップ’は草勢が

やや強く、裂果、変形果の発生がやや多かった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）中位段安定生産技術の確立 

  ａ 深層施肥及び給液方法の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 基肥の施肥位置と追肥施用法の違いが、中位段の生産

性に及ぼす影響について検討する。 

① 基肥は慣行の全層施肥区と、2/3 を深層溝施用し残

り1/3を全層施用する区（深層施肥区）を設けた。追肥

は、３段開花前から液肥で10a 当たりＮ1.4 ㎏を１週間

毎に施用する区（慣行区）と、収穫開始まではＮ0.47kg

を週最大３回でＮ1.4 ㎏を上限に施用する区（改良区）

を設定した。品種は‘桃太郎８’、台木は‘がんばる根

11号’を供試し、５月24日定植、株間40㎝、畦間220

㎝の２条植えとし、その他の管理は現地慣行に準じた。 

② 追肥（かん水）量は、改良区は慣行区に対して梅雨

期間中に回数で３回、窒素量で1.4㎏減となった。 

③ 生育は、茎葉の繁茂状況、葉色から深層施肥区がや

や優れ、着果数も多かった。改良区では７段果房付近の

茎径がやや細くなった。 

④ 上物収量は深層－慣行区が最も多く、上物率も高か

った。等級別構成比に大差は認められなかった 

⑤ 果実糖度は、８月は全層施肥区が高く、９月は大差

なく、10月は深層施肥区が高くなったが、液肥施用法の

違いによる効果は判然としなかった。 

⑥ 以上の結果、深層施肥により草勢をやや強めに維持

でき、慣行の液肥施用法で中位段の着果が良好となり、

上物率、収量が増加した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 追肥増量による草勢維持の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 
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 慣行施肥基準の肥料不足が疑念されていることから、

追肥量を1.5倍施用することの影響を検討する。 

① 基肥に10aあたりN９㎏を施用し、追肥を慣行の14

㎏及び21㎏施用する２区を設けた。 品種は‘桃太郎８’

（台木：‘がんばる根11号’）及び‘りんか409’ （台

木：‘ブロック’）を供試し、５月24 日定植、株間50

㎝、畦間220㎝の２条植え、斜め誘引とし、その他の管

理は現地慣行に準じた。 

② 収穫終了時の茎径はいずれの区も３段までが約 20

㎜と太く、その後は15㎜程度で推移した。追肥増量によ

り‘りんか 409’は後半まで茎径がやや太くなったが、

‘桃太郎８’はやや細くなった。 

③ 着果数は、追肥増量により中高位段が減少したが、

‘りんか409’は‘桃太郎８’ よりも追肥増量の影響が

小さかった。 

④ 収量は、‘桃太郎８’では追肥増量により減収した

が、‘りんか409’では慣行と大差なかった。 

⑤ 障害果の発生については、‘りんか 409’は追肥増

量により変形果、裂果及び空洞果が増加した。 

⑥ 以上の結果、追肥1.5倍施用により‘桃太郎８’で

は中高位段の着果数、収量の減少が認められた。‘りん

か409’では減収は認められなかったが、変形果、裂果、

空洞果の増加を招いた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｃ 主枝更新技術の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 裂果多発時期の着果数を意図的に増やすことで裂果軽

減できるとされる主枝更新法の実用性を検討する。 

① 主枝５段で摘芯し３段果房直下の側枝に更新する５

段更新区、主枝４段で同様に更新する４段更新区を設け、

直立１本仕立て法（慣行）と比較した。 品種は‘桃太郎

８’、台木は‘がんばる根11号’を供試し、５月24日

定植、株間40㎝、畦間220㎝の２条植えとし、その他の

管理は現地慣行に準じた。 

② 茎径は慣行区では５段及び６段がやや細くなった。

５段更新区では主枝４段及び５段、４段更新区は主枝３

段及び４段がそれぞれ細くなった。主枝更新時の３段花

房下の側枝は日照不足によりいずれも細くなった。 

③ 収量、上物率等には大差は認められなかった。 

④ 着果は主枝更新区において側枝１段目の着果が悪

く、慣行区において裂果が多発した８月４半旬以降の着

果数を増やすことができなかったため、裂果軽減効果は

不明瞭となった。 

⑤ 以上の結果、主枝更新による裂果軽減効果は判然と

しなかった。。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｄ 裂果軽減対策の検討（予備） 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 裂果発生軽減に有効と考えられる各種手法についてそ

の効果を検討する。 

① 袋かけ（摘果後から収穫まで新聞紙で果房を傘状に

被覆）、茎つぶし（５段果房下の節間をウォータープラ

イヤーでつぶす）、蒸散抑制剤（グリンナー15倍液の葉

面散布）の各処理について無処理と比較した。処理時期

は８月13日（袋かけは８月28日に２回目を実施）、調

査は５段果房から９段果房を対照に行った。 

② ８月13日（第１回処理日）時点の生育は５段は緑熟

期、６段は肥大期、７段は着果期、８段は交配期、９段

は開花始め期であった。 

③ 無処理区の裂果は各段とも80％前後と多かった。 

④ 袋がけ区の裂果は60％前後と最も少なく、段位によ

る差は認められなかった。 

⑤ 茎つぶし区の裂果は、５段、６段は無処理区と同様

に多かったが、７段以降は60％程度と低く、袋がけ区に

次いで少なくなった。 

⑥ 蒸散抑制剤区の裂果は、無処理区より少なかったが、

段位別の傾向は判然としなかった。 

⑦ 以上の結果、袋がけ処理は裂果軽減効果が最も高か

った。茎つぶし処理は着果期以前の果実に対してのみ効

果が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （エ）低段密植栽培による９月出荷技術の検討 

  ａ ハウス栽培 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 単価高が見込まれる一方で着果が悪く収量が減る９月

の集中出荷技術として、ハウスによる低段密植栽培法の

実用性を検討する。 

①  ‘桃太郎８’（台木：‘がんばる根11号’）及び

‘りんか409’（台木：‘ブロック’）について６月30

日及び７月１日定植で検討した。栽植密度は株間 30 ㎝

×条間30㎝、畦間120㎝の２条千鳥植え（5,555株/10a）、

３段摘芯とした。 

② 茎径は、いずれの定植日とも‘桃太郎８’が‘りん

か409’よりやや太く、摘芯長、最大葉長は長くなった。 

③ 総着果数に大差なかったが、平均１果重は‘桃太郎

８’が大きくなった。 

④ 収穫期は８月中旬～９月中旬で大差なかった。 
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⑤ 株当たり収量はいずれの品種も同時期の慣行栽培に

及ばなかったが、10a換算収量は‘桃太郎８’ の低段密

植区が総収量、上物収量とも多収となった。 

⑥ 障害果では、‘桃太郎８’は裂果が大幅に減少する

一方、変形果、空洞果が増加した。 

⑦ 本年度の時期別、規格別単価をもとに算出した粗収

益は、７月１日定植の‘桃太郎８’は223万円で、同時

期の慣行栽培の148万円の約1.5倍となった。 

⑧ 以上の結果、ハウス栽培では６月下旬～７月上旬定

植で、収穫期は８月中旬～９月中旬となった。‘桃太郎

８’は10a換算収量、粗収益とも多く有望と考えられた

が、裂果が減少する一方で、変形果、空洞果が多く問題

となった。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

  ｂ 露地簡易トンネル栽培 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 単価高が見込まれる一方で着果が悪く収量が減る９月

の集中出荷技術として、露地簡易トンネルによる低段密

植栽培法の実用性を検討する。 

① ‘桃太郎８’（台木：‘がんばる根11号’）及び‘り

んか409’（台木：‘ブロック’）について６月30日及

び７月１日定植で検討した。栽植密度は株間 30 ㎝×条

間40㎝、畦間160㎝の２条千鳥植え（4,166株/10a）、

３段摘芯とした。 

② 草姿は同時期のハウス栽培より摘芯長が短く、茎葉

は過繁茂となった。茎径はいずれの定植日とも‘桃太郎

８’が‘りんか409’より太くなった。 

③ 着果は ‘桃太郎８’で３段が優り、平均１果重も大

きくなった。 

④ 収穫期は８月中旬～９月中旬で大差なかった。 

⑤ 株当たり収量いずれの品種も同時期の慣行栽培に及

ばなかったが、10a 換算収量は７月１日定植の‘桃太郎

８’低段密植区が総収量、上物収量とも多収となった。 

⑥ 障害果では、‘桃太郎８’は裂果がやや減少する一

方、変形果、空洞果が増加した。 

⑦ 本年度の時期別、規格別単価をもとに算出した粗収

益は、７月１日定植の‘桃太郎８’で269万円で、同時

期の慣行栽培の148万円の約２倍となった。 

⑧ 以上の結果、露地簡易トンネル栽培では６月下旬～

７月上旬定植で、８月中旬～９月中旬の収穫となった。

‘桃太郎８’は10a換算収量、粗収益とも多く有望と考

えられたが、茎葉は過繁茂となり、裂果が減少する一方

で、変形果、空洞果が増加し問題となった。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

（オ）未開花成苗定植による安定栽培技術の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 未開花成苗の定植が生育、収量等に及ぼす影響を明ら

かにする。 

① 12㎝慣行苗（12㎝ポット、ずらし処理あり、１段開

花後定植）、９㎝未開花苗（９㎝ポット、ずらし処理な

し、花芽確認後定植）、９㎝開花苗（花芽確認後ずらし

処理、開花後定植）、９㎝老化苗（ずらし処理なしの老

化苗）の４処理を設けた。品種は‘桃太郎８’、台木は

‘がんばる根11号’を供試し、定植は５月28日、株間

40㎝、畦間220㎝の２条植えで検討した。 

② ９㎝未開花苗は定植後から茎葉が繁茂気味に生育

し、１段花房の開花は12㎝慣行苗よりも約２週間遅くな

り、収穫終了段数が１段少なくなった。 

③ 収穫終了時の調査では、12㎝慣行苗は５段付近が最

も細くなったのに対し、９㎝未開花苗は１段が太く９段

が細くなった。 

④ 着果は12㎝慣行苗は５段が劣ったが、７月の着果数

が多く、９月、10月は少なかった。９㎝未開花苗及び開

花苗は７段、９月、９㎝老化苗は３段、８月の着果が優

れるなど、段位、時期によって傾向が異なった。 

⑤ 総収量、上物収量に育苗法の違いによる差は認めら

れなかった。 

⑥ 障害果は裂果、変形果が９㎝ポット育苗の各区でやや

多い傾向であった。 

⑦ 以上の結果、９㎝未開花苗は12㎝慣行苗と比較して

初期生育が繁茂気味となり、開花が遅れるため収穫段数

も約１段少なくなった。また、総収量、上物収量は同等

であったが、裂果、変形果がやや多くなった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 イ 夏ネギ前進化と低コスト安定多収技術の確立 

（ア）セル成型トレイ直置き育苗による夏ネギ前進化

技術の普及に向けた確認試験 

ａ 直置する苗床の施肥量の検討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

128穴セル成型トレイ直置き育苗による盆前出荷技術

の安定化を図るため、直置きする苗床の適正施肥量及び

は種時期の影響を検討する。 

① 10a当たり苗床施肥量（供試肥料：燐硝安加里S604）

０kg、4.8kg、9.6kg、は種期12月（12月15日）及び１月

（１月15日）で検討した。品種は‘吉蔵’を供試し、育

苗は４粒/セルまき、栽植本数33.3本/mとして４月16日に

定植し、収穫８月19日で検討した。 
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② 定植時の苗は、葉鞘径、生鮮重、乾物重から苗床施

肥量は9.6kg、は種期は12月で大きくなった。 

③ 育苗時の窒素吸収量は、０kgで少ない傾向となった

が、苗の生育が小さい１月は種が12月は種より多い傾向

となり、苗の生育と窒素吸収量の傾向が判然としなかっ

た。 

④ 定植１か月後の生育は、葉鞘径が12月は種で太くな

ったが、苗床施肥量による差は判然としなかった。 

⑤ 収量は、12月・4.8kgが最も多収となり、次いで、１

月・０kg、12月・０kgが同程度で、9.6kgの両区は収穫時

の残存率が低く低収となった。 

⑥ 以上の結果、定植時の苗は、は種期が早く、苗床施

肥量が多いほど大きく、定植後の生育も苗が大きいほど

良好となった。収量は、12月は種で多収となる傾向が認

められたが、苗床施肥量が多いと残存率の低下により低

収となり、苗の生育との傾向が判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 定植前の苗剥ぎ取り時期の検討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

セル成型トレイの苗床からの剥ぎ取り時期と剥ぎ取り

後の液肥灌注の有無が生育、収量に及ぼす影響を検討す

る。 

① は種期は、12 月（12 月 15 日）及び１月（１月 15

日）、剥ぎ取り時期は、定植当日、定植６日前及び定植

11日前、液肥灌注の有無（液肥灌注有は、剥ぎ取り後に

灌水を行う際クミアイ液肥500倍を灌注）のそれぞれの

組み合わせで検討した。品種は‘吉蔵’を供試し、育苗

は４粒/セルまき、栽植本数33.3本/mとして４月16日

に定植し、収穫８月19日で検討した。 

② 定植時の苗は、定植当日に剥ぎ取ったものに比べ、

定植６日前、定植11日前に剥ぎ取ったものがやや小さく

なった。 

③ 定植後の根張り（引き抜き抵抗）は、定植11日前、

定植６日前に剥ぎ取り、液肥灌注有で良好だった。 

④ 定植１か月後の生育は、定植11日前、定植６日前の

剥ぎ取りで草丈は大きくなったが、葉鞘径、乾物重には

差がなかった。 

⑤ 収量は、収穫時の残存率にばらつきがあり、各処理

による傾向が判然としなかった。 

⑥ 以上の結果、定植１週間前後前に剥ぎ取り液肥灌注

をすることにより、定植後の根張りは良好となったが、

収量への影響は判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 （イ）作型別適品種選定 

  ａ 盆前出荷作型 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

セル成型トレイの直置き育苗による盆前出荷作型につ

いて、新品種及び主要品種の生産性等を把握し適品種を

選定する。 

① ‘吉蔵’（対照）、‘ホワイトスター’、‘夏扇パ

ワー’、‘SK1-024’の４品種を供試した。育苗は４粒/

セルまき、栽植本数33.3本/mとして４月16日に定植し、

収穫８月19日で検討した。 

② 定植時の苗の生育は、葉鞘径の太りから‘ホワイト

スター’、‘夏扇パワー’が良好だった。苗立率は、‘S

K1-024’が94％と最も良く、‘吉蔵’は85.5％と悪かっ

た。 

③ 定植１か月後の生育は、葉鞘径の太りから‘夏扇パ

ワー’、‘ホワイトスター’が良好だった。 

④ 収量は、残存率が83.3％と最も高かった ‘夏扇パ

ワー’が最も多収となり、次いで‘SK1-024’であった。

‘ホワイトスター’は、残存率の大幅な低下により収量

は最も少なかった。 

⑤ 収穫時の特性は、‘夏扇パワー’は、他品種に比べ

「揃い」はやや劣ったが、「襟部のしまり」が良好であ

った。 

⑥ 以上の結果、‘夏扇パワー’が定植後の生育、収穫

時の「襟部のしまり」が良好で、残存率が高く、多収で

有望と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 夏どり作型 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

中山間地の夏どり作型について、新品種及び主要品種

の生産性等を把握し適品種を選定する。 

① ‘夏扇４号’、‘夏扇パワー’（以上対照）他10品

種を供試した。育苗は、ペーパーポット220穴、５粒まき

/ポットとし、は種２月９日、栽植本数40本/mで４月19

日に定植し、収穫10月５日で検討した。 

② 定植時の苗の生育には、品種間差は認められなかっ

た。 

③ 定植１か月後の生育は、草丈、葉鞘長とも‘夏扇パ

ワー’、‘秀雅’、‘MSI-1002’が大きくかった。葉鞘

径は、‘SK1-024’がやや細かったのを除き、品種間差は

認められなかった。 

④ 収穫期の特性では、「襟部のしまり」は、‘夏扇４

号’、‘夏扇パワー’、‘SK1-024’、‘W910’、「揃い」

は‘W910’が優れた。「収穫時の葉折れ」は、‘夏扇４
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号’、‘光の剣’、‘TSX-508’、‘W910’、‘ホワイト

タイガー’が多かった。萎凋病、軟腐病の病害は、‘MR

S-№7’、次いで‘光の剣’、‘SK1-024’、‘秀雅’、

‘MSI-1002’、‘W910’で多かった。 

⑤ 収量は、‘夏扇パワー’、次いで‘夏扇４号’が多

収で、上位規格の割合も高かった。 

⑥ 以上の結果、収量、特性、病害発生の点から、対照

品種の‘夏扇パワー’、‘夏扇４号’に代わる品種は認

められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）局所施肥技術による施肥削減及びコスト削減 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：（株）向井工業 

施肥作業の省力化と施肥量削減を図るため、夏どり作

型に適した施肥方法及び施肥量を検討する。 

① 手押し式簡易播種機（商品名：種まきごんべえHS12

0）による局所施肥、手散布による溝施肥により、慣行施

肥に対し窒素量を４割減、５割減、６割減、慣行施肥か

ら秋施用の基肥を削減した基肥無で検討した。品種は‘夏

扇４号’を供試し、育苗は、200穴セル成型トレイ、３粒

まき/セル、は種２月８日、栽植本数40本/mで５月４日に

定植した。また、肥料はNKエコロング203－100日タイプ

を供試した。 

② 初期の生育では、草丈は、局所施肥６割減が最大と

なり、次いで慣行施肥が大きかった。 

③ 後期の生育では、草丈は、溝施肥６割減が最も大き

く、局所施肥４割減、慣行施肥が小さかった。葉鞘径は

局所施肥６割減が太く、局所４割減が細かった。 

④ 肥料コストは、慣行施肥に比べ、４割削減ではほぼ

100％と大差なく、５割削減で約95％、６割削減で約90％、

基肥無で87％となった。 

⑤ 以上の結果、窒素量削減が大きい処理区で生育が良

好となる傾向となり、施肥方法、施肥削減量ともその効

果が判然としなかった。また、窒素量を大幅に削減して

も肥料コストの削減はほとんどなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）連作障害対策技術の実証 

ａ 土壌消毒の時期及び被覆資材の効果（夏どり） 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

作業が比較的容易なダゾメット剤を用い、夏どり作型

において効果の高い処理時期を検討するとともに、被覆

資材の有無の効果を明らかにする。 

① ダゾメット剤の処理時期は、10月（10月20日処理）、

11月（11月24日処理）とし、それぞれ被覆の有無の区を

設けた。被覆有区は、ダゾメット剤処理後、農ポリ

（0.05mm）により、10月処理は11月24日まで、11月処理

は４月８日まで被覆した。供試品種は‘夏扇４号’、育

苗はチェーンポットCP303 、２粒まき/ポット、は種２月

９日、栽植本数40本/mで４月19日に定植し、収穫10月７

日で検討した。 

② 地温は、被覆有区が被覆無区に対して平均１～２℃

（計測：２月26日～３月15日）高かった。 

③ ネギの残存率は、７月22日時点では全ての処理区で

100％、10月７日の収穫時では、無処理、11月処理とも9

5％以上と高く、10月処理で90％前後となった。また、1

0月、11月とも被覆無でやや高くなった。 

④ 定植１か月後の生育は、葉鞘径の太りから無処理、

10月処理が良好だった。 

⑤ 収量は、11月処理・被覆無、11月処理・被覆有、無

処理の順に多収となった。また、10月処理、11月処理と

も被覆無で収量が多かった。なお、いずれの処理区も「２

Ｌ＋Ｌ」の上位規格の割合は95％以上と高かった。 

⑥ 以上の結果、11月処理・被覆無で多収となったが、

全般的に残存率が高く、無処理が10月処理より多収とな

ったことから、ダゾメット剤の処理効果は判然としなか

った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 土壌消毒の時期及び被覆資材の効果（秋冬どり） 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

作業が比較的容易なダゾメット剤を用い、秋冬どり作型

において効果の高い処理時期を検討するとともに、被覆

資材の有無の効果を明らかにする。 

① ダゾメット剤の処理時期は４月８日とし、被覆の有

無の区を設けた。被覆有区は、ダゾメット剤処理後、農

ポリ（0.05mm）で５月８日まで被覆した。供試品種は‘夏

扇４号’、育苗はチェーンポット CP303 、２粒まき/ポ

ット、は種３月16日、栽植本数40本/mで５月13日に

定植し、収穫12月８日で検討した。 

② ３月中旬のダゾメット剤処理を計画していたが、融

雪が遅くほ場準備が出来なかったことから３月処理の試

験は未実施とした。 

③ 地温は、被覆有が被覆無に対して平均約３℃（計

測：４月９日～４月27日）高かった。 

④ ネギの残存率は、７月 22 日時点ではいずれの処理

区も100％であった。また、12月８日の収穫時点もいず

れの処理区も97.5％と高かった。 

⑤ ７月中旬の生育は、ダゾメット剤の処理した区で無

処理に比べ草丈、葉鞘径、乾物重とも大きかった。 
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⑥ 収量は、ダゾメット剤処理・被覆有、ダゾメット剤

処理・被覆無、無処理の順に多かった。 

⑦ 以上の結果、ダゾメット剤処理により生育、収量が

良好となり、被覆により処理効果が高まると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（オ）チェーンポット穿孔処理がネギの生育に及ぼす

影響 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：日本甜菜製糖（株） 

チェーンポット及びロングピッチチェーンポットの穿

孔処理がネギの生育及び収量に及ぼす影響を検討する。 

① チェーンポットCP303（以下「CP」）及びロングピッ

チチェーンポットLP303－10（以下「LP」)を供試し、穿

孔の有無で検討した。CP、LPの穿孔処理は、メーカー試

作品を供試した（穿孔直径約φ4.3mm）。供試品種は‘夏

扇４号’、育苗はCPは２粒まき/ポット、LPは４粒まき/

ポット、は種２月９日、栽植本数40本/mで４月19日に定

植し、収穫12月８日で検討した。 

② 定植時の苗の生育は、CPが全般的に良好だった。葉

鞘径、地上部の生鮮重及び乾物重では、穿孔の有無によ

る差は認められなかったが、地下部の生鮮重及び乾物重

は、穿孔無が穿孔有に比べ良好だった。 

③ 初期の生育は、CPが草丈、葉鞘径、葉枚数から良好

だった。CPは穿孔の有無による差は認められなかったが、

LPでは穿孔有が穿孔無に比べ良好だった。 

④ 収量は、CPでは穿孔の有無で大差はなかったが、LP

では穿孔有が穿孔無に比べやや多収となった。「２Ｌ＋

Ｌ」の上位規格の割合はCPが高く多収となった。 

⑤ 以上の結果、CPは定植時の苗の生育及び初期の生育

が良好で多収となった。穿孔処理の効果はCPではほとん

ど認められず、LPでもその効果は小さかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（カ）亜りん酸資材の施用がネギの生育に及ぼす影響

（予備試験） 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

 秋冬どり作型において亜りん酸資材の施用が生育及び

収量に及ぼす影響を明らかにする。 

① 亜りん酸資材（供試資材：亜りん酸粒剤２号、Ｎ：

Ｐ：Ｋ＝０：10 ：７、残効30日）を、用土混入（育苗用

土１ℓ当たり10ｇ混入）について、定植時施用（植付条に

10kg/10ａ施用）、土寄時施用（第１回目土寄直前に株元

に10kg/10a施用）の３処理と、育苗時のホスプラス（Ｎ：

Ｐ：Ｋ＝０：32 ：25、本葉展葉後、10日毎にチェーンポ

ット１枚当たり320ppm、500mlを灌注）施用区で検討した。

供試品種は‘夏扇４号’、育苗はチェーンポットCP303 、

２粒まき/ポット、は種３月16日、栽植本数40本/mで５月

13日に定植し、収穫12月８日で検討した。 

② 定植時の苗の生育は、葉鞘径は用土混入、ホスプラ

スが無処理に比べ細くなった。 

③ 定植後の初期の生育は、草丈は用土混入、ホスプラ

スが、葉鞘径は用土混入が無処理に比べ小さくなった。 

④ 収穫時の残存率は、無処理が最も高く多収だった。 

⑤ 以上の結果、亜りん酸資材を育苗時に施用すると定

植後の初期までの生育が抑制された。収量も亜りん酸資

材施用区はいずれも無処理より低収だったため効果は判

然としなかった 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 夏秋ピーマンの安定多収技術の確立 

（ア）新品種の特性比較 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 標準品種‘京波’と同等以上の収量が得られ品質がよ

い品種を検索する。 

① ‘京波’（対照）、‘京ひかり’、‘京まつり’、

‘さらら’の４品種を供試し、５月28 日定植、株間50

㎝、畦間1.6ｍのシルバーマルチ栽培とした。 

② 定植後は低温、乾燥により活着が遅れ初期生育は緩

慢となった。その後も梅雨明け後の高温乾燥の影響を受

け再び生育が停滞した。 

③ 総収量、上物収量とも ‘京まつり’、‘さらら’が

多収で‘京ひかり’は‘京波’と同等であった。‘京ま

つり’は秀品収量、秀品率とも最も高かった。 

④ 果形不良果は収穫後半に増加したが、‘京まつり’

は最も少なかった。一方、尻腐れ果はほ場が乾燥した梅

雨明け後の高温乾燥時に ‘京まつり’、‘京ひかり’で

多発し問題となった。 

⑤ 果皮色は‘京まつり’、‘さらら’が濃緑で、収穫

後半においても退色が少なかった。 

⑥ 以上の結果、‘京まつり’は最も多収で果形は安定

しており、秀品収量、秀品率とも高かった。しかし、高

温乾燥時における尻腐れ果の発生が問題となった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）局所施肥技術による省力施肥基準の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 緩効性肥料を用い、追肥が不要な局所施用の施肥基準

について検討する。 

① N30 全面施用区（基肥：スーパーIB 100kg、菜種油

粕 70kg を全面施用、追肥：燐硝安加里S604 80 ㎏）、
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N15畝内施用区（エコロング 95kg、菜種油粕 35kgを畝

部分のみに全量基肥施用）、N15 植穴施用区（エコロン

グ 110kgを定植時植穴に全量施用）を設けた（10aあた

り）。品種は‘京波’を供試し、５月 21 日定植、株間

50㎝、畦間1.6ｍとした。 

② 総収量、上物収量等はN15植穴施用区がやや多収と

なった。 

③ 上物果の規格別収量ではN15の両区とも２Ｌ収量が

やや多くＭ収量は減少したが、N15 植穴施用区では先と

がり果が収穫期全般を通してやや多かった。 

④ 施肥労働時間はN30全面施用区の14時間に対し、N15

畝内施用区で7.5時間、N15植穴施用区で8.2時間とい

ずれも省力となった。 

⑤ 肥料費はN15畝内施用区はN30全面施用区の82％、

N15植穴施用区は85％といずれも減少した。 

⑥ 以上の結果、ロング肥料による全量基肥栽培では、

通路部分の施肥を省略することで窒素施用量を慣行の

1/2まで削減可能で、省力、低コスト化が図られた。  

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

（ウ）初期生育促進技術の検討 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：日本肥糧（株） 

 定植後の低温に伴う初期生育遅延対策として保温処理

の効果を確認する。 

① 農ポリトンネル、パスライトトンネルを５月27日か

ら４週間被覆した。品種は‘京波’を供試し、５月 21

日定植、株間50㎝、畦間1.6ｍとした。 

② 定植後の低温と強風の影響で保温開始が遅れたた

め、初期生育が緩慢となった。 

③ 総収量、上物収量に有意差は認められなかったが、

無処理に対して保温処理の両区とも多収で、特にパスラ

イトトンネル区が優れた。 

④ 上物果の規格別収量では、いずれの保温処理区とも

２Ｌ、Ｌ比率が向上し増収した。しかし、障害果の発生

について一定の傾向が認められなかった。 

⑤ 上物果の月別収量ではいずれの保温区とも７月の収

量が無処理区の２倍前後となった。 

⑥ 以上の結果、定植後にパスライトや農ポリのトンネ

ルにより４週間保温することで、早期収量、総収量が増

収し、２Ｌ、Ｌ比率が向上すると考えられた。  

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）高食味ピーマンの栽培条件の検索 

 担当者：龜田修二・岡本弘幸 

 協力分担：なし 

 ピーマンの品種、栽培法の違いが食味に及ぼす影響を

評価し、高糖度化条件を検索する。 

① ９月３日に前述の品種試験（４品種）、施肥試験（４

処理）、初期生育促進試験（３処理）の各区から40ｇ程

度の未熟果を10果ずつ採取し、糖度測定後、食味につい

て官能評価を行った。また、９月10日には標高の異なる

７地点の現地ほ場から未熟果及び完熟果を10果ずつ採取

し、糖度調査を行った。 

② 場内試験における未熟果の糖度は４度前後で大差な

く、官能評価でも品種、施肥方法、初期生育促進処理を

変えることによる糖度向上は認められなかった。 

③ 現地ほ場における未熟果の糖度３度台に対して、完

熟果の糖度は７～８度と高まったが、標高、草勢、かん

水管理他の違いと糖度との間に一定の傾向は認められな

かった。 

④ 以上の結果、栽培法や標高の違いにより糖度向上に

つながる条件は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）土地利用型野菜の作型開発 

ア ブロッコリーの安定栽培技術の確立 

（ア）初夏どりの安定栽培技術の確立 

ａ ６月どり作型の適品種及びは種期の検討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

  初夏どりブロッコリーの作期拡大に向け、適品種及び

は種期を検討する。 

① ‘ピクセル’（対照）、‘SK3-081’、‘すばる’、

‘ファイター’を供試し、は種は３月４日（定植４月18

日）、３月16日（同４月26日）、３月18日（同４月30日）

で検討した。育苗は128穴セル成型トレイ、育苗用土はス

ミソイルN180、栽植密度は条間80cm、株間35cmとした。 

② ３月４日は種では、平均収穫日は、 ‘ファイター’

は６月20日、‘SK3-081’は７月２日となった。花蕾品質

は、‘ファイター’はキャッツアイの発現が多く、‘SK

3-081’は少ないが、形状はいずれもやや不良となった。

‘ピクセル’、‘すばる’は、生育停滞により収穫に至

らなかった。 

③ ３月11日は種では、平均収穫日は、‘ピクセル’と

‘すばる’は６月25日前後と同程度、‘ファイター’は

６月28日、‘SK3-081’は７月６日となった。花蕾品質は、

 ‘ファイター’は他の品種と比べ、キャッツアイの発現

が少なく、小花黄化は少なかったが、形状の乱れがやや

大きかった。 

④ ３月18日は種では、平均収穫日は、‘ピクセル’と

‘すばる’は６月23日前後と同程度、‘ファイター’は

６月27日、‘SK3-081’は、７月６日となった。花蕾品質
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は、いずれの品種も３月11日は種と同様の傾向となった。 

⑤ 以上の結果、花蕾品質など問題はあるが、キャッツ

アイの発現や小花黄化が少ないことから３月中旬は種、

６月下旬収穫の‘ファイター’について作期拡大への適

用の余地があり、再検討を要した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 直置育苗による収穫期の早期化栽培技術の検

討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

 初夏どりブロッコリーの作期拡大に向け、直置育苗に

よる大苗定植が収穫期の早期化に繋がるか検討する。 

① ‘ピクセル’（対照）、‘SK3-081’を供試し、は種・

育苗方法を３月４日・慣行、３月４日・直置、２月22日・

直置でいずれも４月18日に定植した。育苗は128穴セル成

型トレイ、育苗用土はスミソイルN180を用い、直置育苗

は、は種後、トレイをハウス床土に直接据置きして育苗

した。栽植密度は条間80cm、株間35cmとした。 

② 定植時の苗の生育は、両品種とも、２月22日・直置、

３月４日・直置、３月４日・慣行の順に草丈、最大葉長、

乾物重とも大きくなった。 

③ ‘ピクセル’は、４月中下旬の低温の影響と考えら

れる生育停滞により、いずれの処理区も出荷規格に至ら

なかったが、花蕾の発達は、２月22日・直置、３月４日・

直置、３月４日・慣行の順で早く、２月22日・直置は３

月４日・慣行より２週間以上早まった。 

④ ‘SK3-081’の平均収穫日も‘ピクセル’と同じ順

となったが、２月22日・直置は３月４日・慣行より５日

早まるにとどまった。 

⑤ ‘SK3-081’の花蕾の品質では、小花黄化はいずれ

も認められなかった、また、キャッツアイは、収穫期が

早いものほど発現が少なかったが、形状はいずれも著し

く悪くなった。 

⑥ 以上の結果、直置育苗を用いた大苗定植により収穫

期の早期化の可能性があると推測された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｃ 不織布のべたがけによる収穫期の早期化栽培

技術の検討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

  初夏どりブロッコリーの作期拡大に向け、不織布べた

がけが収穫期の早期化に繋がるか検討する。 

① 不織布（パオパオ90）を14日間、28日間べたがけ被

覆し検討した。品種は‘ピクセル’、は種３月４日（定

植４月18日）、育苗は128穴セル成型トレイ、育苗用土は

スミソイルN180、栽植密度は条間80cm、株間35cmとした。 

② ４月中下旬の低温の影響と考えられる生育停滞に

より、いずれの処理区も出荷規格に至らなかったが、花

蕾の発達は、不織布28日間、不織布14日間、無処理の順

にやや早かった。 

③ 以上の結果、花蕾が収穫適期に至らなかったため、

不織布の効果は判然とせず再検討を要した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｄ 長期育苗による収穫期遅延効果の検討 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

  収穫期が慣行の育苗方法に比べ遅れるとされる長期育

苗により７月どり栽培を検討する。 

①  ‘ピクセル’、‘SK3-081’を供試し、は種は３月

23日（長期育苗）、４月12日（慣行育苗）、定植はいず

れも５月21日で検討した。育苗は128穴セル成型トレイ、

育苗用土はスミソイルN180、栽植密度は条間80cm、株間3

5cmとした。 

② 定植時の苗の生育は、両品種とも長期育苗が慣行育

苗に比べ草丈、最大葉長、乾物重が大きくなった。生葉

枚数は、長期育苗で１枚落葉したことから慣行育苗がや

や多かった。 

③ 平均収穫日は、‘ピクセル’は、慣行育苗が７月10

日、長期育苗が７月16日、‘SK3-081’は、慣行育苗が７

月27日、長期育苗が７月25日だった。なお、収穫率は、

‘ピクセル’は、慣行育苗が95％、長期育苗が75％だっ

たのに対し、‘SK3-081’は、出荷等級に充たないものが

多く、慣行育苗で20％、長期育苗で55％と低かった。 

④ 花蕾品質は、‘ピクセル’は、全般的に小花黄化、

キャッツアイ、アントシアンが多く、形状、ドームも不

良だった。‘SK3-081’は、出荷等級を充たしたものは‘ピ

クセル’に比べ良好だった。 

⑤ 以上の結果、‘ピクセル’は長期育苗でやや収穫が

遅くなるが、収穫株率が低下し、花蕾品質も不良となっ

た。‘SK3-081’は花蕾の乱れが著しく収穫株率が低いこ

とから７月どりへの適用は困難と判断された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）高温期定植作型における安定生産技術の確立 

ａ 長期育苗が収穫期及び花蕾品質に及ぼす影響 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

高温期定植作型における長期育苗が収穫期及び花蕾品

質に及ぼす影響を明らかにする。 

① 育苗期間を慣行（約１カ月）と長期（約１カ月半）

の２水準に設定し、８月２日及び８月16日に定植して検
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討した。長期は、育苗中液肥を施用せず管理した。品種

は‘ピクセル’、‘SK3-081’を供試し、育苗は128穴セ

ル成型トレイ、育苗用土はスミソイルN180、栽植密度は

条間80cm、株間35cmとした。 

② 定植時の苗の生育は、いずれの定植期、品種とも長

期は慣行に比べ生葉枚数が少なく、葉長も小さかった。 

③ 平均収穫日は、８月２日定植では、いずれの品種も

長期が慣行に比べ３日遅くなった。また、８月16日定植

も長期が慣行に比べ遅くなり、‘ピクセル’で２日、‘S

K3-081’で10日の差となった。 

④ 収穫時の花蕾品質は、同一の定植日、品種において

は、全般的に長期で粒の揃い、ドームが優れる傾向が認

められたが、形状に大差はなかった。 

⑤ 収穫時の花蕾の生理障害では、８月２日定植では、

いずれの品種も長期で小花黄化がやや少なくなったが、

リーフィー、キャッツアイ、アントシアンはやや多かっ

た。また、８月16日定植では、‘SK3-081’の長期でアン

トシアンがやや少なかったほか大差はなかった。 

⑥ 以上の結果、長期育苗は慣行育苗に比べ収穫がやや

遅くなる傾向が認められた。また、花蕾品質は長期育苗

で粒の揃い、ドームが優れる傾向が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 苗の耐干性向上に向けた育苗技術の検討（予備

試験） 

担当者：岡本弘幸・龜田修二 

協力分担：なし 

  耐干性が向上するとされる育苗中の処理が収穫時期及

び花蕾品質に及ぼす影響を明らかにする。 

① 塩水処理は0.3％食塩水を用い、定植１週間前から水

灌水に代えてエブ＆フローで一日２回給水する底面吸水

区（塩水・底面）と、ハス口で頭上から灌水する頭上灌

水区（塩水・頭上）を設けた。一方、蒸散抑制剤区（植

物調整剤グリンナー）は、定植前日に処理し、それ以外

は慣行と同様の管理とした。品種は‘ピクセル’を供試

し、は種７月２日（定植８月２日）、育苗は128穴セル成

型トレイ、育苗用土はスミソイルN180、栽植密度は条間8

0cm、株間35cmとした。 

② 定植時の苗の生育は、塩水・底面は草丈、葉長が慣

行より小さく、下位葉の黄化がやや進み、生葉枚数は少

なくなった。また、葉面のワックス発現が強かった。 

③ ハウス内ポットにおける耐干性確認試験では、塩

水・底面、蒸散抑制剤が強いと推測された。 

④ 収穫時期に差は認められなかった。 

⑤ 花蕾形状等の品質面に大差はなかったが、塩水処理、

蒸散抑制剤処理により小花黄化が減少する一方、キャッ

ツアイが多くなった。 

⑥ 以上の結果、塩水の底面吸水、蒸散抑制剤の利用で

耐干性は向上すると推測された。また、小花黄化が減少

し、キャッツアイが多くなる傾向も認められたが、収穫

時期、花蕾品質への影響は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 冬春キャベツの安定栽培技術の確立 

（ア）降霜期結球キャベツの安定栽培技術の確立 

担当者：龜田修二・岡本弘幸 

協力分担：なし 

  降霜期収穫型における適品種を選定し、高糖度化のた

めの定植時期及び高糖度化評価の指標となる要因を検索

する。 

① ‘とくみつ’他５品種を供試し、８月１日から約10

日間隔で４回定植した。栽植密度は畝間65㎝、株間35㎝

とした。 

② ‘トンガリボウシ’は８月28日定植、その他の品種

は８月19 日以降の定植で初霜（11 月４日）以降の収穫

となった。 

③ 結球重は、各品種とも定植期が遅いほど小さく、８

月28日定植においては小玉化が特に顕著であった。 

④ 球緊度は‘YR春系305号’が高く、‘トンガリボウ

シ’、‘いろどり’は低く、定植が遅いほど低下した。 

⑤ 糖度はいずれの定植日においても‘とくみつ’が高

く、特に８月19日定植区では11月下旬以降の収穫で10

度まで高まった。なお、本品種は11月４日の初霜後の収

穫において糖度上昇が顕著であった。 

⑥ 糖度については、日最低気温で５℃以下の温度に遭

遇する日数との間に高い正の相関が認められた。 

⑦ 以上の結果、‘とくみつ’は糖度が最も高く有望で、

日最低気温５℃以下の遭遇日数が多いほど糖度が高まっ

た。本年度は、８月中下旬定植の作型において、初霜後

の収穫から糖度は上昇し始め、11 月下旬以降は10 度程

度まで達した。 

〈本試験成績登載印刷物：７〉 

30．EOD反応を活用した花き類の鳥取型栽培技術の確 

 立 

（１）トルコギキョウ（年末・早春出荷）、ストック、

シンテッポウユリ（秋冬出荷）のEOD光照射による

開花制御技術の確立 

  ア ストックにおけるEOD光照射および遮光の効果 

 （ア）EOD-FR光照射が‘ホワイトアイアン’の開花期

と切り花品質に及ぼす影響 

  担当者：岸本真幸・加藤正浩 

 協力分担：なし 
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アイアン系ストックを計画的に出荷するための開花調

節技術の確立が課題である。これまでに、FR光照射が開

花促進に有効であることが明らかとなった。ここでは、

切り花品質を維持しながら、より開花促進に効果的なFR

光照射条件を検討する。 

① 品種は‘ホワイトアイアン’を供試し、平成21年８

月 11 日に播種した（直播き）。光照射条件は、終夜 FR

光を照射する終夜照射区および日没後３時間 FR 光を照

射するEOD-FR区を設けて、それぞれ播種28日後～花芽

分化まで、播種28日後～発蕾まで、花芽分化後～発蕾ま

での各期間に照射し、無照射区と比較した。 

②  光照射を行った全ての処理区において、無照射区よ

りも平均採花日が早かった。特に、播種28日後～発蕾ま

でFR光を終夜照射した区では、無照射区より45日早か

った。   

③ FR光を終夜照射した区では、花穂長が長くなり、花

密度も低下する傾向が見られた。 

④ 一方、EOD-FR区では、花芽分化期前に処理を開始し

た区のいずれも、終夜照射ほどではないが無照射区より

も開花が促進され、終夜照射区より切り花品質の低下が

少なかった。 

⑤ 以上の結果、EOD-FR光照射を花芽分化期前から行う

ことにより、無照射区より開花が促進され、切り花品質

への悪影響も終夜照射区に比べて少ないことが明らかと

なった。         

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

 （イ）白熱灯を用いたFR光照射とプロヘキサジオン

カルシウム塩散布が‘ホワイトアイアン’の開花

期と切り花品質に及ぼす影響 

  担当者：岸本真幸・加藤正浩 

 協力分担：なし 

 白熱灯を用いた開花促進効果と、既成果情報のPCa 

（プロヘキサジオンカルシウム塩）を用いた開花促進処 

理を比較検討する。 

① ‘ホワイトアイアン’を８月10日に直播きした。白 

熱灯照射処理は、75W白熱灯を畝床から1.4ｍの高さに 

設置し、照射時間はEOD3時間（明期終了後3時間）、 

照射期間は播種28日後～第1花着色期とした。PCa処

理は、商品名ビビフルフロアブル 1000 倍液を９月 15

日と９月22日に散布した。 

② 開花促進効果が見られた白熱灯直下から250㎝まで

の照度および光強度は、畝床で85～7Lx（2～0.12W/㎡）

だった。 

③ 白熱灯直下の50％採花日は、無処理より34 日、直

下から250㎝離れると無処理より12日早まった。 

④ PCa散布における50％採花日は、1回散布では無処

理より16日、2回散布では無処理より25 日早まった。 

⑤ 芯止まりや第1花が一重になる奇形は、無処理や白

熱照射処理では僅かに発生するのみだが、PCa 処理  

では第1花が一重になる奇形が65～84％生じた。 

⑥  以上の結果、白熱灯のEOD照射における光強度（照

度）が高いほど、ストックの採花が促進され、PCa2 回

散布と畝床照度 43Lx（0.83W/㎡）でほぼ同等の促進効

果となることが明らかになった。また、PCa散布で多発

する第1花の奇形等は、白熱灯では殆ど発生しないこと

が判明した。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（ウ）超早播き（７月播種）におけるEOD光照射が‘ホ

ワイトアイアン’の開花期および切り花品質に及

ぼす影響 

  担当者：岸本真幸・加藤正浩 

 協力分担：なし 

アイアン系品種の年内出荷を目標とした超早播き作型

（７月播種）の適応性を検討すると共に、同作型におけ

るEOD-FR光照射の効果を検討する。 

① 品種は‘ホワイトアイアン’を供試し、播種日は７

月12日、７月27日、８月11日（平坦地慣行）の３回と

した（直播き）。７月播種の区には、EOD-FR 区（日没後

３時間FR光照射）を設け、それぞれ播種２週間後から発

蕾確認後まで照射し、無照射区と比較した。 

②  平成22 年度は７月中旬以降に猛暑日が続き、10 月

下旬までの気温は平年より著しく高く推移した。また、

７月～９月の降雨量は著しく少なく、日照時間も長かっ

た。 

③ ７月12日に播種した区では10月中旬、７月27日に

播種した区では10月末から採花が始まり、どちらの区も

年内に採花が終了した。一方、慣行区は11月中旬から採

花が始まり、１月末まで採花が続いた。 

④ EOD-FR区の開花促進効果は判然としなかった。 

⑤ 光照射を行うことにより、切り花長は無照射のもの

よりも３～５cm長くなったが、茎径が細くなり、切り花

重も軽くなった。また、葉数も減少した。 

⑥ 以上の結果、‘ホワイトアイアン’を慣行よりも半月

～１か月早い７月に播種した場合、年内に採花を終了す

ることが出来た。平成22年度は播種期から花芽分化期直

前まで高温で日照時間が多い気象条件であったため、引

き続き試験を行い年次変動を確認する必要がある。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

 （エ）開花抑制効果の高い遮光資材の種類と遮光期間

の検討 
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  担当者：岸本真幸・加藤正浩 

 協力分担：なし 

これまでの試験により、遮光による開花抑制の効果は確

認できたが、抑制効果が低い、切り花品質が低下するな

どの問題が見られる。ここでは、開花抑制効果が高い遮

光資材の種類と遮光期間について検討する。 

① 品種は‘ホワイトアイアン’を供試し、平成21年８

月11日に播種した（直播き）。遮光資材は、タイベック

（遮光率30%）、パオパオ（同15%）および青の太陽（機

能性被覆資材 遮光率 20%）の３資材を供試し、遮光期

間は 15 葉期から花芽分化まで遮光する花芽分化前処理

区と、花芽分化後から発蕾まで遮光する花芽分化後処理

区を設け、無処理区と比較した。 

②  遮光期間にかかわらず、遮光率の高いタイベック区

で平均採花日が２週間程度遅くなった。他の遮光処理区

は無処理区と同等であった。   

③ 花芽分化後処理区では、いずれの資材を用いても花

穂の間延びなど切り花品質が低下する傾向が見られた。 

④ 以上の結果、遮光時期にかかわらず遮光率30％程度

の被覆資材を処理することにより約２週間開花が抑制さ

れた。しかし、長期間の遮光では花穂の間延びなどの品

質低下が見られるため、切り花品質への影響を最小限に

抑えて開花を抑制できる遮光方法を再検討する必要があ

る。なお、機能性被覆資材の効果は判然としなかった。         

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（オ）光質制御資材による中山間地９月～10月どりス

トックの茎伸長効果（被覆方法の検討） 

 担当者：岡本弘幸・龜田修二 

 協力分担：なし 

 光質制御資材の被覆による草丈伸長効果、採花期及び

切り花品質に及ぼす影響を明らかにする。 

① 供試品種は‘ピンクアイアン’、播種７月16日（直

まき）とした。光質制御資材（青の太陽）を上面及び４

側面被覆する「全面区」、上面のみを被覆する「上面区」、

花芽分化期に農ＰＯを全面被覆し上限40℃で管理する

「高温区」、「無被覆区」を設けた。被覆処理期間は、全

面区で７月29日から10月13日、上面区で７月29日か

ら９月29日、高温区で８月16日から８月30日とした。 

② 光質制御資材被覆下の温度は、全面区は無被覆区に

比べ９月上旬までは、日平均温度、日最高温度とも高く

推移し、日最低温度は大差なかったが、９月中旬以降は

いずれの温度とも低かった。また、上面区は、全期間無

被覆区に比べいずれの温度とも低かった。 

③ 平均採花日は、無被覆区の９月28日に対し、上面

区で16日、高温区で23日、全面区で58日遅れた。11

月末時点の採花率は、全面区で約60％と他区が95％前後

であったのに対し大幅に低かった。 

④ 平均採花日が遅いものほど節数が増加し、切花長は

長くなった。 

⑤ 切り花品質では、全面区、上面区で花穂が徒長する

傾向が認められた。 

⑥ 以上の結果、光質制御資材の全面被覆は、草丈伸長

効果が高かった。しかし、採花期が大幅に遅れること、

花穂が徒長することが課題として残された。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（カ）光質制御資材による中山間地９月～10月どりス

トックの茎伸長効果（は種期前進化の検討；予備

試験） 

 担当者：岡本弘幸・龜田修二 

 協力分担：なし 

 光質制御資材の被覆処理について、は種時期の違いに

よる草丈伸長効果、採花期に及ぼす影響を明らかにする。 

① 供試品種は‘ピンクアイアン’、播種日は、早まき

する区は7月５日、慣行は７月16日とした。早まきする

区は、光質制御資材（青の太陽）で全面（上面及び４側

面）を被覆する「早・光質制御区」、無被覆の「早・無被

覆区」を、慣行播種日は無被覆の「慣行・無被覆区」を

設けた。早・光質制御区の被覆処理は、７月23日から９

月13日までとした。 

② 平均採花日は、慣行無被覆区の９月28日に対し、

早・光質制御区で13日遅れ、早・無被覆区で15日早ま

った。また、11月末時点の採花率は、全区とも95％以上

となった。 

③ 平均採花日が遅いほど節数が増加し、切花長は長く

なった。しかし、最も切花長が長い早・光質制御区にお

いても出荷規格外品が23％あった。 

④ 以上の結果、は種日を11日前進し、光質制御資材

を被覆することで草丈の伸長効果は認められたが、無被

覆に比べ採花は約２週間遅れた。また、切花長が出荷規

格に満たないものも比較的多かった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（キ）スイカ、ストック輪作体系における土壌還元消

毒に用いる有機物施用と施肥削減がストックの

採花日と切り花品質に及ぼす影響 

  担当者：岸本真幸・加藤正浩 

 協力分担：なし 

 スイカ、ストック輪作体系において、土壌還元消毒に 

用いる有機物の施用効果と施肥削減が、ストックの採花

期と切り花品質に及ぼす影響を明らかにする。 

①  前作のスイカは６月中旬に収穫終了し、６月下旬か
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ら７月上旬まで土壌還元消毒を行った。還元消毒時の投

入有機物はフスマ（1㎏/㎡）、カラシナ（5㎏/㎡）、無施

用とした。施肥は、８月中旬に栽培基準に基づいた慣行

施肥および５割削減施肥区を設けた。８月 10 日に、ス

トック品種‘ホワイトアイアン’を直播きした。 

② 採花率の推移は、土壌還元消毒に用いた有機物の種類

および施肥削減による差はなく、各処理の影響は見られ

なかった。 

③有機物資材を供しなかった無施用の5割削減施肥では、

慣行施肥に比べ茎径が僅かに細く、切り花重が軽く、切

り花長が短かったが、土壌還元消毒にふすまやからしな

を用いると、5 割削減施肥でも慣行施肥と同等の切り花

品質になった。 

④以上の結果、スイカ、ストックの輪作体系において、

土壌還元消毒の有機物資材にふすまやからしなを用いた

場合、ストックに対する施肥を5割削減しても、慣行施

肥と同等の切り花品質となることが明らかになった。 

                      〈本試験成績登載印刷物：８〉 

イ シンテッポウユリ（秋冬出荷）の年内出荷率の向

上に効果的な光照射条件の検討 

  担当者：前田香那子・岸本真幸 

 協力分担：なし 

シンテッポウユリにおける、各光源の生育と開花促進

効果を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22日冷蔵、チェーンポット育苗）、定植は７

月１日とした。試験区は、慣行区；３波長型蛍光灯によ

り暗期中断（22時から２時）、EOD-FR区；日没後４時間

FR光を照射、EOD-R区；Ｒ光を照射、EOD-白熱区；白熱

灯を照射、EOD-蛍光区；蛍光灯を照射、無電照区；電照

なしの６区。電照開始は８月1日とした。 

② 抽台率の推移は、無処理区が他の区に比べて遅かっ 

たが、その他の区はほぼ同様の推移であった。 

③ 採花は EOD-白熱区が慣行区に比べてわずかに早く、

EOD-蛍光区は慣行と同等、EOD-R 区は慣行よりもわずか

に遅く、無電照区が最も遅かった。また、EOD-FR区は10

月中旬までは慣行よりも採花がわずかに早かったが、10

月中旬以降は採花が進まず、採花率は無電照区の次に低

かった。 

④ 節間長はEOD-FR区、EOD-白熱区が他の区に比べて長

かった。 

⑤ 以上の結果、電照の時間帯は暗期中断（慣行）と日 

没時で差はなく、各光源の開花促進効果は、採花推移か

ら考えるとFR光が蛍光灯に比べて弱く、Ｒ光、白熱灯は

蛍光灯とほぼ同等であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

31．未利用農地等を有効利用する花き類（露地）栽培技

術の開発 

（１）露地での高品質栽培法の確立 

ア シンテッポウユリ（季咲き）の効率的施肥体系の

確立膨潤 

（ア）硫安追肥の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 追肥の窒素単肥利用による低コスト化を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は慣行追肥区（IBS1号）、硫

安追肥区（硫安（粒））で、いずれも堆肥施用（10t/10a）

区、堆肥無施用区を設けた。 

② 生育中の葉枚数、SPAD値のいずれも追肥の違いによ

る差はみられなかった。また、生育を通して堆肥施用区

が無施用区よりも葉枚数が多く、SPAD値は高かった。 

③ 抽台率は追肥による差はみられず、堆肥施用区が無

施用区よりも高かった。 

④ 切り花品質の追肥による差はみられなかったが、堆 

肥無施用区は堆肥施用区に比べて切り花長は短く、輪数

は少なく、採花率も低かった。 

⑤ 硫安区の追肥コストは慣行の３分の１以下であっ 

た。 

⑥ 以上の結果、追肥に硫安を用いることにより肥料の 

低コスト化が可能であると考えられた。ただし、堆肥無

施用の場合、堆肥施用に比べ著しく生育、切り花品質が

劣ることから、堆肥の施用が必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

 （イ）生育中期における追肥減量の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

生育中期（定植１か月後～花芽分化前）における追肥

削減を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、慣行追肥区（定植後４回

追肥）、中期削減区（生育中期２回の追肥削減）で、いず

れも堆肥を施用した。 

② 葉枚数は、５月下旬以降に中期削減区が慣行追肥区 

よりもわずかに少なかった。 

③ 抽台率は中期削減区と慣行区で差がみられなかった。 

④ 中期削減区の切り花長は慣行区と同等であったが、 

輪数は慣行区に比べてやや少なかった。 

⑤ 以上の結果、生育中期の追肥を削減すると輪数はや 

や減少したが、その他の品質は慣行追肥とほぼ同等であ
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ったことから、中期追肥を削減することは可能と考えら

れた。 

 〈本試験成績登載印刷物：８〉 

(ウ) 硫安追肥および生育中期追肥削減の検討（予備

試験） 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 追肥の窒素単肥利用と併せて、生育中期（定植１か月

後～花芽分化前）の追肥削減を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、硫安追肥区（硫安を定植

後４回追肥）および中期削減区（硫安追肥、生育中期２

回の追肥削減）の２区とした。なお、いずれの区も堆肥

を施用した。 

② 中期削減区の土壌溶液中Ｎ濃度は、５月下旬までは 

硫安追肥区と同等に推移したが、６月下旬は硫安追肥区

に比べて低かった。 

③ 中期削減区の切り花長、平均輪数とも硫安追肥区と 

同等であり、輪付き割合は硫安追肥区に比べてやや高か

った。 

④ 中期削減区の追肥コストは慣行（IBS1号を定植後４ 

回追肥）の約２割であった。 

⑤ 以上の結果、追肥に窒素単肥を用い、さらに中期追

肥を削減することにより、肥料の低コスト化が可能と考

えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

(エ) ロング肥料施用の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 基肥のロング肥料利用による低コスト化、省力化を検

討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、慣行区（基肥：なし、追

肥：太郎1回IBS1号４回）、LP180区（基肥：LPコート

180）とした。いずれの区も堆肥を施用した。 

② LP180区の土壌溶液中Ｎ濃度は、５月下旬までは慣 

行区より高めに推移したが、６月下旬には慣行区よりも

大きく低下した。また、Ｐ、Ｋ濃度は慣行とほぼ同等に

推移した。 

③ 生育中の葉枚数の推移は、５月下旬以降LP180区が 

慣行区に比べてやや低く推移した。 

④ 抽台率の推移はいずれの区もほぼ同様であった。 

⑤ LP180区の切り花長は、慣行区より短く、輪数は慣 

行区よりも少なかった。 

⑥ 以上の結果、LP180 を施用した場合、生育期間全体

を通して慣行よりも生育がやや劣り、輪数も少なかった。

これは、花芽分化期～分化後にあたる６月下旬の土壌溶

液中のN濃度が低かったからと考えられる。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（２）省力定植・出荷分散法の確立 

ア シンテッポウユリ（季咲き）の省力定植法の確立 

（ア）穴あきチェーンポットの検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 チェーンポット苗を利用した定植省力化において、ポ

ットの紙が障壁となって活着が遅れ、盆前出荷に間に合

わない場合がある。そこで、穴あきチェーンポットによ

る活着および採花の促進を検討する。  

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、穴あき区（直径13㎜の

穴をポット中心部にあける）、穴上区（直径13㎜の半円

をポット上部にあける）、慣行区（無処理）の３区とした。 

② 定植時の苗は、穴あき区と穴上区が慣行区に比べて 

球径が大きく、葉長は長かった。 

③ 定植後の展葉推移はいずれの区も同等であった。 

④ 採花は、穴あき区が慣行区に比べて早まったが、穴 

上区は慣行区と同等であった。また、切り花品質は穴あ

き区、穴上区ともに慣行区とほぼ同等であった。 

⑤ 収穫後、穴あきチェーンポット区で穴から根が出て

いるのが確認された。 

⑥ 以上の結果、穴あきチェーンポットによる活着促進 

効果は判然としなかったが、採花は早まった。収穫後に

チェーンポットの紙が破れて球根が出ている状況が確認

されたことから、チェーンポットに大きな穴を開けるこ

とによりチェーンポットの紙が破れやすくなり、紙によ

る発根の妨げを軽減していると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

 (イ) 定植機械化の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： みのる産業株式会社 

 本県で普及しているチェーンポット苗を利用した定植

省力化技術では、ポットの紙が障壁となって活着が遅れ

盆前出荷に間に合わない場合がある。そこで、セル苗を

利用した機械定植による定植省力化技術を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、チェーンポット区（対照）、

機械定植区とした。育苗土はチェーンポット区がメトロ

ミックス350（慣行）、機械定植がアシスト培土タイプＳ

とした。 

② 定植時の苗は機械定植区がチェーンポット区よりも
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葉枚数が多く、葉長も長かった。 

③ 機械定植には、葉菜類移植機VP245A（みのる産業）

を使用した。栽植密度は、チェーンポット区が株間５cm・

条間20cm、機械定植は株間８cm、条間21cmとした。 

④ 機械定植により、単位面積あたりの栽植本数はチェ 

ーンポット区の約半分となったが、所要時間は1/10とな

った。 

⑤ 定植１か月後の葉枚数は、機械定植区がチェーンポ 

ット区より多かった。 

⑥ 抽台、採花とも機械定植区がチェーンポット区より 

早かった。 

⑦ 切り花長は、機械定植区がチェーンポット区より長 

く、輪数は多かった。 

⑧ 以上の結果、セル苗を利用した機械定植により、活

着および採花時期がチェーンポットに比べて早まると考

えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

(ウ) 機械定植における育苗土の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： みのる産業株式会社 

 前報（イ）の機械定植において、機械定植用の育苗土

について検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は１月８日、定植 

は４月19日とした。試験区は、アシスト培土タイプＳ、

みのるソイルＴミックス（以下アシスト区、みのる区；

みのる産業、機械定植用土）、メトロミックス350（以下

メトロ区；慣行の育苗土）を比較した。機械定植には、

葉菜類移植機VP245A（みのる産業）を使用した。 

② 育苗土のEC は、アシスト区が1.45 ms/cm、みのる

区が2.13 ms/cm、メトロ区が0.99 ms/cmであった。 

③ 定植時の苗はみのる区がアシスト区、メトロ区に比

べて葉枚数が少なく、葉長も短かった。 

④ メトロ区は固化剤による定植時の固化が不完全であ 

ったため、機械定植時の苗の取り損いが多かった。 

⑤ 定植１か月後の葉枚数は、アシスト区、メトロ区が 

みのる区よりも多く、抽台、採花は早かった。 

⑥ 切り花長はアシスト区、メトロ区がみのる区よりも 

長く、輪数は多かった。 

⑦ 以上の結果、機械定植の育苗土は、みのるＴミック

スでは育苗時から生育が劣り、慣行のメトロミックスで

は固化がうまくいかないため、アシスト培土タイプＳが

適していると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

イ シンテッポウユリ（季咲き）の品種・定植期の組

み合わせによる計画出荷法の確立 

（ア）抽台日別花芽分化および採花期調査（予備試験） 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 抽台時期から花芽分化時期や採花時期が予測できれば、

その後の栽培管理や出荷時期予測の参考となる。本試験

では抽台日別に花芽分化期および採花時期等を調査する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’、播種は１月８日、定 

植は４月 19 日とした。５月 31 日、６月５日、６月 11

日に、６月17日に抽台していた株にそれぞれ異なるマー

カーで着色し、花芽分化期、採花時期、切り花品質の追

跡調査を行った。 

② 花芽分化は抽台が早いほど早かった。平成21年と比

べると、同時期に抽台したものは同様の花芽分化推移で

あった。 

③ 採花は５月 31 日までの抽台株がそれ以降の抽台株

よりも早く、平均採花日も５～６日早かった。６月１日

以降の抽台株の採花期はほぼ同等であった。 

④ 早く抽台した株ほど切り花長が長く、輪数も多い傾

向がみられた。 

⑤ 以上の結果、今年度は６月１日以降に抽台した株の 

採花ピークは抽台日に関わらずほぼ同時期であった。平

成21 年、22 年で抽台時期と花芽分化時期の関係は同様

であったこあとから、抽台日から花芽分化期を予測する

ことは可能と考えられた。抽台が遅くなるほど切り花品

質が劣ることから、抽台時期の目標は５月下旬で、遅く

とも６月 10 日までには抽台させる必要があると考えら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

(イ) 品種比較試験 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリの露地における品種特性を明らかに

する。 

① 供試品種は、早生が‘F1ジュリアス’、‘M213’、‘ホ 

ワイトホルン’、‘優雅（早生）’、中早生が‘F1オーガス

タ’、‘M264’、‘M270’、‘M306’、‘M-2’、‘M-3’、‘優雅（中

早生）’、晩生が‘F1セプタ’、‘M269’、‘F9-609’、‘優雅

（晩生）’とした。播種は１月８日、定植は４月19日と

した。 

② 早生品種の平均採花日は‘F1ジュリアス’が７月18 

日と最も早く、次いで‘M213’、‘優雅（早生）’で、‘ホ

ワイトホルン’が最も遅く７月24日であった。また、切

り花長は‘F1ジュリアス’が最も短く、他の品種は同等

であった。輪数は‘優雅（早生）’が輪付き割合 47％と

早生品種の中で最も高かった。 
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③ 中早生品種は、いずれの品種も‘F1オーガスタ’（８ 

月２日）より平均採花日が早かった。また、切り花長は

‘M-3’が最も長く、その他の品種は同等であった。輪付

き割合は‘M270’、‘M-3’が‘F1オーガスタ’よりも高か

った。 

④ 晩生品種は、‘F1セプタ’と‘M269’の平均採花日が 

同等で８月４日であった。次いで‘F9-609’が８月６日、

‘優雅（晩生）’が最も遅く８月17日であった。 

⑤ 晩生品種の輪数は、‘F1セプタ’が最も少なく、輪数
も最も少なかった。 

⑥ 以上の結果、早生品種では‘優雅（早生）’が輪付き

割合が多く有望であると考えられ、中早生品種は‘F1オ

ーガスタ’よりも輪付き割合が高い‘M270’、‘M-3’が有

望と考えられた。また、晩生品種はいずれも中生品種並

みに採花が早かったため、再検討が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(ウ) 露地抑制作型の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリの露地栽培において、９月の彼岸前

に出荷する作型を検討する。 

① 供試品種は‘優雅（晩生）’とした。試験区は、試験

区１；播種３月８日、定植５月24日、試験区２；播種３

月８日、定植６月７日（定植前２週間５℃冷蔵）、試験区

３；播種３月29日、定植６月７日、試験区４；播種３月

29 日、定植６月21 日（定植前２週間５℃冷蔵）の４区

とした。いずれの区も定植時の葉枚数は3.5枚であった。 

② 抽台は定植が早いほど早く、同じ定植日の試験区２、 

３を比較すると、冷蔵処理した試験区２の方が抽台率は

高かった。 

③ 採花は定植が早いほど早かった。また、試験区２、 

試験区３の平均採花日は９月19日であったが、試験区２

が試験区３に比べてわずかに採花ピークが早く、彼岸前

の高需要期の採花割合は試験区２が最も高かった。 

④ 切り花長は、定植が遅いほど長く、同じ定植日でも 

試験区３より試験区２の方が長かった。輪数も同様の傾

向がみられた。 

⑤ 採花率は試験区１が最も高く81％で、次いで試験区
２が77％、試験区３は51％、試験区４は39％であった。 

⑥ 以上の結果、露地における抑制栽培では、３月上旬

に播種し、定植前２週間の苗冷蔵後、６月上旬に播種す

る作型が最も彼岸前の高需要期に採花割合が高まること

が明らかになった。しかし、平均採花日が彼岸となった

ことから、全体的に収穫日を早める検討が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

(エ) 定植後のべたがけの利用が生育開花に及ぼす

影響 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 定植直後の４月下旬から５月中旬は生育適温を下回る

日があり、生育停滞や抽台・採花遅延が多くみられるこ

とから、定植後のべたがけによる活着、生育促進効果に

ついて検討する。 

① 供試品種は‘Ｆ1オーガスタ’。播種は１月８日、定 

植は４月19日とした。試験区は、４月区；べたがけを定

植後から４月30日まで被覆する区、４～５月区；定植後

から５月19日まで被覆する区とし、いずれもべたがけ資

材はパオパオとテクテクの２種類を用い、無処理区もあ

わせて５試験区とした。 

② べたがけ区は、無処理区に比べて最低地温が２～ 

５℃高く、植物体の放射温度も２～３℃高かった（４月

26日６時30分計測）。 

③ 定植後の展葉推移はいずれの区も差がなかった。 

④ 抽台はいずれの処理区も無処理区に比べて早かった。 

⑤ 採花はいずれの処理区も無処理区に比べて早く、最 

も早かったテクテクの４～５月区は、無処理区に比べて

平均採花日が６日早かった。 

⑥ 切り花長は、パオパオ区が無処理区に比べて長かっ 

た。 

⑦ 以上の結果、べたがけによる活着、生育促進の効果

は判然としなかったが、抽台、採花は早まった。資材や

被覆期間についてはさらなる検討が必要である。 

〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（オ）蕾の冷蔵貯蔵による出荷期調節技術の確立 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

シンテッポウユリの長期冷蔵貯蔵による出荷調節技術

を検討する。冷蔵貯蔵後、正常に開花しない場合も多く

みられることから、貯蔵後処理剤を検討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。 

② ８月３日に蕾長５～６cmの切り花を収穫し、貯蔵前 

処理（GA3 10ppm）を 18 時間（室温）行った後、処理液

からあげ、ポリフィルムで密封し、立てた状態で冷蔵貯

蔵（５℃、暗黒）した。貯蔵40日後に出庫し、貯蔵後処

理を24時間行った。処理区は、フルクトース0.2％区（以

下 frc）、0.2％fru＋GA3(10ppm)区、0.5％fru 区、0.5％

fru＋GA3区、GA3区、水区、0.1％グリセリン（以下Ｇ）

区、0.5fru＋Ｇ区、0.5fru+GA3+Ｇ区、の９区とした。処

理後水道水で水あげし、開花状況等を観察した。 

③ 貯蔵40日後には蕾長7.5～８cmとなり、貯蔵後処 
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理後にはいずれの区も8.5～９cm（出荷規格）となった。 

正常開花割合は 0.5fru+GA3+Ｇ区が全個体数の９割と最

も多く、鑑賞可能日数も最も長かった。 

④ 以上の結果、シンテッポウユリを40日冷蔵貯蔵後、 

0.5％フルクトースに GA3（10ppm）と１％グリセリンを

添加した後処理剤で処理することにより、正常開花数が

増え、鑑賞可能日数もわずかに延びると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

32．気象変動に左右されない花き類の開花制御・高品質

化技術の開発  

（１）シンテッポウユリ（秋冬出荷）のブラスチング、

花首徒長対策の検討 

ア シンテッポウユリ（秋冬出荷）の抽台促進技術の

確立 

(ア) 抽台日別花芽分化期および採花期、切り花品質

調査 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 抑制シンテッポウユリの収穫は長期にわたり、抽台時

期により採花時期や切り花品質が大きく異なることから、

抽台日別に花芽分化期等を調査し基礎データとする。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22 日冷蔵）、定植は７月１日。７月21 日か

ら９月６日まで約10日おきに、抽台していた株にそれぞ

れ異なるマーカーで着色し、花芽分化期、採花時期、切

り花品質の追跡調査を行った。 

② 花芽分化および採花時期は抽台が早いほど早かった。

平成21年度と比べると、同時期に抽台しているものはほ

ぼ同様の花芽分化日および採花日であった。 

③ 抽台が遅いほど切り花重は重く、切り花長は長く、

茎径は太く、輪数は多かった。 

④ 今年度、平成21年度ともに８月中旬～下旬の抽台 

日で輪付きの割合が高かった。 

⑤ 以上の結果、21年度と22年度で、抽台時期と花芽 

分化時期、採花時期との関係はいずれも同様であったこ

とから、抽台日からおおよその花芽分化期や採花期を予

測することは可能と考えられた。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(イ) 育苗後期の低温遭遇期間の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリの抑制栽培では抽台率が低いことが

大きな課題となっている。抽台にはある程度の低温に遭

遇することが必要とされていることから、育苗後期にお

ける夜間温度と抽台率との関係について検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（チ 

ェーンポット育苗、播種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７

月１日。試験区は、試験区１；６月１日から1か月間夜

間（17時から８時）25℃、試験区２；６月１日から１か

月間夜間15℃、試験区３；６月１日から21 日まで夜間

25℃、22日から定植まで夜間15℃、試験区４；６月１日

から21日まで夜間15℃、22日から定植まで夜間25℃の

計４区とした。 

② 各処理区の６月１か月間の16℃以下の積算遭遇時 

間は、試験区２が約400時間と最も長く、試験区４が280

時間、試験区３が140時間、試験区１が０時間であった。

18℃以下、20℃以下の積算時間もほぼ同様であった。 

③ 抽台は試験区２、４が１、３に比べて早かった。ま 

た、９月６日時の抽台率は、試験区２、４が約 80％と、

１、３（約65％）より高かった。 

④ 採花率も抽台率とほぼ同様の傾向であった。 

⑤ 以上の結果、試験区２、４が他の区に比べて抽台、

採花とも早まり、抽台率、採花率とも高まった。21年度

は、夜間20℃処理区では抽台率向上効果がみられなかっ

たことから、抽台率を向上させるためには、子葉展開後

（６月以降）にある一定期間以上18℃以下に遭遇するこ

とが必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(ウ) 中山間地での育苗の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 抽台にはある程度の低温に遭遇することが必要とされ

ていることから、冷涼なの中山間地での育苗を検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（チ 

ェーンポット育苗）、定植は７月１日。試験区は、慣行区；

園芸試験場本場（由良）で育苗（播種後、５℃22日冷蔵）、

日南区；播種後日南試験地（標高 550ｍ）で育苗の２区

とした。 

② 日南区の育苗後期（６月）の夜温は、慣行区よりも

３～５℃低く、６月前半は５～15℃、６月後半は 15～

20℃で推移した。 

③ 抽台は日南区が慣行区に比べて早く、抽台率も高く

推移した。 

④ 採花は日南区が慣行区に比べて早く、平均採花日は 

３週間前後早まった。また、採花率も日南区が高かった。 

⑤ 以上の結果、中山間地（標高 550ｍ）で育苗するこ

とにより抽台率が向上した。日南での育苗により、６月

１か月間の夜間温度を 15℃に設定した区と同等の抽台

率、採花率が得られた。なお、セルトレイ育苗でもチェ

ーンポット育苗と同様の傾向がみられた。 
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〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(エ) 定植前の苗冷蔵による抽台率向上の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

抽台にはある程度の低温に遭遇する必要があることか

ら、定植前の苗冷蔵による抽台率向上技術を検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。試験区は、無処理区（４ 

月20日播種、７月１日定植）、１ｗ区（４月５日播種、

６月24日から１週間５℃冷蔵後７月１日定植）、２ｗ区

（３月19日播種、６月17日から２週間５℃冷蔵後、７

月１日定植）の３区とした。いずれもチェーンポット育

苗で行った。 

② 抽台は２ｗ区が最も早く、抽台率も最も高かった。

１ｗ区の抽台は無処理区よりわずかに早かった 

③ 採花の推移も抽台と同様であり、２ｗ区が最も採花

が早く、採花率も最も高かった。 

④ セルトレイ育苗でもチェーンポット育苗と同様の結 

果であり、抽台、採花はセルトレイ育苗がチェーンポッ

ト育苗よりも２週間早かった。 

⑤ 以上の結果、定植前に２週間冷蔵処理（５℃）す 

ることにより抽台率が向上すると考えられた。なお、同

様の試験を15℃処理で行った場合、処理中に苗が徒長し、

抽台率も低いことから処理温度として適さないと考えら

れた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(オ) 育苗後期の寒冷紗被覆期間の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 育苗後期（６月）の遮光期間と抽台との関係について

検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７月１日。寒冷紗（ダイ

オミラー；遮光率50％）の被覆期間を、６月１日から定

植まで１か月間、６月11日から定植まで20日間、６月

21 日から７月１日まで10 日間の３水準とし（それぞれ

寒冷紗１区、２区、３区とする）、無処理区と比較した。 

② 抽台は寒冷紗２、３区が無処理区、寒冷紗１区に比 

べて遅かったが、８月末の抽台率は同等であった。 

③ 採花も抽台と同様の傾向であり、寒冷紗２、３区の 

平均採花日は無処理区、寒冷紗１区より約３週間遅かっ

た。 

④ 寒冷紗２、３区は無処理区、寒冷紗１区に比べ切り 

花長が長く、切り花重は重く、茎径は細く、輪数が多く、

葉枚数が増加する傾向にあった。 

⑤ 以上の結果、６月以降の寒冷紗被覆期間が長いほど、

抽台、採花が遅くなると考えられたが、抽台率、採花率

は無処理区とほぼ同等であった。また、切り花品質は抽

台が遅い寒冷紗２、３区が無処理区よりも優れると考え

られた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（カ）穴あきチェーンポットの検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 チェーンポット育苗の場合、紙が定植後の活着や根の

生育の妨げになっていると考えられることから、穴あき

チェーンポット利用による活着促進および採花促進を検

討する。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７月１日。チェーンポッ

トの上部に直径13mmの半円をあける穴上区と、穴をあけ

ない慣行区を比較した。 

② 穴上区の定植後の展葉推移は慣行と同等であった。 

③ 抽台、採花は穴上区がわずかに慣行区よりも早かっ 

た。 

④ 穴上区の切り花品質は慣行区とほぼ同等であった。 

⑤ 以上の結果、チェーンポットの上部に穴をあけるこ

とによる活着促進効果は判然としなかった。また、抽台、

採花時期に大きな差はみられず、切り花品質も慣行と同

等であった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 (キ) 抑制作型に適する品種の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 抑制作型に適する品種を検討する。  

① 供試品種は‘F1オーガスタ’（対照）、‘M-2’、‘M-3’、 

‘優雅（中早生）’、‘優雅（早生）’の５品種で、播種は

４月20日（播種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７月１日。 

② ‘優雅（早生）’は、８月中旬までに100％抽台した。 

採花は８月下旬から９月上旬がピークであった。また、

切り花長は平均70cmで、輪数は１輪が多かった。 

③ 抽台率は、‘M-2’が‘F1オーガスタ’と同等で、‘優 

雅（中早生）’は‘F1 オーガスタ’よりわずかに低かっ

た。‘M-3’は‘F1オーガスタ’に比べて抽台が遅く、抽

台率は低かった。 

④ 平均採花日は‘M-2 ’が‘F1オーガスタ’と同等で 

10月１日頃であり、‘M-3’と‘優雅（中早生）’は ‘F1
オーガスタ’よりも約20日遅かった。 

⑤ ‘M-2’、‘M-3’、‘優雅（中早生）’はいずれも切り花 

長が‘F1オーガスタ’より長く、切り花重も重かった。

また、輪付き以上の割合は‘M-2’、‘M-3’で‘F１オーガ
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スタよりわずかに多く、‘優雅（中早生）’は‘F1オーガ

スタ’よりも少なかった。 

⑥ 以上の結果、‘M-2’が抽台、採花率が高く、切り花 

品質が‘F1オーガスタ’よりも優れているため有望であ

ると考えられた。また、‘優雅（早生）’は抽台、採花率

が100％と高く有望であるため、再検討の予定である。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 抑制シンテッポウユリのブラスチング・花首徒長

対策の検討 

(ア) 赤色光照射による花首徒長対策の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリの抑制栽培において、秋以降の花首

徒長が問題となっている。本試験では、キクなどで節間

伸長抑制効果が明らかとなっている赤色光の照射による

花首徒長対策を検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７月１日。試験区は、慣

行区（３波長型蛍光灯）、Ｒ区（赤色光）とし、いずれも

照射時間は日没後から４時間、電照開始は８月1日とし

た。 

② 抽台率の推移、採花日はいずれの区も同等であった。 

③ Ｒ区の花首長、節間長はいずれも慣行区と同等であ

り、他の切り花品質も慣行区と同等であった。 

④ 以上の結果、赤色光を照射することにより花首伸長、

節間伸長を抑制することは難しいと考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

(イ) 光照射によるブラスチング発生対策の検討 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリの抑制栽培において、ブラスチング

（花蕾の発育停止）により、採花本数減少、輪数減少が

問題となっている。ブラスチングには寡日照が影響して

いると考えられることから、光照射によるブラスチング

発生対策を検討した。 

① 供試品種は‘F1オーガスタ’。播種は４月20日（播 

種後、５℃ 22日冷蔵）、定植は７月１日。試験区は、FR

区；FR 光、白熱区；白熱灯、蛍光区；３波長型蛍光灯、

無電照区の４区とした。電照時間はいずれも日没後から

４時間とした。 

② 輪数は、いずれの処理区も無電照区より少なかった。 

③ ブラスチング発生率はいずれの処理区も無処理区と 

同等であった。 

④ 以上の結果、光照射によるブラスチング発生抑制の 

効果は判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）トルコギキョウ抑制作型における草丈伸長技術の

確立 

  ア CO2施用とＲ光照射による育苗法の検討 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：パナソニック電工（株） 

抑制作型において切り花長が長く、高品質な切り花を

得るための育苗法を明らかにする。種子冷や冷房育苗に

加えて冷房育苗中のCO2施用や、Ｒ光照射を検討する。 

① 品種‘サルサマリン’を４月12日に播種し、低温庫

内で種子冷(10℃、25日)して、６月３日から冷房育苗(昼

/夜温：25/20℃、７週間)とした。処理は、冷房育苗中に

密閉トンネル内でCO2を日中 1,200～1,500ppm 施用する

CO2施用区およびCO2施用区に、パナソニック電工製Ｒ波

長蛍光灯(光強度0.08W/㎡)を終夜照射するCO2施用＋Ｒ

光照射区を設けた。 

②  CO2は7週間の冷房育苗期間に1ｍ３当たり1.5ℓ施用

した。 

③ CO2施用区の苗の重量は、無処理に比べ地上部、地下

部とも約２倍に増加した。 

④ CO2施用＋Ｒ光照射区の苗の重量は、CO2施用区に比べ

約２倍に増加し、無処理と比べると4.1倍に増加した。 

⑤ 本葉数は、CO2施用により僅かに増加した。Ｒ光照射

を併用すると本葉数がさらに増加し、播種後約３か月で

無処理に比べ約1対多かった。 

⑥ 以上の結果、冷房育苗期間中のCO2施用や、Ｒ光照射

を併用すると生育が早まり、葉枚数が増加して地下部や

地上部重量が著しく増すことが明らかになった。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

  イ CO2施用･Ｒ光照射育苗と定植後のＲ･FR光照射が

採花に及ぼす影響  

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：パナソニック電工（株） 

育苗中の処理に加え、花芽分化抑制効果が知られてい

るＲ光を定植後に照射して着花節位を高め、発蕾後にFR

光を照射し、節間や切り花長を伸長する高品質化法を検

討する。 

① 品種‘サルサマリン’を４月12日に播種した。播種 

後の管理と、育苗中のCO2施用区、CO2施用＋Ｒ光照射区 

の処理は前小課題のとおり。定植は７月22日。定植後の 

処理は、８月１日から採花まで毎日Ｒ光を0.08W/㎡で終 

夜照射するＲ光照射区および発蕾期（９月３日）までＲ 

光を照射し、その後パナソニック電工製FR波長型蛍光灯 

(0.08W/㎡)に切り替えて終夜照射するＲ＋FR光照射区 

を設けた。 
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② 平均開花日が最も早かったのは慣行区で９月22日、 

最も遅かったのはＲ＋FR光照射区で10月３日だった。 

③ 育苗中にCO2施用、さらにはＲ光照射を併用すると、 

慣行区に比べ切り花の節数が僅かに増加し、切り花長が 

長くなった。 

④ 定植後処理では、Ｒ＋FR光照射の品質向上効果が高 

く、慣行区に比べ切り花の節位が僅かに増加し、切り花 

長が長くなった。 

⑤ 処理区中、切り花長が最も長かったのは、育苗をCO2 
施用＋Ｒ光照射とし、定植後をＲ＋FR光照射とした区で 

84.9㎝となり、慣行に比べ約1.5倍伸長した。 

⑥ 以上の結果、トルコギキョウの抑制栽培は育苗をCO2 
施用＋Ｒ光照射とし、定植後をＲ＋FR光照射とすれば、 

切り花伸長効果が高いことが明らかになった。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

33．鳥取芝の利用促進事業（鳥取発グリーンニューディ

ール関連） 

（１）‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン419’の生

育比較 

  ア シバ刈り回数と刈り込み量および刈り取り残渣

の部位別割合 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 園試育成‘グリーンバードＪ’と校庭芝生化で実績が 

ある‘ティフトン419’を同一圃場で栽培し、シバ刈り 

回数、刈り取り残渣の部位別割合などを明らかにする。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’および‘テ 

ィフトン419’の切り芝を全面張りとした圃場で行った。 

シバ刈りは、草高7㎝程度に達した時点で、刈り高4㎝ 

とした。 

② シバ刈り初回（７月21日）は‘グリーンバードＪ’ 

の刈り取り残渣が‘ティフトン419’より重かった。   

それ以降、‘ティフトン419’は葉伸長が旺盛となり、全 

刈り込み回数は10回だった。‘グリーンバードＪ’の全 

刈り込み回数は6回だった。 

③  初回シバ刈り時に、刈り取り残渣を部位別に分類し 

たところ、‘ティフトン419’では、茎（ほふく茎および 

直立茎）が全体の約20％を占めたが、‘グリーンバード 

Ｊ’では全体の約１％だった。 

④ 以上の結果、シバ張り初年目の刈り込み回数は、‘グ 

リーンバードＪ’では‘ティフトン419’より４割少な 

かった。また、‘ティフトン419’は刈り込み残渣に、節 

を含む茎が全体の２割程度混入することから、残渣の 

取り扱いに注意を要すると考えられる。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

イ ‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン419’の粗

植区における植被率と緑被率の推移 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 ‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン419’ 両品種の

挿し木苗を２ｍ間隔で定植し、植被率・緑被率および乾

物重などへの影響を明らかにする。 

① ５月20日に、‘グリーンバードＪ’、‘ティフトン419’ 

のほふく茎２～２節を、288 穴プラグトレイに挿し木し

て育成した苗を、６月22日に２ｍ間隔で定植した。調査

は、定点コドラート（100×100 ㎝中の、茎葉が地表を

覆う割合（植被率）、定点コドラート中の、茎葉の緑が地

面を覆う割合（緑被率）および部位別乾物重を 12 月 1

日に計測した。 

② ‘ティフトン419’では、植被率、緑被率ともに植え

付けから約4か月後の10月にはほぼ100％となった。 

③ ‘グリーンバードＪ’の 10 月の様子は、植被率が

43.3％、緑被率が 32.2％で、最も被度の高かった 11 月

でも植被率が70.1％、緑被率が52.3％だった 

④ 乾物重は、‘グリーンバードＪ’の根や葉が‘ティフ

トン419’より重く、‘グリーンバードＪ’全体の乾物重

は‘ティフトン419’より38％重かった。 

⑤ 以上の結果、‘グリーンバードＪ’は、‘ティフトン

419’に比べ根や葉の乾物重が重いものの、定植から４か

月後の植被率は‘ティフトン419’の43％、緑被率は33％

であることが明らかになった。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉  

ウ ‘グリーンバードＪ’の植栽方法による植被率と

緑被率の推移 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 生産現場で行われている「播き芝」や、「ポット苗」に

よる‘グリーンバードＪ’の施工の可能性、さらには、

‘グリーンバードＪ’のほふく茎発根苗の栽植密度によ

る、芝生化の期間や芝生の特性を明らかにする。 

① 播き芝区は、植え付け面積の 20％分のマットをほぐ

してトラクターで鋤き込んだ。ポット苗区は、５月 20

日にほふく茎 2～3 節を 25 穴連結ポットに                          

挿し木して育成した苗を、4ポット/㎡ずつ定植した。粗 



 - 121 - 

植  区は、 5 月 20 日にほふく茎 2 ～ 3 節                          

を 288 穴プラグトレイに挿し木して育成した苗を、2ｍ

間隔（0.36本/㎡）で定植した。密 植 区は、粗植区と同

様の方法で育成した苗を 36 本/㎡ずつ定植した。圃場へ

の植え付けは、いずれも 6 月 22 日。調査は、前小課題

に準じた。 

② 播き芝区では、植被率、緑被率ともに植え付けから約

４か月後の10月には90％以上に達した。 

③ ポット苗区では、播き芝に比べ植被率の推移が僅かに

遅れた。 

④ 栽植密度による被覆の程度は、0.36 本/㎡の粗植区で

は年内の植被率が70％程度にとどまったが、36本/㎡の

密植区では植え付けから約3か月後の9月には植被率が

ほぼ100％に達した。 

⑤ 以上の結果、‘グリーンバードＪ’の植栽は、播き芝

と同様、ポット苗でも芝生を形成するが、ポット苗によ

る植栽では、慣行の４ポット/㎡より多い苗数が望ましい

と考えられる。また、ほふく茎の植栽密度は36本/㎡で

あれば、播き芝並みに生育することが明らかになった。 

              〈本試験成績登載印刷物：８〉 

エ 踏圧による緑被率、乾物重への影響 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 ‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン 419’を同一圃

場で栽培して同等に踏圧し、植被率・緑被率および乾物

重などへの影響を明らかにする。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’および‘テ 

ィフトン419’の切り芝を全面張りとした圃場で行った。 

踏圧処理は500㎏運搬車で芝生全面を、9月中は毎日10 

往復、10～11月は毎日20往復した。 

② 10月以降‘ティフトン419’踏圧区の緑被率は、対 

照の無処理に比べ著しく低下したが、‘グリーンバード 

Ｊ’踏圧区の緑被率の低下は、‘ティフトン419’に比べ 

僅かであった。 

③ 踏圧処理による植被率への影響は、両品種とも見られ 

なかった 

④ 踏圧処理終了後（12月１日）の部位別乾物重は、‘テ

ィフトン 419’では、踏圧処理による地上部重量（茎、

葉）の減少が見られたが、‘グリーンバードＪ’の重量

の減少は僅かであった。 

⑤ 以上の結果、踏圧処理で‘ティフトン419’は地上部

乾物重が減少し、緑被率が低下することが明らかになっ

た。ただし、本試験では、踏圧処理後半が生育停滞期と

重なりその影響も考えられることから、シバ生育期での

再検討を要する。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

オ 遮光による緑被率、乾物重への影響 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 ‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン 419’を同一圃

場で栽培して同等に遮光し、植被率・緑被率および乾物

重などへの影響を明らかにする。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’および‘テ 

ィフトン419’の切り芝を全面張りとした圃場で行った。 

遮光処理は、9月1日から コンパネ（90×180㎝）3 

枚ずつをシバ面から高さ1ｍに並べて遮光（2反復）し、 

コンパネ直下の生育を調査した。 

② ９月上旬の日中における光合成光量子束密度（PPFD）

は、晴天日の対照区（無処理）が1,260μmol/m２/ｓ、遮

光区が134μmol/m２/ｓだった。 

③‘ティフトン 419’遮光区の緑被率は、対照の無処理

に比べ著しく低下したが、‘グリーンバードＪ’遮光区の

緑被率の低下は‘ティフトン419’に比べ僅かであった。 

④ 遮光処理による植被率への影響は、両品種とも見られ 

なかった。 

⑤ 12月1日の乾物重は、‘ティフトン419’では遮光処 

理による葉の重量減少が無処理に比べ大きかったが、‘グ 

リーンバードＪ’の重量減少は、‘ティフトン419’より 

小さかった。 

⑥ 以上の結果、遮光処理で‘ティフトン419’は葉重が 

減少し、緑被率が低下することが明らかになった。ただ 

し、本試験では、遮光処理後半が生育停滞期と重なりそ 

の影響も考えられることから、シバ生育期での再検討を 

要する。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

カ シバ試験圃場におけるほふく茎残渣の時期別発

根（活着）位置 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

 試験圃場内で‘グリーンバードＪ’と‘ティフトン419’ 

を同等に管理する中で、試験区外に発生する個体を調査 

し、その発生状況と要因を明らかにする。  

① ６月中旬に‘グリーンバードＪ’および‘ティフトン 

419’の切り芝を全面張りとし、芝刈りを小課題アに準じ 
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て行った。さらに、両品種とも播き芝区、ポット苗区、 

粗植区、密植区を小課題ウに準じて６月22日に定植した。 

② シバ刈り･スイーパー管理後に、試験区外に飛散した 

ほふく茎残渣数は、芝生際からの距離が0～1ｍでは‘グ 

リーンバードＪ’が12.5個体に対し‘ティフトン419’ 

は263.6個体だった。 

③ シバ試験圃場における試験区外に発生した７月の発 

根（活着）個体は、‘グリーンバードＪ’が1個体に対 

し、‘ティフトン419’は106個体だった。いずれもほ 

ふく茎残渣が発根したもので、シバ刈りを行う区の周辺 

で多く発生したが、播き芝区周辺では播き芝作業後に発 

根個体が確認された。 

④‘ティフトン 419’発根個体は、降雨により湛水しや

すい場所での発生が多かった。 

⑤ 8月以降、‘グリーンバードＪ’の発根個体は見られ 

なかったが、‘ティフトン419’は8月以降も発生し、い 

ずれもほふく茎残渣が発根したものだった。 

⑥  以上の結果、‘ティフトン419’はシバ刈り･スイー 

パー管理後に、節を有するほふく茎残渣の飛散が多く、 

降雨後に湛水するような環境で容易に発根することが明 

らかになった。 

          〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

キ ‘ティフトン419’の単位面積当たりの花穂発生

数と発芽試験 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

日本シバの生産現場で‘ティフトン419’の混入が懸 

念されていることから、3倍体で稔性がないとされる 

‘ティフトン 419’の発芽試験を行い、種子による混入

の可能性を調査する。 

① ６月中旬に‘ティフトン419’の切り芝を全面張りと 

し、初回シバ刈り前の7月20日に、張り芝試験区（1 

区45.5㎡）の花穂を全て摘み取り、区毎の本数と重量を 

計測した。花穂は常温乾燥後、10月22日に花穂のまま 

播種し、23℃自然日長下で管理した。また、摘み取った 

花穂の一部を2か月間5℃で冷蔵し、12月20日に花穂 

のまま播種した。 

②張り芝区 45.5 ㎡分の初回シバ刈りまでの採穂数は、

7873.0本（173.0本/㎡）で、15.5ｇ（0.34ｇ/㎡）だった。 

③ 10 月 22 日に花穂を 4000 本（7.8ｇ）播種したとこ

ろ、播種 10 日後の 11 月 1 日および播種 14 日後の 11

月5日に、それぞれ1個体ずつ計2個体発芽した。 

④ 摘み取った花穂の一部を２か月間５℃冷蔵し、12 月

20日に3837本（7.7ｇ）播種したが、発芽個体は得られ

なかった。 

⑤ 以上の結果、‘ティフトン 419’の種子は稔性のある

ものが確認されたが、張り芝45.5㎡当たりの発芽数は、

発芽適環境下でも 1～2 個体程度であったことから、栽

培中の種子による日本シバ圃場への混入の可能性は極め

て低いと推察される。 

           〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ク 除草剤グリホサートイソプロピルアミン塩散布

による植被率と緑被率の推移 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

除草剤が効きにくいとされる‘ティフトン419’に対 

する除草効果を明らかにするため、‘ティフトン419’と

‘グリーンバードＪ’にグリホサートイソプロピルアミ

ン塩を散布して、植被率・緑被率への影響を調査する。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’、‘ティフト 

ン419’の大判切り芝を1.5ｍ間隔に張った圃場で行った。 

処理は、9 月３日にグリホサートイソプロピルアミン塩

（以下、G.I.A＝商品名：サンフーロンの50倍、100ml/

㎡散布）を、50 ㎝四方の芝生に対する散布割合 60％、

80％、100％の１回散布および 100％の２回散布（再散

布は９月13日）とした。 

② G.I.A 60％および80％散布した場所の葉色が落ち、 

緑被率が40％および20％に達したのは両品種とも11月 

26日で、両品種の緑被率はそれ以上低下しなかった。 

③ G.I.A60％および 80％散布による植被率への影響は

見られなかった（ほふく茎の生死判別は、来春の崩芽期

に行う予定である）。 

④ G.I.A100％の２回散布では、1回散布に比べ緑被率の 

低下が僅かに早まったが、緑被率が０％となったの   

は1回散布と同じ11月５日だった。 

⑤ 以上の結果、G.I.A散布により葉色が落ちるのは、両

品種ともほぼ散布場所に限られることが明らかになった。

また、G.I.A 散布による植被率低下などは両品種とも見

られなかったが、来春の崩芽期に改めてほふく茎の生死

判別を行う必要がある。 

            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

ケ 除草剤グリホサートカリウム塩散布による植被

率と緑被率の推移 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー
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ツ鳥取 

除草剤が効きにくいとされる‘ティフトン419’に対 

する除草効果を明らかにするため、‘ティフトン419’と

‘グリーンバードＪ’にグリホサートカリウム塩を散布

して、植被率・緑被率への影響を調査する。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’、‘ティフト 

ン419’の大判切り芝を1.5ｍ間隔に張った圃場で行った。 

処理は、9月３日にグリホサートカリウム塩（以下、G.K

＝商品名：ラウンドアップマックスロードの 50 倍、

100ml/㎡散布）を、50 ㎝四方の芝生に対する散布割合

60％、80％、100％の１回散布および 100％の２回散布

（再散布は９月13日）とした。 

② G.K 60％および80％散布した場所の葉色が落ち、緑 

被率が40％および20％に達したのは両品種とも11月５ 

日で、両品種の緑被率はそれ以上低下しなかった。 

③ G.K60％および 80％散布による植被率への影響は見

られなかった（ほふく茎の生死判別は、来春の崩芽期に

行う予定である）。 

④ G.K100％の2回散布では、1回散布に比べ緑被率の 

低下が僅かに早まり、緑被率が０％となったのは10月 

15日だった。 

⑤ 以上の結果、G.K散布により葉色が落ちるのは、両品

種ともほぼ散布場所に限られることが明らかになった。

また、G.K 散布による植被率低下などは両品種とも見ら

れなかったが、来春の崩芽期に改めてほふく茎の生死判

別を行う必要がある。 

           〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

コ 除草剤フルアジホップＰ散布による植被率と緑

被率の推移 

  担当者：岸本真幸・前田香那子 

 協力分担：協働連携推進課、生産振興課、(株)チュウ 

ブ緑地、鳥取県芝生産組合、グリーンスポー

ツ鳥取 

除草剤が効きにくいとされる‘ティフトン419’に対 

する除草効果を明らかにするため、‘ティフトン419’と

‘グリーンバードＪ’にフルアジホップＰを散布して、

植被率・緑被率への影響を調査する。 

① 試験は、６月中旬に‘グリーンバードＪ’、‘ティフト 

ン419’の大判切り芝を1.5ｍ間隔に張った圃場で行った。 

処理は、9月３日にフルアジホップＰ（以下、F.P＝商品

名：ワンサイドＰ乳剤の250倍、150ml/㎡散布）を、50

㎝四方の芝生に対する散布割合60％、80％、100％の１

回散布および 100％の２回散布（再散布は９月 13 日）

とした。 

② F.P 60％および80％散布した場所の葉色が落ち、緑 

被率が40％および20％に達したのは両品種とも12月 

17日で、両品種の緑被率はそれ以上低下しなかった。 

③ F.P60％および 80％散布による植被率への影響は見

られなかった（ほふく茎の生死判別は、来春の崩芽期に

行う予定である）。 

④ F.P100％の2回散布では、1回散布に比べ緑被率の 

低下が僅かに早まり、緑被率が０％となったのは11月 

26日だった。 

⑤ 以上の結果、F.P散布により葉色が落ちるのは、両品

種ともほぼ散布場所に限られることが明らかになった。

また、F.P 散布による植被率低下などは両品種とも見ら

れなかったが、来春の崩芽期に改めてほふく茎の生死判

別を行う必要がある。 

           〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

34．全日本野菜・花卉品種審査会（ブロッコリー、パン

ジー・ビオラ）受託事業 

（１）第56回全日本花卉品種審査会パンジー・ビオラ

（秋出しポット栽培） 

  担当者：岸本真幸・加藤正浩・前田香那子 

 協力分担：社団法人日本種苗協会 

 国内の各種苗メーカーが推奨する発売前のパンジー・

ビオラ最新品種を栽培し、本県での適応性、品種特性を

調査し、本県に適した有望品種を選定する。 

① パンジー･ビオラ26品種を、８月19日に288穴プラ 

グトレイに播種した。発芽までは、昼夜25℃の簡易冷房 

トンネル内で底面給水とし、発芽後クールホワイトで遮 

光した雨除けハウス内へ移動し、頭上潅水とした。鉢上 

げは９月16日に72苗（２反復）を9㎝黒丸ポリポット 

に移植した。鉢上げ用土は標準ポットミックス。わい化 

剤は用いなかった。 

② 発芽率は、20℃恒温器シャーレ内、圃場でのプラグ 

トレイとも播種14日目にはいずれの品種も70％を上回 

った。 

③ 生育期間中の気温が平年に比べて高く、いずれも株張

りが旺盛であった。 

④ 品種の殆どが10月下旬には全株開花したが、№14の

み11月上旬になっても約２割の株が開花しなかった。 

⑤ 入賞品種名および出品メーカーは次のとおり。1等特  

K9-888（株）サカタのタネ、2等TV-622                

タキイ種苗（株）、2等  ぺんぎんももか （株）ムラカ 

ミシード、3等 ソルベXP イエロー（株）ミヨシ、3等 

さざなみももか （株）ムラカミシード、3等 TV-630 

タキイ種苗（株）であった。 

⑥ 以上の結果、ビオラ６品種が本県秋出しポット栽培に 

適すると判断された。 
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            〈本試験成績登載印刷物：８〉 

35．花ふれ愛事業 

（１）ミニフラワーガーデン設置事業 

  ア 県中部施設への花壇苗配布 

 担当者：岸本真幸 

 協力分担関係：生産振興課、農業大学校 

 中部地区の県関係施設に花壇やプランターを設置し、

花あふれる環境を作るための花壇苗を配布する。 

① 用土は標準ポットミックスを用い、夏季と秋季の２

回配布した。 

② 夏季は８月５日と６日に、７cmポットで育成したポ

ーチュラカを中部総合事務所200ポット、農業大学校100

ポット、東伯普及所50ポット配布した。 

③ 秋季は11月12日に、９cmポットで育成したビオラ

を中部総合事務所に200ポット、農業大学校に100ポッ

ト、東伯農業改良普及所に50ポットを配布した。 

           〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

《 生物工学関係 》 

36．バイテクによるナシ新品種シリーズの育成 

（１）高品質黒斑病抵抗性自家和合性ニホンナシの育成 

ア 極早生ナシ品種育成のための交雑種作出 

担当者：米村善栄・大澤貴紀・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし  

 本県では収穫時期が８月上中旬よりも早生の品種（極

早生品種）の育成が求められている。ここでは、極早生

高品質自家和合性ナシを育成するための人工交配を行

い、交雑種子を獲得する。 

① 花粉はバルーン期の花から採取し、温度25℃、湿度

20～30％の庫内で 24 時間開葯させた。開葯した花粉は

-20℃で保存した。種子親は開花前にあらかじめ除雄し、

ナシ大袋で花叢を被覆した。その後、開花した花に交配

を行い、それ以外のステージの花は花柄基部から切除し、

再度被覆した。開花終了後に大袋を外した。 

② 今年度新たに交配した 21 交配組み合わせで 1,558

個の成熟した交雑種子を獲得した。 

③ 四倍体系統を用いた交配では、成熟種子より未熟種

子の個数が多かった。 

③ 以上の結果、ナシの交雑種子を21交配組み合わせで

1,558個獲得した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 交雑種の幼木選抜 

担当者：米村善栄・大澤貴紀・前田英博 

協力分担：なし  

 極早生高品質自家和合性ナシを育成する。ここでは、

前年度に獲得した交雑種子から育成した苗を定植し、幼

木選抜を行う。 

① 平成21年度交配した21交配組み合わせから獲得し

た交雑種子から、生育が良好な1,893系統を幼苗選抜し

た。 

② 雑種1,893 系統のうち、1,256 系統を大谷圃場及び

本場10号圃場に定植した。残りの系統はポットで維持し

た。 

③ 生育調査により、輪紋病及び黒星病等により病害甚

発生であった49系統を淘汰した。また、86系統が枯死

した。 

④以上の結果、本圃に定植した雑種1,256系統のうち生

育が良好な1,121系統を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 果実特性による交雑実生からの一次選抜 

（ア）果樹10号圃場 

  担当者：大澤貴紀・前田英博・米村善栄 

 協力分担：なし 

 ここでは、場内果樹10号圃場に定植した未評価の交雑

実生の中から新たに果実品質に優れる個体を選抜する。 

① 平成９～16年に交配・育成した交雑実生のうち、前

年度までに未評価の 919系統を供試した。栽培管理は斜

立栽培実生苗主枝１本仕立て、受粉は放任とし、無袋栽

培、病害虫防除は県防除基準に準じて行った。 

② 選抜対象となった 919系統のうち、樹勢が弱く枯死

した18系統、樹勢が著しく弱い19系統、黒斑病・黒星

病が激発した６系統を淘汰した。 

③ 残り 876系統のうち、開花結実した系統は 533系統

であった。果実調査により、食味及び果実品質に優れる

17系統を有望系統として選抜した。また、調査果実が少

ない、優劣の判定が困難である等の理由により26系統は

再検討と判定した。他の533系統については、食味不良

により淘汰と判定した。 

④ 以上の結果、今年度新たに食味及び果実品質に優れ

る系統として果樹10号圃場において17系統を一次選抜

した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）大谷圃場 

  担当者：大澤貴紀・前田英博・米村善栄 

 協力分担：なし 

 ここでは、園芸試験場生物工学研究室大谷圃場に定植

した未評価の交雑実生の中から新たに果実品質に優れる

個体を選抜する。 

① 平成９～16年に交配・育成した交雑実生のうち、前

年度までに未評価の 691系統を供試した。栽培管理は斜
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立栽培実生苗主枝１本仕立て、受粉は放任とし、無袋栽

培、病害虫防除は県防除基準に準じて行った。 

② 選抜対象となった 691系統のうち、樹勢が弱く枯死

した１系統、樹勢が著しく弱い20系統、黒斑病・黒星病

が激発した６系統を淘汰した。 

③ 残り 664系統のうち、開花結実した系統は 275系統

であった。果実調査により、食味及び果実品質に優れる

８系統を有望系統として選抜した。また、調査果実が少

ない、優劣の判定が困難である等の理由により41系統は

再検討と判定した。他の226系統については、食味不良

により淘汰と判定した。 

④ 以上の結果、今年度新たに食味及び果実品質に優れ

る系統として大谷圃場において８系統を一次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 果実特性による交雑実生選抜系統からの二次選抜 

（ア)果樹10号圃場 

担当者：前田英博・大澤貴紀・米村善栄 

協力分担：なし  

果樹10号圃場において、前年度に一次選抜した優良系統

の特性を調査し、さらに選抜を進める。 

① 平成９年～16年に交配・育成した交雑実生のうち一

次選抜した35系統及び再検討の３系統を供試した。栽培

管理は斜立栽培実生苗主枝１本仕立て、受粉は放任、無

袋栽培とし、病害虫防除は県防除基準に準じて行った。 

② 生育調査では、黒斑病等の病害発生により問題とな

る系統は認められなかった。また、‘G0445-20’の１系

統は花芽着生がなく、本年は結実しなかった。 

③ 収穫期については、前年度の熟期より遅くなった系

統が多かった。また、８月上中旬に熟期をむかえる赤ナ

シは認められなかった。 

④ 果実調査の結果、‘G0429-31’等６系統を特に有望

と認め、選抜した。食味不良や果肉褐変がみられる等果

実品質に問題がある10系統を淘汰し、残りの22系統を

再検討とした。 

⑤ ２組の交配組み合わせで収穫時期が早い優良個体の

獲得率が高く、有望と思われた。 

⑥ 以上の結果、前年度選抜した38系統の中から、今年

度も安定して食味・果実品質の優れる６系統を二次選抜

し、22系統を再検討とした。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）大谷圃場 

  担当者：大澤貴紀・前田英博・米村善栄 

 協力分担：なし 

 ここでは、大谷圃場定植個体から果実品質が優れるこ

とで前年度一次選抜した系統より、今年度も果実品質に

優れる系統を二次選抜する。 

① 前年度大谷圃場定植系統から一次選抜した 16 系統

を供試した。栽培管理は斜立栽培実生苗主枝１本仕立て、

受粉は放任とし、無袋栽培、病害虫防除は県防除基準に

準じて行った。 

② 一次選抜16系統のうち、１系統は開花・結実が見ら

れなかったため、再検討とした。また、収穫時期は前年

度より５、６日程度遅く、８月上旬までに収穫可能な系

統は認められなかった。 

③ 食味評価が３以上で、果実品質に優れる系統は、３

系統認められ、二次選抜した。 

④ 調査果実数が少ない３系統については、再検討と判

定した。また、他の９系統については食味の評価が低く、

果実品質が不良なため淘汰と判定した。 

⑤ 以上の結果、一次選抜系統のうち今年度も果実品質

に優れる３系統を二次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 特性検定による交雑実生選抜系統からの三次選

抜（果樹10号圃場） 

 担当者：前田英博・大澤貴紀・米村善栄 

 協力分担：なし  

 前年度までに選抜してきた二次選抜系統の特性を調査

し、さらに選抜をすすめる。 

① 平成９年～16年に交配・育成した交雑実生のうち果

実調査により一次選抜した５系統及び再検討の 19 系統

を供試した。栽培管理は斜立栽培実生苗主枝１本仕立て、

受粉は放任、無袋栽培とし、病害虫防除は県防除基準に

準じて行った。 

② 花芽着生について、‘F0429-49’、‘C2727-14’、

‘C2727-21’、‘D3926-3’の４系統は花芽着生が少なく

劣ったが、他の系統は花芽着生に問題ないと判断した。 

③ 収穫期については、前年度と熟期の傾向が異なる系

統が認められ、８月上中旬に熟期をむかえる赤ナシは認

められなかった。 

④ 果実調査の結果、‘D0226-8’等特に優れる６系統及

びそれに準ずる２系統を有望と認め、選抜した。食味不

良や果肉褐変がみられる等果実品質に問題がある６系統

を淘汰し、残りの10系統を再検討とした。 

⑤ 以上の結果、前年度選抜した24系統の中から、今年

度も安定して食味・果実品質の優れる８系統を二次選抜

し、10系統を再検討とした。 

  〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ 特性検定による交雑実生選抜系統からの四次選

抜（果樹10号圃場） 

 担当者：前田英博・米村善栄・大澤貴紀 
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 協力分担：なし  

 前年度までの果実調査により選抜した三次選抜系統の

特性を調査し、さらに選抜をすすめる。 

① 平成９年～16年に交配・育成した交雑実生のうち果

実調査により三次選抜した４系統及び再検討の７系統を

供試した。栽培管理は斜立栽培実生苗主枝１本仕立て、

受粉は放任、無袋栽培とし、病害虫防除は県防除基準に

準じて行った。 

② 花芽着生について、‘C2727-1’の１系統を除いては

何れの系統も良好であった。果実着果については

‘D0235-4’は不受精花が多く着果花叢率は低かったが、

その他の系統は良好であった。 

③ 収穫期については、８月上中旬に熟期をむかえる系

統は認められなかった。 

④ 果実調査の結果、‘B2612-3’、‘C2604-3’、‘D2604-3’

の３系統を有望と認め、選抜した。食味不良や果肉崩壊

症がみられる等果実品質に問題がある４系統を淘汰し、

残りの４系統を再検討とした。 

⑤ 今回選抜した３系統の全てに、交配親として共通し

て１品種が供試してあり、果実品質に優れる品種育成の

ための交配母本として有望と考えられた。 

⑥ 以上の結果、前年度選抜した11系統の中から、花芽

着生が比較的良好で、食味・果実品質の優れる３系統を

四次選抜し、４系統を再検討とした。 

  〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）ナシ倍数体品種の育成 

ア 倍数体培養植物の試験管内形成 

担当者：遠藤貴裕・大澤貴紀・前田英博 

協力分担：なし 

 ナシ倍数体系統は自家和合性を示し、育種上の利用価

値は高い。ここでは、組織培養芽条を用いて優良品種か

ら倍数体系統を作出する。 

① ‘夏さやか’、‘新甘泉’、‘早優利’を供試した。

培養芽条をコルヒチン水溶液で震とう処理した。 

② 染色体倍加芽条の作出率が最も高いコルヒチン処理

条件は、‘夏さやか’において処理濃度0.075％で48時

間、‘新甘泉’において処理濃度0.125％で48時間、‘早

優利’において処理濃度0.1％で48時間であった。 

② 純粋な四倍体芽条を‘夏さやか’で19個体、‘新甘

泉’で９個体、‘早優利’で10個体最終選抜した。③ ２

倍体細胞と四倍体細胞が混在するキメラ芽条を‘夏さや

か’で34個体、‘新甘泉’で30個体、‘早優利’で57

個体最終選抜した。 

③ 培養過程で枯死した個体は‘夏さやか’で38個体、

‘新甘泉’で16個体、‘早優利’で６個体であった。ま

た、培養過程で２倍体に戻った個体は‘夏さやか’で51

個体、‘新甘泉’で25個体、‘早優利’で33個体であ

った。 

④ キメラ芽条を‘夏さやか’で２個体二次選抜し、２

個体一次選抜した。また、‘新甘泉’で１個体一次選抜

した。 

⑤ 以上の結果、優良品種３品種から倍数性が安定した

純粋な四倍体芽条を38個体、キメラ芽条を121個体選抜

した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ナシ倍数体系統の自家和合性調査 

担当者：大澤貴紀・遠藤貴裕・米村善栄・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、本年度開花するナシ倍数体系統の自殖試験

を行い、自家和合性を検定する。 

① ‘涼月’、‘新興’、‘水秀’、‘新雪’、‘愛宕’、

‘にっこり’、‘愛甘水’、‘園試 J’の各倍数体系統

及び対照原系統を供試した。開花前に大袋で花叢を被覆

し、開花時に空筆で交配した。交配後２週間は、大袋で

花叢を被覆した。４月30日に着果数を調査した。 

② 対照二倍体系統は全て着果しなかった。 

③ ‘涼月’の倍数体系統２系統は、着果花叢率が100％

と25％、着果率が67％と22％であった。‘にっこり’

の倍数体系統２系統は、着果花叢率が100％と69％、着

果率が27％と16％であった。‘新興’の倍数体系統１系

統は、着果花叢率が71％、着果率が16％であった。‘園

試J’ の倍数体系統１系統は、着果花叢率が57％、着果

率が22％であった。これら倍数体系統６系統を自家和合

性と判定した。 

④ ‘水秀’の倍数体系統１系統と‘愛甘水’の倍数体

系統１系統は、ともに着果花叢率が50％、着果率が25％

であり、自家和合性と判定した。 

⑤ ‘新雪’の倍数体系統２系統、‘新興’の倍数体系

統１系統、‘愛宕’の倍数体系統１系統、‘にっこり’

の倍数体系統１系統は、着果しなかったので、自家不和

合性と判定した。 

⑥ 以上の結果、倍数体系統17系統のうち、８系

統を自家和合性系統とし、５系統を自家不和合性系統で

淘汰することとし、４系統を交配花数が少なく再検討と

した。 

〈本試験登載印刷物：なし〉                       

 ウ ナシ倍数体系統の果実特性評価 

担当者：大澤貴紀・遠藤貴裕・米村善栄・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、自家和合性と判定したナシ倍数体系統の中
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から果実品質の優れる系統を選抜する。 

① ‘夏さやか’、‘なつひめ’、‘涼月’、‘秋甘泉’、

‘幸水’、‘水秀’、‘にっこり’、‘愛甘水’の各倍

数体系統および対照原系統を供試した。開花前に大袋で

花叢を被覆し、開花時に空筆で交配した。交配後２週間

は、大袋で花叢を被覆した。斜立栽培し、４～５月、８

月に適宜点滴潅水し、県防除基準に準じて、病害虫防除

を行った。 

② ‘なつひめ’の倍数体系統１系統、‘幸水’の倍数

体系統３系統は、対照よりも果重が小さく、水ナシ、変

形果が見られたので淘汰することとした。 

③ ‘涼月’の倍数体系統２系統、‘愛甘水’の倍数体

系統1系統は、いずれも果重が小さく水ナシが見られた

ので淘汰することとした。 

④ ‘秋甘泉’の倍数体系統６系統はいずれも水ナシ、

変形果の発生が多かったので淘汰することとした。 

⑤ ‘水秀’の倍数体系統２系統は、糖度が低く、水ナ

シ、変形果が見られたので淘汰することとした。 

⑥ ‘夏さやか’の倍数体系統３系統は、対照の調査果

数が少なく再検討とした。‘にっこり’の倍数体系統１

系統、‘涼月’の倍数体系統１系統は、ともに調査果数

が少なく再検討とした。 

⑦ 以上の結果、倍数体系統20系統のうち17系統を淘

汰することとし、３系統を再検討とした。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

エ 倍数体台木系統からの白紋羽病菌耐病性系統の

選抜 

担当者：遠藤貴裕・大澤貴紀・前田英博 

協力分担：なし 

マンシュウマメナシの倍数体系統からナシ白紋羽病菌

に耐病性のナシ台木を選抜する。ここでは、３菌株の白

紋羽病菌混和接種による耐病性系統の選抜を行う。 

① ‘マンシュウマメナシ京大系’の倍数体系統

‘PBK(11.24)1’、‘PBK(11.24)2’、‘PBK(11.24)4’を

供試した。各系統の培養物を４月下旬に発根処理し、６

月11日にガラスハウスで順化した。接種源には、細断し

たナシ枝片で３ヶ月間培養した白紋羽病菌 Rosellinia 

necatrix の３菌株（ES0601、ES0701 及び倉吉0701）を

用いた。接種量は９cmポット当たり９ｇ（１菌株３ｇ×

３菌株）とし、混和用培土はTKS-1を用いた。管理はガ

ラスハウスで、９月21日、９月22日に接種し、11月18

日、11月19日に調査した。 

② 対照の‘マンシュウマメナシ京大系’は樹高が高く、

生育が最も良かった。 

③ 倍数体系統‘PBK(11.24)1’、‘PBK(11.24)2’につ

いてはどちらも対照より苗の立枯指数、根の枯死指数、

菌糸付着指数が高く、健全株率は低かった。 

④ 倍数体系統‘PBK(11.24)4’については対照よりも苗

の立枯指数、根の枯死指数、菌糸付着指数が低く、健全

株率は66.7％と高かった。 

⑤ 以上の結果、倍数体系統‘PBK(11.24)1’、

‘PBK(11.24)2’は淘汰した。‘PBK(11.24)4’について

は耐病性が高く、一次選抜系統として選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 倍数体台木系統の挿し木苗養成 

 担当者：遠藤貴裕・大澤貴紀・前田英博 

 協力分担：なし 

ここでは、白紋羽病菌接種試験による選抜を行うため、

倍数体系統の挿し木苗を養成する。 

① ‘マンシュウマメナシ京大系’、‘マンシュウマメ

ナシ津ノ井系’、‘マンシュウマメナシ白系’、‘マメ

ナシ北条系’、五次選抜系統‘H18’、‘H21’の倍数体

系統と対照の原系統を供試した。挿し木苗は新梢の先端

から２節ごとに採取し、挿し木基部を50ppmのIBA溶液

に１晩浸漬処理し、鹿沼土に斜めに挿して育苗した。育

苗期間は遮光資材で被覆し、潅水時間は20分間で1日に

４回行った。 

② ‘H18’では、倍数体系統６系統から186個体の挿し

木苗を養成した。‘H21’では、倍数体系統２系統から挿

し木苗を33個体養成した。 

④ ‘マメナシ北条系’では、倍数体系統６系統から挿

し木苗を30個体しか養成できず、他の倍数体系統と比較

して極めて発根率が低かった。 

⑤ ‘マンシュウマメナシ京大系’では、倍数体系統13

系統から挿し木苗を316個体養成した。‘マンシュウマ

メナシ津ノ井系’では、倍数体系統10系統から挿し木苗

を208個体養成した。‘マンシュウマメナシ白系’では、

倍数体系統５系統から挿し木苗を80個体養成した。 

⑦ 全系統において発根率が低く、その原因として、挿

し木苗の養成時期が遅かったことが考えられた。 

⑧ 以上の結果、倍数体系統42系統から853個体、その

原系統６系統から137個体の挿し木苗が養成できた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（３）白紋羽病耐病性ナシ優良台木の選抜・育成 

ア 交配による交雑種の作出 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担： なし 

 ナシ白紋羽病菌に耐病性のナシ台木を育成する。ここ

では、自然交雑により耐病性の後代が獲得できたナシ野

生種５系統と日本ナシ‘新興’を用いて、人工交配によ
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り交雑実生を獲得する。 

① 種子親のバルーン期の花叢をナシ大袋で被覆した。

３月下旬に開葯し、保存した花粉を用いて、予め除雄し

た開花期の花にのみ交配し、他期の花は花柄基部から切

除し、再被覆した。開花期終了後に被覆除去した。 

完熟果実を収穫し、４℃保存した。12月３日に果実から

種子を採取した。 

② ナシ野生種 ‘マメナシ北条系’、‘マメナシNo.３’、

‘マメナシこうよう系’、‘満州野生ナシ’及び‘サワ

イリヤマナシ原木’と日本ナシ‘新興’を用いた17組合

せの交配により、成熟種子1,015個を獲得した。 

③ ‘満州野生ナシ’を用いた交配では、成熟種子数が

545個と最も多く、獲得種子数の約５割を占めた。 

④ 以上の結果、ナシ野生種５系統と日本ナシ‘新興’

を用いた交配により、交雑実生を1,015個獲得した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 交雑実生から耐病性台木の選抜（二次選抜） 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担： なし 

 これまでに得られた選抜系統より耐病性に優れる台木

を育成する目的で、選抜系統間の交雑種より耐病性系統

を選抜する。ここでは、一次選抜系統に白紋羽病菌を再

接種し、二次選抜する。 

① ‘マメナシ北条系’の五次選抜系統間（‘H5’、‘H18’

及び‘H21’）の５交配組合せの交雑種の一次選抜系統を

接種試験に供試した。対照は‘マメナシ北条系’の自然

交雑種の一次選抜系統とした。 

 接種源には、細断したナシ枝片で培養した白紋羽病菌

株Rosellinia necatrix の３菌株(ES0601、ES0701及び

K0701)を用いた。接種量は１ポット当たり15ｇ（１菌株

５ｇ×３菌株、菌密度：37.5ｇ/ℓ）とし、混和用培養土

はTKS-1を用いた。管理は温度18～25℃に設定した人工

気象室内で、６月17日から８月10日までの54日間処理

とした。 

② ‘H18’を用いた交配組合せ‘H18’×‘H5’で３株、

‘H18’×‘H21’で４株、‘H21’×‘H18’で３株の合

計10株の健全株を得た。 

③‘マメナシ北条系’の自然交雑種の一次選抜系統から

５株の健全株を得た。 

④ 以上の結果、白紋羽病菌の３菌株混和接種試験によ

り、健全株15系統を二次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 選抜系統台木の現地実用性検定試験 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担： なし 

 五次選抜系統の台木に栽培品種を接ぎ木した苗を用い

て現地の白紋羽病菌蔓延園での実用性を検定する。 

① 現地圃場園は、白紋羽病が激発生及び中発生の２園

とした。台木は五次選抜系統‘H18’及び‘H21’を用い

た。対照は‘マメナシ青系’実生とした。激発園の穂木

品種は‘ゴールド二十世紀’、‘THA-1’及び‘THA-3’

とし、中発生園では‘ゴールド二十世紀’とした。激発

園の処理規模は‘H18’は５株、‘H21’は４株とし、対

照は４株とした。中発生園では、‘H18’は１株、‘H21’

は２株とし、対照は３株とした。 

② 激発園では五次選抜系統及び対照系統はともに健全

に生育した。生育に系統間差は認められなかったが、定

植時期や高接ぎの時期により肥大量に個体間差が認めら

れた。 

③ 中発生園では五次選抜系統及び対照系統はともに健

全に生育した。五次選抜系統よりも対照系統の台木径、

穂木径ともに太く、肥大量も大きかった。 

④ 以上の結果、本年は、両園とも五次選抜系統及び対

照の全系統で白紋羽病により枯死した株は見られず、健

全に生育したため、蔓延園での台木の耐病性は判定でき

なかった。継続して経過観察する。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 微生物資材による白紋羽病防除効果 

（ア）植物内生菌 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担：（独）鳥取大学 

 植物内生菌と得られた選抜系統との組み合わせにより

白紋羽病の総合防除効果をねらう。ここでは、五次選抜

系統に植物内生菌を処理し、白紋羽病の防除効果を検討

する。 

① 五次選抜系統‘H5’、‘H18’及び‘H21’の３系統

の挿し木苗を供試した。 

 鳥大より分譲していただいた内生菌 Microshaeropsis 

spを用いた。10月18日に挿し木苗の根を先端から約３

cm切り取り、胞子懸濁液（１×105個/ml）に10秒間浸

漬処理し鉢上げした。11月１日に（処理２週間後）に直

径９cmポットあたり胞子懸濁液10 mlを滴下処理し、菌

の定着期間は１週間とした。1処理区30株とし、対照は

無処理区とした。 

 接種源には、前述した白紋羽病菌 の３菌株を用い、直

径 12cm ポットあたりの接種量は１菌株３ｇ、計９ｇと

し、11月９日に接種した。 

管理は10月18日から12月27日まで、18～25℃に設定

した人工気象室内で行った。 

② 処理に用いた植物内生菌の胞子懸濁液の胞子発芽率
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は100％であった。 

③ 接種48日後の‘H5’及び‘H18’は苗の立枯指数は

無処理と比べて低かったが、根の枯死指数は高かった。

両系統とも無処理と比べて枯死株数も多く、健全株率も

低かった。 

④ ‘H21’は無処理と比べて苗の立枯指数が8.9％と低

かった。根の枯死指数及び菌糸付着指数は無処理区と同

程度であった。しかし、健全株を得ることができなかっ

た。 

⑤ 以上の結果、‘H5’及び‘H18’においては植物内生

菌を処理しても白紋羽病菌による根の枯死指数が高く、

今回の処理方法における植物内生菌の防除効果は認めら

れなかった。‘H21’においても白紋羽病菌の付着指数や

根の枯死指数は同程度で、植物内生菌による防除効果は

認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）廃菌床抽出液 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担：（独）鳥取大学 

 キュウリに廃菌床抽出液を処理するとウリ類炭疽病菌

の発病が抑制される報告がある。そこで、得られた五次

選抜系統と廃菌床抽出液との組み合わせによる白紋羽病

の総合防除効果を検討する。 

① 五次選抜系統‘H5’、‘H18’及び‘H21’の３系統

の挿し木苗を1処理区10株供試した。 

 ハタケシメジの培養後に廃棄される菌床（廃菌床）の

抽出液を挿し木苗の葉１枚に塗布した。塗布は11月１、

15、29日及び12月13日の２週間毎に４回行った。 

 接種源には、前述した白紋羽病菌 の３菌株を用い、直

径 12cm ポットあたりの接種量は１菌株３ｇ、計９ｇと

し、11月19日に接種した。 

管理は11月１日から12月27日まで、18～25℃に設定し

た人工気象室内で行った。 

② 廃菌床抽出液の葉への塗布による挿し木苗への障害

は特に見られなかった。 

③ 接種48日後の‘H5’及び‘H18’は苗の立枯指数、

根の枯死指数ともに無処理と比べて低かった。健全株は

無処理区の０株に対して ‘H5’では１株、‘H18’では

２株得られた。 

④ ‘H21’は苗の立枯指数、菌糸付着指数は無処理区と

同じであった。根の枯死指数はは無処理区と比べて低か

った。 

⑤ 廃菌床抽出液処理区は苗の立枯指数、根の枯死指数

及び菌糸付着指数の全てにおいて無処理区より低く、健

全株率も13.3％と高かった。 

⑥ 以上の結果、廃菌床抽出液を処理することで立枯指

数、根の枯死指数が低くなり、枯死株数が減り健全株率

が高くなることから白紋羽病の抑制効果が認められた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

オ 選抜系統の挿し木大量増殖法の確立 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博 

協力分担： なし 

 ナシの台木は実生苗が一般的であり、挿し木苗などの

クローン苗の大量増殖法は確立されていない。ここでは、

インドール酢酸（以下、IBA）よりも高い発根性で知られ

る植物活性物質を用いて挿し木発根性を検討する。 

① ‘マメナシ青系’自然交雑実生群の挿し木を供試し

た。５月19日に挿し木を採取し、4-クロロインドール-3-

酢酸10ppm、5,6-ジクロロインドール-3-酪酸10ppm、IBA 

50ppm 及び蒸留水に各処理区３時間挿し木の基部を浸漬

した。IBA 50ppmの16時間浸漬処理を対照とした。鹿沼

土に斜め挿しし、９時～17時まで1時間間隔で３分間ミ

スト散布した。ガラス温室内で８月31日まで育苗し、挿

し木の枯死数及び発根苗数を調査した。 

 また、５月19日に4-クロロインドール-3-酢酸１ppm、

5，6-ジクロロインドール-3-酢酸１ppm、IBA ５ppm及び

蒸留水を同実生群の挿し木に葉面散布し、鹿沼土に斜め

挿しした。栽培概要は前述と同条件とした。 

② ‘マメナシ青系’の挿し木基部の３時間浸漬処理の

結果、5,6-ジクロロインドール-3-酢酸10ppm処理区の発

根率は対照区より高かった。しかし、何れの処理区も無

処理区より低い発根率となった。また、対照の16時間浸

漬処理後に処理液が茶色くなっており、アクの発生が見

られた。 

③ 葉面散布処理の結果、4-クロロインドール-3-酢酸１

ppm 処理区、5,6-ジクロロインドール-3-酢酸１ppm処理

区の発根率は無処理区及びIBA ５ppm処理区より低い発

根率となった。 

④ 以上の結果、4-クロロインドール-3-酢酸及び 5,6-

ジクロロインドール-3-酢酸による‘マメナシ青系’の挿

し木発根率の向上は認められなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

カ 接ぎ木苗における穂木及び台木品種の違いが根

に及ぼす影響 

担当者：大澤貴紀・米村善栄・前田英博・井戸亮史 

協力分担： なし 

 接ぎ木苗における穂木及び台木品種の違いが台木の白

紋羽病耐病性に影響することが示唆された。ここでは、

穂木及び台木の違いが根の乾物重および呼吸量に及ぼす

影響を検討した。 
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① 穂木品種に‘ゴールド二十世紀’及び‘新興’を用

いた。台木系統に五次選抜系統‘H18’及び‘マメナシ青

系’実生とした。根の乾物重は直径が５mm以下の根を測

定した。根の呼吸量は、O２up-testerを用いて細根の生

体重３ｇの24時間の呼吸量を測定した。測定は各系統３

反復とした。 

② ‘ゴールド二十世紀’を穂木とした‘H18’は主根が

太く短く、細根の量は少なかった。‘新興’を穂木とし

た‘H18’、‘ゴールド二十世紀’及び‘新興’を穂木と

した‘マメナシ青系’は主根が長く、主根から太い根が

分岐しており、細根の量は多かった。 

③ 全ての処理区で根の乾物重１ｇ当たりの呼吸量に顕

著な差は見られなかった。 

④ ‘ゴールド二十世紀’よりも‘新興’を穂木とした

‘H18’の方が根の乾物重は重かった。‘マメナシ青系’

の根の乾物重は、どちらを穂木に用いてもに重量に差は

なく、‘新興’を穂木とした‘H18’と同等の重量であっ

た。 

⑤ ‘ゴールド二十世紀’を穂木とした‘H18’の根の乾

物重が軽いため、１株当たりに換算した根の呼吸量は低

くなった。 

⑥ 以上の結果、‘ゴールド二十世紀’を穂木とした‘H18’

の接ぎ木苗は、‘新興’を穂木とした‘H18’よりも細根

が少なく、根の乾物重も軽いため、株当たり呼吸量は低

くなった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

37．バイテクによるナガイモ及びラッキョウ新品種の育

成 

（１）ナガイモ新品種の育成 

ア ヤマノイモ属植物間の人工交配 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ナガイモ生産者から、形状・粘りに特徴があり、栽培

しやすい新品種が求められている。そこで、ヤマノイモ

属植物を交配し、胚培養を行い、雑種を獲得する。 

① 交配親として雌株にイチョウイモ３系統、ツクネイ

モ２系統、ジネンジョ１系統、交雑種‘1U-61’、雄株に

ナガイモ３系統、ジネンジョ２系統を用いて1,684小花

交配し、肥大した種子を538個（成熟種子獲得率31.9％）

獲得した。 

② これらの種子から胚を摘出し、培養を行った結果、

培養65日後の時点で、雑種植物264系統（植物体獲得率

15.7%）を獲得した。 

③ 以上の結果、ヤマノイモ属の雑種264系統を獲得す

ることができた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ ヤマノイモ属雑種の養成および１次選抜 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、獲得した交雑種の培養および順化後の植物

体育成を図り、担根体形状により一次選抜する。 

① 前年度までに交配・胚培養し獲得した雑種の中から、

885系統について順化し、790系統の植物体を育成した。 

② 順化後、95系統は萌芽しなかった。 

③ 育成した790系統のうち、形状の不良な451系統を

淘汰し、339系統を１次選抜した。 

④ 以上の結果、790 系統の雑種植物体を育成し、399

系統の植物体を１次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ヤマノイモ属雑種の２次選抜 

担当者：米村善栄・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、獲得した交雑種について、形状による２次選

抜を行う。 

① 195 系統のヤマノイモ属雑種を西園圃場で栽培し、

栽培特性や粘度等を調査した。耕種概要は、頂芽を除去

した小芋５～110ｇを５月１日に定植し、畝間 80cm、株

間27cmで、管理は本県栽培基準に準じた。 

② 形状による選抜により、約10系統を選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ ヤマノイモ属雑種選抜系統‘1U-61’の特性評価

（選抜４年目） 

（ア）収量性調査 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、選抜系統‘1U-61’の特性を調査し、実用性

を評価する。 

① 選抜系統‘1U-61’を西園圃場で栽培し、調査した。

耕種概要は、‘1U-61’およびナガイモ‘大橋系’の切り

芋区は150ｇ、‘1U-61’および‘ねばりっ娘’の頂芽区

は100ｇ、‘ねばりっ娘’の小芋区は110ｇに調整し、４

月26日に定植し、畝間80cm、株間27cmで、管理は本県

栽培基準に準じた。 

② ‘1U-61’の切り芋区の萌芽日はナガイモ‘大橋系’

より５日程度遅い６月14～28 日であり、萌芽率は99％

であった。‘1U-61’の頂芽区の萌芽日は‘ねばりっ娘’

と同等で５月17日～６月４日であり、萌芽率は99％で

あった。 

③ ‘1U-61’の切り芋区の芋重は630ｇと‘ねばりっ娘’

の小芋区の芋重796ｇよりやや劣った。‘1U-61’は切り
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芋区と頂芽区で収量性の違いは見られなかった。 

④ ‘1U-61’の切り芋の黒陥没症の発生および被害程度

はナガイモ‘大橋系’と同程度であった。また、分岐や

曲がり等の発生程度も‘ねばりっ娘’と同程度であった。 

⑤ ７月上旬に‘1U-61’にモザイク症状が観察され、

RT-PCR の結果、CYNMV（ヤマノイモエソモザイクウイル

ス）に感染していることを確認した。‘1U-61’は経年的

に収量が低下しており、CYNMV の感染が影響していると

考えられた。 

④ ‘1U-61’のとろろの粘度は40.9Pa･sと‘ねばりっ

娘’の38.7Pa･sと同等であった。‘1U-61’の乾物率は

19.8％とねばりっ娘’の25.2％より低くかった。‘1U-61’

の芋の色は白色で、すりおろし後にわずかな褐変がみら

れた。 

⑤ 以上の結果、‘1U-61’の収量性は‘ねばりっ娘’よ

りやや劣った。なお‘1U-61’はCYNMVに感染しており、

収量性等の比較結果ついては判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）適正な種芋重の検討 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、選抜系統‘1U-61’の適正な種芋重の検討を

行う。 

① ‘1U-61’を西園圃場で栽培し、調査した。耕種概要

は、‘1U-61’の切り芋を 110ｇ、130ｇ、150ｇ、170ｇ

に調整し、４月26日に定植し、畝間80cm、株間27cmで、

管理は本県栽培基準に準じた。 

② 各区の萌芽日は６月14～28 日であり、萌芽率は80

～90％と差はほとんどなかった。 

③ ７月上旬に‘1U-61’のすべての区においてモザイク

症状が観察され、CYNMVに感染していることを確認した。 

④ 芋重はすべての区でほとんど差はなかった。芋長は

130ｇ区で他の区より長かった。芋径、首長においては差

はなかった。 

⑤ 芋の障害発生については、150ｇ区で分岐が 12.4％

発生し、他の区よりも高かった。また、種芋重が大きく

なるほど曲がりの発生率も高くなる傾向が見られた。 

⑥ 以上の結果、‘1U-61’は130ｇ区で芋長が長くなっ

た。なお‘1U-61’はCYNMVに感染しており、適正な種芋

重については判然としなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）小切片増殖法の検討 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、選抜系統‘1U-61’を大量増殖するため、小

切片による種苗増殖法の検討を行う。 

① ‘1U-61’を西園圃場で栽培し、調査した。耕種概要

は、‘1U-61’の種芋切片を10ｇ、20ｇ、30ｇの３水準、

切片の形状は円筒形およびくし形の２処理を設定した。

また、円筒形切片についてはさらに断面直径の大、中、

小の３水準を設定した。５月11日に定植し、畝間80cm、

株間５cmで、管理は本県栽培基準に準じた。 

② ６月25日の萌芽率は円筒形およびくし型ともに10

ｇ区が60％と低かった。特に円筒形10ｇ区の断面直径が

大きい区で萌芽率が20％と低かった。 

③ 収穫率が 90％以上になるのは円筒形およびくし形

の20ｇ以上の区であった。 

④ 円筒形切片では、断面積が小さい区ほど、全収量が

高い傾向が見られた。 

⑤ 種芋として適している 150ｇ以上の種芋獲得率が高

いのは、円筒形の切片重が30ｇ区、くし形の切片重が20

ｇ以上の区であった。 

⑥ 以上の結果、90％以上の収穫率で 150ｇ以上の種芋

を高率で収穫するためには円筒形の切片重が30ｇ以上、

くし形の切片重が20ｇ以上必要と考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）現地適応性試験 

担当者：米村善栄・森本隆義・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、選抜系統‘1U-61’について現地栽培試験を

行い、その適応性を検討する。 

① 選抜系統‘1U-61’を現地圃場で栽培し、調査した。

耕種概要は、‘1U-61’ の切り芋150ｇおよび対照の‘ね

ばりっ娘’の小芋75ｇを種芋に用い、４月30日に畝間

80cm、株間30cmで定植し、管理は農家慣行とした。また、

萌芽状況の対照として、農家栽培系統‘佐伯系’を用い、

150ｇの切り芋を５月３日に定植した。 

② ‘1U-61’の萌芽日は６月14日～６月21日であり、

‘佐伯系’の萌芽日は６月14日～６月24日であり、‘ね

ばりっ娘’の萌芽日は５月24日～６月４日であった。 

③ ‘1U-61’の茎葉は‘佐伯系’より繁茂したが、８月

初旬には生育の低下および葉のモザイク症状がみられ

た。 

④ ‘1U-61’の芋重は823ｇと‘ねばりっ娘’の870ｇ

と比べてやや劣った。２Ｌ規格以上の芋率も‘1U-61’は

56.3％でねばりっ娘’の77.5％と比べて劣った。芋長、

芋径および首長は同等であった。 

⑤ ‘1U-61’の黒陥没症の発生程度は、‘ねばりっ娘’

と同等であった。‘1U-61’の分岐率はやや高かった。 

⑥ ‘1U-61’のとろろの粘度は、39.5Pa･s と‘ねばり
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っ娘’の33.8Pa･sよりやや高かったが攪拌判定では同等

であった。‘1U-61’はすりおろし後にわずかな褐変がみ

られた。 

⑦ 以上の結果、現地試験における‘1U-61’の収量性は

‘ねばりっ娘’に比べてやや劣った。とろろの粘りは場

内試験と同等であった。とろろにわずかな褐変がみられ

た。現地への適応性は、単年度の試験では判定が困難で

あると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（２）ラッキョウ新品種の育成 

 ア 乾腐病耐病性品種の育成 

（ア）子房培養による交雑種の育成 

担当者：森本隆義・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

 消費者の需要が多く、高値販売が期待できる中球の耐

病性系統の開発が強く望まれている。ラッキョウの生産

現場では乾腐病による被害を防止するため、耐病性品種

の育成が強く望まれている。 

そこで新たに耐病性中球系統を育成するため、交配及び

子房培養を実施した。また、耐病性かつ早期収穫性、高

機能性系統の育成のための交配も実施した。 

① 種子親にはラクダ系４系統、花粉親には‘Ｈ16’、

‘Ｒ５’、アサツキ、リーキ２種を用いた。 

② アサツキ及びリーキは６月及び７月に－40℃で凍結

乾燥した花粉、他系統は新鮮花粉を用いて10月下旬に約

5,400小花に人工交配を実施した。 

③ 人工交配５～10日後に、既報の手順で子房培養をお

こなった。 

④ 花粉親に稔性回復系統を用いた交配において、植物

体獲得率は、‘Ｈ16’が2.8％、‘Ｒ５’が0.6％であり、

それぞれ43個体、９個体のBC2F1交雑種を獲得した。 

⑤ 花粉親にアサツキ及びリーキを用いた交配では、植

物体獲得率はアサツキが1.3％、無臭リーキが1.1％、大

玉リーキが0.1％であり、それぞれ11個体、９個体及び

１個体の交雑種を獲得した。 

⑥ 以上の結果、今年度は20交配組み合わせで約5,400

小花の人工交配及び子房培養により、73個体の交雑種を

獲得した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）乾腐病耐病性中玉系統の選抜 

担当者：森本隆義・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、これまでに育成した交雑種から耐病性を示

す中玉系統の栽培特性調査及び増殖を行う。 

① 乾腐病耐病性で中玉の10系統、対照にラクダ11系

統を供試した。 

② 平成21年９月５日に西園圃場に定植し、中部の慣行

基準で栽培した。収穫は平成22年６月１日に行った。 

③ 鱗茎重が対照より大きかった交雑系統は、‘Ｒ12’、

‘Ｍ10’、‘Ｍ４’及び‘Ｍ６’の４系統であった。 

④ ‘Ｒ12’は、分球数が17.3個、１球重が5.4gであ

り、‘大栄１号’と‘Ｆ’の中間の分球性を示した。 

⑤ ‘Ｍ10’は分球数が11.8個、１球重が7.4ｇであり、

‘ラクダ’と‘大栄１号’の中間の分球性を示した。 

⑥ ‘Ｍ４’は１球重が 9.4ｇと大玉であったため、淘

汰した。 

⑦ ‘Ｍ６’は鱗茎重が71.8ｇと収量性が‘大栄１号’

と比べて20％低いため、淘汰した。 

⑧ 以上の結果、‘Ｒ12’及び‘Ｍ10’の２系統を分球

性及び収量性が良好な系統として選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）中部砂丘地に適した乾腐病耐病性新品種の選抜 

 ａ 乾腐病耐病性系統の収量性調査 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担： なし 

 ここでは乾腐病耐病性選抜系統‘R5’および‘R8’に

ついて種球の規格をそろえて収量性を調査する。 

① 乾腐病耐病性系統‘R5’および‘R8’、在来ラクダ

系の‘大栄1号’について、横径2.5cm以上のりん茎を

種球に用い、平成21年７月30日に西園圃場へ定植し、

慣行栽培を行った。 

② ‘大栄1号’において乾腐病による欠株が1.4％生

じたが、‘R5’および‘R8’に欠株はなかった。 

③ ‘R5’のりん茎重および分球数は‘大栄1号’と同

等であり、１球重は‘大栄1号’よりわずかに小さかっ

た。‘R5’の収量は‘大栄1号’よりわずかに劣った。 

④ ‘R8’のりん茎重および分球数は‘大栄1号’より

少なく、収量も少なかった。 

⑤ りん茎の規格割合はいずれの系統もＭ級中心となっ

た。 

⑥ 以上の結果、同等サイズのりん茎を種球に用いた場

合、‘R5’の収量は‘大栄1号’よりわずかに劣った。

また、‘R8’の収量は‘大栄1号’より劣った。今後は

‘R5’のみを再検討する。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ 早期定植が乾腐病耐病性系統の分球数、規格別

りん茎割合に及ぼす影響 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担： なし 

 ここでは乾腐病耐病性選抜系統 ‘R8’について、定植
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時期が分球数および規格別りん茎割合に及ぼす影響を調

査する。 

① 乾腐病耐病性系統‘R8’および在来ラクダ系の‘大

栄1号’を用い、定植時期を平成21年７月15日、７月

30 日および８月11日の３時期に設定し西園圃場へ定植

して、慣行栽培で検討した。 

② 赤枯れ病が圃場で発生し、調査予定個体も含めて随

時発病個体の抜き取りを行った。 

③ ‘R8’および‘大栄1号’の収量は７月30日定植区

で最も高くなった。なお、いずれの区においても‘R8’

の収量は‘大栄1号’より低かった。 

④ 早く定植した７月15日区において、‘R8’の分球数

およびりん茎重が最も少なくなった。 

⑤ 以上の結果、早期定植では‘R8’の分球数の増加は

みられず、りん茎の肥大も劣った。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｃ 乾腐病耐病性系統の中部砂丘地実用性検定試

験 

担当者：前田英博、大津真士 

協力分担：なし 

 前年度までに選抜してきた乾腐病耐病性系統の中部砂

丘地での現地実用性を評価する。 

① 乾腐病耐病性系統‘Ｒ８’を検定系統とし、対照系

統に‘大栄１号’を供試した。 

② 現地圃場３か所（羽合、大栄及び北条）において平

成21年８月９、７及び11日にそれぞれ定植し、現地慣

行栽培した。収穫は平成22年５月24、26及び31日にそ

れぞれ行った。 

③ 定植後初期の乾腐病が原因と思われる欠株の発生

が、羽合及び北条地区で‘Ｒ８’のほうが‘大栄１号’

よりも少なかった。 

④ ウイルス病が原因と思われる生育不良株の発生は

‘Ｒ８’のほうが多く、収穫期前に欠株率が高くなった。 

⑤ ‘Ｒ８’は定植から冬期の生育が緩慢であり、収穫

前に急速に生育が旺盛になり、葉の枯れ上がりが遅く、

‘大栄１号’よりも晩生と思われた。 

⑥ 球の大きさについて、‘大栄１号’はＭ球比率が高

く、揃いも良いが、‘Ｒ８’は各階級にばらついて分布

し、揃いが悪く、扁平な形状の球割合も高く品質が劣っ

た。 

⑦ 加工適性については、色や形状の評価では両系統と

も大差がなかったが、食感では、‘大栄１号’のほうが

「筋っぽい」、「歯切れが悪い」などの評価があり、‘Ｒ

８’が同等以上の評価を得た。 

⑧ 以上の結果、‘Ｒ８’は乾腐病の発生は少なかった

が、収量性は‘大栄１号’より低く、鱗茎の揃いも不良

で、扁平な形状のものが多いことから、実用性は低いと

判定された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）玉ラッキョウ六倍体の作出 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担： なし 

 玉ラッキョウは乾腐病に耐病性であるが三倍体のため

稔性がなく、交配に利用できない。そこで、玉ラッキョ

ウについてコルヒチン処理を行い、稔性の回復が期待さ

れる六倍体を作出する。 

① 玉ラッキョウの生長点培養個体について、りん茎を

５mmの長さに調整し、0.05％コルヒチンを含むＭＳ液体

培地で１日間浸漬した。平成21年10月19日に260個体、

平成22年３月25日に540個体、合計で800個体のコル

ヒチン処理後、りん茎は滅菌水で３回洗浄し、ＭＳ寒天

培地で２か月ごとに継代した。 

② 平成21年10月19日に処理した集団については、３

次検定で12系統39個体が六倍体であった。 

③ 平成22年３月25日に処理した集団については、１

次検定で38個体が六倍体であった。 

④ 以上の結果、玉ラッキョウの培養物800個体にコル

ヒチン処理を行い、１次検定で六倍体と確認された 38

個体、３次検定で六倍体と確認された12系統39個体を

獲得した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 赤いラッキョウの育成 

（ア）交雑実生からの優良系統選抜 

担当者：前田英博、大津真士 

協力分担：なし 

 農閑期の砂丘地作物として生食用の葉付き早採りラッ

キョウが注目されている。そこで、他産地と差別化し有

利販売する目的で、赤いラッキョウを開発する。ここで

は、交雑実生の栽培特性調査を行い、鱗茎の赤色の濃さ、

増殖性等を評価し、優良系統を選抜する。 

① 平成 17 年度育成交雑実生の三次選抜系統２系統及

び予備選抜系統５系統を供試し、‘越のレッド’及び‘福

部在来’を対照とした。 

② 供試系統は西園圃場に平成21年８月11日に定植し、

慣行栽培した。収穫は2010年３月15日に実施した。 

③ 何れの品種・系統とも全期間を通じて生育は緩慢で

あった。交雑実生の形態は、‘福部在来’と比較して葉

幅が広く、葉鞘径も太いなどタマネギに近い系統が多か

った。 

④ 鱗茎の紅色程度は、いずれの系統も内側は淡くなり、
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２枚以上剥いだ状態では着色程度は低くなった。‘E×

紅－２’及び‘E×ア－２’が‘越のレッド’よりも濃

く良好であったが、‘E×紅－４’は昨年度と傾向が異

なり、淡くなった。 

⑤ 鱗茎の大きさは‘E×紅－１’は‘福部在来’の大

きさに近く良好であったが、他系統は‘福部在来’より

も明らかに大きかった。 

⑥ 分球数及びｍ２当たりの換算収量は、何れの系統も

‘福部在来’に比べて低かった。 

⑦ 以上の結果、‘E×紅-２’、‘E×ア-２’の２系統

を鱗茎色が濃い系統として選抜した。また、鱗茎色が比

較的濃く、形状に優れる‘E×紅-１’を予備選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）優良系統の紅化処理技術の確立（予備試験） 

担当者：前田英博、大津真士 

協力分担：なし 

 有望な系統及び品種の鱗茎の紅色を効率的に濃くする

技術を確立する。 

① ‘越のレッド’を西園圃場で慣行栽培し、３月から

５月にかけて収穫した個体を供試し、光照射処理を行っ

た。 

② 光照射処理は、３月及び４月の収穫個体を日光の直

射条件下に７日及び10日間処理、５月及び６月の収穫個

体を日光の直射を避けて室内で７日間及び５日間弱光照

射処理を行った。また、各処理にブラックライト照射を

併用する区を設けた。無処理は５℃の暗黒下で冷蔵した。 

③ 直射処理は、何れの処理日数でも鱗茎内部が濃緑に

発色し、外皮が乾燥し、品質が著しく低下した。 

④ 室内の弱光照射処理では、鱗茎内部が緑化すること

なく、紅色程度が向上し、ブラックライトの照射を併用

することで、さらに効果が高まった。処理日数は７日間

で最も効果が高かったが、外皮の乾燥による品質低下が

あった。 

④ 以上の結果、室内でブラックライトを併用した弱光

処理により、鱗茎内部の緑色化もなく、紅色程度が向上

した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ ラッキョウの機能性成分の分析 

（ア）ラッキョウの機能性含硫成分の簡易定量法の開

発 

担当者：森本隆義・前田英博 

協力分担： なし 

 ラッキョウの機能性成分を多く含む新品種の開発が望

まれている。ここでは、シクロアリイン等の硫黄化合物

を簡易的かつ効率的に定量するための高速液体クロマト

グラフィー（以下HPLC）条件の検討を行う。                      

① 供試材料は福部ラクダ系ラッキョウ及びニンニク

（青森産）、シクロアリイン標準品（和光純薬）とした。

② 鱗茎20ｇに抽出液（50％メタノール、0.1Ｎ 塩酸）

200ml を加えて、３分間破砕後、遠心分離にかけ、上澄

0.8mlをろ過し、分析試料とした。 

③ HPLC条件は、強イオン交換タイプカラム、カラム温

度 45℃、移動相は 10mmol/L リン酸二水素カリウム

(pH2.5)とし、UV波長 210nmで検出した。 

④ 主要な硫黄化合物の溶出時間は、シクロアリインが

10.5分、メチイン11.2分、アリイン13.1分、イソアリ

イン14.3分、S-アリルシステインが22.5分、GSPCが34.8

分であり、これらの全てが独立したピークとして検出で

きた。 

⑤ シクロアリイン標準品（10,000、1,000、100、10ppm）

を用いて HPLC 分析した結果、検量式は濃度(mg/g 生体

重)＝0.000304×ピーク面積＋0.625、相関係数は 1.00

となり、定量精度及び再現性が高いことが確認できた。 

⑥ 以上の結果、強イオンカラムを用いることで、ラッ

キョウ及びニンニクの主要な硫黄化合物がすべて検出で

きた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）ラッキョウ交雑種の機能性成分の定量分析 

担当者：森本隆義・前田英博 

協力分担： なし 

ここでは、ラッキョウ栽培種、近縁種及び交雑種の硫

黄化合物の定量を行う。 

① 西園圃場で慣行栽培したラッキョウ栽培種４系統、

ポット栽培した近縁種８系統及び交雑種５系統のサンプ

ル20gを供試して、既報のHPLC条件で硫黄化合物を定量

した。 

② ラッキョウ栽培種間で硫黄化合物の含有量で大差な

かった。 

③ 近縁種では、シクロアリイン含有量がタマネギ

1.44mg/g 生体重及びアサツキ0.97mg/g 生体重であり、

‘福部在来’0.26mg/g生体重と比べて高かった。 

④ アリイン含有量についてはニンニクのみが 4.79mg/

ｇ生体重と‘福部在来’の 0.04mg/ｇ生体重と比べて多

く、S-アリルシステイン含有量はネギが 0.4mg/ｇ生体

重、次いでタマネギが0.36mg/g生体重で最も多かった。 

④ 交雑種では、ラッキョウ×アサツキの交雑個体にお

いてシクロアリイン含有量が11.89mg/g生体重であり、

‘福部在来’と比べて 45 倍多かった。また、ラクダ×

リーキの交雑個体においてアリイン含量が50.03mg/g生

体重と、‘福部在来’と比べて1,238倍多かった。 
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⑤ 以上の結果、ラッキョウと近縁種の交雑種において、

硫黄化合物が通常のラッキョウ比べて顕著に高く含有す

る系統があることが明らかとなった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ ラッキョウの品種識別技術の開発 

（ア）フローサイトメーターによるラッキョウの倍数

性分析 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担：（独）野菜茶業研究所 

 ラッキョウの品種識別技術を開発する。ここでは、フ

ローサイトメーターによる倍数性分析で品種識別が可能

か検討する。 

① ラッキョウ在来種14系統、ラッキョウ近縁種‘キイ

イトラッキョウ’、ラッキョウ種間雑種４系統および二

倍体のニラを倍数性分析に用いた。 

② 倍数性分析は葉身を約１cmの長さに調整し、試薬キ

ットＡ液１mlに浸し、カミソリで細かく刻み細胞を切断

した。その溶液をフィルターで濾過し、試薬キットＢ液

を４倍量添加し、このうち４mlを用いてフローサイトメ

ーターで蛍光強度を分析した。 

③ キイイトラッキョウと二倍体ニラの混合サンプルで

はピークが一つであったため、キイイトラッキョウは二

倍体と推察された。 

④ 四倍体とされるラクダ系‘大栄1号’はニラに対し

て蛍光強度は２倍とならず、約1.6倍と少し小さい値で

あった。玉ラッキョウ以外の在来種も同様の値であった。 

⑤ 玉ラッキョウの蛍光強度は約1.3倍であり、四倍体

‘大栄1号’と二倍体と推察される‘キイイトラッキョ

ウ’の中間であるため、三倍体であると推察された。 

⑥ 二倍体ラッキョウ野生種と四倍体ラクダ系の種間雑

種である品種‘プリティルビー’は両親の中間の値であ

った。 

⑦ 戻し交雑種である‘R5’および‘R8’は四倍体ラク

ダ系と同等の値であった。 

⑧ 以上より、玉ラッキョウと在来のラクダ系は倍数性

が異なるため、フローサイトメーターにより識別が可能

であった。雑種については、識別ができるものとできな

いものが存在した。 

〈本試験成績登載印刷物：６〉 

（イ）ネギ属由来ＳＳＲマーカーによる分析 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担：（独）野菜茶業研究所 

 ラッキョウの品種識別技術を開発する。ここではネギ

属ゲノム由来ＳＳＲマーカーおよびＥＳＴマーカーを用

いて品種識別が可能か検討する。 

① 供試材料は前述のラッキョウ系統等を用いた。 

② ＤＮＡの抽出はPhytoRure抽出キットを用いて行っ

た。ＤＮＡマーカーはあらかじめ上流側を蛍光標識した

プライマーを用い、塚崎ら(2009)の方法に従ってＰＣＲ

を行った。 

③ ＰＣＲ産物を３％アガロースゲルおよびＤＮＡシー

ケンサーで電気泳動し、多型分析を行った。 

④ ネギ属由来のＳＳＲマーカー115 個を分析した結

果、ラッキョウにおいて増幅のある23個のマーカーを選

抜した。 

⑤ さらに、ラッキョウにおいて安定的に増幅のある９

個のマーカーを選抜し、ラッキョウ23系統について多型

分析を行った。その結果、雑種である‘プリティルビー’、

‘R5’および‘R8’はすべて識別することができた。ま

た、ラッキョウ在来種の間でほとんど多型はなかった。 

⑥ 以上の結果、ネギ属由来のＳＳＲマーカー115 個よ

り選抜したラッキョウに適応可能な９個のマーカーは、

ラッキョウの品種識別に利用できると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：６〉 

（ウ）タバコ葉緑体ＳＳＲを利用したラッキョウの品

種識別 

担当者：大津真士・森本隆義・前田英博 

協力分担：（独）野菜茶業研究所 

ラッキョウの品種識別技術を開発する。タバコ葉緑体

ゲノム由来ＳＳＲを用いて品種識別が可能か検討する。 

① 供試材料およびＤＮＡ抽出は前述のとおり。 

② タバコ葉緑体由来のＳＳＲマーカー18個をのうち、

ラッキョウで増幅のある 12 個を選抜し、福岡ら(2003)

の方法に従ってポストラベル法で蛍光標識し、ＤＮＡシ

ーケンサーで電気泳動して、多型分析を行った。 

③ ほとんどのプライマーで多数のフラグメントが生じ

たが、それらは安定的でなく再現性が低かった。 

④ 以上の結果、タバコ葉緑体由来のＳＳＲマーカー18

個を用いてラッキョウの多型分析を行ったが、増幅が不

安定であり、品種識別には利用できなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：６〉 

38．バイテクによる花きニューアイテムの開発 

（１）リンドウ新品種の開発 

ア 人工交配による盆咲き～彼岸咲き品種の開発 

（ア）交配系統の開花特性調査（定植２年目以上） 

担当者：加藤正浩・岸本真幸 

協力分担： 生物工学研究室、日南試験地 

盆～彼岸の需要期に採花でき、頂花咲き性に優れ、花

色がよい優良なリンドウ品種の育成が求められている。

ここでは、定植２年目以降の交配系統について、開花時
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調査を行い、有望系統の選抜を行う。 

① 平成19～20年度に交配し、播種・定植した約30系

統を平成21年７月～９月および平成22年８月～９月の

開花期に特性調査を行った。 

② 極早生系統はいずれも草丈が低く、葉幅が狭く、花

段数・頂花数共に少なかった。また、‘01S2’を母本にし

た場合、花色が薄くなった。 

③ 盆出荷系統のうち、頂花数が多く、頂花咲き性がや

や劣る‘10-1’および‘10S2 南’を交配に用いた結果、

好ましくない形質が後代に発現した。 

④ 開花期の異なる系統を交配した結果、交配系統の開

花期は両親の中間となった。 

⑤ 以上の結果、極早生系統のうち‘01S2’、盆出荷系統

のうち‘10’を由来とする系統は、交配母本として適切

でないことが明らかとなった。これらの結果を踏まえ、

交配親の選定について再検討する必要がある。 

 〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（イ）平成21年度交配の結果と育苗経過について 

担当者：加藤正浩・岸本真幸 

協力分担：生物工学研究室、日南試験地 

リンドウの平成21年度交配のうち、播種・育苗した苗

の調査を行い、発芽や生育状況を調査する。 

① 平成21年度は、自殖系統を14系統、新品種候補の

交配系統を73系統採種した。これらの種子および智頭町

生産農家現地交配の極早生３系統を平成22年1月25日

および２月22日に播種した。 

② このうち不発芽が10系統、苗立率20％未満が22系

統であった（苗立率は播種セル穴数に対して調査時まで

に生育した苗の数、子葉期での移植による活着苗も含む）。 

③ 極早生系統はいずれも葉幅が狭く、細葉の傾向が見

られた。智頭町の現地交配系統は比較的葉幅が広く、発

芽揃いも良好であった。 

④ 盆出荷系統のうち、‘33-5’から採種した種子の苗立

率がいずれの系統でも著しく低かった。これらを播種し

たトレイを引続き初夏まで管理したところ、新たに発芽

する種子も見られた。 

⑤ これらの育成苗のうち特に有望と思われる 32 系統

について、日南試験地（６月14日）および本場露地圃場

（６月８日）に定植した。 

⑥ 以上の結果、平成21年度交配の73系統と智頭町現

地交配の３系統を播種し、発芽と育苗期の生育を調査し

た結果、智頭町現地交配の３系統が発芽揃いが良く生育

も良好であった。交配親として有望視している‘33-5’

は、種子の発芽が他系統よりも著しく悪く、他の系統よ

りも種子休眠が深いことも考えられることから、種子休

眠打破の処理方法を再検討する必要がある。 

 〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（ウ）平成21年度産交配系統の開花特性調査（定植 

１年目） 

担当者：加藤正浩・岸本真幸 

協力分担： 生物工学研究室、日南試験地 

リンドウの平成 21 年度交配系統の定植１年目株につ

いて、開花時の調査を行い有望系統の選抜を行う。 

① 平成21年度に交配し播種・定植した32系統につい

て、平成22年９月～10月の開花期に特性調査を行った。 

② 各系統は、抽台促進のために定植 10 日後に

GA3100ppm を散布した。このため、いずれの系統も開花

期が通常開花の時期よりも著しく遅くなり、調査は平成

22年９月10日～10月18日となった。 

③ 抽台促進による初年度開花のため、草丈等の草姿や

花段数、花蕾数などの開花特性は判別できなかった。 

④ 開花期別で葉の形状を比較すると、極早生系統は葉

幅の狭い披針形で、盆出荷～彼岸出荷系統は広披針形～

だ円形となる傾向が見られた。 

⑤ 花色は概ね青紫色のものが多く、著しく花色が薄い

系統は見られなかった。 

⑥ 以上の結果、交配系統の定植１年目の株では、抽台

促進による初年度開花のため、開花特性は判別出来なか

った。花色については、極端な淡色系統はなく、淘汰す

るほどの系統はなかった。 

 〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（エ）平成22年度交配結果 

担当者：加藤正浩・岸本真幸 

協力分担： 生物工学研究室、日南試験地 

ここでは、頂花咲き性に優れ花色の良い新たな有望系

統を作出するため、各系統間の交配種子ならびに親系統

の自殖後代種子を採種し、有望系統の苗を獲得する。 

① ７月～９月の親株開花期に、親系統の自殖を含め84

系統の交配を行い、そのうち58系統の交配種子が得られ

た。 

② 極早生系統では‘02S2’および‘03S2’を中心とし

た交配種子を、盆出荷系統では交配親として有望と思わ

れる‘33-5’を中心とした交配種子を採種した。 

③ また、晩生×極早生系統の交配により盆出荷に適し

た新系統の育成もを試みたが、１系統しか採種できなか

った。 

④ 採種した交配（自殖）種子のうち、特に有望と思わ

れる37系統を選抜し、平成23年２月４日に播種した。 

④ 以上の結果、本年度は交配（自殖）系統を58系統採

種した。このうち、有望な37系統を播種・育苗中である。
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なお、‘33-5’から採種した種子は、発芽率が低いため、

種子休眠打破条件の検証を行い、最も発芽率が高い処理

方法により播種する予定である。 

 〈本試験成績登載印刷物：８〉 

（２）花の日持ちの良いリンドウ三倍体の開発 

ア 四倍体系統の順化及び養成 

担当者：大津真士・遠藤貴裕・前田英博 

協力分担：なし 

 花の日持ちが良いリンドウ三倍体を開発するため、コ

ルヒチン処理により作出した優良系統の四倍体を順化、

養成する。 

① 優良系統‘06－3’を原系統とする四倍体系統の越冬

芽形成培養個体を供試した。 

② 平成22年１月22日から２か月間発根培養し、平成

22年３月26日に発根苗を洗浄後、６cm連結ポリポット

でリンドウ用培養土を用いて植えつけ、ガラス温室内で

管理した。順化開始後３週間、寒冷紗及びビニールを被

覆し、ミスト散水した。平成22年４月20日以降は露地

圃場で管理し、平成22年９月30日にベジタブルプラン

ターに鉢上げした。 

③ ‘06－3’を原系統とする四倍体系統13系統121個

体を順化したところ、平成22年４月20日にすべての個

体を順化できた。 

④ 露地圃場で欠株が発生し、平成23年２月１日での生

存個体は10系統54個体、生存株率は45％であった。  

⑤ 以上の結果、本年度は‘06－3’を原系統とする四倍

体系統13系統121個体を順化及び養成を図り、10系統

54個体を成苗化した。 

〈本試験登載印刷物：なし〉                   

 イ 四倍体と二倍体の交雑種子の獲得 

担当者：大津真士・遠藤貴裕・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、前年度得られた四倍体と二倍体との交配に

より三倍体種子を得る。 

① 種子親として優良系統‘15’を原系統とする四倍体

系統12系統、花粉親として優良系統‘33－5’を供試し

た。 

② ガラス温室において、未開葯の花蕾の花弁及び葯を

除去し、アルミ箔で覆った。雌しべの先端が裂開したと

きに、綿棒で花粉を裂開面に受粉した。 

③ ‘15’を原系統とする四倍体系統 12 系統を用いて

13花交配したが、親株の生育が不良で莢の肥大が乏しく

成熟種子は得られなかった。 

④ 以上の結果、‘15’を原系統とする四倍体系統 12

系統と‘33－5’を13花交配したが、成熟種子は得られ

なかった。 

〈本試験登載印刷物：なし〉 

ウ 四倍体と二倍体との交雑種子の発芽能力検定 

担当者：大津真士・遠藤貴裕・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、前年度得られた四倍体と二倍体の交雑種子

の発芽能力を検定し、三倍体リンドウ獲得の可能性を調

査する。 

① 四倍体‘15C-4X-67’×二倍体‘15’の交雑種子及

び対照として二倍体‘15’の自殖種子を供試した。 

② 各系統の種子を70％エタノールで10秒間浸漬後、

１分間流水で水洗いし、水分を吸い取った。その後、

GA50ppm溶液で２日間４℃で浸漬処理後、森(平成19年)

の方法に準じて発芽調査をした。シャーレ１枚あたり50

粒播種し、４反復で行った。 

③ 二倍体‘15’の自殖種子の発芽率は 8.5％であり、

四倍体‘15C-4X-67’×二倍体‘15’の交雑種子の発芽

率は1.0％であった。 

④ 以上の結果、四倍体×二倍体の交雑種子で発芽個体

が得られたが、二倍体種子と比べ発芽率は明らかに低く、

三倍体種子は発芽能力が劣る可能性が示唆された。 

 〈本試験登載印刷物：なし〉 

（３）ユリ新品種の開発 

ア 抑制栽培適応性品種の育成 

担当者：前田香那子・岸本真幸 

協力分担： なし 

 シンテッポウユリは長日植物であるため、短日期の栽

培となる抑制作型では採花率の低さが問題となっている。

そこで、抑制作型に適した品種の育成を行う。 

① 平成20年度に交配して得られた12系統の種子を平 

成21年４月21日に播種し、７月３日に定植した。 

② 開花が早い系統は９月中旬から開花が始まり、９月 

下旬がピークであった。その他の系統は９月末から開花

が始まり、10月上中旬がピークであった。 

③ ほとんどの系統が葉形などのばらつきが多かった。

葉幅が広く、花が上向きで、形質のばらつきが‘F1オー

ガスタ’（対照品種）と同等、かつ抽台率が‘F1オーガス

タ’より高いのは3-6-1系統と、3-14-3系統であった。 

④ 3-6-1、3-14-3系統において、草丈、輪数、葉の形 

態など切り花品質の優れたものを母本とし、各系統内の

混合花粉を交配した結果、3-6-1から２系統、3-14-3か

ら５系統の計７系統の種子を得た。 

⑤ 以上の結果、目標とする形質（葉幅が広い、花が上

向き）を有し、抽台率が高く、ばらつきが少ない２系統

内で集団選抜法による交配を行った結果、平成21年度に
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７系統の種子を得た。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（４）小球開花性ユリ新品種の開発 

ア 種間雑種の作出 

担当者：大津真士・前田英博 

 協力分担：なし 

球根を種苗として用いるユリの既存品種は種苗費が高

いため、小球開花性を有し、新奇性のあるユリ新品種を

開発する。ここでは、選抜系統及び中間母本とシンテッ

ウユリとの交雑および胚珠培養により、育成系統の改良

を目的とした種間雑種を獲得する。 

① 種子親にシンテッポウユリ２品種、花粉親に当場育

成のシンテッポウユリとの交雑種１系統供試し、交配を

行った。また、当場育成系統の自殖交配も行った。交配

は、花柱切断法により、それぞれの開花期に行った。 

交配により肥大した朔果から、常法により胚珠を摘出し

胚珠培養を行った。 

② ‘優雅’×‘秋Aso13’では、43花交配したが、肥

大した子房は得られず、雑種は獲得できなかった。 

‘Ｆ１オーガスタ’×‘秋Aso13’では、52花交配し、

５花肥大した子房が得られ、これらを胚珠培養し、雑種

個体を２個体獲得した。 

 選抜系統‘05SoKh9’の自殖を38花行い、３花肥大し

た子房が得られ、これらを胚珠培養したが、雑種は獲得

できなかった。 

③ 以上の結果、３交配組み合わせ133花交配し、‘Ｆ

１オーガスタ’×‘秋 Aso13’で２個体の雑種を獲得し

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

イ 種間雑種の順化 

  担当者：大津真士・前田英博 

 協力分担：なし 

 ここでは、前年度に胚珠培養により獲得した種間雑種

の順化・養成を図る。 

① 平成21年交配・胚珠培養により獲得した種間雑種の

うち、試験管内で球根を形成した個体を供試し、用土に

バーミキュライトを用い、平成22年８月24日に 7.5cm

連結ポットに鉢上げし、順化を図った。順化状況につい

ては、約１ヶ月後に調査した。 

② 獲得した種間雑種１交配組み合わせ 52 個体のう

ち、６個体は培養中の生育が不良で枯死し、46個体を試

験管内で球根形成できた。 

この個体の順化を図り、46個体すべて成苗化できた。 

③ また、花色や日持ち性の改良を図る目的で育成・獲

得した14交配組み合わせ633個体のうち、13交配組み

合わせ444個体を試験管内で球根形成できた。この個体

の順化を図り、12交配組み合わせ433個体を成苗化でき

た。 

④ 以上の結果、平成21年交配で獲得した種間雑種52

個体のうち、球根を形成した１交配組み合わせ46個体を

成苗化できた。また、花色や日持ち性改良を目的で育成

獲得した 633個体のうち、試験管内で球根形成できた13

交配組み合わせ444個体の順化を図り、12交配組み合わ

せ433個体を成苗化できた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ウ 種間雑種の一次選抜 

  担当者：大津真士・前田英博 

 協力分担：なし 

ここでは、平成20年に交配・育成した種間雑種から花

の形状に優れる個体を一次選抜する。 

選抜目標は、花被の斑点が中程度以下である、花弁間に

隙間がない、花弁に形状の乱れがないこと、などとした。 

① 平成20年交配・育成の種間雑種462個体（平成21

年１月15日順化186個体、９月９日順化276個体）を供

試した。平成21年10月28日に、条間15cm、株間15cm

の８条植えでビニールハウスに定植した。開花期に、調

査項目（花の形状、花の向き、花型、花の斑点、輪数、

葉形）に従って評価・採点し、13満点中10 点以上の個

体を有望と判定し選抜を行った。 

② 定植した種間雑種462個体のうち、76個体は萌芽を

確認できなかった。また、残りの386個体のうち、抽だ

い・開花まで至った個体は335個体であり、未開花個体

51個体は小球開花性が劣ると判断し淘汰した。 

③ 開花個体335個体を調査・評価し、10点以上の評点

を得た 25 個体を花き品質に優れる系統として一次選抜

し、選抜から外れた310個体は淘汰した。 

④ 以上の結果、平成 20 年交配・育成の種間雑種 462

個体のうち、開花した335個体の中から花き品質に優れ

る個体25個体を一次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

エ 種間雑種の二次選抜 

  担当者：大津真士・前田英博 

 協力分担：なし 

ここでは、花の形状が優れ、一次選抜した優良系統を

りん片繁殖し、花の特性に優れる系統を二次選抜する。 

① 前年度に花き品質により一次選抜した種間雑種 26

系統を供試した。一次選抜後、地上部 10cm を残し平成 

21年９月２日まで養成を図った球根を堀上げ、９月８日

に用土にバーミキュライトを用い、200 穴セルトレーに

りん片を挿し育苗した。育成した苗を平成21年11月12
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日に、条間15cm、株間15cm の裁植密度で場内ビニール

ハウスに定植した。栽培は県慣行栽培に準じて行った。 

② りん片挿２か月後に展葉したりん片の割合が 50％

を超えた系統は15系統であった。このうち、りん片繁殖

数が10以上の系統を定植し、生育特性により評価した。

なお、展葉したりん片割合が50％以下の系統においても

小球根は形成されており、セル内で抽苔も確認され、今

後はこれらの系統についても定植し生育調査をする必要

性があった。 

③ 定植した系統は６月下旬から７月上旬に開花し、開

花株率 80％以上の個体は、‘07R1/HmKh-Y2448-2’、

‘07R1/HmKh-Y2’、‘07R1/HmKh-Y5’の３系統であった。

これらの３系統は、輪数３～５輪で、何れも花色は黄色

で、形状は良好であったが、葉数は少ない傾向にあった。 

 ‘07R1/HmKh-Y2448-2’は開花株率が最も高く、斑点は

なく、草丈の伸長も優れた。 

‘07R1/HmKh-Y5’は立茎数が多く、採花本数も多かった。 

‘07R1/HmKh-Y2’は輪数がやや多かった。 

④ 以上の結果、りん片繁殖個体での開花株率が高く、

花き品質に優れる３系統を有望と認め、二次選抜した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 オ 二次選抜系統の栽培試験 

 担当者：大津真士・前田英博 

 協力分担：なし 

 ここでは、平成21年度二次選抜系統６系統について、

鱗片繁殖から養成した球根を供試し、ハウス栽培におけ

る開花特性評価を行う。 

① 鱗片繁殖から養成した球周 12cm 程度の球根を供試

し、株間及び条間15cm の栽植密度でハウス内に平成21

年11月12日に定植した。栽培は県内慣行栽培に準じた。 

② 供試個体のほぼ全ての個体で開花し、いずれの系統

も開花期は平成 22 年６月中旬から下旬にかけてであっ

た。 

③ 各系統の草丈は150cm以上となり、輪数も８輪以上

の多花性を示した。 

④‘05SoKh２’については、花弁が均一に展開しない傾

向がみられた。 

⑤ 以上の結果、平成21年度二次選抜系統は、鱗片繁殖

からの養成球を種苗とした場合、生育が旺盛になり過ぎ

る傾向が見られた。また、供試した６系統のうち１系統

を品質に問題があるとして淘汰した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（５）サルトリイバラ優良系統大量増殖法の開発 

ア 優良系統培養増殖法の確立 

（ア）サンプリング時期の検討 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

サルトリイバラは果樹・花き類の複合経営において省

力栽培可能な品目として注目されているが、効率的な増

殖法が開発されていない。そこで、優良系統の組織培養

による大量増殖を検討する。ここでは、優良系統の腋芽

培養での採取時期を検討する。 

① 平成21年３月に優良系統‘No.２’の枝を採取し、

腋芽から生長点を摘出し培養に供試した。 

② 生長点は、BAP 0.25mg/ℓ、NAA 0.05mg/ℓ、ショ糖 8g/ℓ、

pH5.7 の 1/2MS 培地で２か月間培養後、シュート形成個

体を BAP 2.0mg/ℓ、NAA 0.05mg/ℓ、ショ糖 8g/ℓ、pH5.7

の1/2MS培地に植え継いだ。 

③ 平成 21 年３月に採取した腋芽からのシュート形成

率は28.6％であり、平成20 年６月に採取した腋芽から

のシュート形成率17.5％と比べ11.1％高かった。 

④ 以上の結果、サルトリイバラの腋芽の採取時期は６

月よりも３月のほうが適すると考えられた。 

           〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（イ）増殖培養条件の検討 

 ａ  優良系統の増殖培養条件の検討 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、優良系統２系統の増殖培養条件を検討する。 

① 優良系統‘No.２’及び‘No.３’の培養芽条を各条

件10個体及び5個体を供試した。 

② 培地はショ糖30mg/ℓ、pH5.7の1/2MS培地を基本と

し、植物ホルモンの添加条件はBAPが0.25及び0.5mg/ℓ

でNAAが0.025 mg/ℓ、BAPが1.0mg/ℓでNAAが0.05及び

0.1 mg/ℓ、TDZ 1.0mg/ℓ及びNAA 0.1 mg/ℓの５種類とし

た。 

③‘No.２’はBAP 1.0mg/ℓ及びNAA 0.1 mg/ℓの添加条

件で増殖効率が2.3倍/月と最も高かった。 

④‘No.３’はTDZ 1.0mg/及びNAA 0.1mg/ℓ の添加条件

が1.8倍/月と最も高かった。 

⑤‘No.２’及び‘No.３’の両系統ともBAP添加では芽

条の節間が伸長する傾向があったのに対して、TDZ 添加

では多芽体状に生育する傾向があった。 

⑤ 以上の結果、‘No.２’はBAP 1.0mg/ℓ及びNAA 0.1 

mg/ℓ、‘No.３’ではTDZ 1.0mg/及びNAA 0.1mg/ℓ での

濃度組み合わせで最も増殖効率が高かった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

  ｂ  系統別増殖培養条件の検討 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 
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 ここでは、優良系統‘No.３’の増殖効率の向上を図る

ため、前課題で効果の認められたTDZ及びNAA添加濃度

の最適条件について検討する。 

① ‘No.３’の培養芽条をTDZ 1.0及び2.0 mg/ℓ、NAA0.05

及び 0.1mg/ℓ をそれぞれ組み合わせた４種類のショ糖

30g/ℓ、pH5.7、1/2MSゲランガム培地で各10個体培養し

た。 

② ‘No.３’の増殖効率はTDZ 1.0mg/ℓ及びNAA 0.1mg/ℓ

の添加条件と比べて、TDZ 2.0mg 及びNAA 0.1mg/ℓ の条

件では1.5倍/月と低下し、他の２条件では1.9倍/月と

同等であった。 

⑥ 以上の結果、‘No.３’の増殖培養条件についてTDZ 

1.0mg/ℓ 及びNAA 0.1mg/ℓ の条件と比べ、増殖効率が向

上する濃度組み合わせはなかった。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（ウ）発根培養条件の検討 

ａ 供試材料及びNAA添加濃度条件の検討 

 担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

ここでは、培養芽条の種類及びNAA添加濃度の違いが

発根率に及ぼす影響について調査する。 

① 試験場内自生野生系統‘SB-1’の多芽体を NAA 

2.0mg/ℓ及び 20.0mg/ℓの濃度の1/2MS培地で７日間の暗

黒下で培養後、ホルモンフリーの1/2MS培地で照明条件

に移し、１か月ごとに継代した。 

② 多芽体の発根率はNAA 2.0mg/ℓ及び20.0mg/ℓは、そ

れぞれ46.2％及び45.0％と大差なかったが、生存率はそ

れぞれ65.4％及び45.0％であり、NAA 20.0mg/ℓ では枯

死個体の発生が多かった。 

③ 平成 21 年度のシュートでの発根率は NAA 2.0mg/ℓ

及び20.0mg/ℓは、それぞれ6.1％及び5.6％であった（参

考）。 

④ 以上の結果、発根処理に用いる培養物の状態として

は、シュートより多芽体のほうが発根に適している推測

された。また、NAA の添加濃度は2.0mg/ℓ が発根培養に

適していると考えられた。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

ｂ オーキシンの種類の検討 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、培養個体の発根率の向上を図るため、培地

に添加するオーキシンの種類について検討する。 

① 試験場内自生系統‘SB-1’の培養個体のシュートを

供試した。 

② ショ糖30g/ℓ、pH5.7の1/2MS培地を基本とし、オー

キシンの種類及び添加濃度は IBA 0.5mg/ℓ（対照）、4-

クロロインドール-3-酢酸（以下4-Cl-IAA） 0.1mg/ℓ及

び 1.0mg/ℓ、5,6-ジクロロインドール-3-酢酸(以下

5,6-Cl2-IAA) 0.1mg/ℓ及び1.0mg/ℓの５種類とした。 

③ 対照及び 5,6-Cl2-IAA の各条件では発根しなかっ

た。 

④ 4-Cl-IAA 0.1mg/ℓ及び1.0mg/ℓの添加条件での発根

率は、それぞれ25.0％及び8.3％であった。 

⑤ 4-Cl-IAA 0.1mg/ℓ及び1.0mg/ℓの添加条件での生存

率は、それぞれ25.0％及び8.3％であった。 

⑥ 以上の結果、4-Cl-IAA 0.1mg/ℓ の添加で発根率が

20.8％に向上した。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

 ｃ 優良系統の発根培養 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、前報で最も発根率の高かった培地条件によ

り優良系統の発根個体を得る。 

① 優良系統‘No.３’の長さ２cm 程度のシュート供試

し、4-Cl-IAA 0.1mg/ℓ、ショ糖 30g/ℓ、pH5.7、1/2MSゲ

ランガム培地に１か月ごとに継代培養し、発根を図った。 

② 供試した24芽条のうち、生存芽条数は12個体であ

り、そのうち、２個体が発根した。 

④ 以上の結果、優良系統の発根個体を２個体得た。 

 〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

（エ）接木による優良系統の増殖の検討 

担当者：遠藤貴裕・大津真士・前田英博 

協力分担：なし 

 ここでは、培養により増殖した優良系統の培養芽条を

野生種に接木し、接木苗による増殖の可能性を検討する。 

① BAP 2.0mg/ℓ、NAA 0.05mg/ℓ、ショ糖 30g/ℓ、pH5.7

の1/2ゲランガムMS培地で増殖した優良系統‘No.3’の

培養シュート17個体を穂木に供試した。 

② 10 月５日から８日にかけて、圃場内自生野生種 13

個体を台木として、１台木あたり培養シュート１～２個

体を腹接ぎし、接木部位にポリ袋を被せて自生地（半日

陰）で保湿管理した。 

③ 全ての穂木で活着せず、１か月後に穂木の枯死が確

認された。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 

《農林水産試験場臨時的調査研究事業》 

40．サツマイモに対する海藻類の施用効果 

 担当者：福本明彦 

 協力分担：なし 
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 中海に発生するオゴノリ等の海藻類が農業へ利用でき

るか検討するため、サツマイモに対する肥料代替効果を

調査する。 

① 乾燥した海藻 200kg 区、海藻 50kg＋慣行施肥区、

慣行施肥区及び無施肥区を設け、5月22日に株間30㎝

でサツマイモを挿し苗した。 

② 施肥及び海藻の施用量に応じて土壌中のアンモニア、

硝酸、リン酸、カリは増加したが、マグネシウム、カル

シウムについては変化しなかった。 

③ 挿し苗後高温で推移したため活着不良が発生したが、

処理区による差は認められなかった。また、海藻の有無

による生育差も認められなかった。 

④ 海藻施用の有無によるサツマイモの上物収量には、

優位な差が認められず、皮色、肉色にも差は認められな

かった。 

⑤ 蒸かし芋による食味評価では、慣行施肥区が高く、

次いで海藻 200kg 区、海藻 50kg＋慣行施肥区の順であ

った。 

⑥ 以上の結果、海藻施用により、土壌中の硝酸、アン

モニア等の含量が増加し、肥料効果の可能性は認められ

たが、海藻施用の有無によるサツマイモの生育及び収量

等には差が認められず、肥料代替効果は判然としなかっ

た。 

〈本試験成績登載印刷物：なし〉 
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1 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度落葉果樹試験研究成績概要集(栽培関係)

2 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度度落葉果樹試験研究成績概要集(病害関係)

3 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度落葉果樹試験研究成績概要集(虫害関係)

4 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度落葉果樹試験研究成績概要集(土壌肥料関係)

5 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度果樹系統適応性・特性検定試験成績検討会資料（落葉果樹）

6 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所 (2010)平成22年度野菜試験研究成績概要集

7 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所 (2010)平成22年度野菜花き育種関係指定試験特性検定試験成績・系統適応性検定試験成績概要

8 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構花き研究所 (2010)平成22年度花き試験研究成績概要集

9 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2010)平成22年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集　病害

10 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2010)平成22年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集　虫害

11 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2010)平成22年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集　土壌

12 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構近畿中国四国農業研究センター (2009)平成21年度近畿中国四国農業試験研究成績・計画概要集　生物工学

13 日本植物防疫協会 (2010)平成22年度新農薬実用化試験成績（落葉果樹）第40集

14 日本植物防疫協会 (2010)平成22年度一般委託試験成績Ⅴ近畿中国地域（野菜花き殺菌剤）

15 日本植物防疫協会 (2010)平成22年度一般委託試験成績Ⅴ近畿中国地域（野菜花き殺虫剤）

16 日本植物防疫協会 (2010)平成22年度芝生農薬連絡試験成績(芝殺菌剤･殺虫剤）

17 日本植物防疫協会 (2010)平成22年度エコショットに関する特別連絡試験

18 日本植物調節剤研究協会 (2010)平成22年度落葉果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

19 日本植物調節剤研究協会 (2010)平成21年度秋冬作野菜・花き関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

20 日本植物調節剤研究協会 (2010)平成22年度春夏作野菜・花き関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

21 日本植物調節剤研究協会 (2010)平成21年度秋冬作芝生関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

22 日本植物調節剤研究協会 (2010)平成22年度春夏作芝生関係除草剤・生育調節剤試験成績集録

23 鳥取県病害虫防除所 (2010)平成22年度農作物有害動植物発生予察事業年報

24 (独) 農業・食品産業技術総合研究機構果樹研究所 (2010)平成22年度寒冷地果樹研究会資料(土壌肥料関係)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ  研 究 業 績 一 覧 

1 試験成績登載印刷物 
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２. 普及に移した新しい技術 

（１）鳥取県農林水産部編 新しい技術 第 48集(2010) 

 Ⅰ 新しい品種・畜種 

① ７～９月どり夏ネギの新品種‘夏扇パワー’：田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 

② 春どりネギの新品種‘龍ひかり１号’‘龍ひかり２号’‘龍まさり’：伊垢離孝明・

田村佳利・福本明彦 

③ 夏秋どりトマトの新品種‘りんか４０９’：龜田修二・岡本弘幸 

④ ラッキョウ新品種‘プリティルビー’：森本隆義・大津真士・田平弘基・前田英博・

北山淑一・加藤正浩 

Ⅱ 普及に移す新しい技術 

なし 

Ⅲ 参考となる情報 

① ‘なつひめ’着果番果別の果実特性について：伊藤直子・角脇利彦 

② ‘なつひめ’の摘心による新梢葉芽の着生促進：杉嶋至・角脇利彦 

③ ナシの安価な土壌改良資材：井戸亮史・伊藤直子・角脇利彦 

④ ナシ園の土壌改良時期による果実品質および発根への影響：井戸亮史・西村宗一・

角脇利彦 

⑤ マシン油乳剤によるナシのクワオオハダニの休眠期防除：中田健、田中篤 

⑥ カキサビダニの防除対策：白岩裕隆：中田健、北川健一、小谷和朗、田中篤、岡

山裕志 

⑦ スイカの交配後の雌花局所保温による空洞果発生軽減：石原俊幸、森田香利、小

西実、小林弘昌 

⑧ 黒点根腐病によるスイカ急性萎凋症と収穫前の土壌水分の関係：石原俊幸、安田

文俊 

⑨ 転炉スラグ資材の利用によるブロッコリー根こぶ病の発病抑制：稲本勝太、安田

文俊、田中篤、岡山裕志 

⑩ アイリスイエロースポットウイルスによるラッキョウえそ条斑病（新称）の発生：

安田文俊、稲本勝太、田中篤 

⑪ ネギアザミウマ産雄単為生殖系統の発生と薬剤感受性：竹内亮一、田中篤 

⑫ メロンとナガイモ‘ねばり娘’のネコブセンチュウ防除における土壌くん蒸剤と

ネマトリンエース粒剤の併用効果：竹内亮一、田中篤 

⑬ トルコギキョウの EOD 昇温と EOD-FR 光照射の併用効果について：岸本真幸、加藤

正浩、前田香那子 

⑭ シンテッポウユリにおける抽台日と花芽文化、採花期、切り花品質の関係：前田

香那子、岸本真幸 
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（２）近中四農研センター編 近中四農研成果情報 

   なし 

 

３．学会の口頭発表等 

① 杉嶋至、角脇利彦 (2010)．鳥取県における気象条件の変動とニホンナシの生育と

の関係，園学中四支部要旨 49：8 

② 小西 実・竺原宏人(2010)．スイカ果実中のシトルリン含有量，園学中四支部要旨

49：18 

③ 安田文俊、稲本勝太、宇杉富雄、田中篤、津田新哉(2010)．アイリスイエロース

ポットウイルス（IYSV）によるラッキョウえそ条斑病（新称），平成 22 年度日本

植物病理学会大会 

④ 中田健、田中篤（2010）．マシン油乳剤を用いたナシにおける数種越冬害虫の防除

対策，平成 22年度日本応用動物昆虫学会中国支部・日本昆虫学会中国支部合同例

会． 

⑤ 小田麻未、中秀司(鳥取大・農)、中田健(鳥取農林総研園試)、柴崎寛、安藤哲(農

工大 BASE)（2011）．スカシバガの性フェロモン(IX):クビアカスカシバのフェロモ

ントラップへの誘引条件検討，第 55 回日本応用動物昆虫学会大会． 

⑥ 田村佳利・伊垢離孝明・福本明彦 (2010)．白ネギ栽培における鶏糞を用いた化学

肥料削減の可能性．園学中四支部要旨 49：20. 

⑦ 前田香那子、岸本真幸 (2010)．シンテッポウユリにおける抽台日と花芽分化期、

採花期、切り花品質の関係，園学中四支部要旨 49：35 

⑧ 森本隆義(2010)．観賞用ラッキョウ‘プリティルビー’の育成，園学中四支部要

旨 49：37 

 

 

４．学会誌・大会誌・主要農業誌に発表した課題 

① 角脇利彦（2010）．ニホンナシの後期落果防止技術，果実日本 65(5):62-65 

② 井戸亮史(2011)．日本ナシの高品質安定生産を目指した肥培管理技術，果実日本

66(1):69-73 

③ 安田文俊、稲本勝太、宇杉富雄、田中篤、津田新哉(2010)．アイリスイエロース

ポットウイルス（IYSV）によるラッキョウえそ条斑病（新称）（講要），日植病報

76:190  

④ 三木祥平（2011）．農業総覧 病害虫診断防除編 追録 41 号 第 6 巻 ，改訂項目，

黒斑病 

⑤ 中田健（2010）．今年の重要害虫防除策 今年のナシの重要害虫の発生予察と防

除策，果実日本 65(4)：52-55． 
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⑥ 中田健（2011）．農業総覧 病害虫診断防除編 追録 41 号 第 6巻 ，改訂項目，ア

ブラゼミ，アブラムシ類，イラガ，ドクガ，ナシグンバイ，ナシホソガ（ナシカ

ワホソガ），ヒメシロモンドクガ，ヨモギエダシャク． 

⑦ 中田健（2011）．農業総覧 病害虫防除資材編 追録第 16 号 第 6 巻，改訂項目，

アブラゼミ，アブラムシ類，ナシグンバイ，ナシヒメシンクイ，ナシホソガ（ナ

シカワホソガ），ハダニ類． 

⑧ Hideshi NAKA, Masatoshi MOCHIZUKI, Ken NAKADA, Nguyen Duc DO, 

Takeo YAMAUCHI, Yutaka ARITA and Tetsu ANDO(2010), “Female Sex 

Pheromone of Glossosphecia romanovi (Lepidoptera: Sesiidae): Identification 

and Field Attraction”, Biosci. Biotechnol. Biochem., Vol. 74, 1943-1946 . 

⑨ 住友克彦（花き研）、岸本真幸（鳥取農林総研園試）、島 浩二（和歌山農技セ暖

地セ）、久松 完（花き研）（2010）．数種切り花類の開花および茎伸長に及ぼす

明期終了時の短時間遠赤色光照射（EOD-FR）の影響,花き研究所研究報告 第９

号：1-11． 

⑩ 岸本真幸（2010）．トルコギキョウ省エネ栽培実用化へ，日本農業新聞 3.9：15 
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　平　成　22　年　度　　来　場　利　用　者（視　察　等　対　応　者　数）

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

県内 31 544 3 3 15 163 23 58 10 13 43 80 125 861
4 県外 2 3 1 2 2 4 15 18 1 1 2 2 23 30

計 33 547 4 5 17 167 38 76 11 14 45 82 148 891
県内 22 189 2 3 19 162 11 106 11 40 24 35 89 535

5 県外 1 1 0 0 3 6 9 16 1 3 5 5 19 31
計 23 190 2 3 22 168 20 122 12 43 29 40 108 566
県内 26 370 2 2 25 350 15 93 21 69 34 51 123 935

6 県外 2 14 0 0 3 3 2 5 5 5 2 3 14 30
計 28 384 2 2 28 353 17 98 26 74 36 54 137 965
県内 26 413 2 2 15 405 14 97 14 117 32 75 103 1,109

7 県外 2 55 0 0 4 12 6 13 2 3 1 2 15 85
計 28 468 2 2 19 417 20 110 16 120 33 77 118 1,194
県内 21 448 0 0 6 41 15 41 11 27 35 66 88 623

8 県外 1 25 0 0 2 28 10 16 1 40 3 6 17 115
計 22 473 0 0 8 69 25 57 12 67 38 72 105 738
県内 14 248 0 0 8 43 18 156 11 53 34 98 85 598

9 県外 0 0 0 0 1 2 9 14 3 13 7 21 20 50
計 14 248 0 0 9 45 170 14 66 41 119 78 648
県内 20 928 1 2 37 42 23 129 16 78 21 150 118 1,329

10 県外 4 59 0 0 7 12 7 9 1 2 3 4 22 86
計 24 987 1 2 44 54 30 138 17 80 24 154 140 1,415
県内 21 412 0 0 22 43 24 209 14 18 12 29 93 711

11 県外 2 60 1 2 4 7 8 23 2 2 17 94
計 23 472 1 2 26 50 32 232 14 18 14 31 110 805
県内 18 534 0 0 12 72 21 26 21 109 18 22 90 763

12 県外 0 0 0 0 2 13 8 12 2 4 1 1 13 30
計 18 534 0 0 14 85 29 38 23 113 19 23 103 793
県内 18 333 1 4 3 12 13 18 11 17 10 16 56 400

1 県外 0 0 0 0 0 0 4 6 4 6
計 18 333 1 4 3 12 17 24 11 17 10 16 60 406
県内 23 529 2 2 17 32 18 39 20 24 14 19 94 645

2 県外 1 22 0 0 2 3 6 9 2 2 2 2 13 38
計 24 551 2 2 19 35 24 48 22 26 16 21 107 683
県内 29 538 0 0 9 47 16 43 14 16 21 35 89 679

3 県外 0 0 0 0 3 6 7 9 1 1 2 2 13 18
計 29 538 0 0 12 53 23 52 15 17 23 37 102 697
県内 269 5,486 13 18 188 1,412 211 1,015 174 581 298 676 1,153 9,188

合計 県外 15 239 2 4 33 96 91 150 19 74 30 50 190 613
計 284 5,725 15 22 221 1508 302 1165 193 655 328 726 1,343 9,801

月 区分
弓浜分場砂丘研生工研 河原本場計 日南 合　　　計

 

 

１ 研修生受け入れ  

  なし 

 

２ 来場利用者 

 

Ⅳ 総 務 報 告 
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３　土地及び建物

（１）土　　地

河 原 日 南 倉 吉

試 験 地 試 験 地 ほ 場

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

ほ 場 23,890.07 6,500.00 35,139.21 208,633.28

建 物 用 地 300.00 1,400.00 13,395.00 50,244.00

そ の 他 1,697.01 9,257.61 6,309.00 82,341.53

計 25,887.08 17,157.61 54,843.21 341,218.81

（２）建　　物

区　分 合　　計

㎡

本 館 3,673.00

附 属 建 物 6,073.58

計 9,746.58

樹園地 砂丘地農業研究センター 弓浜砂丘地分場 河原試験地 日南試験地 生物工学研究室

81,250.00

14,450.00

21,892.00

117,592.00

27,293.00

17,523.00

26,576.91

71,392.91

9,000.00

1,950.00

4,496.00

15,446.00

117,543.00

33,923.00

52,964.91

204,430.91

3,927.00

9,881.00

19,983.00

850.00

8,186.00

29,019.00

1,791.00

3,678.84

5,469.84

376.79

60.00

436.79

300.90

548.57

849.47

235.40

177.97

413.37

214.65

189.47

404.12

754.26

1,418.73

2,172.99

区　分
計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

合　　計
樹園地 黒ぼく畑 砂畑

弓 浜 砂 丘

地 分 場

砂丘地農業

研究センター

本　　　　　場

㎡

㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

5,578.00

376.00

３ 土地および建物 

４　機構と業務

（鳥取県に適した果樹品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

（鳥取県に適した野菜品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

場　長

（果樹・野菜・花きの病害虫防除技術の改善）

（鳥取県の特産果樹・野菜・花きのバイテク手法を用いた新品種育成と大量増殖）

（ブドウ・ナガイモ・ラッキョウの品種選定と栽培技術の改善）

果 樹 研 究 室

野 菜 研 究 室

花 き 研 究 室

環 境 研 究 室

日 南 試 験 地

次　長

（準高冷地（標高550ｍ）野菜・花きの品種選定と栽培技術の改善）

生物工学研究室

弓浜砂丘地分場

河 原 試 験 地

（鳥取県に適した花き品種の育種及び選定と栽培技術の改善）

（弓浜砂畑と中海干拓地の野菜品種の選定と栽培技術の改善）

（カキを主とする中山間地果樹の品種選定と栽培技術の改善）

砂丘地農業研究
セ ン タ ー

４ 機構と業務 
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５ 職員の状況（平成 22年３月末日現在） 

 

（１）定員及び現員 

職 種 別 定   員 現   員 備   考 

   事務職員 

技術職員 

現業職員 

計 

  

３５ 

１６ 

５１ 

  1 

３５ 

１５ 

５１ 

（本務：企画総務部） 

 

（２）職員構成 

場      長（技）村 田 謙 司 

次      長（技）片 山 純 一 

主 事（事）森田満里 子 

（本務：企画総務部） 

 

【果樹研究室】 

室 長（技）角 脇 利 彦 

研 究 員（〃）杉  嶋  至 

   〃   (〃）高 濱 俊 一 

 〃  （〃）井 戸 亮 史 

 〃  （〃）伊 藤 直 子 

現 業 職 長（〃）高 見 美 幸 

農 業 技 手（〃）高 見 敬 司   

 〃  （〃）田 中 啓 介 

 〃  （〃）吉 田  茂 

 〃  （〃）森  茂  彦 

 

【野菜研究室】 

室 長（技）石 原 俊 幸 

研 究 員（〃）森 田 香 利 

 〃  （〃）小 西  実 

農 林 技 師（〃）澤 口 敬 太 

現 業 職 長（〃）新 田 豊 和 

農 業 技 手（〃）松 村 富 男 

 

【花き研究室】 

室 長（技）岸 本 真 幸 

研 究 員（〃）加 藤 正 浩 

 〃  （〃）前田香那 子 

現 業 職 長（〃）筏 津  栄 

 

【環境研究室】 

室 長（技）田 中  篤 

研 究 員（〃）安 田 文 俊 

 〃  （〃）中 田  健 

 〃  （〃）竹 内 亮 一 

 〃  （〃）稲 本 勝 太 

 〃  （〃）三 木 祥 平 

現 業 職 長（〃）山 本 忠 昭 

農 業 技 手（〃）山 根  肇 

 

【生物工学研究室】 

室 長（技）前 田 英 博 

研 究 員（〃）森 本 隆 義 

 〃  （〃）米 村 善 栄 

 〃  （〃）大 津 真 士 

 〃  （〃）大 澤 貴 紀 

農 林 技 師（〃）遠 藤 貴 裕 

 

【砂丘地農業研究センター】 

所 長（技）椿  越 夫 

研 究 員（〃）桑名久美 子 

農 林 技 師（〃）篠 原 勇 一 

現  業  職  長（〃）押 本 英 之 

 

【弓浜砂丘地分場】 

分 場 長（技）福 本 明 彦 

研 究 員（〃）伊垢離孝 明 

 〃  （〃）田 村 佳 利 

現 業 職 長（〃）奥 田 重 美 

 

【河原試験地】 

試 験 地 長（技）小 谷 和 朗 

農 業 技 手（〃）浅 野 仁 美 

 〃  （〃）山 田  晋 

 

【日南試験地】 

試 験 地 長（技）亀 田 修 二 

研 究 員（〃）岡 本 弘 幸 

農 業 技 手（〃）千 藤  誠 
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（３）職員の異動 

年月日 職 名 現 員 異 動 の 内 容 

22.3.31 

 

 

 

 

 

 

22.4.1 

 

 

 

 

 

 

場長 

現業職長 

研究員 

検査助手 

 

 

 

場長 

次長 

現業職長 

〃 

〃 

研究員 

農林技師 

齊藤 哲 

渡辺 勝美 

矢部 謙一 

川上 真紀 

 

 

 

村田 謙司 

片山 純一 

筏津 栄 

山本 忠昭 

奥田 重美 

澤口 敬太 

三木 祥平 

退職 

退職 

東伯農業改良普及所へ 

中部総合事務所福祉保健局へ 

 

 

 

次長より 

農林総合研究所企画総務部より 

花き研究室農業技手より 

環境研究室農業技手より 

弓浜砂丘地分場農業技手より 

野菜研究室農林技師より 

新規採用 

 

 

６ 予算状況 

（１）園芸試験場費 

     （単位：千円） 

事業名 
平成 22 年度 

当初予算額 

平成２１年度 財源内訳（２２年度） 

当初予算額 最終予算額 国補 その他 一般財源 

管理運営費 94,555 94,399 94,649 1,719 21,322 71,514 

試験研究費 45,836 45,549 47,330 3,070 9,510 33,256 

バイオテクノロジー

管理運営費 

1,610 1,610 1,610   1,610 

バイオテクノロジー

試験研究費 

8,281 8,207 8,207   

      

8,207 

施設整備費 416 14,445 27,419   14,243 

バイオテクノロジー

施設整備費 

0 1,918 3,433   1,918 

園芸試験場 

ふれあいセミナー 

1,097 1,097 1,097   0 

       

合 計 151,795 167,225 183,745 4,789 30,832 127,261 
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（２）その他の執行予算 

   （単位：千円） 

予算科目 事 業 名 執行予算額 備考 

肥料植物防疫費 植物防疫対策事業等      654  

農業総務費 先進的農林水産試験研究推進強化事業等     622  

農作物対策費 生産振興推進事業等 973  

合  計  2,249  

 

（３）主な備品購入 

  （単位：千円） 

備品名 型式・規格 金額  

ドラフトチャンバー (株)ダルトン ＤＦＶ－１１ＭＫ－１５ＡＡ１ 3,728 本場 

グロースチャンバー 三洋電機（株） ＭＬＲ－３５１Ｈ 1,386  〃 

動力運搬車 チクスイ ＥＳ６７２ＭＣＤＰ 645  〃 

温湯消毒機 （株）タイガーカワシマ ＹＳ－５００ＫＰ 390   〃 

小型低温貯蔵庫 井関農機（株） ＦＳ２５５０Ｗ 547 砂研Ｃ 
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     気        温    (℃)    降  水  量    日 照 時 間
     平   均      最   高      最   低       (mm)      (hrs)

   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年
1 3.8 5.1 7.6 8.7 0.5 1.7 33.5 27.7 13.1 11.5
2 2.6 5.0 5.8 9.3 0.2 1.2 66.0 22.7 8.5 10.4

  1 月 3 2.5 4.5 7.1 8.4 -1.2 1.1 1.5 29.8 14.5 10.3
4 6.2 4.1 12.2 8.0 0.3 0.7 2.5 24.1 25.0 10.8
5 5.7 3.5 11.1 7.4 1.7 0.2 24.5 25.3 16.1 11.3
6 7.0 3.8 11.4 8.0 2.2 0.3 3.5 25.5 24.5 14.3

平均(合計) 4.6 4.3 9.2 8.3 0.6 0.9 131.5 155.1 101.7 68.6
1 3.7 3.0 6.8 7.0 1.8 -0.3 28.0 23.0 6.4 13.3
2 7.7 4.1 11.1 8.8 3.7 0.0 23.5 22.9 9.4 14.3

  2 月 3 4.6 4.8 7.6 9.8 1.8 0.6 34.0 19.9 7.6 14.1
4 3.3 4.3 7.3 9.0 0.2 0.2 4.0 24.7 16.0 13.8
5 10.4 4.7 17.9 8.8 3.9 1.0 0.0 21.2 39.2 14.8
6 9.7 5.1 13.1 10.0 6.4 0.5 29.0 12.1 1.1 13.4

平均(合計) 6.6 4.4 10.6 8.9 3.0 0.3 118.5 123.7 79.7 83.7
1 9.0 5.5 12.7 10.2 5.7 1.2 12.0 23.3 3.9 18.1
2 5.6 6.3 7.3 11.7 4.1 1.3 0.0 16.8 0.2 19.0

  3 月 3 9.5 7.0 14.5 12.4 3.8 1.8 8.5 18.0 23.7 19.2
4 10.2 7.7 15.3 12.8 5.1 2.1 9.0 16.9 欠測 19.5
5 7.2 8.1 10.9 13.4 3.3 2.9 42.0 22.4 欠測 19.5
6 6.3 8.9 10.9 14.2 0.8 3.5 27.5 22.2 17.5 25.4

平均(合計) 8.0 7.3 11.9 12.4 3.8 2.1 99.0 119.6 45.3 120.7
1 10.7 9.8 16.4 15.5 4.1 4.0 40.0 15.4 26.7 24.6
2 12.6 11.5 17.7 17.0 8.0 5.9 0.5 18.4 22.0 26.5

  4 月 3 10.0 11.9 13.4 16.8 6.6 6.3 82.5 17.9 11.4 28.3
4 11.6 12.9 16.6 18.8 6.5 7.3 9.5 21.2 24.8 29.3
5 9.5 13.7 14.0 19.3 4.8 8.5 30.0 13.2 19.8 29.4
6 14.3 14.7 19.6 20.8 8.2 8.5 2.0 11.5 33.8 30.2

平均(合計) 11.5 12.4 16.3 18.0 6.4 6.7 164.5 97.6 138.5 168.3
1 17.6 15.7 24.7 21.1 10.3 9.9 0.0 15.7 52.5 31.0
2 17.9 16.5 23.7 22.1 10.5 10.8 6.5 17.1 28.6 30.8

  5 月 3 13.0 16.4 17.1 21.6 8.0 11.0 12.0 29.6 33.9 29.3
4 19.9 16.7 26.4 22.4 14.2 11.0 23.0 21.9 31.6 30.7
5 18.5 17.8 23.2 23.5 13.8 12.1 44.0 13.2 18.3 32.4
6 14.4 18.6 17.4 24.1 11.7 13.2 9.5 19.2 14.4 38.4

平均(合計) 16.9 17.0 22.1 22.5 11.4 11.3 95.0 116.8 179.3 192.6
1 18.4 19.3 23.6 24.8 12.0 14.0 0.0 17.9 63.8 30.0
2 18.4 20.2 23.5 25.3 13.2 15.2 0.0 17.6 35.8 26.5

  6 月 3 21.3 20.6 25.0 25.4 16.7 16.1 22.5 14.4 33.3 24.7
4 22.5 21.7 26.6 26.2 19.4 17.4 28.0 24.6 22.9 22.9
5 22.7 21.7 27.0 25.7 18.1 18.2 2.0 51.6 27.6 20.0
6 24.5 22.7 27.9 26.5 22.1 19.3 76.5 47.2 4.6 19.2

平均(合計) 21.3 21.0 25.6 25.6 16.9 16.7 129.0 171.7 188.0 143.3

    （平年値：昭和５１～平成２０年の３３年間）

観測 Ⅴ 平成 22 年 半旬別気象表 

観測地点：本場（東伯郡北栄町由良宿） 
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     気        温    (℃)    降  水  量    日 照 時 間
     平   均      最   高      最   低       (mm)      (hrs)

   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年
1 24.0 23.5 26.9 27.6 21.9 20.1 40.5 44.0 6.2 20.2
2 24.7 24.1 29.3 28.3 20.9 20.3 2.5 28.5 26.2 21.0

  7 月 3 23.6 24.9 25.8 29.0 22.0 21.6 127.5 46.3 0.5 21.6
4 28.5 24.9 34.3 29.3 23.7 21.2 12.5 41.8 49.4 26.8
5 28.1 26.3 33.1 31.0 23.2 22.3 0.0 20.9 57.1 31.8
6 27.8 26.6 32.8 31.4 23.8 22.6 25.0 13.5 32.3 39.8

平均(合計) 26.1 25.0 30.4 29.4 22.6 21.4 208.0 195.0 171.7 161.2
1 30.2 27.6 34.9 31.8 26.1 22.6 0.0 16.8 49.9 33.3
2 30.4 26.7 35.2 31.5 26.1 22.4 2.0 18.8 44.9 32.5

  8 月 3 28.9 26.6 33.1 31.5 24.6 22.6 10.5 21.2 13.9 31.0
4 28.8 26.1 33.5 31.0 24.8 22.4 0.0 16.8 48.9 30.1
5 28.3 25.7 33.8 30.4 24.3 21.8 17.0 27.0 43.9 30.7
6 28.9 25.6 35.8 30.6 23.8 21.6 35.5 28.9 57.5 38.2

平均(合計) 29.3 26.4 34.4 31.1 25.0 22.2 65.0 129.5 259.0 195.8
1 28.8 24.7 34.3 29.6 24.0 20.6 0.0 28.9 53.0 29.4
2 26.6 23.4 31.0 28.1 22.5 19.6 59.0 38.5 25.0 24.6

  9 月 3 26.2 22.7 30.9 27.4 21.9 19.0 1.5 34.3 25.3 21.0
4 23.6 22.0 29.8 26.7 18.4 17.9 4.0 40.0 33.3 20.8
5 22.6 20.8 24.9 25.4 20.0 16.7 81.5 40.9 3.6 21.3
6 19.6 19.8 25.5 24.5 15.3 15.4 14.0 40.8 20.5 21.7

平均(合計) 24.6 22.2 29.4 27.0 20.4 18.2 160.0 223.4 160.7 138.8
1 21.0 18.9 26.4 23.9 15.7 14.3 20.5 27.1 30.0 22.1
2 18.9 17.9 22.9 23.0 15.2 13.2 44.5 22.5 20.4 22.7

  10 月 3 19.9 17.5 25.6 22.8 15.5 12.7 21.0 29.1 27.1 23.2
4 16.8 16.1 23.6 21.4 11.6 11.1 0.0 44.4 30.7 24.3
5 18.4 15.0 21.4 20.8 15.6 9.9 29.5 17.4 4.6 24.5
6 13.6 14.6 15.4 19.9 11.6 9.4 54.5 22.7 2.2 27.4

平均(合計) 18.1 16.7 22.6 22.0 14.2 11.8 170.0 163.2 115.0 144.2
1 11.9 13.6 17.8 19.3 7.2 8.6 44.5 28.5 23.1 22.1
2 12.6 13.5 18.2 18.7 7.5 8.6 0.0 21.0 25.2 21.0

  11 月 3 12.7 12.2 18.1 17.1 7.4 7.7 80.5 32.3 16.3 18.5
4 9.2 10.6 15.8 16.1 3.8 6.2 15.5 20.9 26.0 16.4
5 11.2 10.0 16.6 15.5 6.4 5.2 15.0 21.2 12.8 15.1
6 9.2 9.3 13.9 13.9 3.6 5.2 10.5 33.7 23.8 14.5

平均(合計) 11.1 11.6 16.7 16.8 6.0 6.9 166.0 157.6 127.2 107.6
1 11.1 8.5 18.4 13.4 5.6 4.0 19.0 23.5 34.0 15.1
2 8.3 8.0 12.9 12.6 4.5 3.9 31.5 26.6 22.4 15.5

  12 月 3 7.8 7.2 12.0 11.6 4.0 3.3 38.0 26.5 9.5 14.7
4 6.8 6.6 11.2 10.9 2.0 3.0 0.0 22.3 20.6 14.4
5 6.4 6.5 10.4 10.6 3.2 2.6 37.0 19.8 16.1 14.5
6 2.8 5.6 5.6 9.9 0.7 1.9 63.0 24.1 11.1 16.2

平均(合計) 7.2 7.1 11.8 11.5 3.3 3.1 188.5 142.8 113.7 90.4
（日照時間は倉吉観測所のデータを使用）

観測地点：本場（東伯郡北栄町由良宿） 
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（平年値　：　昭和55年～平成20年の３３年間 ）
     気        温    (℃)    降  水  量

     平   均      最   高      最   低       (mm)
   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年

1 5.6 4.7 10.3 8.0 2.2 1.9 6.0 26.3
2 4.2 4.4 9.0 8.4 0.7 1.3 12.0 29.4

  1 月 3 1.7 4.3 7.1 8.0 -1.0 1.1 6.0 31.0
4 5.1 4.2 11.7 7.8 1.0 1.1 21.0 31.2
5 3.5 3.4 10.4 6.9 -0.3 0.3 8.0 25.8
6 5.8 3.7 12.0 7.5 1.2 0.5 25.0 33.7

平均(合計) 4.3 4.1 10.1 7.8 0.6 1.0 78.0 177.5
1 6.3 3.2 11.8 6.8 1.3 0.0 24.0 25.9
2 6.8 3.9 13.3 8.2 -0.2 0.3 16.0 22.8

  2 月 3 10.9 4.7 17.5 8.8 4.4 1.0 10.0 19.4
4 4.5 4.7 9.4 8.7 0.9 1.1 37.0 27.0
5 7.0 4.7 11.3 8.7 3.0 1.0 7.0 20.2
6 3.8 4.6 12.8 9.0 3.8 0.7 1.0 13.6

平均(合計) 6.5 4.3 12.7 8.4 2.2 0.7 95.0 128.9
1 5.4 5.6 9.9 9.9 1.7 1.7 3.0 25.6
2 8.7 6.2 14.3 10.7 4.1 2.0 9.0 19.2

  3 月 3 7.6 7.3 13.6 11.9 2.7 2.7 9.0 16.7
4 14.7 7.4 22.2 12.2 9.0 3.0 6.0 21.8
5 9.0 8.0 14.7 12.7 3.5 3.8 2.0 25.8
6 7.3 9.1 13.7 13.7 2.0 4.4 35.0 23.0

平均(合計) 8.8 7.3 14.7 11.8 3.8 2.9 64.0 132.1
1 9.6 10.0 15.9 14.9 4.5 5.1 6.0 19.0
2 13.5 11.3 23.0 16.3 5.7 6.5 2.0 16.3

  4 月 3 15.8 11.8 22.6 16.4 10.1 7.1 9.0 18.9
4 14.5 12.9 21.9 18.4 8.1 7.8 17.0 19.0
5 15.1 13.8 21.4 19.0 9.6 8.8 13.0 15.9
6 12.7 15.0 19.3 20.9 6.4 9.5 0.0 11.4

平均(合計) 13.5 12.5 20.7 17.7 7.4 7.5 47.0 100.7
1 17.3 16.0 25.3 21.0 11.1 11.0 18.0 19.5
2 18.0 16.7 26.2 22.1 12.1 11.5 9.0 17.0

  5 月 3 17.2 16.8 25.3 21.9 9.8 11.6 0.0 30.3
4 17.0 16.9 24.9 21.9 11.9 12.2 16.0 22.5
5 19.0 18.1 25.6 23.1 14.3 13.1 16.0 18.4
6 17.2 18.9 21.9 24.1 14.2 13.8 28.0 21.8

平均(合計) 17.6 17.2 24.9 22.4 12.2 12.2 87.0 129.4
1 20.0 19.4 26.5 24.5 15.5 14.7 0.0 14.3
2 19.4 20.2 23.5 25.1 16.4 15.6 28.0 17.6

  6 月 3 21.2 20.7 28.0 25.2 16.0 16.5 16.0 12.4
4 22.9 21.9 29.9 26.3 16.6 17.7 0.0 22.3
5 24.7 21.9 31.1 25.4 20.7 18.6 72.0 34.6
6 24.6 22.8 30.8 26.6 19.4 19.3 24.0 50.7

平均(合計) 22.1 21.1 28.3 25.5 17.4 17.1 140.0 151.9

観測地点：砂丘地農業研究センター（東伯郡北栄町田井） 
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     気        温    (℃)    降  水  量
     平   均      最   高      最   低       (mm)

   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年
1 22.5 23.4 27.5 27.2 18.6 20.0 22.5 46.1
2 27.1 24.2 32.5 28.1 22.6 20.6 56.5 30.8

  7 月 3 27.3 24.8 33.6 28.5 22.3 21.6 0.0 56.1
4 26.5 25.3 32.1 29.2 22.2 21.6 64.0 47.5
5 24.6 26.7 29.1 31.3 21.8 22.5 44.5 20.6
6 24.1 27.1 29.7 31.8 21.4 22.7 40.5 20.6

平均(合計) 25.3 25.2 30.8 29.3 21.5 21.5 228.0 221.7
1 24.1 27.2 28.5 31.9 21.7 22.8 37.5 15.0
2 26.1 27.3 30.9 32.1 23.7 22.9 40.5 14.2

  8 月 3 26.0 27.2 31.5 32.1 22.2 22.8 18.0 17.5
4 27.3 26.7 34.0 31.4 22.1 22.5 0.0 21.6
5 25.2 26.1 31.8 30.8 20.4 22.1 14.0 28.6
6 25.1 25.8 31.1 30.7 20.9 21.4 3.0 26.7

平均(合計) 25.6 26.7 31.3 31.5 21.8 22.4 113.0 123.5
1 24.5 25.0 30.6 29.5 20.2 21.1 19.0 25.6
2 22.8 23.7 30.2 27.9 17.2 19.9 1.0 38.3

  9 月 3 21.2 23.0 27.7 27.3 16.3 19.0 37.0 27.4
4 21.1 22.4 28.3 26.9 14.7 18.5 0.0 46.9
5 22.4 21.0 29.3 25.4 17.9 17.1 6.5 32.5
6 21.7 19.5 26.5 24.0 18.2 15.4 44.0 45.3

平均(合計) 22.3 22.4 28.8 26.8 17.4 18.5 107.5 216.1
1 22.1 19.1 27.8 23.9 15.8 14.8 32.0 25.1
2 20.8 18.3 22.5 23.0 15.1 14.0 80.0 25.2

  10 月 3 18.3 17.9 25.7 22.9 11.0 13.5 4.0 27.6
4 17.1 16.4 24.4 21.3 11.4 12.0 13.0 36.0
5 17.2 15.2 23.0 20.5 9.8 10.5 0.0 18.2
6 17.7 14.3 24.3 19.5 11.8 9.8 4.0 19.3

平均(合計) 18.9 16.9 24.6 21.8 12.5 12.4 133.0 151.4
1 12.7 13.5 18.7 18.7 7.8 9.1 120.0 24.2
2 17.8 13.2 25.0 18.1 13.3 8.8 46.5 17.8

  11 月 3 13.9 12.2 17.5 16.4 10.4 8.3 103.5 29.0
4 8.8 10.6 13.6 14.9 5.8 6.7 27.5 24.0
5 10.0 9.9 15.7 14.6 5.4 6.1 9.0 22.7
6 10.9 9.3 17.4 13.3 5.9 5.7 24.0 30.5

平均(合計) 12.3 11.5 18.0 16.0 8.1 7.4 330.5 148.1
1 10.7 8.3 18.2 12.8 5.1 4.4 13.0 25.1
2 9.0 7.6 15.0 11.8 5.7 3.8 10.5 29.8

  12 月 3 10.2 6.9 14.9 10.8 6.4 3.5 40.5 28.4
4 2.6 6.2 6.7 10.1 0.2 2.8 10.5 21.4
5 6.5 6.1 11.8 9.8 2.5 2.7 21.0 21.9
6 5.6 5.5 10.2 9.3 2.7 2.0 21.5 25.0

平均(合計) 7.4 6.8 12.8 10.8 3.8 3.2 117.0 151.6

観測地点：砂丘地農業研究センター（東伯郡北栄町田井） 
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    （平年値は昭和45年～平成12年の30年間の平均）
     気        温    (℃)    降  水  量    日 照 時 間

     平   均      最   高      最   低       (mm)      (hrs)
   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年

1 4.3 8.2 1.1 49.5 9.5
2 3.1 6.0 0.7 79.0 8.1

  1 月 3 2.5 5.1 -0.5 8.0 5.9
4 5.5 11.5 -0.3 1.0 19.6
5 5.5 9.9 2.2 34.0 14.2
6 7.0 10.9 2.6 7.5 21.6

平均(合計) 4.7 4.5 8.6 7.9 1.0 1.4 179.0 169.0 78.9 66.0
1 4.6 6.7 2.9 15.0 6.4
2 7.7 10.8 4.5 24.0 12.0

  2 月 3 4.9 7.5 2.4 34.0 5.4
4 3.1 6.7 0.4 15.5 11.2
5 9.8 17.7 2.7 1.5 39.1
6 10.0 13.4 7.3 52.0 2.9

平均(合計) 6.7 4.6 10.5 8.2 3.4 1.2 142.0 149.2 77.0 77.4
1 9.2 12.1 7.0 25.5 4.3
2 5.7 7.4 4.4 103.0 0.6

  3 月 3 9.6 14.5 3.7 21.5 28.8
4 9.8 15.2 4.4 18.5 26.9
5 7.9 11.1 4.4 32.0 9.3
6 6.7 10.7 2.1 18.5 27.0

平均(合計) 8.2 7.5 11.8 11.8 4.3 3.3 219.0 132.1 96.9 137.0
1 10.7 16.1 5.5 50.5 28.3
2 12.0 17.2 7.4 4.0 23.2

  4 月 3 10.1 13.8 7.2 66.5 12.7
4 12.1 16.4 8.1 6.5 23.8
5 10.4 14.2 6.9 29.0 24.8
6 13.6 17.9 9.3 19.5 36.2

平均(合計) 11.5 12.8 15.9 17.9 7.4 8.0 176.0 118.7 149.0 186.5
1 18.1 24.8 11.1 0.0 53.4
2 18.0 23.6 12.1 10.5 25.6

  5 月 3 13.4 17.1 9.8 8.0 34.7
4 20.0 26.4 15.1 27.0 35.6
5 19.2 23.6 15.4 88.5 18.5
6 14.6 17.2 13.2 8.5 21.9

平均(合計) 17.2 17.4 22.1 22.4 12.8 12.6 142.5 123.5 189.7 216.3
1 19.3 24.3 14.8 0.0 61.2
2 19.6 24.6 16.0 4.5 33.8

  6 月 3 21.9 26.1 18.2 20.0 33.1
4 23.0 27.4 20.2 18.5 24.0
5 23.4 27.7 19.6 5.0 34.7
6 24.4 27.9 22.5 47.5 2.4

平均(合計) 21.9 21.2 26.3 25.3 18.6 17.7 95.5 186.8 189.2 168.8

58.3

22.0 25.6 19.2 102.5 43.0

21.4 25.5 17.8 42.7

81.6

20.3 24.9 16.1 41.6 67.5

18.7 23.6 14.1 34.6

67.8

17.2 22.1 12.5 49.5 66.9

16.2 21.4 11.2 39.4

61.1

14.8 20.2 9.8 33.7 67.5

12.8 17.8 8.0 41.4

52.5

10.9 15.7 6.1 43.6 57.9

8.9 13.3 4.7 50.0

39.1

7.4 11.7 3.1 41.8 45.4

6.1 10.4 2.2 40.3

28.2

4.9 8.6 1.5 46.6 24.7

5.0 8.7 1.4 51.5

24.5

3.9 7.3 0.7 51.1 24.5

3.9 7.3 0.7 56.6

20.5

4.4 7.7 1.4 56.5 21.0

5.3 8.7 2.1 55.9

観測地点：弓浜砂丘地分場（境港市中海干拓地） 
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     気        温    (℃)    降  水  量    日 照 時 間
     平   均      最   高      最   低       (mm)      (hrs)

   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年
1 24.2 26.7 22.7 77.5 9.2
2 25.2 29.2 22.4 0.0 30.2

  7 月 3 23.6 26.0 22.1 154.5 0.4
4 27.9 33.0 23.8 30.0 52.3
5 28.5 33.2 24.9 0.0 58.4
6 28.9 33.6 25.3 0.0 43.9

平均(合計) 26.4 25.4 30.3 29.4 23.5 22.3 262.0 216.7 190.2
1 30.1 35.1 26.8 16.0 48.6
2 30.2 35.2 26.5 0.0 48.3

  8 月 3 28.7 32.2 25.1 18.0 11.2
4 29.1 33.6 26.0 0.0 55.4
5 29.3 34.1 25.9 0.5 47.9
6 29.7 35.7 25.2 33.0 58.4

平均(合計) 29.5 26.6 34.3 30.8 25.9 23.3 67.5 145.6 269.8 210.4
1 29.5 35.0 25.4 0.0 49.9
2 26.7 30.8 23.7 59.0 21.3

  9 月 3 26.1 30.3 22.8 25.5 25.4
4 24.2 29.3 19.8 0.0 33.7
5 22.8 25.6 19.9 70.5 12.3
6 20.2 25.4 15.9 10.0 23.0

平均(合計) 24.9 22.5 29.4 26.3 21.3 19.1 165.0 149.6 165.6 151.2
1 21.1 25.6 17.1 28.5 31.6
2 19.6 22.9 16.7 34.5 21.4

  10 月 3 20.5 25.2 16.4 5.5 27.2
4 17.6 23.0 12.9 0.0 28.8
5 18.8 21.1 16.6 65.5 5.7
6 14.4 16.5 12.4 108.5 3.0

平均(合計) 18.7 17.0 22.4 21.4 15.4 12.8 242.5 125.5 117.7 158.0
1 12.6 17.9 8.1 38.0 26.9
2 12.6 17.6 7.9 2.5 21.9

  11 月 3 12.5 17.5 8.0 24.5 15.4
4 10.1 15.4 5.4 6.0 28.9
5 11.4 15.8 6.9 13.5 12.5
6 8.9 13.7 4.0 44.0 22.5

平均(合計) 11.4 12.1 16.3 16.1 6.7 7.6 128.5 155.5 128.1 109.3
1 10.6 16.4 5.4 34.5 29.7
2 8.3 12.6 4.9 56.0 17.5

  12 月 3 8.3 11.8 4.8 46.5 2.7 2.7
4 6.1 10.3 1.6 16.5 18.2 18.2
5 7.3 10.7 3.6 39.5 13.7
6 3.1 5.4 1.1 107.0 4.7

平均(合計) 7.3 7.1 11.2 9.0 13.0 3.2 237.0 159.0 86.5 83.8

25.5

6.1 9.8 2.6 57.9 28.0

7.0 49.7

30.2

8.2 12.4 4.2 51.4 30.3

9.6 13.8 5.7 53.1

44.3

11.8 16.1 7.7 53.7 34.8

14.8 18.3 9.5 48.7

50.1

15.0 19.7 10.6 38.5 56.8

17.2 21.5 13.0 48.3

45.4

18.9 23.0 14.9 38.7 51.1

20.7 24.5 17.1 7.5

55.2

22.5 26.3 19.0 70.8 50.6

24.3 28.2 21.1 71.3

68.7

26.0 30.0 22.8 72.8 66.4

26.9 31.0 23.7 36.0

84.4

27.0 31.3 23.5 36.8 75.3

27.1 31.3 23.7 44.8

53.4

25.1 29.0 22.2 91.5 52.4

24.1 27.9 21.1 80.4

観測地点：弓浜砂丘地分場（境港市中海干拓地） 
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観測地点：河原試験地（鳥取市河原町佐貫） 

（平年値：昭和４７年～平成２０年の37年間）
     気        温    (℃)    降  水  量

     平   均      最   高      最   低       (mm)
   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年

1 2.5 3.9 5.6 7.6 0.3 0.3 41.8 23.3
2 2.5 4.1 7.4 8.1 -0.7 0.2 6.7 29.5

  1 月 3 0.8 3.4 4.6 6.9 -1.8 -0.1 123.8 34.8
4 3.0 3.2 8.9 7.0 -1.9 -0.5 4.7 34.7
5 2.0 2.8 7.0 6.5 -1.3 -0.9 0.0 29.1
6 4.1 2.5 10.1 6.7 -0.1 -1.7 8.9 34.5

平均(合計) 2.5 3.3 7.3 7.1 -0.9 -0.4 185.9 185.8
1 3.8 2.5 8.2 6.3 -0.6 -1.2 9.4 32.0
2 4.6 3.0 10.7 7.1 -2.1 -1.0 7.5 30.0

  2 月 3 9.5 3.7 15.5 8.1 3.1 -0.5 0.1 27.2
4 3.1 3.7 7.4 7.8 -0.2 -0.3 44.3 36.3
5 6.0 4.0 9.5 8.0 1.9 0.0 44.4 35.8
6 5.6 4.0 9.9 8.5 2.8 -0.5 6.4 19.4

平均(合計) 5.4 3.5 10.2 7.6 0.8 -0.6 112.1 180.7
1 4.3 4.5 8.8 8.9 0.1 0.1 4.1 26.2
2 6.9 5.5 11.6 10.3 2.2 0.7 12.4 26.2

  3 月 3 6.6 6.0 12.0 10.9 2.0 1.2 3.6 23.0
4 12.9 6.7 19.4 11.7 6.0 1.8 17.1 26.4
5 8.2 7.1 13.3 11.8 1.7 2.3 13.1 31.7
6 5.1 8.3 10.6 13.4 0.8 3.1 36.9 23.9

平均(合計) 7.3 6.3 12.6 11.2 2.1 1.5 87.2 157.4
1 7.9 9.1 13.4 14.7 2.8 3.5 20.4 20.3
2 12.3 11.0 21.6 16.5 3.8 5.5 3.4 19.9

  4 月 3 15.0 11.8 21.9 17.3 8.9 6.2 39.8 21.3
4 13.9 12.8 20.4 18.6 7.2 7.1 2.0 20.5
5 13.6 13.6 18.6 19.1 7.7 8.1 8.8 16.2
6 10.9 14.7 17.7 20.8 4.5 8.5 46.3 17.2

平均(合計) 12.3 12.2 18.9 17.8 5.8 6.5 120.7 115.5
1 16.5 15.5 23.3 20.9 9.7 10.0 0.0 16.6
2 16.9 16.3 23.4 22.1 10.4 10.5 0.8 16.8

  5 月 3 15.4 16.4 23.0 22.0 7.3 10.8 9.7 31.2
4 18.3 16.8 24.6 22.3 11.9 11.2 9.5 21.7
5 18.2 17.5 22.5 23.3 13.4 11.7 33.3 21.9
6 16.6 18.8 20.2 24.4 13.2 13.2 2.2 20.6

平均(合計) 17.0 16.9 22.8 22.5 11.0 11.3 55.5 128.7
1 20.0 19.4 24.5 25.0 14.9 13.8 18.7 19.5
2 19.0 20.2 22.4 25.4 16.4 15.0 1.3 22.1

  6 月 3 20.3 20.4 25.8 25.3 14.9 15.5 10.3 16.7
4 22.7 21.8 28.2 26.4 17.1 17.3 0.0 22.2
5 24.5 21.7 30.2 25.6 20.1 17.8 106.8 33.6
6 20.6 22.6 24.9 26.5 16.6 18.8 25.9 47.8

平均(合計) 21.2 21.0 26.0 25.7 16.7 16.4 163.0 161.9  
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     気        温    (℃)    降  水  量
     平   均      最   高      最   低       (mm)

   月 半旬  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年  本 年  平 年
1 22.1 23.6 27.1 27.7 18.3 19.5 82.6 43.4
2 26.4 24.3 29.9 28.6 23.3 19.9 31.8 24.5

  7 月 3 26.7 24.7 31.5 28.5 21.5 20.9 0.1 56.8
4 25.9 25.3 29.4 29.9 21.9 20.8 3.5 56.8
5 24.5 26.6 27.5 31.6 22.0 21.7 116.0 23.6
6 23.5 26.9 26.6 31.9 21.3 22.0 54.2 25.0

平均(合計) 24.8 25.2 28.7 29.7 21.4 20.8 288.2 230.0
1 23.7 26.7 26.8 31.5 21.8 22.0 20.2 16.1
2 26.3 26.5 29.8 31.6 23.8 21.6 77.9 25.3

  8 月 3 25.1 26.6 28.9 31.5 21.4 21.8 12.7 18.8
4 26.5 26.3 32.9 30.9 21.3 21.8 0.1 22.7
5 23.9 25.5 29.0 30.0 21.3 21.1 7.4 39.4
6 23.8 25.2 27.6 30.0 20.3 20.5 2.7 34.4

平均(合計) 24.9 26.1 29.2 30.9 21.7 21.5 121.0 156.7
1 23.1 24.4 27.8 29.1 18.8 19.8 0.6 27.7
2 21.0 23.2 26.6 27.5 15.9 18.9 0.1 47.9

  9 月 3 19.4 22.3 24.6 26.7 14.8 17.9 34.3 38.3
4 18.4 21.5 25.3 26.0 12.9 17.0 0.0 40.9
5 21.4 20.2 27.2 24.8 16.5 15.7 0.0 36.7
6 21.1 18.9 25.2 23.6 17.6 14.2 17.8 37.6

平均(合計) 20.7 21.7 26.1 26.3 16.1 17.3 52.8 228.9
1 19.7 18.5 24.9 23.4 15.3 13.5 26.4 21.4
2 16.0 17.3 19.5 22.2 13.0 12.4 75.0 29.9

  10 月 3 14.1 16.6 21.5 21.6 8.7 11.6 15.1 22.7
4 15.5 15.2 22.3 20.5 9.4 10.1 0.0 31.6
5 15.5 14.2 22.3 19.8 9.4 8.7 0.0 26.2
6 15.2 13.8 22.1 19.0 9.8 8.6 10.0 22.5

平均(合計) 16.0 15.9 22.1 21.1 10.9 10.8 126.5 154.3
1 11.1 12.8 16.8 18.1 6.2 7.6 94.6 23.6
2 16.2 12.6 22.3 17.5 11.5 7.6 0.3 19.3

  11 月 3 12.1 11.2 16.4 15.8 8.0 6.7 78.2 23.9
4 7.1 10.0 10.6 14.7 4.6 5.3 78.1 23.4
5 8.4 8.9 14.2 14.0 3.7 4.0 6.6 22.2
6 9.0 8.2 14.8 12.5 4.0 4.1 9.7 23.7

平均(合計) 10.7 10.6 15.9 15.4 6.3 5.9 267.5 136.0
1 8.7 7.6 15.2 12.3 3.4 2.9 9.7 20.1
2 7.5 7.1 12.3 11.5 3.9 2.8 2.5 25.2

  12 月 3 8.9 6.2 12.8 10.4 5.3 2.0 50.5 22.0
4 1.9 5.5 5.9 9.6 -1.3 1.5 2.2 24.9
5 4.4 4.9 9.3 8.7 0.6 1.1 38.1 30.1
6 5.1 4.4 9.2 8.2 2.0 0.7 2.3 30.5

平均(合計) 6.1 5.9 10.8 10.1 2.3 1.8 105.3 152.7

 

観測地点：河原試験地（鳥取市河原町佐貫） 
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    （平年値：平成10～平成19年の10年間）

月 半旬 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年

1 -0.2 0.1 3.4 4.1 -3.7 -3.4 35.5 17.9 5.0 10.7

2 0.1 0.0 3.6 4.4 -3.3 -4.4 8.5 16.2 7.2 10.7

  1 月 3 -2.6 0.8 0.8 4.8 -6.0 -3.3 10.0 29.3 2.6 12.1

4 -0.3 -0.1 5.7 3.9 -6.3 -3.8 2.5 22.4 14.4 10.0

5 -0.8 -0.5 3.0 3.1 -4.5 -4.5 5.0 22.1 3.6 7.6

6 0.6 -0.7 7.0 3.8 -5.9 -4.8 8.0 22.6 15.7 13.7

-0.5 -0.1 3.9 4.0 -5.0 -4.0 69.5 130.4 48.5 64.8

1 2.0 -0.8 6.7 3.8 -2.8 -5.0 2.0 17.4 14.6 11.5

2 1.1 0.4 6.2 4.5 -4.1 -4.1 3.0 20.9 3.0 16.3

  2 月 3 6.2 0.1 12.9 4.8 -0.5 -4.6 21.8 17.3 16.6 14.8

4 0.7 0.7 4.4 5.7 -3.0 -4.3 14.5 20.4 6.2 16.3

5 3.8 1.8 8.0 7.2 -0.4 -3.6 22.7 19.3 6.5 18.3

6 3.7 1.7 8.0 6.9 -0.5 -3.3 0.5 14.8 6.8 9.8

2.9 0.6 7.7 5.5 -1.9 -4.2 64.5 110.0 53.7 87.1

1 1.8 2.5 6.5 7.8 -3.0 -3.1 6.5 24.7 9.5 18.5

2 4.7 2.0 10.1 6.9 -0.7 -3.2 0.7 24.8 8.5 19.8

  3 月 3 4.0 3.2 10.0 9.0 -2.1 -2.5 23.0 15.6 22.3 22.4

4 10.8 5.0 17.4 10.8 4.3 -0.7 13.5 27.1 33.2 23.4

5 5.9 5.4 10.9 11.3 1.0 -0.4 21.3 22.1 14.3 21.4

6 3.4 6.1 8.9 11.6 -3.0 0.5 18.7 28.1 32.6 24.7

5.1 4.1 10.6 9.6 -0.6 -1.6 83.7 142.4 120.4 130.2

1 5.2 7.5 11.0 12.3 -0.6 1.0 5.3 22.8 19.1 24.6

2 9.4 9.0 20.4 14.8 -1.6 1.9 0.0 21.0 50.4 26.8

  4 月 3 12.7 9.7 20.4 15.3 5.0 3.5 40.5 14.0 31.3 22.5

4 13.5 11.1 20.3 16.5 6.7 4.5 2.8 29.6 29.6 23.9

5 12.5 11.6 17.5 15.6 7.4 6.0 33.8 16.0 18.6 22.2

6 7.8 11.7 15.2 17.4 0.5 4.5 9.9 10.9 36.9 28.0

10.2 10.1 17.5 15.3 2.9 3.5 92.3 114.2 185.9 148.1

1 13.6 14.4 21.1 21.2 6.0 7.7 0.5 17.5 27.1 28.8

2 16.1 15.0 24.1 21.2 8.0 8.8 0.0 23.0 30.9 21.8

  5 月 3 13.0 13.9 21.7 20.4 4.3 7.5 0.0 20.7 34.6 23.2

4 16.0 15.1 23.6 20.8 8.3 9.3 6.1 13.0 29.6 18.8

5 17.1 15.9 22.1 22.8 12.1 9.0 5.3 16.8 14.4 24.7

6 14.6 16.7 19.3 22.6 10.2 10.7 3.6 31.7 10.0 28.1

15.0 15.2 22.0 21.5 8.1 8.8 15.5 122.7 146.6 145.3

1 16.3 17.1 21.9 23.5 10.7 10.8 14.5 6.5 18.9 23.1

2 17.6 18.1 21.5 24.4 13.7 11.8 13.8 16.3 4.6 20.5

  6 月 3 19.1 18.7 26.2 24.5 14.9 12.9 6.3 16.3 31.4 21.4

4 20.1 20.0 26.7 25.6 13.5 14.5 0.0 31.3 43.1 15.7

5 22.2 20.5 27.4 24.5 16.9 16.4 165.5 62.0 27.9 5.4

6 21.6 21.5 26.6 25.9 16.5 17.2 9.1 47.3 23.5 8.2

19.5 19.3 25.0 24.7 14.4 13.9 209.2 179.5 149.4 94.4

平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

 気        温    (℃)  降  水  量 日 照 時 間

平   均 最   高 最   低  (mm) (hrs)

観測地点：日南試験地（日野郡日南町阿縁） 
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月 半旬 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年 本 年 平 年

1 20.9 22.4 26.4 26.5 15.3 18.2 15.5 63.3 16.4 11.7

2 24.1 23.0 27.9 25.9 20.2 17.6 102.6 31.0 15.9 15.3

  7 月 3 23.9 23.2 28.6 27.2 19.2 19.1 5.0 53.5 20.5 8.3

4 23.1 23.2 27.1 27.8 19.2 18.6 165.7 65.2 3.9 14.3

5 22.3 24.6 25.6 29.6 18.9 19.6 22.0 20.9 12.1 21.3

6 21.5 24.3 24.5 28.9 18.7 19.6 28.7 22.0 4.9 24.4

平均(合計) 22.6 23.4 26.7 27.6 18.6 18.8 339.5 255.8 73.7 95.3

1 22.2 25.1 25.3 30.2 19.1 20.1 11.1 15.9 7.2 24.1

2 25.5 25.2 29.3 30.5 21.8 19.9 37.8 23.0 6.4 24.4

  8 月 3 24.2 24.5 27.7 29.5 20.6 19.5 15.8 17.9 12.5 24.5

4 23.7 24.2 29.9 28.7 17.4 19.7 0.0 20.7 34.1 17.8

5 21.9 23.0 26.8 27.7 16.9 18.2 7.1 31.1 26.7 20.0

6 22.3 23.1 26.9 27.7 16.7 18.6 2.4 21.6 20.9 21.4

平均(合計) 23.3 24.2 27.7 29.0 18.7 19.3 74.2 130.2 107.8 132.1

1 21.2 22.5 26.4 27.3 15.9 207.7 0.0 28.9 26.8 17.5

2 19.6 21.9 24.7 26.2 14.5 17.7 3.5 57.3 32.4 14.8

  9 月 3 17.1 21.5 22.1 25.7 12.0 17.3 43.1 30.9 13.1 14.2

4 15.3 20.7 22.0 25.6 8.6 15.9 0.0 12.9 32.2 20.6

5 18.4 18.4 24.5 22.8 12.3 14.0 4.0 41.4 18.5 16.3

6 19.1 17.4 23.7 22.6 14.4 12.2 39.7 26.4 10.3 21.3

18.4 20.4 23.9 25.0 13.0 47.5 90.3 197.8 133.3 104.7

1 16.8 16.7 22.2 21.5 11.5 13.1 60.7 28.1 21.9 17.8

2 13.5 15.3 17.1 20.8 9.9 10.9 160.5 32.4 8.2 20.9

  10 月 3 11.4 14.9 16.9 20.4 6.0 10.7 2.2 13.1 21.4 21.1

4 4.8 12.4 9.1 18.7 0.4 7.1 22.5 25.5 29.0 28.5

5 10.6 12.2 18.6 18.2 2.6 7.0 0.0 23.6 26.0 24.2

6 12.9 10.9 19.4 16.8 4.9 5.6 1.5 27.6 35.3 24.7

11.7 13.7 17.2 19.4 5.9 9.1 247.4 150.4 141.8 137.1

1 8.2 10.3 14.4 16.0 2.0 4.5 85.5 24.8 20.8 22.0

2 12.0 9.8 19.6 15.6 4.4 4.1 62.0 21.6 17.7 26.2

  11 月 3 9.5 8.3 13.4 13.4 5.6 3.2 104.7 28.8 8.8 13.6

4 3.9 6.0 8.1 10.8 -0.2 1.1 22.5 14.3 8.9 11.9

5 4.2 6.1 10.9 12.3 -2.5 0.0 11.0 6.3 15.6 20.2

6 6.4 6.1 13.3 10.4 -0.5 1.8 1.8 27.4 18.1 11.7

7.4 7.8 13.3 13.1 1.5 2.4 287.5 123.2 89.9 105.6

1 6.2 4.8 12.9 10.0 -0.6 -0.4 16.5 29.4 17.4 12.2

2 4.5 3.2 9.7 7.7 -0.7 -1.3 18.5 19.9 17.1 14.0

  12 月 3 6.8 2.7 11.6 6.7 2.0 -1.3 20.4 24.9 7.2 10.3

4 -2.0 2.3 0.2 6.6 -4.2 -1.9 63.5 18.3 5.4 12.6

5 0.6 1.6 6.0 5.9 -4.7 -2.7 17.5 27.0 12.1 11.9

6 0.9 0.8 5.1 5.0 -2.7 -1.8 16.5 25.1 13.6 16.3

2.8 2.6 7.6 7.0 -1.8 -1.6 152.9 144.7 72.8 77.3平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

平均(合計)

 気        温    (℃)  降  水  量 日 照 時 間

平   均 最   高 最   低  (mm) (hrs)

 観測地点：日南試験地（日野郡日南町阿縁） 


